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〔１〕 本報告書の目的と構成 

本報告書は、令和 4 年度及び 5 年度に、公益社団法人日本語教育学会が文化庁より受託した「『日本語教

育の参照枠』を活用した教育モデル開発事業」の成果をまとめたものです。この事業は、日本語教育の内容やレ

ベル・評価の指標となる共通の基盤として策定された「日本語教育の参照枠」（文化審議会国語分科会、令和

3 年 10 月）を活用し、カリキュラムや評価方法、教師研修モデル等を開発することを目的としたものですが、日

本語教育学会では、文化庁が選択肢として提示した、生活・就労・留学のうちの「生活」分野を選び、カリキュラ

ム、評価方法、教師研修モデルの開発に取り組みました。「生活」分野に関しては、「生活 Can do」一覧が日本

語教育小委員会より令和 4 年 11 月に公開されており、本事業におけるカリキュラム開発及び評価方法の検討

では、その中に含まれている A1 から B1 に相当する生活 Can do を用いることとしました。そして、「生活 Can 

do に基づくカリキュラム」として、「自立を目指す生活日本語カリキュラム」を開発しました。 

本報告書では、カリキュラム開発、評価方法開発、研修モデル開発という３つの取組の成果を示すと同時に、そ

の開発・検討の過程を紹介します。開発・検討の過程も公開することにより、成果物の背景を理解していただくこ

と、さらに、各地の地域日本語教育コーディネーター等が、「生活のための日本語」のコースを設計する際や、評

価方法を検討する際、そして、研修を計画する際の参考としていただくことが可能となると考えています。さらに、

開発プロセスについての検討や意見交換の素材にしていただけたらと思います。 

 

報告書は、次の内容で構成されています。詳細は目次でご確認ください。 

１．カリキュラム案：2 タイプの学習者像を想定して作成したカリキュラムの例 

２．上記カリキュラム等での活用が想定される評価方法の例 

３．教師研修モデル案 

４．資料（パフォーマンス評価のための課題サンプル、生活 Can do ユニット、等） 

 

〔2〕 本事業の委員、補助者、報告書執筆者 

〇本事業の委員 

「教育モデル開発検討会議」 

小澤伊久美（委員長）、金田智子（副委員長）、嶋田和子（副委員長）、島田めぐみ（副委員長）、内山夕輝、 

砂川裕一、中河和子、野田尚史、森篤嗣、米勢治子 

「カリキュラム・シラバス開発委員会」 

金田智子（委員長）、森篤嗣、中上亜樹、内山夕輝 

「評価方法開発委員会」 

島田めぐみ（委員長）、横田隆志、菊岡由夏 

「教師研修委員会」 

  嶋田和子（委員長）、島田めぐみ、金田智子 

＜補助者＞ 

  吉田敬、東樹美和、柳本大地 

 

〇報告書執筆者 

金田智子、森篤嗣、中上亜樹、内山夕輝、島田めぐみ、横田隆志、菊岡由夏、嶋田和子 

（教材イラスト：大関真由佳） 
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Ⅰ．「自立を目指す生活日本語カリキュラム」     

1． カリキュラム案 

  以下、「自立を目指す生活日本語カリキュラム」として開発したカリキュラム案を 2 種示す。異なる学習者像を

設定し、タイプ１（家族滞在＜配偶者＞向け）とタイプ２（就労希望／就労中の永住者・定住者向け）とした。タイ

プ１は、来日間もない日本語未習者を想定したことから、A1 と A2 に時間をかけ、タイプ２は居住歴があり A1 程

度の話す能力を持っている人を想定したことから、A2 から B1 に時間をかけるようコース設計している。 

以下、それぞれのタイプについて、コースの概要、指導案、教材、活動の例を示す。 

 

1.1 タイプ１ 

1.1.1 概要                                                               （20240125 版） 

<生活日本語コース・タイプ 1：家族滞在（配偶者）向け>（A1・A2 コース，B1 コース）  

日本語教育／学習の目的 

外国人（日本語を母語としない人）が，日本において安心・安全で，十全な社会生活を送れるようになることを

目的に，基礎的な日本語を身に付ける。 

学習者像 

入国間もない配偶者，非漢字圏，定住化の可能性有。日本語未習。身近な知り合いを作り，地域での日常生

活を充実させたい。 

目標 

１．〔日本語能力〕日本の地域社会で生活する人の多くが遭遇する場面において，周囲の力も借りながら，日

本語で行動できるようになる。基礎コースが終わった段階で，参照枠の A2 レベル（全体的な尺度）に達

すること。自立コースが終わった段階で，参照枠の B1 レベル（全体的な尺度）に達すること。 

＜A2＞ごく基本的な個人情報や家族情報，買い物，近所，仕事など，直接的関係がある領域に関する，よ

く使われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，身近で日常の事柄についての情報交換

に応じることができる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性のある領域の事柄を簡単な言

葉で説明できる。 

＜B1＞仕事，学校，娯楽でふだん出合うような身近な話題について，共通語による話し方であれば，主要

点を理解できる。その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こりそうな，大抵の事態に対処す

ることができる。身近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で結び付けられた，脈絡のあ

るテクストを作ることができる。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計画の理由，説明を短く述

べることができる。 

２．〔学習能力〕自身の日本語学習や日本語使用について客観的に捉え，日本語や日本文化について分析的

に捉えることや，日本語学習を自分に合った方法で管理することができるようになる。 

３．〔社会文化に関する知識・意識〕日本語学習を通じて，生活場面で日本語を使用するにあたって必要とな

る知識を獲得し，社会・文化・生活における異なりに対する意識が高まる。 

成長イメージ 目標レベル 「日本語学習」（教育時間）時間 

＜第 1 段階＞ 

安全を守り，必要最低限の生活ができる 
A1 

120Ｈ（文化審議会国語分科会「地域におけ

る日本語教育の在り方について（報告）」で示さ

れた学習時間の目安（以下、「国語課案」）は、

100～150Ｈ） 



3  

＝160h＜単位時間，1h＝45 分＞ 

＜第 2 段階＞ 

社会に加わり／関わりながら生活の幅を広げる

（地域の知り合いとのつながりを強める，自治体

活動やコミュニティサークルに参加する，等） 

A2 
165H（国語課案 100～150H) 

＝220h 

＜第 3 段階＞ 

地域の活動に対して積極的に関与し，地域で活

躍できるようになる 

B1 
210H（国語課案 150～220H) 

＝280ｈ 

方針 

1．できることが増えること，コミュニケーションすることによって自身の社会が拡がっていくことが実感できるよ

うな教室を作る。 

2．自身の日本語学習や日本語能力を意識し，主体的に日本語学習に取り組める姿勢を育てる。 

具体的な工夫・留意点 

・「～できる」及び「行動」を中心に捉え，言語能力や方略的能力，正書・読字に関わる能力は行動を支えるも

のとして扱う。 

・自律的な学習姿勢を身に付けることができるよう，初期段階から学習者が自身の学習を意識・管理するた

めの「学習ポートフォリオ」を活用する。ポートフォリオには，日本語学習の目標・見通し，教室外の行動目標，

自己評価，振り返り，社会的活動の記録，等が含まれる。 

・日本語や日本文化の知識を「教えられる」のではなく，自ら分析・発見・比較したりする姿勢が身に付くよう

な指導方法・活動・評価方法を取り入れる。 

・対面での 4 時間を充実させるため，伝統的な予復習は求めない。教室での学びと実生活での日本語使用

が循環するような授業設計をし，生活の中での使用や発見が予復習として機能することをねらう。 

教授法・具体的な教室活動・人の配置，等 

〇コミュニケーション重視の教授法・活動 

〇教室内のやりとりのコミュニケーション化 

〇教室外日本語使用の促進 

〇日本語教師／指導者が担当し，内容によって各種専門家や一般市民が役割を担う 

教材・リソース 

・自主作成教材（含．日本語学習ポートフォリオ） 

・『「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案 教材例集』 ，地域日本語教育

実践プログラム等により開発された各地の教材 

・『つながるひろがるにほんごでのくらし』，『いろどり 生活の日本語』，『ひきだすにほんご』 

・『にほんごチェック！』 

・『Life in Tokyo: Your guide』，『生活・仕事ガイドブック（やさしい日本語版）』 

評価 

1.日本語能力の評価・確認（開始時，終了時） 

2.定期的な観察・評価 

3.〔日本語学習ポートフォリオ〕Can do を用いた，学習者による自己評価，相互評価 
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4.〔日本語学習ポートフォリオ〕教室外日本語使用の記録（活動記録）・資料 

5.コース評価（学習者・教師による） 

〔A1・A2 コース 全 380 単位時間〕時間・期間 

1 日（1 回）あたりの時間数 4h 1ｈ＝45 分（～50 分） 

週あたりの回数 5 回 
 

日数 95 日 A1：40 日 8 週， A2：55 日 11 週 

週数 19 週 
セッションを前後に分け，第１セッション（A1 相当）を週 5 日の

集中，A2 は週 2～3 日とする方法もある。 

期間 5 か月弱 週 5 日の場合 

A1 コース（159ｈ＋α）内容構成 

日本語学習 

＜生活 Can do に基づく＞ 
59h＋α 

日本語使用を支える「生活・文化・社会」の学習による時間増

をαとした。 

日本語学習 

＜文字学習，読み学習＞ 
16h 原則として，文字学習は生活 Can do と関連付けて扱う。 

日本語学習＜発展的内容＞ 24h (1)文法への気づき  (2)文字・文法の整理 

日本語学習＜方略学習＞ 6h 
(1)相手の言ったことが聞き取れない時，(2)話題の中の単語

の意味がわからない時，等 

展開活動・フィールドワーク 10ｈ 

日本語学習ユニットからの展開。例）「地域の公共施設を使う」 

→施設訪問。「避難訓練をする(1)」→消防署等の協力を得て

避難訓練。 

コースオリエンテーション，コー

ス中コンサルテーション等 
6ｈ 

開始時オリエンテーション，コース中コンサルテーション等。 

適宜，通訳あり。 

日本語学習自己管理 16h 

日本語学習ポートフォリオ使用 

目標設定・確認，自己評価・他者評価，教室外日本語使用

の記録・資料，振り返り，目標の見直し，等。 

日本における生活・人生と日本語学習の目的・目標について考

える活動を含む。 

「日本での生活」オリエンテー

ション 
16ｈ 媒介語も用いて学ぶ 

評価 1h 

終了時実施 

別途，コース実施中に随時，活動（タスク，ロールプレイ等）の観

察・評価を行い学習に生かす。＜日本語学習ポートフォリオと

関連付ける＞ 

コース終了時コンサルテーシ

ョン（含．評価活動） 
5h 

日本語学習ポートフォリオ内の自己評価，教室外日本語使用

の記録・資料などを利用 

A2 コース（220ｈ）内容構成 

日本語学習 

＜生活 Can do に基づく＞ 
146h 
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日本語学習 

＜文字学習，読み学習＞ 
12h 生活 Can do との関連付け 

日本語学習＜発展的内容＞ 16h (1)文法への気づき  (2)文字・文法の整理 

日本語学習＜方略学習＞ 4h 
(1)言葉の意味の類推，(2)リハーサル，(3)簡単なやりとりの

開始と終了，等 

展開活動・フィールドワーク 7ｈ 
例）「図書館を利用する」で実際に図書館に行き，手続きなど

をする。 

コースオリエンテーション他 6ｈ 
開始時オリエンテーション，コース中コンサルテーション。通訳あ

り。 

日本語学習自己管理 16h 

日本語学習ポートフォリオ使用 

目標設定・確認，自己評価・他者評価，教室外日本語使用

の記録・資料，振り返り，目標の見直し，等。 

日本における生活・人生と日本語学習の目的・目標について考

える活動を含む 

「日本での生活」オリエンテー

ション 
8ｈ 

「媒介語」と「やさしい日本語」を用いて学ぶ 

日本語能力判定（終了時） 2h 
レベル判定。「次（修了後）」「移動後」につながる評価＜証明

機能＞ 

コース終了時コンサルテーシ

ョン（含．評価活動） 
3h 

日本語学習ポートフォリオ内の自己評価，教室外日本語使用

の記録・資料，日本語能力判定などを利用 

修了式。通訳あり。 

〔B1 コース：280 単位時間〕時間・期間 

1 日（1 回）あたりの時間数 4h 1ｈ＝45 分（～50 分） 

週あたりの回数 5 回 週 3 回等も可 

日数 70 日 
 

週数 14 週 週 3 日：24 週 

期間 3.5 か月 週 3 日：6 か月 

B1 コース（280ｈ）内容構成 

日本語学習 

＜生活 Can do に基づく＞ 
217h 

学習者自身が必要度・興味・関心によりユニットを選ぶことと

し，「日本語学習＜発展的内容＞」等を増やしてもよい。 

日本語学習 

＜文字学習，読み学習＞ 
12h 生活 Can do との関連付け 

日本語学習＜発展的内容＞ 7h (1)文法への気づき (2)文字・文法の整理 

日本語学習＜方略学習＞ 6h (1)言い直し，(2)意味の類推，(3)話題の開始と終了，等 

展開活動・フィールドワーク 8ｈ 
例）「環境問題とリサイクル」で清掃局の方の出張授業を受け

る。 

コースオリエンテーション他 6ｈ 開始時オリエンテーション，コース中コンサルテーション。 
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日本語学習自己管理 12h 

日本語学習ポートフォリオ使用 

目標設定・確認，自己評価・他者評価，教室外日本語使用

の記録・資料，振り返り，目標の見直し，等。 

日本における生活・人生と日本語学習の目的・目標について考

える活動を含む 

「日本語学習」で実施する部分があるため，他レベルより時間

数少ない。 

「日本での生活」オリエンテー

ション 
6ｈ 

「やさしい日本語」で学ぶ 

日本語能力判定（終了時） 3h 
レベル判定。「次（修了後）」「移動後」につながる評価＜証明

機能＞ 

コース終了時コンサルテーシ

ョン（含．評価活動） 
3h 

日本語学習ポートフォリオ内の自己評価，教室外日本語使用

の記録・資料，日本語能力判定などを利用 

修了式。 

 

〔日本語学習の内容〕  

＊「概要」に含まれる「日本語学習＜生活 Can do に基づく＞」の内容である。表内の「ユニット」とは、生活 Can do を場面や一

連の行動によって塊化したものである。「ユニット内,上位 Can do レベル」とは、ユニットを構成する Can do のレベルのうち、最も

上位のレベルを示したものである。また、ユニット番号は「「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案

について」にある「生活上の行為の分類一覧」の大分類（Ⅰ～Ⅹ）毎に付けてある。「生活 Can do ユニット」の詳細は巻末資料を

参照されたい。 

コース ユニット内，上位

Can do レベル 

ユニット名 大分類 ユニット番号

（大分類内） 

時間 

（1＝45 分） 

A1 A1 あいさつ／初対面のあいさつ Ⅶ 1 2 

A1 きっかけを作るあいさつ Ⅶ（＆Ⅷ） 2 1 

A1 ちょっとひとこと Ⅷ 3 1 

A1 ごみを出す Ⅷ 4 1 

A1 店員に商品の有無を尋ねる Ⅹ 25 1 

A1 値段を確認する Ⅲ 5 2 

A1 店で支払いをする Ⅲ 6 1 

A1 葉書や封筒を書いて投函する Ⅹ 9 2 

A1 メールやカードで簡単なメッセージを伝え

る 

Ⅹ 13 2 

A1 メールアドレスを取得する Ⅹ 16 1 

A1 書類の記入 Ⅷ 6 1 

A2 飲食店へ行き，メニューを見る Ⅲ 8 2 

A2 飲食店で注文する Ⅲ 10 1 

A2 電車に乗る Ⅳ 12 2 
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A2 地図を頼りに目的地を尋ねる Ⅳ 13 2 

A1 病院を探す Ⅰ 1 2 

A1 工事の状況を理解する Ⅰ 14 2 

A1 公共サインを理解する Ⅷ 7 1 

A1 あいさつとジェスチャー Ⅶ 3 1 

A1 会合での初対面のあいさつ Ⅷ 1 2 

A1 避難訓練を受ける(1) Ⅰ 19 2 

A2 クリーニング店を利用する Ⅲ 11 2 

A1 タクシーに乗る(１) Ⅳ 6 1 

A1 タクシーに乗る(２) Ⅳ 7 1 

A1 交通ルールを知る(１) Ⅳ 10 1 

A1 駐車場に関する表示を理解する Ⅳ 14 1 

A1 予防接種を受ける(１) 

＊「Ⅴ子育て・教育」だが，自分自身のこ

ととして扱う。 

Ⅴ 1 3 

A1 年末年始のあいさつ Ⅶ 4 2 

A1 休み明けの会話 Ⅶ 5 2 

A1 別れ際のあいさつ Ⅶ 6 1 

A1 お祝いのあいさつ Ⅶ  7 1 

A1 回覧板を届ける Ⅷ 5 2 

A1 イベントで挨拶する Ⅸ 1 2 

A1 地域の公共施設を使う Ⅸ 2 3 

A1 ネットで予約する Ⅸ 3 3 

A1 電話を受ける Ⅹ 22 1 

A1 店員に商品の有無を尋ねる Ⅹ 25 1 

計     59 

A2 A2 あらたまったあいさつ Ⅶ 14 1 

A2 世間話をする Ⅶ 15 1 

A2 街の薬局で薬を探す Ⅰ 9 2 

A2 病院で診察を受ける(初診） Ⅰ 2 2 

A2 医師から薬を処方される Ⅰ 3 1 

A2 病院で健康診断を受ける Ⅰ 5 2 

A2 おすすめの歯科医院を予約する Ⅰ 6 2 

A2 インフルエンザなど流行病について情報

収集する 

Ⅰ 10 2 

A2 ハラル食品を探す Ⅰ 12 2 
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A2 安全講習（交通安全や防犯知識）を受け

る 

Ⅰ 15 2 

A2 盗難や事故などの，緊急事態に対応する Ⅰ 16 3 

A2 消防訓練を受ける Ⅰ 20 2 

A2 避難訓練を受ける（2） Ⅰ 21 2 

B1 避難訓練を受ける（3） Ⅰ 22 2 

B1 避難訓練を受ける（4） Ⅰ 23 2 

B1 地域の防災訓練に参加する（救急） Ⅰ 27 2 

B1 買い物に必要な情報を得る 

（対面） 

Ⅲ 1 3 

B1 買い物に必要な情報を得る 

（インターネット） 

Ⅲ 2 2 

B1 お店で買い物をする Ⅲ 4 5 

A2 レストランに予約をしてから行く Ⅲ 7 2 

B1 飲食店で料理について質問する Ⅲ 9 3 

B1 お店でサービスを受ける Ⅲ 14 2 

A2 タクシーを予約する Ⅳ 9 1 

B1 タクシーに乗る(３) Ⅳ 8 2 

A2 通勤のために自転車を利用する(１) Ⅳ 2 3 

A2 予防接種を受ける(２) Ⅴ 2 4 

A2 病院へのお見舞い（1） Ⅶ 8 3 

A2 病院へのお見舞い（2） Ⅶ 9 1 

A2 結婚のお祝い(１) Ⅶ 10 1 

A2 結婚のお祝い(２) Ⅶ 11 2 

A2 名刺作り Ⅶ 12 1 

A2 イベント探し Ⅶ 13 1 

A2 会合での自己紹介 Ⅶ 16 1 

A2 年中行事の違いについて知る Ⅶ 17 1 

A2 文化の違いを理解する Ⅶ 18 3 

A2 異文化体験について語る Ⅶ 19 2 

A2 贈り物のマナーを知る（1） Ⅶ 20 1 

A2 公共マナーを読み取る Ⅷ 8 2 

A2 通知を読む Ⅷ 9 1 

A2 税金を納める Ⅷ 10 1 

A2 各種手続き（転出・転入等）をする Ⅷ 11 3 

A2 役所に行く(1) Ⅷ 12 2 

II 

II 

II 

| 
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A2 役所に行く(2) Ⅷ 13 2 

A2 ごみ出しルールを守る Ⅷ 14 2 

A2 粗大ごみの回収申し込み Ⅷ 15 1 

A2 地域イベントを手伝う Ⅷ 17 3 

A2 地域の交流イベントについて調べる Ⅷ 18 2 

A2 日本語学習を振り返る Ⅸ 4 2 

A2 図書館を利用する Ⅸ 5 3 

A2 日本語学習について考える Ⅸ 6 4 

A2 書店を利用する Ⅸ 7 2 

A2 参加したいイベントを探す Ⅸ 8 3 

A2 公開授業（学校公開）に行く Ⅸ 9 2 

A2 テレビを活用する Ⅸ 10 2 

A2 公共施設について調べる Ⅸ 11 4 

A2 日本語教室や趣味の教室について調べ

る 

Ⅸ 12 2 

A2 メニューについて質問する Ⅸ 13 2 

A2 旅行の計画 Ⅸ 14 4 

A2 スポーツ記事を読む Ⅸ 15 2 

A2 イベントに誘う／誘われる Ⅸ 18 2 

A2 方言を知る Ⅸ 19 2 

A2 将来について話す Ⅸ 20 3 

A2 宅配便の再配達／郵便を活用する Ⅹ 1 3 

A2 荷物を送る Ⅹ 10 1 

A2 テレビドラマやアニメを見る Ⅹ 6 1 

A2 ラジオで天気予報を聞く Ⅹ 7 2 

A2 郵便サービスについて知る Ⅹ 11 2 

A2 メールや手紙でお礼を伝える Ⅹ 14 2 

B1 メールでやりとりする Ⅹ 15 2 

A2 電話をかける(1) Ⅹ 23 1 

計     146 

B1 B1 調剤薬局で薬をもらう Ⅰ 4 2 

B1 診療科を探す Ⅰ 7 2 

B1 診察室でけがの症状を説明する Ⅰ 8 3 

B1 予防接種について調べる Ⅰ 11 2 

B1 地域の祭りにスタッフとして参加する Ⅰ 13 2 

B1 回覧板を読んで，防犯対策をする Ⅰ 17 2 

II 

II 
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B1 被害にあった時に相談する Ⅰ 18 3 

B2 防災訓練でアナウンスをする Ⅰ 24 1 

B1 地域の防災訓練に参加する（地震，台風

など避難を伴うもの） 

Ⅰ 25 2 

B1 地域の防災訓練に参加する(火事） Ⅰ 26 2 

B1 賃貸契約をする(１) Ⅱ 3 2 

B1 引越し業者を探す Ⅱ 6 2 

B1 引越しで気をつけることを友達と話す Ⅱ 8 2 

B1 電気・ガス・水道の使用を開始する Ⅱ 10 3 

B1 送られてくるお知らせやガイドブックから

飲食店の情報を得る（読む） 

Ⅲ 3 1 

B1 電気製品を買う Ⅲ 12 3 

B1 お店の機器を利用する Ⅲ 13 3 

B1 トラブルを解決する Ⅲ 16 2 

B1 駅で旅行の手配をする Ⅳ 1 2 

B1 通勤のために自転車を利用する(２) Ⅳ 3 3 

B1 教習所に通う Ⅳ 4 2 

B1 免許の取得と更新 Ⅳ 5 2 

B1 交通ルールを知る(２) Ⅳ 11 3 

B1 交通違反に対処する Ⅳ 15 1 

B1 自動車保険への加入 Ⅳ 16 1 

B1 車検を受ける Ⅳ 17 1 

B1 自転車のメンテナンス Ⅳ 18 2 

B1 就職活動前の情報収集 Ⅵ 1 4 

B1 就職活動（正社員向け） Ⅵ 5 3 

B1 就職活動（アルバイト向け） Ⅵ 6 2 

B1 雇用契約を結ぶ Ⅵ 8 3 

B1 職場で仕事に関する相談をする Ⅵ 9 3 

B1 給与明細について質問する Ⅵ 10 3 

B1 出産見舞い Ⅶ 21 1 

B1 コミュニティの一員になる（１） Ⅶ 22 1 

B1 食事をしながら雑談をする(1)住まい Ⅶ 23 1 

B1 食事をしながら雑談をする(2)食生活 Ⅶ 24 1 

B1 冠婚葬祭マナーについて知る（１） Ⅶ 25 1 

B1 知り合いとのおしゃべり Ⅶ 26 1 

B1 悩み相談（１） Ⅶ 27 2 
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B1 悩み相談（２） Ⅶ 28 1 

B1 異文化体験を共有する Ⅶ 29 2 

B1 異文化に対する意識を高める Ⅶ 30 2 

B1 異文化体験についての意見交換 Ⅶ 31 2 

B1 文化紹介の準備 Ⅶ 32 2 

B1 スピーチ Ⅶ 33 3 

B1 冠婚葬祭マナーについて知る（２） Ⅶ 34 1 

B1 贈り物のマナーを知る（2） Ⅶ 35 1 

B1 懇親会での自己紹介 Ⅶ 36 1 

B1 引っ越しに伴う手続き Ⅷ 19 1 

B1 公的制度を理解する Ⅷ 20 2 

B1 税金について理解する(1) Ⅷ 21 1 

B1 税金について理解する(2) Ⅷ 22 1 

B1 環境問題とごみリサイクル Ⅷ 25 2 

B1 自治会活動について知る Ⅷ 26 3 

B1 地域の人と知り合いになる Ⅷ 27 2 

B1 地域イベントでの文化発表(1) Ⅷ 28 1 

B1 地域イベントでの文化発表(2) Ⅷ 29 2 

B1 コミュニティの一員になる（２） Ⅷ 30 2 

B1 コミュニティの一員になる（３） Ⅷ 31 1 

B1 自治会に参加する（１） Ⅷ 32 2 

B1 自治会に参加する（２） Ⅷ 33 2 

B1 「お知らせ」を読む(1) Ⅷ 34 1 

B1 「お知らせ」を読む(2) Ⅷ 35 1 

B1 医療費助成について知る Ⅷ 36 2 

B1 健康保険や年金について知る Ⅷ 37 1 

B1 公的補助を受ける(1) Ⅷ 38 1 

B1 公的補助を受ける(2) Ⅷ 39 1 

B1 ご近所トラブルの解決 Ⅷ 40 2 

B1 税金について知る Ⅷ 42 1 

B1 ボランティアをする Ⅸ 21 2 

B1 社会問題を話題にする Ⅸ 22 4 

B1 日本の教育について考える Ⅸ 23 5 

B1 勉強する方法を探す Ⅸ 24 2 

B1 勉強する場所について調べる Ⅸ 27 1 

B1 資格について調べる Ⅸ 25 4 
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B1 仕事について相談する Ⅸ 26 3 

B1 公共施設を利用する Ⅸ 28 3 

B1 仲間を作る Ⅸ 29 2 

B1 自分に合った日本語教育機関を探す Ⅸ 30 3 

B1 日本語学習方法について相談する(1) Ⅸ 31 5 

B1 日本語学習方法について相談する(2) Ⅸ 32 3 

B1 日本語学習を自己管理する Ⅸ 33 3 

B1 日本語について調べる Ⅸ 34 3 

B1 「日本語」について話す Ⅸ 35 3 

B1 国・地域について話す Ⅸ 36 2 

B1 旅行の計画を立てる Ⅸ 38 3 

B1 書店を活用する Ⅸ 39 3 

B1 マニュアルを読む Ⅸ 40 3 

B1 「方法」を学ぶ Ⅸ 41 3 

B1 自分の人生について語る Ⅸ 42 3 

B1 宅配便の再配達サービス内容を知る Ⅹ 2 1 

B1 携帯電話を活用する Ⅹ 3 3 

B1 スポーツニュースを見る Ⅹ 4 2 

B1 テレビニュースを見る Ⅹ 5 4 

B1 見たい番組を探す Ⅹ 8 1 

B1 郵便サービスを活用する Ⅹ 12 1 

B1 メールの設定をする Ⅹ 17 4 

B1 メールで問い合わせをする Ⅹ 18 1 

B1 インターネット回線を契約する Ⅹ 20 2 

B1 インターネットを活用する Ⅹ 21 2 

B1 電話をかける(2) Ⅹ 24 1 

B1 電気屋で店員に質問する Ⅹ 26 1 

B1 広報誌を読む・書く Ⅹ 27 2 

計     217 

 

1.1.2 指導案・教材・活動の例 

  想定される授業として、タイプ１のコースについては、A1 レベル及び A2 レベルそれぞれに相当するものを例示

する。具体的には、指導案、スライドや絵カードで用いるイラスト、配布プリント、目標となるやり取りの例（モデル

会話）のスクリプトである。スクリプトには、留意点を吹き出しにより加えてある。 
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〔A1 レベル〕 

（1）指導案 

本時の目標： 

商品の値段を見たり聞いたりして確認する。（大分類Ⅲ、ユニット５） 

★店で商品の値札などを見て，値段を確認することができる。（113，A1，0.5 コ

マ:25 分） 

★店員に買いたいものの値段を尋ね，答えを聞いて理解することができる。（114，

A1，1 コマ：45 分） 

★レシートを見て，何がいくらだったのか，値段に間違いはないかなどを確認すること

ができる。（147，A1，0.5 コマ：20 分） 

20××年 x 月ｘ日 

 

担当者：中上亜樹 

学習内容・項目： 

話す「やりとり」，読む 

 

教材・教具：イラスト「①お店・買い物中の様子」「②店内の値札、値引シー

ル」「③値段の表示がない商品の前で考える」「④店員に話しかける。値段

を聞いている」「⑤店員が話している。値段を答えている」「⑥店員に話しか

ける。お礼を言っている」「⑦数種類のレシート」，会話①音声，会話①スクリ

プト，プリント①「買い物リスト（１）」，プリント②「買い物リスト（２）」，プリン

ト③「買ったもの（絵）とレシート」 

副教材：「生活・仕事ガイドブック（やさしい日本語版）」（p.100） 

対象学習者：A1 クラス学習者（家族滞在（配偶者向け）生活日本語コースで学ぶゼロ初級に近い人） 

段 階 ・

時間 
活動・活動の目的 活動の具体的内容・方法（何をどのように行うか） 教材・教具・留意点 

5 分 目標の確認 目標 Can do（学習者が分かる言語版）を見て，何が

できるようになるか確認する。 

日本語学習ポートフォ

リオ等 

2 分 イメージをつかむ

（スキーマの活性

化） 

イラスト①②③を見せながら，どのような場面かを想

像してもらう。 

Ｔ問いかけ「（イラスト①を示して）行きますか。」「（イ

ラスト③を示して）チェックしますか。」 

イラスト①②③ 

5 分 イラストを見て，ポ

イントを理解する 

イラスト②を見せ，見たことがあるか質問する。 

お買得品，目玉，広告の品など，目立つものがあれ

ば，通常よりも安い値段になっている可能性があるこ

とを通常の値札と特別な値札とを対比しながら伝え

る。 

半額，2 割引，10％の割引，50 円引きなどのシール

を見せ，割引であることと，その内容を理解する。 

イラスト② 

8 分 値段を確認する練

習（１） 

半額，2 割引，10％割引，50 円引きなどの割引シー

ルを見せ，内容を理解する練習 

 

10 分 値段を確認する練

習（２） 

教室の中に値札がついたものを置いておき，学習者

は自分の買い物リストにある商品を探し，その値段を

記入していく。また同時に，その値札が通常のものか

セール品なのかの区別をさせる。 

値札（実際のものに

近い値札を作成） 

プリント① 
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2 分 イメージをつかむ

（スキーマの活性

化） 

イラスト①③④を見せながら，どのような場面かを想

像してもらう。 

T：（イラスト③を指して）どうしますか。 

S：日本語で言えない可能性あり。 

イラスト①③④ 

 

2 分 会話を聞いて，ポ

イントを理解する 

会話①の音声をイラスト③④を示しながら聞く。 会話①音声 

イラスト③④ 

学習者に応じて繰り

返し聞いても OK。 

3 分 会話を聞いて，内

容を詳しく理解す

る。 

イラスト⑤⑥⑦を見ながら，会話①の音声を聞く。 

→イラストを指しながら，どの部分の会話か示す。 

 

会話①スプリクト 

会話①音声 

学習者に応じて繰り

返し聞いても OK。 

4 分 言語形式に注目

する 

イラスト④を見せて意味を確認しながら，「この Nはい

くらですか？」のフレーズを覚え，スクリプトの食品以

外の品物でも値段が聞けるようにする。 

この N はいくらです

か。／これはいくらで

すか？ 

2 分 学んだ表現が，ど

のように使われる

か確認する。（１） 

イラスト④を見ながら，言語形式に注目して音声を聞

く。 

イラスト④ 

4 分 口まわしをよくする

（１） 

リピート練習で言えるようになった後で，N の部分を

入れ替えて，更に練習する（代入ドリル）。 

 

3 分 言語形式に注目

する。 

イラスト⑤を見ながら，既習の 1 桁の数字を使って 3

桁の数字であることを確認。 

→1 桁の数字は既習 

イラスト⑤ 

100 〜 1000 円 を

100 単位で。 

休憩    

2 分 学んだ表現が，ど

のように使われる

か確認する。 

イラスト⑤を見ながら，数字に注目して音声を聞く。 イラスト⑤ 

11 分 聞いてわかるよう

に練習 

1 桁から復習しながら，2 桁，3 桁の数字を導入し，聞

いた数字がいくつか分かるようになるように練習す

る。聞いた数字を書きとる練習。 

→言う練習をする必要はないが，言いたいのを止め

る必要もない 

 

12 分 実際の場面で，自

分が知りたいこと

を尋ねる。 

プリント②のリストにある商品が置いてあるブース（支

援者）へ行って，その値段を聞き，メモをする。聞いた

後はお礼を言って会話を終わらせる。というやり取り

で会話練習をする。 

プリント② 

4 分 イメージをつかむ

（スキーマの活性

化） 

イラスト①⑦を見せながら，レシートを見たことがある

か聞いてみる。 

Ｔ問いかけ「何ですか？」「買い物をします，レシートを

イラスト①⑦ 
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もらいます。いくらですか。チェックしますか」など，絵

カードを見せて指さしながら聞いてみる。 

→学習者が答えられなければ，次へ 

8 分 ポイントを理解す

る 

イラスト⑦を見せ，日本語で「レシート」ということを確

認。 

イラスト⑦で「税込」「消費税」という表記を示し，消

費税について「生活・仕事ガイドブック（やさしい日本

語版）」で確認。 

イラスト⑦ 

「生活・仕事ガイドブ

ック（やさしい日本語

版）」（p.100） 

8 分 内容を詳しく理解

する。 

自分が買ったものの絵と名前，その値段が書かれた

買い物したもののリストとレシートの値段（プリント③）

と照合する練習をする。 

照合する活動を何度か繰り返す。 

プリント③ 

5 分 自己の学習を振り

返る 

今日の目標確認＆自己評価表記入 日本語学習ポートフォ

リオ 

 

（２）教材 

＜イラスト＞ ＊次ページより 
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イラスト①「お店・買い物の様子」 

イラスト②「店内の値札、値引シール」 

O△X いちこ‘‘ロー）し

~258円
111/IUIIIIIII（痴紐278.64円）

亨言：璽 ： 蕊
• 

蕊

鳴

凋）匠
f’277ぶ：門
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イラスト②「店内の値札、値引シール」 

イラスト③「値段の表示がない商品の前で考える」 



18  

 

 

 

 

 

 

 

イラスト④「店員に話しかける。値段を聞いている」 

イラスト⑤「店員が話している。値段を答えている」 
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イラスト⑥「店員に話しかける。お礼を言っている」 

イラスト⑦「数種類のレシート」 

Mマート
目白店

領収

おにぎり
ジュース
サラダ

割引 30沿

130 
150 
380 

-114 

小計 （税抜 8%) ¥546 
消費税等 (8%) ¥43 

合計 ¥589 
消費税等 (8%) ¥43 

お預り ¥1, 000 
お釣り ¥411 

Gスーバー
目白店

＜領収書＞

牛乳

たまご
りんご

2コ x 単120
ティッシュ
洗剤

238 
198 
240 

298 
168 

小 計 （税抜 8%) ¥676 
消費税等 (8%) ¥54 

小 計 （税抜 10%) ¥466 
消費税等 (10沿） ¥46 

合計 ¥1, 242 
消費税等 (8%) ¥54 
消費税等 (10%) ¥46 

お預り ¥1, 500 
お釣り ¥258 
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＜配布プリント＞ 

プリント① 買い物リスト（１） 

 

 

 

 

（１）                       ￥（      ）                                   □ 

 

 

 

（２）                       ￥（      ）                                   □ 

 

 

 

（３）                       ￥（      ）                                   □ 

 

 

 

（４）                       ￥（      ）                                   □ 

 

 

 

（５）                       ￥（      ）                                   □ 

 

 

 

（６）                       ￥（      ）                                   □ 

 

 

 

  

￥            

• 

• 

• 

• 

• 

• 
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プリント② 買い物リスト（２） 

 

 

 

（１）                          ￥              （４）                          ￥          

 

 

 

 

（２）                          ￥              （５）                          ￥          

 

 

 

 

 

（３）                          ￥          

 

 

 

 

プリント③ 買ったもの（絵）とレシート 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

¥65 

¥150 

¥266 

Mマート
目白店

領収

おにぎり
ジュース
サラダ

割引

130 
150 
380 

30情 ー114

小計 （税抜 8怜） ¥546 
消費税等 (8%) ¥43 

合計 ¥589 
消費税等 (8%) ¥43 

お預り ¥1,000 
お釣り ¥411 

ょ
， 

di 
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（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）モデル会話スクリプト 

S ：すみません。このりんごはいくらですか？ 

店員 ：えーっと，200 円ですね。 

S ：ありがとうございます。 

 

 

  

¥238 ¥198 

¥120 ¥298 

¥168 

「この N」「N は〜」のような文型に着目したり導入した

りする必要はなく，知りたい物の値段を聞けることを重視 

・1 桁の数字は既習であることが前提 

・正確に数字を発話できなくてもよく，聞いて値段を理解

できることを目指す 

Gスーバー
目白店

＜領収書＞

牛乳 238 
たまご 198 
りんご 240 

2コ x単120
ティッシュ 298 
洗剤 168 
-------------------------
小計 （税抜 8%) ¥676 

消費税等 (8%) ¥54 
小計 （税抜 10%) ¥466 

消費税等 (10%) ¥46 

合計 ¥1, 242 
消費税等 (8%) ¥54 
消沢税等 （10%) ¥46 

お預り ¥1, 500 
お釣り ¥258 
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〔A２レベル〕 

（１）指導案 

本時の目標： 

近所の人や友人におすすめの歯科医院を尋ね情報収集をし，電話で受診予約をす

る。（Ⅰ‐6） 

★近所の歯科医院について，場所や様子などの簡単な情報を友人に質問し，いくつ

かの簡単な答えを理解することができる。（3a，A2） 

★近所の歯科医院について，対応の仕方や技術などの詳しい簡単な評判を，友人に

質問したり答えたりすることができる。（７，B1） 

★電話で歯科医院の予約をするとき，ゆっくりとはっきりと話されれば，名前や電話番

号，日時，診察理由など病院のスタッフの質問に答えることができる。（6，A2） 

20xx 年 x 月ｘ日    

 

担当者：内山夕輝 

学習内容・項目： 

話す「やりとり」 

教材・教具：イラスト「①歯が痛い」「②歯科医院を聞く」「③歯科医院が遠

い」「④家から近いおすすめの歯科医院を聞く」「⑤歯科医院を聞く２」，

「⑥ここがおすすめ」「⑦電話で予約する」, 会話①②音声，会話①②スク

リプト 

副教材：多言語医療問診票，教材例集，「生活・仕事ガイドブック（やさしい日

本語版）」 

対象学習者：A2 クラス学習者（A1 クラスを経ている人，または，レベルチェック後 A2 クラスから参加した人） 

段 階 ・

時間 
活動・活動の目的 活動の具体的内容・方法（何をどのように行うか） 教材・教具・留意点 

 目標の確認 目標 Can do を見て，何ができるようになるか確認す

る。 

日本語学習ポートフォ

リオ 

 イメージをつかむ

（スキーマの活性

化） 

イラスト①②③⑤を見せながら，どのような場面かを

想像してもらう。 

Ｔ問いかけ「この人はどうしましたか。」「この時，どう

しますか。」「日本で，歯科医院に行ったことがありま

すか。」をし，学習者と簡単にやりとり。 

「歯が痛いです」「友達と話します」等を引き出し，歯

科医院に行きたいイメージを膨らます。 

イラスト①②③⑤ 

【参照】教材例集 P.8 

 会話を聞いて，ポ

イントを理解する 

会話①の音声をイラスト①②③⑤を示しながら聞く。

状況をイメージしてもらい，どんな内容か学習者に問

いかける。どこにあり（場所），どんな（様子）かを聞き

取ることにフォーカスする。 

会話①音声 

イラスト①②③⑤ 

学習者に応じて繰り

返し聞いても OK。 

 会話を聞いて，内

容を詳しく理解す

る 

会話①スクリプトを配布。 

スクリプトを見ながら，音声を聞く。 

網掛けの言葉が理解できているかを確認する。 

 

豆知識の説明を簡単にする。 

 

会話①スプリクト 

会話①音声 

歯科医院，おすすめ

の，そば 

豆知識：日本では医

者のことを先生と呼
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内容が理解できているか，学習者に内容についての

質問をしながら確認する。 

ぶことが多い 

学習者に応じて繰り

返し聞いても OK。 

 自分に置き換えて

考える 

自分だったら，どのポイントを知りたいか（こだわりポ

イント）を引き出す。（例：近い，新しい，託児がある，

夜やっている，通訳がいる等） 

できるだけ多く引き出す。 

 

 言語形式に注目

する 

スクリプトの下線に注目する。 

「歯が痛いです」「歯が痛いんです」 

「聞きます」「聞いてみます」 

「近くにあります」「近くにあるそうです」 

の言い方で，何が違うか考える。 

クラスで考えたことを共有する。 

Ｔが，ポイントを説明する。「～んです」の説明時に，他

の症状についても触れておく。 

 

～んです。 

V-てみます 

～そうです 

 

 

 

咳が出る，熱がある，

背中がかゆい，お腹

が痛い 

 学んだ表現が，ど

のように使われる

か確認する 

スプリクトを見ながら，言語形式に注目して音声を聞

く。 

 

 口まわしをよくする 会話①の音声を聞いて，シャドーイングする。 

スクリプトを見て2回程度，さらに見ないで2回程度， 

口がスムーズにまわる位まで適宜。 

その後，ペアで会話①の練習をする。 

全体で 

 

 

ペアで 

 実際の場面で，自

分が知りたいこと

を尋ねたり，おすす

めを教えてもらっ

たりできるようにす

る 

ペアでロールプレイをする。 

おすすめを聞くパターンと，おすすめをするパターンと

役割を交代して行う。 

副教材を見ながら，歯科医院以外のパターンでもで

きるようペアで練習する。 

ペアをシャッフルして練習する。（2〜3 回） 

いくつかのペアに発表してもらう。 

感想をシェアする。 

ロールカード 

 

 

多言語医療問診票 

教材例集 P.11 

休憩    

 目標の確認 目標 Can do を見て，何ができるようになるか確認す

る。 

日本語学習ポートフォ

リオ 

 イメージをつかむ

（スキーマの活性

化） 

イラストを見せながら，どのような場面かを想像しても

らう。 

Ｔ問いかけ「おすすめの歯科医院がわかりましたね。

この後，どうしますか。」「病院へ電話をしたことがあり

イラスト①②④ 
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ますか。」学習者と簡単にやりとり。 

 会話を聞いて，ポ

イントを理解する 

会話②の音声をイラスト①②④を示しながら聞く。状

況をイメージしてもらい，どんな内容か学習者に問い

かける。何を決めたか（日時），何を伝えたか（名前，

電話番号）を聞き取ることにフォーカスする。 

会話②音声 

イラスト①②④ 

学習者に応じて繰り

返し聞いても OK。 

 会話を聞いて，内

容を詳しく理解す

る 

会話②スクリプトを配布。 

スクリプトを見ながら，音声を聞く。 

 

 

網掛けの言葉が理解できているかを確認する。 

 

副教材（多言語）を配布し，日本の医療保険，地域医

療について理解を促す。 

 

 

豆知識を説明する。 

 

内容が理解できているか，学習者に内容について質

問しながら確認する。 

②-２（つごうが悪い時）のパターンについて説明し，

理解ができているか確認する。 

会話②スプリクト 

会話②音声 

学習者に応じて繰り

返し聞いても OK。 

フルネーム，初診，保

険証，必ず 

「生活・仕事ガイドブ

ック（やさしい日本語

版）」第 6 章医療 1

医療機関 2 医療保険 

 

豆知識：電話番号は

3 桁-4 桁-4 桁で伝

える。 

 言語形式に注目

する 

スクリプトの下線に注目する。 

「○○です」「○○と申します」の言い方で，何が違う

か考える。クラスで考えたことを共有する。 

「来るときに，保険証を持ってきてください。」「予約の

時間に遅れないでください」についても，Ｔが，ポイン

トを説明する。 

「～とき（に），～。」と「V ないでください。」の説明時

には，病院で医者が患者にどのようにすればいいか

指示をする例文を示す。 

 

～と申します 

 

～とき（に），～。 

V ないでください。 

 

痛いときに飲んでくだ

さい。せきが続くとき

は来てください。熱が

あるときは休んでくだ

さい。 

お風呂に入らないで

ください。運動をしな

いでください。辛い物

を食べないでくださ

い。 

 学んだ表現が，ど

のように使われる

スプリクトを見ながら，言語形式に注目して音声を聞

く。 
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か確認する 

 口まわしをよくする 会話②の音声を聞いて，シャドーイングする。 

スクリプトを見て2回程度，さらに見ないで2回程度， 

口がスムーズにまわる位まで適宜。 

その後，ペアで会話②の練習をする。 

全体で 

 

 

ペアで 

 実際の場面で，自

分の希望日時で

予約ができるよう

にする 

ペアでロールプレイをする。 

提示された日時でＯＫの時と，他の日時にしたい場合

の時の 2 パターンできるようにする。 

ペアをシャッフルして練習する。（2~3 回） 

いくつかのペアに発表してもらう。 

感想をシェアする。 

ロールカード 

 

 自己の学習を振り

返る 

今日の目標確認＆自己評価表記入 日本語学習ポートフォ

リオ 

 

（2）教材  

＜イラスト＞  

イラスト① 「歯が痛い」 
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イラスト② 「歯科医院を聞く」 

 
 

イラスト③ 「歯科医院が遠い」 
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イラスト④ 「家から近いおすすめの歯科医院を聞く」 

 
 

 
 

イラスト⑤ 「歯科医院を聞く②」 
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イラスト⑥ 「ここがおすすめ」 

 
 
 
イラスト⑦ 「電話で予約する」 

 

 

 

 

 

  

怠
屈

c
／
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＜配布プリント＞ 

会話① 音声を聞きましょう 

１．次のことばはわかりますか？ 

歯科医院（しかいいん）、おすすめの、そば 

 

２．あなたは，どんな歯科医院がいいですか？ 

 

 

３．次の表現の使い方を考えましょう。 

～んです 

V てみます 

〜そうです 

 

４．ロールプレイのメモ 

 

 

 

 

 

 

会話② 音声を聞きましょう 

１．次のことばはわかりますか？ 

フルネーム、初診（しょしん）、保険証（ほけんしょう）、必ず（かならず） 

 

２．次の表現の使い方を考えましょう。 

〜と申します 

〜とき，〜。 

V ないでください。 

 

３．電話番号の言い方を練習しましょう。 

０９０―１２３４―５６７８ ３桁
け た

（数字３つ）＋４桁（数字４つ）＋４桁（数字４つ） 

 

４．ロールプレイのメモ 

 

 

 

 
 

 

ー・

一
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＜ロールカード：会話①「おすすめの歯科医院を聞く」＞ 

 

  

 

 
 

 

＜ロールカード：会話②「電話で受診予約をする」＞ 

 

 

 

 

 ＊以上のロールプレイでは、学習者は＜A＞の役割を演じることができればよく、＜B＞は指導者や支援者、日本

語能力が高い学習者が演じる。また、ロールカードはいずれも日本語で書かれているが、学習者が理解できるよ

うにごく簡単なことばで書く、理解可能なことばで口頭で指示する、ここまで使用したイラストなどを使い役割を

理解させる、といった工夫が必要である。 

  

＜A＞  おすすめの歯科医院を探す人 

 

 あなたは，初めて日本の歯科医院に行きます。友人に，おすすめの歯科医院を聞いてくださ

い。おすすめのポイントを聞いたり，自分が知りたいことについて尋ねたりしてください。 

＜B＞  おすすめの歯科医院を教える人 

 

 あなたは，初めて日本の歯科医院に行く友人に，おすすめの歯科医院を聞かれました。おすす

めのポイントを紹介したり，相手がどんなことを知りたいか尋ねたりしてください。 

＜A＞ 受診を予約する人  

 

 あなたは，歯科医院の予約をします。受付の人が言った日時で問題がなかったら，そのまま

予約を進めてください。もし，都合が悪い時は，他の日時で予約をしてください。日時の予約

ができたら，何を持っていけば良いか確認してください。 

＜B＞  歯科医院の受付の人  

 

 あなたは，歯科医院の受付をしています。初診の予約を受けてください。 

予約できる日時を伝えて，問題がなかったらそのまま受付を進めてください。もし都合が悪い

時は，他の日時を案内してください。日時の予約ができたら，初診で必要なものを案内してく

ださい。 
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（3）モデル会話スクリプト 

会話
か い わ

①スクリプト 

カルロス:おはようございます。 

佐々木
さ さ き

:おはようございます。あれ，カルロスさん 元気
げ ん き

がないですね。どうしましたか？ 

カルロス:実
じ つ

は…昨日
き の う

の 夜
よ る

から，歯
は

が 痛
い た

いんです。 

佐々木:そうですか。それは 大変
た い へ ん

ですね。歯科
し か

医院
い い ん

へは 行
い

きましたか？ 

カルロス:いいえ，まだです。おすすめの歯科医院はありますか。 

佐々木:そうですね。やま歯科医院はどうですか。先生
せ ん せ い

がやさしいですよ。 

カルロス:やま歯科医院ですか？どこにありますか。 

佐々木:浜名区
は ま な く

にある 浜北駅
は ま き た え き

のすぐそばにあります。 

カルロス:浜名区ですか…私は 中央区
ち ゅ う お う く

雄踏町
ゆ う と う ち ょ う

に 住
す

んでいます。雄踏町の歯科医院を 知
し

っていますか。 

佐々木:雄踏町ですか…。あ，友達
と も だ ち

がその 近
ち か

くに住んでいるので，聞
き

いてみますね。 

カルロス:ありがとうございます。 

～～～ 

佐々木:カルロスさん，雄踏町のまつい歯科医院を知っていますか。 

カルロス:いいえ。雄踏町のどこにありますか。 

佐々木:U-ToC の近くにあるそうです。 

カルロス:そうですか。私
わたし

の 家
い え

からとても近いです。その先生は 英語
え い ご

を 話
は な

しますか？ 

佐々木:はい，先生は英語を話すそうですよ。  

カルロス:それはいいですね。まつい歯科医院へ行きたいです。 

佐々木:電話
で ん わ

で 予約
よ や く

ができますよ。これが電話 番号
ば ん ご う

です。 

カルロス:ありがとうございます。電話してみます。 

 

症状は学習者によって変わる 

症状によって行く病院が変わる 

スクリプトを覚えて会話する必要はなく，学習者自

身の状況にあった会話の流れで練習する 

病院の評判に関する表現は状

況によって変わる 一一． 
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会話
か い わ

②スクリプト 

受付
う け つ け

:はい，まつい 歯科
し か

医院
い い ん

です。 

カルロス:もしもし，予約
よ や く

をしたいのですが。 

受付:予約ですね。初
は じ

めてですか。 

カルロス:はい，そうです。 

受付:お 名前
な ま え

を 教
お し

えてください。 

カルロス:スズキと 申
も う

します。 

受付:スズキさん，フルネームをお 願
ね が

いします。 

カルロス:はい，スズキ カルロスです。 

受付:ありがとうございます。スズキさん，どうしましたか。 

カルロス:昨日
き の う

の 夜
よ る

から 歯
は

がとても 痛
い た

いんです。 

受付:そうですか。では，明日
あ す

の 午後
ご ご

1時
じ

はどうですか。 

カルロス:大丈夫
だ い じ ょ う ぶ

です。 

受付:では，明日の 1 時に予約を 入
い

れますね。お 電話番号
で ん わ ば ん ご う

をお願いします。 

カルロス:090-9999-9999 です。 

受付:ありがとうございます。では，スズキさんはこちら 初診
し ょ し ん

ですので，来
く

るときに 保険証
ほ け ん し ょ う

を 必
かなら

ず 持
も

ってきてください。また，予約の時間に 遅
お く

れないでください。 

カルロス:わかりました。 

受付:それでは，明日お 待
ま

ちしております。 

 

 

 

会話②-2「つごうが悪
わる

いとき」 

カルロス:すみません，その時間はちょっと…。 

受付:そうですか。では，明日の午後 5 時はどうですか。 

カルロス：大丈夫です。 

受付の発話を正確に全て聞き取れる必要はなく，何が聞かれてい

るのを理解し，答えられることを重視する 

電話での予約のやりとりに関して，レベルに応じて，提案された時間で

都合が悪いなどやり取りを増やす事も可能。 

自分の名前を相手に理解できるように発音する — 

・戸・
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1.2 タイプ 2 

1.2.1 概要                                                                   （20231221 版） 

<生活日本語コース・タイプ２：就労希望／就労中の永住者・定住者向け>（A1・A2 コース，B1 コース）     

日本語教育／学習の目的 

外国人（日本語を母語としない人）が，日本において安心・安全で，十全な社会生活を送れるようになることを

目的に，自立につながる日本語を身に付ける。 

学習者像 

来日後，ある程度の時間が経過しており，身近な場面において話すこと・聞くことはできるが(A1），文字に関

連した言語能力はほとんど身に付いていない。日本に住み続ける予定であり，就職・就労し安定的な生活を

送るための読み書き能力，社会参画できる言語能力を身に付けたい。就労希望先・就労先は工場（各種）で

あり，業務を遂行するための口頭能力や読み書き能力，同僚と良好な関係を築くための口頭能力を高めたい

という希望を持っている。 

目標 

１．〔日本語能力〕日本の地域社会で生活する人の多くが遭遇する場面において，周囲の力も借りながら，日

本語で行動できるようになる。基礎コースが終わった段階で，参照枠の A2 レベル（全体的な尺度）に達

すること。自立コースが終わった段階で，参照枠の B1 レベル（全体的な尺度）に達すること。 

＜A2：全体的な尺度＞ごく基本的な個人情報や家族情報，買い物，近所，仕事など，直接的関係がある領

域に関する，よく使われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら，身近で日常の事柄につい

ての情報交換に応じることができる。自分の背景や身の回りの状況や，直接的な必要性のある領域の事

柄を簡単な言葉で説明できる。 

＜B1：全体的な尺度＞仕事，学校，娯楽でふだん出合うような身近な話題について，共通語による話し方

であれば，主要点を理解できる。その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こりそうな，大抵

の事態に対処することができる。身近で個人的にも関心のある話題について，単純な方法で結び付けら

れた，脈絡のあるテクストを作ることができる。経験，出来事，夢，希望，野心を説明し，意見や計画の理

由，説明を短く述べることができる。 

２．〔学習能力〕自身の日本語学習や日本語使用について客観的に捉え，日本語や日本文化について分析的

に捉えることや，日本語学習を自分に合った方法で管理することができるようになる。 

３．〔社会文化に関する知識・意識〕日本語学習を通じて，生活場面で日本語を使用するにあたって必要とな

る知識を獲得し，社会・文化・生活における異なりに対する意識が高まる。 

成長イメージ 目標レベル 「日本語学習」（教育時間）時間 

＜第1段階＞安全を守り，必要最低限の生活ができる。

（すでに何らかの方法でできている行動の補強） 
A1 

60Ｈ （国語課案 100～150Ｈ） 

＝80h＜単位時間，1h＝45 分＞ 

＜第 2 段階＞社会に加わり／関わりながら生活の幅を

広げる（地域の知り合いとのつながりを強める，自治

体活動やコミュニティサークルに参加する，求職活動

をする等） 

A2 
180H（国語課案 100～150H) 

＝240h 

＜第 3 段階＞地域の活動に対して積極的に関与し，地

域で活躍できるようになる。地域・職場・子どもの学

校などで，主体的にやりとりができるようになる。 

B1 
210H（国語課案 150～220H) 

＝280ｈ 



35  

方針 

1．できることが増えること，コミュニケーションすることによって自身の社会が拡がっていくことが実感できるよ

うな教室を作る。 

2．情報収集や発信の可能性が拡がることを実感できるような文字学習，読み学習を行う。 

3．自身の日本語学習や日本語能力を意識し，主体的に日本語学習に取り組める姿勢を育てる。 

具体的な工夫・留意点 

・「～できる」及び「行動」を中心に捉え，言語能力や方略的能力，正書・読字に関わる能力は行動を支えるも

のとして扱う。 

・すでに口頭でできることについては，その能力を確認しつつ，不足している点，改善すべき点に意識が向くよ

うな活動を行う。 

・口頭でのやりとりはある程度できるようになっている学習者に対し，読み書き能力の向上により，より一層コミ

ュニケーションがしやすくなることや，日本語の基礎力を強化することが実感できるようにする。 

・自律的な学習姿勢を身に付けることができるよう，初期段階から学習者が自身の学習を意識・管理するた

めの「学習ポートフォリオ」を活用する。ポートフォリオには，日本語学習の目標・見通し，教室外の行動目

標，自己評価，振り返り，社会的活動の記録，等が含まれる。 

・日本語や日本文化の知識を「教えられる」のではなく，自ら分析・発見・比較したりする姿勢が身に付くよう

な指導方法・活動・評価方法を取り入れる。 

・対面での 4 時間を充実させるため，伝統的な予復習は求めない。教室での学びと実生活での日本語使用

が循環するような授業設計をし，生活の中での使用や発見が予復習として機能することをねらう。 

教授法・具体的な教室活動・人の配置，等 

〇コミュニケーション重視の教授法・活動 

〇教室内のやりとりのコミュニケーション化 

〇教室外日本語使用の促進 

〇日本語教師／指導者が担当し，内容によって各種専門家や一般市民が役割を担う 

教材・リソース 

・自主作成教材（含．日本語学習ポートフォリオ） 

・『「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案 教材例集』 ，地域日本語教育

実践プログラム等により開発された各地の教材 

・『つながるひろがるにほんごでのくらし』，『いろどり 生活の日本語』，『ひきだすにほんご』 

・『にほんごチェック！』 

・『Life in Tokyo: Your guide』，『生活・仕事ガイドブック（やさしい日本語版）』 

評価 

1.日本語能力の評価・確認（開始時，終了時） 

2.定期的な観察・評価 

3.〔日本語学習ポートフォリオ〕Can do を用いた，学習者による自己評価，相互評価 

4.〔日本語学習ポートフォリオ〕教室外日本語使用の記録（活動記録）・資料 

5.コース評価（学習者・教師による）  

〔A1・A2 コース 全 320 単位時間〕時間・期間 ←Ⅵ追加による時間増を反映した場合は 394ｈ 



36  

1 日（1 回）あたりの時間数 4h 1ｈ＝45 分（～50 分） 

週あたりの回数 5 回  

日数 80 日 A1：20 日 4 週，A2：60 日 12 週 

週数 16 週 
セッションを前後に分け，第１セッション（A1 相当）を週 5 日の

集中，A2 は週 2～3 日とする方法もある。 

期間 4 か月 週 5 日の場合 

A1 コース（80ｈ）内容構成          

日本語学習＜生活 Can do に

基づく＞ 
20h 

パフォーマンスにより確認に留めるユニット，複数ユニットをまと

めた授業などにより，A1 レベルの「やりとり」「発表」「聞く」

の内容にはあまり時間を割かず，文字学習，読み学習に時間

を費やす。 

←日本語学習内容は 61ｈだが，そこから 20ｈ分に全体的に縮

める。 

日本語学習＜文字学習，読み

学習＞ 
20h 生活 Can do との関連付け 

日本語学習＜発展的内容＞ 24h (1)文法への気づき (2)文字・文法の整理 

日本語学習＜方略学習＞ 2h (1)意味がわからない時，(2)うまく伝えられない時，等 

コースオリエンテーション，コー

ス中コンサルテーション等 
6ｈ 

開始時オリエンテーション，コース中コンサルテーション等。 

適宜，通訳あり。 

日本語学習自己管理 3h 

日本語学習ポートフォリオ使用 

目標設定・確認，自己評価・他者評価，教室外日本語使用

の記録・資料，振り返り，目標の見直し，等。 

日本における生活・人生と日本語学習の目的・目標について考

える活動を含む。 

「日本での生活」オリエンテー

ション 
2ｈ 媒介語も用いて学ぶ 

評価 1h 

終了時 

別途，コース実施中に随時，活動（タスク，ロールプレイ等）の観

察・評価を行い学習に生かす。＜日本語学習ポートフォリオと

関連付ける＞ 

コース終了時コンサルテーシ

ョン（含．評価活動） 
2h 

日本語学習ポートフォリオ内の自己評価，教室外日本語使用

の記録・資料などを利用 

A2 コース（314ｈ）内容構成  

日本語学習＜生活 Can do に

基づく＞ 
228h 

Ⅵを入れたため大きく増えた。ユニットを精査する必要あり。時

間を減らしつつ B1 に送ったほうがいいものあり（Ⅵ関連，労災

申請，人事評価等）。 

日本語学習＜文字学習，読み

学習＞ 
20h 生活 Can do と関連付けつつ，体系的な学びも取り入れる 



37  

日本語学習＜発展的内容＞ 18h (1)文法への気づき (2)文字・文法の整理 

日本語学習＜方略学習＞ 4h 
(1)言葉の意味の類推，(2)リハーサル，(3)簡単なやりとりの

開始と終了，等 

コースオリエンテーション他 6ｈ 
開始時オリエンテーション，コース中コンサルテーション。通訳あ

り。 

日本語学習自己管理 16h 

日本語学習ポートフォリオ使用 

目標設定・確認，自己評価・他者評価，教室外日本語使用

の記録・資料，振り返り，目標の見直し，等。 

日本における生活・人生と日本語学習の目的・目標について考

える活動を含む 

「日本での生活」オリエンテー

ション 
8ｈ 「媒介語」と「やさしい日本語」を用いて学ぶ 

交流活動・フィールドワーク 9ｈ  

日本語能力判定（終了時） 2h 
レベル判定。「次（修了後）」「移動後」につながる評価＜証明

機能＞ 

コース終了時コンサルテーシ

ョン（含．評価活動） 
3h 

日本語学習ポートフォリオ内の自己評価，教室外日本語使用

の記録・資料，日本語能力判定などを利用 

修了式。通訳あり。 

〔B1 コース：280 単位時間〕時間・期間 ←Ⅵ追加による時間増を反映した場合は 307ｈ 

1 日（1 回）あたりの時間数 4h 1ｈ＝45 分（～50 分） 

週あたりの回数 5 回 週 3 回等も可 

日数 70 日  

週数 14 週 週 3 日：24 週 

期間 3.5 か月 週 3 日：6 か月 

B1 コース（290ｈ）内容構成 ←オーバー 

日本語学習＜生活 Can do に

基づく＞ 
236h 

学習者自身が必要度・興味・関心によりユニットを選ぶことと

し，「日本語学習＜発展的内容＞」等を増やしてもよい。 

←Ⅵを増やしたが，プレゼンテーションなどは削った。他の分野

も見渡してユニットを精査する必要あり。 

日本語学習＜文字学習，読み

学習＞ 
12h 生活 Can do との関連付け 

日本語学習＜発展的内容＞ 7h (1)文法への気づき (2)文字・文法の整理 

日本語学習＜方略学習＞ 6h (1)言い直し，(2)意味の類推，(3)話題の開始と終了，等 

コースオリエンテーション他 6ｈ 開始時オリエンテーション，コース中コンサルテーション。 
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日本語学習自己管理 9h 

日本語学習ポートフォリオ使用 

目標設定・確認，自己評価・他者評価，教室外日本語使用

の記録・資料，振り返り，目標の見直し，等。 

日本における生活・人生と日本語学習の目的・目標について考

える活動を含む 

「日本語学習」で実施する部分があるため，他レベルより時間

数少ない。 

「日本での生活」オリエンテー

ション 
3ｈ 「やさしい日本語」で学ぶ 

交流活動・フィールドワーク 8ｈ  

日本語能力判定（終了時） 3h 
レベル判定。「次（修了後）」「移動後」につながる評価＜証明

機能＞ 

コース終了時コンサルテーシ

ョン（含．評価活動） 
3h 

日本語学習ポートフォリオ内の自己評価，教室外日本語使用

の記録・資料，日本語能力判定などを利用 

修了式。 

 

〔日本語学習の内容〕 

コース ユニット内，上位

Can do レベル 

ユニット名 大分類 ユニット番号

（大分類内） 

時間 

（1＝45 分） 

A1 A1 あいさつ／初対面のあいさつ Ⅶ 1 2 

A1 きっかけを作るあいさつ Ⅶ＆Ⅷ 2 1 

A1 ちょっとひとこと Ⅷ 3 1 

A1 ごみを出す Ⅷ 4 1 

A1 店員に商品の有無を尋ねる Ⅹ 25 1 

A1 値段を確認する Ⅲ 5 2 

A1 店で支払いをする Ⅲ 6 1 

A1 葉書や封筒を書いて投函する Ⅹ 9 2 

A1 メールやカードで簡単なメッセージを伝える Ⅹ 13 2 

A1 メールアドレスを取得する Ⅹ 16 1 

A1 書類の記入 Ⅷ 6 1 

A2 飲食店へ行き，メニューを見る Ⅲ 8 2 

A2 飲食店で注文する Ⅲ 10 1 

A2 電車に乗る Ⅳ 12 2 

A2 地図を頼りに目的地を尋ねる Ⅳ 13 2 

A1 病院を探す Ⅰ 1 2 

A1 工事の状況を理解する Ⅰ 14 2 
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A1 公共サインを理解する Ⅷ 7 1 

A1 あいさつとジェスチャー Ⅶ 3 1 

A1 会合での初対面のあいさつ Ⅷ 1 2 

A1 避難訓練を受ける(1) Ⅰ 19 2 

A2 クリーニング店を利用する Ⅲ 11 2 

A1 タクシーに乗る(１) Ⅳ 6 1 

A1 タクシーに乗る(２) Ⅳ 7 1 

A1 交通ルールを知る(１) Ⅳ 10 1 

A1 駐車場に関する表示を理解する Ⅳ 14 1 

A1 予防接種を受ける(１) 

＊「Ⅴ子育て・教育」の項目だが，自分自身に

関わることとして扱う。 

Ⅴ 1 3 

A2 同僚からの誘いに返事をする Ⅵ 26 2 

A1 年末年始のあいさつ Ⅶ 4 2 

A1 休み明けの会話 Ⅶ 5 2 

A1 別れ際のあいさつ Ⅶ 6 1 

A1 お祝いのあいさつ Ⅶ  7 1 

A1 回覧板を届ける 

＊不要の可能性高いため，他の場面も考えて

おく 

Ⅷ 5 2 

A1 イベントで挨拶する Ⅸ 1 2 

A1 地域の公共施設を使う Ⅸ 2 3 

A1 ネットで予約する Ⅸ 3 3 

A1 電話を受ける Ⅹ 22 1 

A1 店員に商品の有無を尋ねる Ⅹ 25 1 

計 

＊→タイプ２では，全体的に時間数を減らし，20ｈとした。ただ

し，生活 Can do と関連付けて文字学習・読みの学習を 20

ｈ行う。 

    61 

A2 A2 あらたまったあいさつ Ⅶ 14 1 

A2 世間話をする Ⅶ 15 1 

A2 街の薬局で薬を探す Ⅰ 9 2 

A2 病院で診察を受ける(初診） Ⅰ 2 2 

A2 医師から薬を処方される Ⅰ 3 1 

A2 病院で健康診断を受ける Ⅰ 5 2 

A2 おすすめの歯科医院を予約する Ⅰ 6 2 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 
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A2 インフルエンザなど流行病について情報収集

する 

Ⅰ 10 2 

A2 ハラル食品を探す 

→「アレルギー対応食品を探す」にする 

Ⅰ 12 2 

A2 安全講習（交通安全や防犯知識）を受ける Ⅰ 15 2 

A2 盗難や事故などの，緊急事態に対応する Ⅰ 16 3 

A2 消防訓練を受ける Ⅰ 20 2 

A2 避難訓練を受ける（2） Ⅰ 21 2 

B1 避難訓練を受ける（3） Ⅰ 22 2 

B1 避難訓練を受ける（4） 

＊消防署による出前授業を加える 

Ⅰ 23 2 

B1 地域の防災訓練に参加する（救急） 

＊R5 追加 Cando による 

Ⅰ 27 2 

B1 買い物に必要な情報を得る（対面） Ⅲ 1 3 

B1 買い物に必要な情報を得る（インターネット） Ⅲ 2 2 

B1 お店で買い物をする Ⅲ 4 5 

A2 レストランに予約をしてから行く Ⅲ 7 2 

B1 飲食店で料理について質問する Ⅲ 9 3 

B1 お店でサービスを受ける Ⅲ 14 2 

B1 銀行で手続きをする Ⅲ 15 4 

A2 タクシーを予約する Ⅳ 9 1 

B1 タクシーに乗る(３) Ⅳ 8 2 

A2 通勤のために自転車を利用する(１) Ⅳ 2 3 

A2 予防接種を受ける(２) Ⅴ 2 4 

B1 ハローワークで就職の相談・求人への申し込

みをする 

Ⅵ 2 7 

B1 求人情報を探す（インターネット・広告） Ⅵ 3 3 

B1 求人情報を探す（人に聞く） Ⅵ 4 2 

B1 面接を受ける Ⅵ 7 3 

A2 仕事での安全を守る 

＊「職場の安全に関する張り紙等」に限る必要

なし。 

Ⅵ 11 6 

B1 工場の機械を操作する Ⅵ 14 4 

B1 研修会やセミナーに出席する Ⅵ 23 4 

B1 業務上の指示を理解する 

＊地域活動などでの指示理解も可。 

Ⅵ 15 5 

B1 仕事で遅刻や欠勤，休暇を申し出る Ⅵ 22 3 

ー］

II 

II 

II 

-][]-] 

__ 」I II | 
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＊日本語教室の遅刻，欠席などでも可能 

B1 業務に関することについて同僚や上司に相談

する 

Ⅵ 16 4 

B1 同僚と話す Ⅵ 27 6 

B1 同僚に感謝を伝える Ⅵ 28 3 

B1 工場の事故について説明する Ⅵ 29 6 

B1 労災を申請する Ⅵ 30 3 

B1 人事評価を受ける Ⅵ 32 10 

A2 病院へのお見舞い（1） Ⅶ 8 3 

A2 病院へのお見舞い（2） Ⅶ 9 1 

A2 結婚のお祝い(１) Ⅶ 10 1 

A2 結婚のお祝い(２) Ⅶ 11 2 

A2 イベント探し Ⅶ 13 1 

A2 会合での自己紹介 Ⅶ 16 1 

A2 年中行事の違いについて知る Ⅶ 17 1 

A2 文化の違いを理解する Ⅶ 18 3 

A2 異文化体験について語る Ⅶ 19 2 

A2 贈り物のマナーを知る（1） Ⅶ 20 1 

A2 公共マナーを読み取る Ⅷ 8 2 

A2 通知を読む Ⅷ 9 1 

A2 税金を納める Ⅷ 10 1 

A2 各種手続き（転出・転入等）をする Ⅷ 11 3 

A2 役所に行く(1) Ⅷ 12 2 

A2 役所に行く(2) Ⅷ 13 2 

A2 ごみ出しルールを守る Ⅷ 14 2 

A2 粗大ごみの回収申し込み Ⅷ 15 1 

A2 ペットを飼う Ⅷ 16 3 

A2 地域イベントを手伝う Ⅷ 17 3 

A2 地域の交流イベントについて調べる Ⅷ 18 2 

A2 日本語学習を振り返る Ⅸ 4 2 

A2 図書館を利用する Ⅸ 5 3 

A2 日本語学習について考える Ⅸ 6 4 

A2 書店を利用する Ⅸ 7 2 

A2 参加したいイベントを探す Ⅸ 8 3 

A2 公開授業（学校公開）に行く Ⅸ 9 2 

A2 テレビを活用する Ⅸ 10 2 

――□1 11 | 

＿＿」し＿＿」し＿＿」
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A2 公共施設について調べる Ⅸ 11 4 

A2 日本語教室や趣味の教室について調べる Ⅸ 12 2 

A2 メニューについて質問する Ⅸ 13 2 

A2 旅行の計画 Ⅸ 14 4 

A2 スポーツ記事を読む Ⅸ 15 2 

A2 イベントに誘う／誘われる 

＊Ⅵ-25「同僚を食事や懇親会に誘う」（B1）と重な

るため、Ⅵ-25 に含めることも可能。 

Ⅸ 18 2 

B1 同僚からの誘いに返事をする Ⅵ 26 2 

B1 同僚を食事や懇親会に誘う Ⅵ 25 4 

A2 方言を知る Ⅸ 19 2 

A2 将来について話す Ⅸ 20 3 

A2 宅配便の再配達／郵便を活用する Ⅹ 1 3 

A2 荷物を送る Ⅹ 10 1 

A2 テレビドラマやアニメを見る Ⅹ 6 1 

A2 ラジオで天気予報を聞く Ⅹ 7 2 

A2 郵便サービスについて知る Ⅹ 11 2 

A2 メールや手紙でお礼を伝える Ⅹ 14 2 

B1 メールでやりとりする Ⅹ 15 2 

A2 インターネット回線を契約する Ⅹ 19 1 

A2 電話をかける(1) Ⅹ 23 1 

計     228 

B1 B1 調剤薬局で薬をもらう Ⅰ 4 2 

B1 診療科を探す Ⅰ 7 2 

B1 診察室でけがの症状を説明する Ⅰ 8 3 

B1 予防接種について調べる Ⅰ 11 2 

B1 地域の祭りにスタッフとして参加する Ⅰ 13 2 

B1 回覧板を読んで，防犯対策をする Ⅰ 17 2 

B1 被害にあった時に相談する Ⅰ 18 3 

B2 防災訓練でアナウンスをする Ⅰ 24 1 

B1 地域の防災訓練に参加する（地震，台風など

避難を伴うもの） 

Ⅰ 25 2 

B1 地域の防災訓練に参加する(火事） Ⅰ 26 2 

B1 賃貸契約をする(１) Ⅱ 3 2 

B1 引越し業者を探す Ⅱ 6 2 

B1 引越しで気をつけることを友達と話す Ⅱ 8 2 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 
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B1 電気・ガス・水道の使用を開始する Ⅱ 10 3 

B1 送られてくるお知らせやガイドブックから飲食

店の情報を得る（読む） 

Ⅲ 3 1 

B1 電気製品を買う Ⅲ 12 3 

B1 お店の機器を利用する Ⅲ 13 3 

B1 トラブルを解決する Ⅲ 16 2 

B1 駅で旅行の手配をする Ⅳ 1 2 

B1 通勤のために自転車を利用する(２) Ⅳ 3 3 

B1 教習所に通う Ⅳ 4 2 

B1 免許の取得と更新 Ⅳ 5 2 

B1 交通ルールを知る(２) Ⅳ 11 3 

B1 交通違反に対処する Ⅳ 15 1 

B1 自動車保険への加入 Ⅳ 16 1 

B1 車検を受ける Ⅳ 17 1 

B1 自転車のメンテナンス Ⅳ 18 2 

B1 就職活動前の情報収集 Ⅵ 1 4 

B1 就職活動（正社員向け） Ⅵ 5 3 

B1 就職活動（アルバイト向け） Ⅵ 6 2 

B1 雇用契約を結ぶ Ⅵ 8 3 

B1 職場で仕事に関する相談をする Ⅵ 9 3 

B1 給与明細について質問する Ⅵ 10 3 

B1 就労規則や契約書を読んで理解する Ⅵ 31 7 

B1 業務報告をする 

＊地域活動での報告なども可能 

Ⅵ 20 3 

B1 職場で仕事に関する相談をする Ⅵ 9 3 

B1 出産見舞い Ⅶ 21 1 

B1 コミュニティの一員になる（１） Ⅶ 22 1 

B1 食事をしながら雑談をする(1)住まい Ⅶ 23 1 

B1 食事をしながら雑談をする(2)食生活 Ⅶ 24 1 

B1 冠婚葬祭マナーについて知る（１） Ⅶ 25 1 

B1 知り合いとのおしゃべり Ⅶ 26 1 

B1 悩み相談（１） Ⅶ 27 2 

B1 悩み相談（２） Ⅶ 28 1 

B1 異文化体験を共有する Ⅶ 29 2 

B1 異文化に対する意識を高める Ⅶ 30 2 

B1 異文化体験についての意見交換 Ⅶ 31 2 

--l--]「―-]
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B1 文化紹介の準備 Ⅶ 32 2 

B1 スピーチ Ⅶ 33 3 

B1 冠婚葬祭マナーについて知る（２） Ⅶ 34 1 

B1 贈り物のマナーを知る（2） Ⅶ 35 1 

B1 懇親会での自己紹介 Ⅶ 36 1 

B1 ホームステイ Ⅶ 37 1 

B1 引っ越しに伴う手続き Ⅷ 19 1 

B1 公的制度を理解する Ⅷ 20 2 

B1 税金について理解する(1) Ⅷ 21 1 

B1 税金について理解する(2) Ⅷ 22 1 

B1 介護サービスを受ける Ⅷ 24 2 

B1 環境問題とごみリサイクル Ⅷ 25 2 

B1 自治会活動について知る Ⅷ 26 3 

B1 地域の人と知り合いになる Ⅷ 27 2 

B1 地域イベントでの文化発表(1) Ⅷ 28 1 

B1 地域イベントでの文化発表(2) Ⅷ 29 2 

B1 コミュニティの一員になる（２） Ⅷ 30 2 

B1 コミュニティの一員になる（３） Ⅷ 31 1 

B1 自治会に参加する（１） Ⅷ 32 2 

B1 自治会に参加する（２） Ⅷ 33 2 

B1 「お知らせ」を読む(1) Ⅷ 34 1 

B1 「お知らせ」を読む(2) Ⅷ 35 1 

B1 医療費助成について知る Ⅷ 36 2 

B1 健康保険や年金について知る Ⅷ 37 1 

B1 公的補助を受ける(1) Ⅷ 38 1 

B1 公的補助を受ける(2) Ⅷ 39 1 

B1 ご近所トラブルの解決 Ⅷ 40 2 

B1 犬を飼う Ⅷ 41 3 

B1 税金について知る Ⅷ 42 1 

B1 ボランティアをする Ⅸ 21 2 

B1 社会問題を話題にする Ⅸ 22 4 

B1 日本の教育について考える Ⅸ 23 5 

B1 勉強する方法を探す Ⅸ 24 2 

B1 勉強する場所について調べる Ⅸ 27 1 

B1 資格について調べる Ⅸ 25 4 

B1 仕事について相談する Ⅸ 26 3 

--l--]「―-]
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B1 公共施設を利用する Ⅸ 28 3 

B1 仲間を作る Ⅸ 29 2 

B1 自分に合った日本語教育機関を探す Ⅸ 30 3 

B1 日本語学習方法について相談する(1) Ⅸ 31 5 

B1 日本語学習方法について相談する(2) Ⅸ 32 3 

B1 日本語学習を自己管理する Ⅸ 33 3 

B1 日本語について調べる Ⅸ 34 3 

B1 「日本語」について話す Ⅸ 35 3 

B1 国・地域について話す Ⅸ 36 2 

B1 旅行の計画を立てる Ⅸ 38 3 

B1 書店を活用する Ⅸ 39 3 

B1 マニュアルを読む Ⅸ 40 3 

B1 「方法」を学ぶ Ⅸ 41 3 

B1 自分の人生について語る Ⅸ 42 3 

B1 宅配便の再配達サービス内容を知る Ⅹ 2 1 

B1 携帯電話を活用する Ⅹ 3 3 

B1 スポーツニュースを見る Ⅹ 4 2 

B1 テレビニュースを見る Ⅹ 5 4 

B1 見たい番組を探す Ⅹ 8 1 

B1 郵便サービスを活用する Ⅹ 12 1 

B1 メールの設定をする Ⅹ 17 4 

B1 メールで問い合わせをする Ⅹ 18 1 

B1 インターネット回線を契約する Ⅹ 20 2 

B1 インターネットを活用する Ⅹ 21 2 

B1 電話をかける(2) Ⅹ 24 1 

B1 電気屋で店員に質問する Ⅹ 26 1 

B1 広報誌を読む・書く Ⅹ 27 2 

計     236 

 

 

  

--l--]「―-]
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1.2.2 指導案・教材・活動の例 

  タイプ２のコースについては、B1 レベルに相当する授業の例を示す。 

〔B1 レベル〕 

（１）指導案 

本時の目標： 

ハローワークで担当者と相談しながら、自分に合う仕事を探し、求職申込書を書く。

（Ⅵ‐2） 

★ハローワークなどで窓口の担当者に，どのような職業訓練があるのかや条件・申

込みの手順などについて質問し，聞き返すこともあるが，ある程度詳細な説明を理

解することができる。（357，B1） 

★ハローワークなどで担当者に，母語で書かれた日本の就労支援に関する資料が

ないか質問し，いくつかの簡単な答えを理解することができる。（354，B1） 

★ハローワークなどで窓口の担当者に，就職情報の取得方法や取得後の手続につ

いて質問し，聞き返すこともあるが，担当者からのある程度詳細な説明を理解する

ことができる。（356，B1） 

★ハローワークなどの求職申込書に，希望する仕事や持っている資格など，短い簡単

な文で書くことができる。（365，B1） 

★ハローワークの窓口の担当者に，自分の希望を伝え，就労のために必要な資格は

何か，どうすれば取得できるかなどについて質問し，ある程度詳細な答えを理解す

ることができる。（382，B1） 

★ハローワークの窓口などで，自分が希望する職場に，どのくらい外国人がいるか

や，どこの国の人が多いかなど，外国人の雇用環境について質問し，いくつかの簡

単な答えを理解することができる。（384，B1） 

★ハローワークの窓口などで，自分の在留資格や働ける時間など基本的な情報を伝

え，どのような働き方ができるかについて質問し，いくつかの簡単な答えを理解す

ることができる。（380，B1） 

20××年×月×日    

 

担当者：森篤嗣 

学習内容・項目： 

話す「やりとり」 

教材・教具：イラスト「①仕事を探す」「②ハローワークの外観・内観」「③窓口

担当者と話している」「④職業訓練の説明チラシ」「⑤端末で仕事を探す」

「⑥通勤方法」，会話①②音声，会話①②スクリプト 

副教材：教材例集，「生活・仕事ガイドブック（やさしい日本語版）」 

対象学習者：B1 クラス学習者。（A2 クラスを経ている人，もしくは，レベルチェック後 B1 クラスから参加した

人） 

段 階 ・

時間 

活動・活動の目的 活動の具体的内容・方法（何をどのように行うか） 教材・教具・留意点 

 目標の確認 目標 Can do を見て，何ができるようになるか確認す

る。 

日本語学習ポートフォ

リオ 

 イメージをつかむ

（スキーマの活性

化） 

イラスト①②を見せながら，どのような場面かを想像

してもらう。 

Ｔ問いかけ「仕事を探すにはどうしますか。」「仕事を

イラスト①②③④⑤ 
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探すのを助けてくれる場所があるのを知っています

か。」「日本で，ハローワークに行ったことがあります

か。」をし，学習者と簡単にやりとり。 

「雑誌を見ます」「友達に聞きます」等を引き出し，仕

事を探すイメージを膨らます。 

 会話を聞いて，ポ

イントを理解する 

会話①の音声をイラスト①②③④⑤を示しながら聞

く。状況をイメージしてもらい，どんな内容か学習者に

問いかける。どこにあり（場所），どんな（様子）かを聞

き取ることにフォーカスする。 

会話①音声 

イラスト①②③④⑤ 

学習者に応じて繰り

返し聞いても OK。 

 会話を聞いて，内

容を詳しく理解す

る 

会話①スクリプトを配布。 

スクリプトを見ながら，音声を聞く。 

網掛けの言葉が理解できているかを確認する。 

 

豆知識の説明を簡単にする。 

 

 

 

内容が理解できているか，学習者に内容についての

質問をしながら確認する。 

会話①スプリクト 

会話①音声 

資格，電気工事士，読

み書き，職業訓練，勤

務地，検索，条件，外

国人歓迎，申込用紙，

説明会，選考試験 

豆知識：職業訓練は

受講料は無料だが教

科書代や受験料はか

かる。 

 

学習者に応じて繰り

返し聞いても OK。 

 自分に置き換えて

考える 

自分だったら，どんな資格が取りたいか（こだわりポイ

ント）を引き出す。（例：どんな資格が良いか，難易度，

受講料，教科書代，検定料，日本語が必要等） 

できるだけ多く引き出す。 

 

 言語形式に注目

する 

スクリプトの下線に注目する。 

「と思っています」「～から詳しいです」「時間があれ

ば頑張ります」 

「思います」「思っています」 

「～たら」「～れば」 

の言い方で，何が違うか考える。 

クラスで考えたことを共有する。 

Ｔが，ポイントを説明する。「～たら」「～れば」の説明

時に，他の条件表現についても触れておく。 

 

～と思います 

～から A です 

～があれば V ます 

 

 

 

資格が取れたら，難し

かったら，時間があれ

ば 

 学んだ表現が，ど

のように使われる

スクリプトを見ながら，言語形式に注目して音声を聞

く。 
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か確認する 

 口まわしをよくする 会話①の音声を聞いて，シャドーイングする。 

スクリプトを見て2回程度，さらに見ないで2回程度， 

口がスムーズにまわる位まで適宜。 

その後，ペアで会話①の練習をする。 

全体で 

 

 

ペアで 

 実際の場面で，自

分が知りたいこと

を尋ねたり，おすす

めを教えてもらっ

たりできるようにす

る 

ペアでロールプレイをする。 

仕事を探す側と，窓口担当者と役割を交代して行う。 

副教材を見ながら，他の仕事条件のパターンでもで

きるようペアで練習する。 

ペアをシャッフルして練習する。（2～3 回） 

いくつかのペアに発表してもらう。 

感想をシェアする。 

ロールカード 

 

 

休憩    

 目標の確認 目標 Can do を見て，何ができるようになるか確認す

る。 

日本語学習ポートフォ

リオ 

 イメージをつかむ

（スキーマの活性

化） 

イラストを見せながら，どのような場面かを想像しても

らう。 

Ｔ問いかけ「ハローワークの利用法がわかりました

ね。資格が取れたらどんな仕事を探しますか。」学習

者と簡単にやりとり。 

イラスト①②③⑤ 

 会話を聞いて，ポ

イントを理解する 

会話②の音声をイラスト⑥を示しながら聞く。状況を

イメージしてもらい，どんな内容か学習者に問いかけ

る。何を聞かれたか（条件），何を伝えたか（希望）を

聞き取ることにフォーカスする。 

会話②音声 

イラスト⑥ 

学習者に応じて繰り

返し聞いても OK。 

 会話を聞いて，内

容を詳しく理解す

る 

会話②スクリプトを配布。 

スクリプトを見ながら，音声を聞く。 

 

 

網掛けの言葉が理解できているかを確認する。 

 

副教材（多言語）を配布し，日本の労働環境につい

て理解を促す。 

 

 

豆知識を説明する。 

 

 

内容が理解できているか，学習者に内容について質

問しながら確認する。 

会話②スプリクト 

会話②音声 

学習者に応じて繰り

返し聞いても OK。 

活かした，通勤方法，

電車，バス，条件，評

価される，手当，求人

票 

「生活・仕事ガイドブ

ック」第 3 章雇用・労

働 1 働く前の基礎知

識，１－2 仕事の探し

方 

 

豆知識：日本の通勤
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事情 

 言語形式に注目

する 

スクリプトの四角囲みに注目する。 

「もうすぐ～そう」「いくらなんでも」「おっしゃるとおり」

といった言葉はどのようなときに使うか考える。クラス

で考えたことを共有する。 

 

スクリプトの下線部に注目する。 

「～やすい」「～すぎる」について，Ｔがポイントを説明

する。 

「～やすい」と「～すぎる」について例文を示す。 

 

もうすぐ～そう 

いくらなんでも 

おっしゃるとおり 

 

 

～やすい 

～すぎる 

 

 学んだ表現が，ど

のように使われる

か確認する 

スプリクトを見ながら，言語形式に注目して音声を聞

く。 

 

 口まわしをよくする 会話②の音声を聞いて，シャドーイングする。 

スクリプトを見て2回程度，さらに見ないで2回程度， 

口がスムーズにまわる位まで適宜。 

その後，ペアで会話②の練習をする。 

全体で 

 

 

ペアで 

 実際の場面で，自

分の希望日時で

予約ができるよう

にする 

ペアでロールプレイをする。 

提示された日時でＯＫの時と，他の日時にしたい場合

の時の 2 パターンできるようにする。 

ペアをシャッフルして練習する。（2～3 回） 

いくつかのペアに発表してもらう。 

感想をシェアする。 

ロールカード 

 

 自己の学習を振り

返る 

今日の目標確認＆自己評価表記入 日本語学習ポートフォ

リオ 

 

（2）教材  

＜イラスト＞ ＊次ページより 
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イラスト① 「仕事を探す」 

 
 

 

イラスト② 「ハローワークの外観・内観」 

 

 

  

ロロロロ
ロロロロ

ロ ロ
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イラスト③ 「窓口担当者と話している」 

 
 

イラスト④ 「職業訓練の説明チラシ」 

 

 

  

電気工事士の資格を取るには

ハローワークで申し込む
6ヶ月～1年間通学し、

座学や実習などを受ける

1日3~5時間

設計図の作成や

見方などを学んでいく

国家試験を受け、

合格する

検定料は12,000円前後

年度によって料金が違うので注意

5月ころと10月ころの

年2回実施されている
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イラスト⑤ 「端末で仕事を探す」 

 

 

イラスト⑥ 「通勤方法」 

 

 

會

會゚

15分 42分

6分 18分 4分

約45分

約1時間

15分 2分

貝

貝

貝
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＜配布プリント＞ 

会話① 音声を聞きましょう 

１．次のことばはわかりますか？ 

資格，電気工事士，読み書き，職業訓練，勤務地， 

 

 

検索，条件，外国人歓迎，申込用紙，説明会，選考試験 

 

 

 

２．あなたならどんな資格がとりたいですか？ 

 

 

 

 

３．次の表現の使い方を考えましょう。 

～と思います 

～から A です 

～があれば V ます 

～たら 

～れば 

 

４．ロールプレイのメモ 
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＜ロールカード：会話①「ハローワークで職業訓練の相談をする」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ロールカード：会話②「ハローワークで仕事を探す」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＜A＞ 仕事を探す人 

 

あなたはハローワークで仕事を探しています。いい仕事につけるように，何か資格を取ってはどう

かと考えています。自分がしたい仕事の条件をハローワークの人に伝えて，どんな資格がおすすめ

か質問してください。 

 

 
＜Ｂ＞ ハローワークの窓口の人 

 

あなたはハローワークで働いています。よりよい仕事を探せるように，どんな希望があるか、仕事

を探している人（A さん）に質問してください。また，下のリストからその人におすすめの資格を選

んで，紹介してみてください。 

 

基本情報技術者試験／造園技能士／電気工事士／危険物取扱者／介護福祉士 

 

 

 

 

＜Ｂ＞  ハローワークの窓口の人 

 

あなたはハローワークで働いています。よりよい仕事を探せるように，どんな希望があるか、仕事を

探している人（A さん）に質問してください。望みが高すぎる場合は，どの条件なら譲歩できるか確

認して，おすすめの仕事を探してください。 

 

<A>  仕事を探す人 

 

あなたはハローワークで仕事を探しています。電気工事士の資格がとれることになったので，それを

生かして,いい待遇の仕事を探したいと思っています。自分がしたい仕事の条件をハローワークの係

の人に伝えて、どんな求人があるか質問してください。 
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自分の知りたい情報を得るために，質問

をして答えを理解し，更に質問をする 

（3）モデル会話スクリプト 

①スクリプト 

ワッタナー：おはようございます。 

窓口担当者：おはようございます。どんな仕事をお探しですか。 

ワッタナー：はい。こちらに引っ越してきたばかりでよくわからないのですが，できれば家から近い職場がいい

なと思っています。 

窓口担当者：そうですか。何か資格は持っていますか。 

ワッタナー：いえ，資格は持っていません。でも，これから頑張って取ろうと思います。国では機械を使う仕事を

していましたから詳しいです。 

窓口担当者：そうなんですね。では，電気工事はできますか。 

ワッタナー：国で少しやったことはありますが，詳しくはないです。 

窓口担当者：そうですか。では，電気工事士の職業訓練に挑戦してみますか。 

ワッタナー：それは難しいですか。お金はかかりますか。 

窓口担当者：合格率は 70%前後です。受講料は無料ですが，教科書代が約 5,000 円，検定料が 1 万円

ちょっとかかります。日本語の読み書きはどうですか。 

ワッタナー：話すのは大丈夫ですが，読み書きは少し苦手です。でも辞書があって時間があれば頑張ります。 

窓口担当者：では，電気工事士の職業訓練を受けてみますか。 

ワッタナー：その資格が取れたら，例えばどんな仕事がありますか。 

窓口担当者：試しに探してみましょうか。希望の勤務地はありますか。 

ワッタナー：できれば電車の駅から近いと助かります。 

窓口担当者：わかりました。では，検索してみますので少しお待ちください。 

～～～ 

窓口担当者：お待たせしました。ワッタナーさんの条件に当てはまるのは，こちらの 8 件です。 

ワッタナー：ありがとうございます。おすすめはありますか。 

窓口担当者：そうですね…。 

こちらの会社は駅から近いですし，外国人歓迎と書いていますのでいいのではないですか。 

ワッタナー：ありがとうございます。よくわかりました。目標ができました。 

窓口担当者：そうですか。それでは，こちらの職業訓練の申込用紙にご記入ください。説明会と選考試験の

日程はここに書いてある通りです。合格したら職業訓練開始は，来年の 4 月からになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習者によって以下の流れは変わる 

条件，職種，職業訓練の内容は学習者による 
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②スクリプト 

ワッタナー：おはようございます。 

窓口担当者：おはようございます。お久しぶりです。電気工事士の資格は取れそうですか。 

ワッタナー：はい。日本語が難しくて大変でしたが，親切に教えてくれたので，もうすぐ資格が取れそうです。 

窓口担当者：それは良かったですね。今日はどうされましたか。 

ワッタナー：はい。もうすぐ資格が取れそうなので，資格を活かした仕事があるか教えてもらいに来ました。 

窓口担当者：なるほど。それでは，今すぐ申し込むわけではないと思いますが，どんな仕事があるのか一緒

に探してみましょう。 

ワッタナー：お願いします。 

窓口担当者：どんな職場を希望しますか。 

ワッタナー：ええと。前にも言いましたが，家から近い職場が良いです。 

窓口担当者：なるほど。ワッタナーさんの自宅は…○○町ですね。通勤方法はどうしますか。 

ワッタナー：電車かバスを使おうと思います。 

窓口担当者：それでしたら，電車とバスの合計時間で決めましょうか。何分ぐらいまで大丈夫ですか。 

ワッタナー：5 分以内が良いです。 

窓口担当者：え？それはいくらなんでも難しいです。それだと選べる職場が大変少なくなってしまいます。 

ワッタナー：そうなんですね…。では 20 分以内でお願いします。 

窓口担当者：わかりました。それでも少なそうではありますが…。他の条件はありますか。 

ワッタナー：外国人がたくさんいた方が働きやすいかなと思います。 

窓口担当者：わかりました。同じ国の人でなくても大丈夫ですか。 

ワッタナー：はい。同じ国の人がいたら助かりますが，他の国の人でも外国人が働きやすい職場なら OK で

す。 

窓口担当者：了解です。 

ワッタナー：あ，給料は多い方が良いです。 

窓口担当者：それはそうですね。 

ワッタナー：あと，苦労して取った資格なので，資格が評価される職場が良いです。 

窓口担当者：おっしゃるとおりですね。ええと，その条件だとこの 3 つの職場になります。 

ワッタナー：少ないですね。 

窓口担当者：通勤時間の条件が厳しすぎるようです。 

ワッタナー：そうですか…。では，30 分以内でも大丈夫です。 

窓口担当者：ええと。35 分ほどかかりますが，外国人が多くて電気工事士の資格手当が高い職場がありま

す。 

ワッタナー：あ，○○町ですね。はい，大丈夫です。 

窓口担当者：資格が取れたときにまだ募集しているかわかりませんが，とりあえず求人票を印刷してお渡し

しておきますね。 

ワッタナー：はい。仕事の探し方が少し分かりました。資格が取れたらまた来ます。 

 

 

 

学習者によって以下の流れは変わる 

状況に合わせて希望を変更する 

スクリプト通りではなく自分が希望する条件を伝えてやりとりする 
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１．３ 今後の課題 

（1）研修の重要性 

今回作成したカリキュラム例、及びその作成過程の応用を促すには、「日本語教育の参照枠」の基本的な考え

方、「生活 Can do」一覧、「カリキュラム例」のモデルとしての位置づけ等に対する理解を深める研修や、資料公

開における工夫が必要となる。各現場の学習者像や学習者をめぐる状況、学習環境を考慮しつつも、制約条件

を解決し、各地域の日本語教育の可能性を拡げるような研修を行っていくことが重要である。 

（２）学習ポートフォリオや学び方を学ぶための方法の例示 

モデルカリキュラムで示した「自立・自律」は、日本に暮らす外国人が生活のための日本語を身に付けていく

上で特に重要である。どのようなカリキュラムによって「自立・自律」が可能となるのかを例示するため、学習ポー

トフォリオや学び方を学ぶ方法の具体例を示していく必要がある。 

（３）「生活・文化・社会」の扱いの検討 

カリキュラム作成に当たっては、「生活・文化・社会」の扱いに関する検討が不十分であった。日本語学習と切

り離さずに扱うべき内容と、社会オリエンテーションの位置づけで扱う内容を検討・整理する必要がある。 

（４）漢字の扱いの検討  

各ユニットにおいて、文字学習の必要性の情報を加えたが、 漢字の扱いについては検討が不十分であった。

日本社会で生活する者が、安全安心で文化的な生活を送り、社会に十全な参加をするためには、漢字に関わる

能力を身に付けることは不可欠である。必要な漢字の選定や、その扱いに関する検討が必要である。 

（５）授業計画や教材作成を容易にするために 

本報告書では、生活 Can do をユニット化し、それをもとにカリキュラムを作成することを提案した。そして、次

の段階としては、授業を具体的に計画し、教材を作成・準備することを想定し、その具体例を示した。たとえば、ロ

ールプレイを計画し、想定されるやり取りを「モデル会話」として示している。しかし、ある場面でのタスクが具体的

にどう展開するか、どんなやり取りによってユニットにおける目標が達成されるか、といったことを検討し、授業や

教材を準備するのは容易ではない。 

文化庁「生活 Can do」一覧表（A1－B2）の生活 Can do には、『「生活者としての外国人」に対する日本語

教育の標準的なカリキュラム案について』の「生活上の行為の事例」における大分類、中分類、小分類、事例１

（上位項目）、事例２（下位項目）が関連付けられている。これにより、各 Can do の関連性も捉えやすくなってい

るが、それでも、具体的なモデル会話までは想像できない、あるいは、どういった表現・文型があるタスクを完遂す

るために重要かが考えられない、という場合があるだろう。 

先述の報告書には、「生活上の行為の事例」の次に「生活上の行為の事例に対応する学習項目の要素」が

示されている。具体的には、能力記述、場面（場所、相手、状況・動機）、やり取りの例、機能、文法、語彙である。こ

れは全ての生活 Can do に対応するものではないが、それでも、そのタスクの中でどういった機能のことばが必

要となるか、それがどんなやり取りとなるか、それを支える文法や語彙は何かを検討する際の助けになるはずで

ある。この情報を、現在の「生活 Can do」一覧表や本事業で作成したユニット例につなげ、活用できるようにす

ることも、今後取り組むべき課題だと考えている。 
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2． 評価方法  

2.1 パフォーマンス評価のための課題作成 

  「日本語教育の参照枠」には 5 つの「活動 Can do」（「話すこと やり取り」「話すこと 発表」「理解すること 

聞くこと」「理解すること 読むこと」「書くこと」）がある。そこで、それぞれの「活動 Can do」のパフォーマンスを

評価する方法を図 1 のとおり検討した。以下では、それぞれの評価課題の作成方法を記述する。 

 

 
図 1 各「活動 Can do」とパフォーマンス評価 

 

2.1.1 「話すこと やり取り」「話すこと 発表」の課題 

単レベルの場合 

  「話すこと やり取り」と「話すこと 発表」に関しては、ロールプレイによる方法を取り上げる。ロールプレイの課

題を作成する手順を以下に示す。 

 

①  該当レベルに合う課題を作るために、Can do を検討する。その際、「日本語教育の参照枠」の「活動 Can 

do」からレベルの特徴を把握する必要があるが、「活動 Can do」は抽象度が高いため、「活動 Can do」に

基づいて作成された「生活 Can do」から課題を検討する。図 2 のように、A1 レベルの「活動 Can do」の

「話すこと やり取り」の「一般的な話し言葉のやり取り」に該当する「生活 Can do」から Can do を１つ選

び、その記述に基づき課題を検討する。 

 

 

図 2 「日本語教育の参照枠」Can do に基づいた課題の作成（話すこと やり取り） 

I 活動Condo | I パフォーマンス評価

話すこと（やリ取り）

話すこと（発表）

理解すること（間 くこと）

理解すること（読むこと）

書くこと

ロールプレイ

ロールプレイ

聞く課題

読む課題

書く課題

簡単な方法てや り取りがてきるが，ゆっくりとした繰り返し．言い換え．修正に全般的に頼...,て コミュニケーションするごと

になる。簡単な質疑応答はてきる。すぐに回答が必要な事柄やごく身近な慈題についてなら．慈も始め られ．応答もてきる。

レス トラ ンの入口て、店員に名前や予約時間な どを間かれたと き、答える こと がてき る。

あなたはレストランに行きました。入口て店員の質問に答えてください。
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② 下記 a から c を検討し、具体的な課題を設定する。その際、学習者が遭遇する可能性のある場面を

設定し、学習者にとって現実的なロールを設定することが重要である。 

a. 場面を決める。 

b. ロール A（学習者）の役割、課題を決める。 

c. ロール B（対話者）の役割を決める。 

 

③ ロールカードを書く。求められる課題を明確かつ簡潔に記載する。場面が想定できるように具体的

に書くが、限定しすぎると、学習者にとっては経験がない（あるいは想像できない）場面になってし

まうので、留意する必要がある。また、ロールカードを読むことは課題ではないので、必要に応じ翻

訳を用意する。 

 

④「タスク達成のための手がかりになる内容」を検討する（図 3参照）。当該レベルの特徴、「活動

Can do」の内容を参考にする。 

 

⑤ モデル会話を作る（図 3参照）。モデル会話を作ることにより、求める内容を検討すること、課題

の修正を行うことが可能となる。また、学習者用のロール内容が課題で求めているレベルと合致して

いるかを確認する。想定しているレベルと合わない場合は、課題の内容を変更する必要がある。 

 

 上記手順を経て作成されたロールプレイ課題が図 3である。 

 

図 3 「話すこと やり取り」の課題例（単レベル） 

 

複数レベルの場合 

  次の 2 つの生活 Can do はレベルが異なるが、一連の行動の中の言語行動である。このような場合は、学習

者のレベルに応じ、１つのロールプレイ課題として実施するのが望ましいだろう。図 4 が課題例である。 

 

生活 Can do 8 「病院の受付などで、「初めてですか」「保険証はありますか」などの基本的な質問に答え

生活
Can do 

レベル等

ュニット

ロールA

ロールB

タスク達成
のための

手がかり

レストランの人口て、店員に名前や予約時間などを聞かれたとき、答えることがてきる。
（やりとり＿製品やサーピスを得るための取引＿A1_127)

Al 参加者：学習者と指導者

レストランに予約をしてから行く
三 ロールカ ー ドは各言語に訳す 1

あなたはレストランにいきました。入口て店員の質問に答えてください。

あなたはレストランの店員です。外国人のお客に対応してください。以下のことについて間いてください。
・予約の有無

・人数
・喫煙席か禁煙席か

・予約をしているかどうかを伝えることがてきる。
．何人て来店しているかを言える。

・喫煙席か禁煙席を言える。

A:2人てす。

Alレベルに合致しているか

確認する

B ：いらっしゃいませ。何名様て・すか。

B ：予約はしてあリますか。
モデル会話 8：たばこは吸いますか。

A:していません。

A:吸いません。
B:それて＊は、こちらへどうぞ。
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ることができる。」（A1） 

生活 Can do 11「かかりつけの病院での診察のとき、体のどこがどのくらい、いつごろから痛いかなどの自

分の体調や症状に関する簡単な質問に対して、短い簡単な言葉で答えることができる。」（A2） 

 

 

図 4 「話すこと やり取り」の課題例（複数レベル） 

 

「聞くこと」に重点のある「話すこと やり取り」の課題 

「話すこと やり取り」の生活 Can do の中には、次の生活 Can do 7 番のように、話すことよりも聞くことに重

点の置かれているものがある。この Can do では、相手に情報提供を求めることと、相手から得られた情報を理

解することが課題となる。このような課題でロールプレイを作成することは可能であるが、モデル会話を作る時点

で、学習者よりも、情報を提供する相手の方が発話量が多くなることに気づくであろう。そこで、このようなロール

プレイでは、図 5 のように、「聞く」課題を加える。 

 

生活 Can do 7 「近所の歯医者について、対応の仕方や技術などの詳しい評判を、友人に質問したり、答え

たりすることができる。」（B1） 

 

--・ 

病院の受付などて：ー「初めてですか」 r慄険証はありますか」などの基本的元ウ質問に答えることがてきる。
（やリとり＿ィンタビューすること、インタビューを受けること＿Al_8)

時々繰り返しや説明を求めることがてきれば、病院などて、どこがどのくらい痛いかなどの簡単な質問に
対して、短い簡単な言葉て答えることがてきる。 （やりとり＿ィンタピューすること、インタビューを受

けること_A2._II) 

レベル等 Al • A2 参加者：学習者と指導者

ユニット 病院て診察を受ける（初診）

ロールA あなたは頭が痛くて病院に行きました。受付ての質問に答えてください。

あなたは病院の受付の人です。外国人の患者に質問をしてください。以下のことについて間いてください。
ロールB .初めてか ・健康保険証を持っているか

．どのような症状か ・いつからか

タスク達成 •初めてかどうかを伝えることができる。
芦右 ．症状を簡単なことばて・伝えらえる。

・健康保険証を持っていることを伝えられるか。

•いつから症状があるかを言える。

B:おはようございます。

B:こちらは初めててすか。

B:保険証はお持ちてすか。
モデル B:今日はどうされましか。

会話 B:いつから痛いてすか。
B:それてはこちらの問診票に記入をお願いします。

熱を測ってここに書いて ください。

B:あちらのソファておかけになって記入して ください。

A:おはようございます。

A:はい、初めてです。
A:はい、あります。
A:頭が痛いてす。

A:昨日の夜からです。
A:はい、わかリました。
A:はい、ありがとうございます。
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図 5 「話すこと やり取り」の課題例（「聞く」課題） 

 

2.1.2 「話すこと やり取り」「話すこと 発表」の課題のためのルーブリック 

ルーブリックとは 

「話すこと やり取り」「話すこと 発表」の評価のためのロールプレイを評価するためには、評価項目と判定の

基準を記すルーブリックを用いる。ルーブリックとは、「評価の項目や観点」とそれぞれの「判定の基準」や「到達

目標」をマトリックス形式で示す評価指標のことである（図 6 参照）。ルーブリックには、図 7 に示すように、評価

方法の観点から、総合的（全体的）ルーブリックと分析的ルーブリックに分けられ、測る能力の種類という観点か

ら、一般型とタスク特有型に分けられる。 

 
図 6 ルーブリックの構造 

 

 
図 7 ルーブリックの種類 

生活

Con do 

レベル等

ユニット

ロールA

ロールB

モデル

会話

間＜課題

判
定
基
準

近所の●医看について、対応の仕方や技術などの詳しい評判を、友人に賢問したり 、答えたりすること

がてきる。 （やり取り」情帽の交換ーB1_7)

Bl参加者：学習者と指導者

おすすめの歯科医院を予約する

近所の歯医者について、対応の仕方や技術などの詳しい評判を、友人に質問してください。友人の答え

を間いてください。聞くときに、あいづちを打ってください。

あなたはAさんの友人てす。山田デンタルの情報について，スクリ プ トの内容を伝えてください。

A:山田デンタルクリニックに行こうと

思っているんてすが、行ったことあリま

すか。評判など知っていますか．

B: 山田デンタル•••あー、駅前の歯医者てすね。私じゃない

んて・すけど、娘がかかってます。受付の人も親切てすし、お

医者さんもやさしいらしいて＊すよ。娘は、前、違うところに

行ってたんてすけど、結構痛かったみたいて、もう行きた＜

ないって言って、それて、変えたんですよ。人気あるみたい

て、結構混んてて、予約がなかなか…。ても、いいクリニッ

クだと思いますよ。

山田デンタルについてどのように言っていますか。正しいものをすべて選んて事ください。

口受付の人が親切です □お医者さんが親切てす

口安いて＊す 口治療が痛いてす

口人気があリます □予約が取リやすいてす

I 

2 内容はタスクの目的を十分に果たし，詳細も 長い沈黙や言い直しがほとんどなく ．スムー

含まれている。 ズに話せている。

1 内容はタスクの目的を果たしているが，詳細 長い沈黙や言い直しがある．またはスムーズ

に欠けている。 に話せていない．

〇 内容はタスクの目的を果たしていない． 非常に長い沈黙などのために還解が困騨てあ

る．

（小泉， 2016,p. 35) 

評価方法による分類

総合的（全体的） ：全体的に評価

分析的 ：発音，流暢さ，文法などの観点て評価

測る能力の種類による分類

一般型：広く使用可能。一般的能力を測 るのが意図。

タスク特有型 ：タスク形式ごとに作成。特定のタス クに限定される能力を測る。

（小泉（2016)を参照）



62 
 

 

ルーブリックの作成手順 

 ルーブリック作成の手順は、次の①から④の通りである。 

① 「日本語教育の参照枠」の「全体的な尺度」「活動 Can do」「能力 Can do」などを参照し、各レベルの特

徴を理解する。例えば、A1 のロールプレイ課題であれば、下記例のような Can do を参照する。 

 

Can do 例： 

「話すこと やり取り」>「一般的な話し言葉のやり取り」A1 

簡単な方法でやり取りができるが、ゆっくりとした繰り返し、言い換え、修正に全般的に頼ってコミュニケーショ

ンすることになる。簡単な質疑応答はできる。すぐに回答が必要な事柄やごく身近な話題についてなら、話も

始められ、応答もできる。 

 

② 評価の観点を決める。ルーブリックには、下記に示すように、総合的に評価する総合的ルーブリックと、複数の

評価の観点を設定する分析的ルーブリックの 2 種類がある（図 7 参照）。 

総合的ルーブリック：評価の観点は課題が遂行できたかどうかを見る「課題遂行」あるいは、総合的に評価す

る「総合」となる。いずれにしても、評価の観点は１つに設定する。 

分析的ルーブリック：ロールプレイの内容、Can do に記載されているレベルの特徴から、複数の評価の観点

を設定する。例えば、「課題遂行」「語彙・表現」「文法」「音声」など。 

この時点で注意すべきことは、観点とされる要素のみが測定対象となるということである。つまり、観点に含め

られない要素は「測定されない」ということを理解し、慎重に評価の観点を決定する必要がある。 

 

③ 判定基準の段階を設定する。例えば、評価段階「できた」「できない」の 2 段階、「○」「△」「×」の３段階、

「A」「B」「C」「D」の 4 段階というように決める。 

 

④ 判定基準の各段階の内容を設定する。この際、「能力 Can do」などに記載されているレベルの特徴に基づ

き、求められる基準を決める。 

 

図 8 は、B1 レベルの下記ロールプレイに合わせて作成したルーブリックである。 

 

ロールプレイ課題例（B1） 

あなたは体調不良のため、病院に行って、診察を受けます。あなたは体調不良のため、病院に行って、診察を

受けます。最初に、医師からの質問に答えてください。そして、過去の病気や症状について説明してください。 
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図 8 ルーブリックと参照した「能力 Can do」 

 

「能力 Can do」の理解 

図 8 の場合、「語彙・表現」の判定基準のためには、「能力 Can do」である「語彙の使いこなし Can do」の

B1 レベルの記述文「複雑な考えや非日常的な話題に関しては誤ることがあるが、初歩的な語彙は使いこなせる」

を参照している。同様に、「文法」については、「文法的正確さ Can do」を参照している。なお、先述の通り、評価

の観点にない観点は評価できないことになる。そのため、図 8 の例では、評価の観点に設定しにくいストラテジー

に関する評価やアドバイスを書き込む「アドバイス」の欄を設けている。 

 上記の通り、判定の基準を記述するには、各種「能力 Can do」を理解することが重要である。「能力 Can do」

は抽象度が高いため、開発グループのメンバーで各種資料を参照しながら理解を深め、自分たちの理解を確認

するための「能力 Can do の書き換え例」を作成した（資料１）。表 1 は、「能力 Can do」のひとつ「話し言葉の

流暢さ」の書き換え例である。2 行目は、元の「能力 Can do」の記述であり、それに基づき、書き換えを行ってい

る。この「能力 Can do の書き換え例」はあくまで一例であるが、このような書き換えの手順を行うことにより、より

深く各レベルの Can do を理解することができると考える。 

 

表 1 書き換え例「話し言葉の流暢さ」 

 

 

「聞く」の観点を含めたルーブリック 

「話すこと やり取り」のロールプレイ課題の中には、聞くことが課題として含まれているものもある。相手の発話

が理解できないがゆえに産出できなかったのか、相手の発話は理解できたものの産出できなかったのか、この

..,.亀た な んとかできた lL てきなかった

四 ！巴芹塁猛盆iを＇竺ぶgで？ふ ｝Sご：をでぶ：：ぐで；げ門911悶f::：？？，気孟占•:?1 ：？旱；
遂行 あるが，初歩的な語彙は使いこなせる。

＿ とがて・きました。 ませんてした。

藷彙・表：；；i:：：そ竺；；：h；:t::;?::::しこ；：：h；:;;‘ぐ；匹状や過去の病気について，述べたい

現 が初歩的な語 彙 は 使 い こ な せ ま し リ ま し た 。 初 歩的な語彙を十分には使いら;;9ふだ：：：：；：：。し：．歩的

た。 文法的正確さCando:予測可能な状況，頻繁に使われる

「繰り返し」やバターンのレパートリーを割合正確に使う 。

よく使われる文型を割合正確に使え 馴l染みのある状況，割合正確にコミュニケーションてきる ＇に使うことが

文法 ました。高いレベルの文法を使う能 多くの場合高いレベルの文法的駆使能力があるが，母語のん靭の影響や誤リ

力もあります。誤 りもあリますが， 響がある。 誤りもあるが，何を言おうとしているかわかる。 ）と しているか

何を言おうと しているかわかリます，

音声 わかりやすかったてす． 時々間き直したリすることがあリましたわかリにくかったてす。

ポイン ト Al A2/A2. I A2.2 Bl/Bl. I Bl.2 

遍切な表余言現薫＇）馴をを探し
言菓に詰ま .,rこ．，、 鯰し蛤めて言い直 ある揖度の長さの、 自分の表現したい

た'9、み 話し灼めて言い直 したリ、途中て言
踵行解う可こ飴となが発で話きるを ことを、現比て較き的容

のない 言染お すことが目立って い棗えたりするこ 易に表 る．

うとするとさ甘
多いが詣困こ`題蒻と馴てなを染言あくれ言菫みの

ヽと•発が話目立でつあがれ、ば短9 がい、自制由限な発と受枯てけな比 ； 謁化する際に、
た詣の流れの ある ば． があいた＇）．

の； めに` ば 余リ い 分をの理述解べしたいこと 較悶いも；； な 袋小路」に入り

Con do く くが、 たいとを 1こ てもらえ るに｀を 込んだりはするも

短い． 単ば独？の． 多 表現てき諜いや る．
続法に的正け瑾ておていよびあく時籍ろ彙にう的文と 続のをの憎け．’る}他ずこ人にとの発が助話てiをきt くは予 して

がリ取てリきをる． こと
おいた 行う
ことがて・きる． 発し鯰て間の丑いたり、 る．

を行う
のが目 ． 

問があくことが なじみのある話

: 
い直したリ｀ 話がれ長ば、くならな わか； やすくス

多いが話すこと 題の短いや ＇）と い換えたリす け わかリ ムー に話すこ

流暢1こ註 がてき る リなら、言葉に ることが多いが、 やすくスムーズ とがてきる

書き換え す力に関 詰まったり言い 自分の言いた い に話すことがて

するもの 直した りする こ ことを相手にわ きる

ともあるが、話 かるように極す

すことがてきる ことがてきる

よかった点，

具体的な アド

バイ スを記述

ストラテジ一

につ いて でき

たことを評価

する



64 
 

違いを判断して、学習者にフィードバックすることは重要である。そのような観点を入れたルーブリックが図 8 であ

る。図 8 のルーブリックは、下記ロールプレイ課題のためのものである。図 9 のルーブリックでは、最終行に「聞く」

の観点を含めている。このロールプレイでは、「どのような症状か」「いつからか」という問い、「過去の病気につい

て」の問いがあるため、それらの問いに対する理解の程度をチェックする項目を設けている。しかし、理解できた

かどうかは明確に判断することは難しい。そこで、判定基準に「判定不能」を加えている。 

 

ロールプレイ課題例（B1） 

あなたは体調不良のため、病院に行って、診察を受けます。最初に、医師からの質問に答えてください。そして、

過去の病気や症状について説明してください。 

 

 

図 9 「聞く」の観点を含めたルーブリック例 

 

複数レベルロールプレイのためのルーブリック 

  複数レベルの Can do を１つのロールプレイ課題に取り込んだ場合は、レベルごとに判定基準を決める必要が

ある。図 4 の複数レベル用ロールプレイ課題のために作成したルーブリックが図 10 である。 

 

 
図 10 複数レベル課題のためのルーブリック例 

 

2.1.3 「理解すること 聞くこと」の課題 

  聴解など受容能力は、産出能力とは異なり、直接観察ができないため、理解の程度を測定することは非常に

難しい。発話を聞いて、理解した内容を母語で話してもらい、理解の程度を確認するという方法が考えられるが、

学習者の母語に対応するのは難しい。そこで、選択肢を提示する「選択解答式」を検討した。しかし、選択肢は示

さず、短い語句で解答する「短答解答式」とすることも可能である。作成の手順は次の通りである。 

― 
てきた なんとかできた できなかった

課題 症状や過去の病気などに閲する質問に対し症状や過去の病気などに関する質問に対して＇症状や過去の病気などに関する質間に対して

遂行 て答え，詳しく説明することができました~~;t~．いながら答えたり，説明する：：とが答えたり，説明することができませんてした．

症状や過去の病気について，述べたいこと症状や過去の病気について，述べたいことを述症状や過去の病気について，述ぺたいことを
藷彙・表を述べられました。複雑なことに関してはぺられる時と述べられない時がありました。初述ぺられませんでした。初歩的な語彙が使い

現 誤ることがあリましたが，初歩的な諾彙は歩的な語彙を十分には使いこなせないことがあこなせませんてした．
使いこなせました． ）`ましf・

よく使われる文型を割合正確に使えましたよく使答；えられなかったのは「理解てできなかった」から Eうごとがてきま

文法 高いレペルの文法を使う能力もあ｀）ます。す。母か、 「発信てきなかった」からかを見極める。理真リがあリます。

？ 認 ぢ ゼが，何を言おうとしている口よ：r解て＊きたか否かを判定できない場合も考えられる＇‘＇)にくかったて ‘

奮声 わか＇）やすかったです。 ず 、1111

・賛問 rどのような症状か」 口理解て・きた
聞く ・質問八ヽつからてすか」 0理解てきた

・過去の病気についての質問 口理解て` きた

• ー ・鴻0下Bo

ため「判 定 不 能 」 を も う け た 。

口何度か間いて理解てきた 口理解できなかった

口何度かllllいて理解てきた 口理解てきなかった
口何度かllllいて理解てさた 口理解てきなかった

口判定不能
口判定不能
口判定不能

・露量遂行

アドパイス

よかった点，具体
的なアドバイスを
記述

ストラテジーにつ
トヽ ててきた：：とを
評価する

なんとかて・き た。 （ジェス

Al 病院の受付などで、 「初めてですか」 「保険証はあリ；賛ば； ；図ね：ぶチャーや繰り返しなどの相手できなかった

ますがなどの基本的な質間に答えることがてきる。 てきた） ‘の手助けがかなリいるが， て

きた）

かかりつけの病院ての診察のとき、体のどこがどのく てきた（時々繰り返しや説

A2 らい い つ ご ろから瘍いかなどの自分の体調や症状に明を求めることもあ る が なんとかできた（相手の手助
関する簡単な質問に対して．短い簡単な言葉て答える ＇ けが必要だが，てきた） できなかった
ことができる。 てきる）
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① 該当レベルに合う課題を作るために、Can do を検討する。「話すこと やり取り」同様、「活動 Can do」に基

づきレベルの特徴を把握した上で、「生活 Can do」から課題を検討する（図 11）。 

 

図 11 「日本語教育の参照枠」Can do に基づいた課題の作成（理解すること 聞くこと） 

 

② 聞かせるための「音声スクリプト」と課題を検討する。図 12 は、図 11 から作成した課題である。質問や選択

肢を理解することはこの課題では求められていないため、学習者が理解できる言語に翻訳する必要がある。 

 

 

図 12 「理解すること 聞くこと」の課題例 

 

③ 音声スクリプトは、評価実施時に評価実施者が読み上げるか、事前に録音しておく。 

 

2.1.4 「理解すること 読むこと」の課題 

  「聞くこと」同様、「読むこと」も受容能力であるため、直接観察ができない。そこで、読解テクストを読み、設問

に対し語句など短い内容で答える「短答解答式」あるいは選択肢を選ぶ「選択解答式」が適切であると考えた。

以下で示す例は「短答解答式」であるが、選択肢を設定し「選択解答式」とすることも可能である。作成の手順

は次の通りである。 

① 該当レベルに合う課題を作るために、Can do を検討する。「話すこと やり取り」同様、「活動 Can do」から

もし，はっきりとゆっくリした発音ならば．具体的な必要性を満たすことが可能な程度に理解てきる。

医者からの病気への簡単な対処法、生活上の基本的な留意点、薬の種類についての簡単な説明や指示を間いて理解することがてきる。

風邪をひいたのて病院に行きます。先生の話を間いてください。

c~~公―”翌9：閃門5打―ピ：~竺り9たも ：の示糧：：言昇：うだfP・内説哨や指示ーを・

レベル等 A2 

ユニット 医師から薬を処方される

課題 風邪をひいたので病院に行きます。先生の話を聞いて ください。

評価対象は，課題や質問・選

択肢を理解することてはない

ため，各言語に訳す

どのようなことに注意する必要があリますか。正しいものすべてにチェ ック してください。

質問 1 □お風呂に入らない。 口運動をしない。 口ご飯を食べない。

口からいものを食べない。 口お酒を飲まない。 口薬を飲む。

質問 2
薬を何日飲みま すか．

□ 1日 □ 3日 □5日 □7日

音声 医師：のどが炎症していますのて．，辛いものなどは食べない方がいいてすね。

スクリプ ト お薬を出しますから． 5日間飲んてください。
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レベルの特徴を把握した上で、「生活 Can do」から課題を検討する（図 13）。 

 

 

図 13 「日本語教育の参照枠」Can do に基づいた課題の作成（理解すること 読むこと） 

 

② 読解テクストと課題を検討する。図 14 は、図 13 から作成した課題である。できる限り、現実的にあり得る課

題、実際に目にするであろう読解テクストとなるよう留意する。質問や選択肢を理解することはこの課題では求め

られていないため、学習者が理解できる言語に翻訳する必要がある。 

 

 

図 14 「理解すること 読むこと」の課題例 

 

2.1.5 「書くこと」の課題 

「書くこと」に関しては、 実際に遭遇する可能性のある場面を取り上げて、課題を設定した。作成の手順は次

の通りである。 

① 該当レベルに合う課題を作るために、Can do を検討する。「話すこと やり取り」同様、「活動 Can do」から

レベルの特徴を把握した上で、「生活 Can do」から課題を検討する（図 15）。 

 

非常によく用いられる，日常的，若しくは仕事関連の言葉て書かれた，具体的て身近な事柄なら，

短い簡単なテクストが理解てきる。

レシートを見て，何がいくらだったのか，値段に間違いはないかなどを確認することがてきる。

友だちに，おにぎリとコカコーラを 買っ てきてもらいました。友だちにいくら払えばいいてすか。

コンピニのレシートを見て答えてください。

生活 レシートを見て、何がいくらだったのか、纏段に間違いはないかなどを確鱈することがてきる． （饒むこと

Can do 一世情を把纏するために饒 むことーA1_147)

レベル等 Al 

ユニット 値段を確認する

評価対象は，課題や質問を理解する

ことてはないため，各言語に訳す

課題

友だちに，おにぎリとコカコーラを買ってきてもらいました。

友だちにいくら払えばいいてすか。

コンビニのレシートを見て答えてください。

セプン—ナイン

六＊＊店
軍京●濯区六＊＊4T目1・1
電話 03・1234-9999 レジ1
2023年12月30日（土）20:21

・収書

手●きおにか）綱 194 
た事ごサンドイッチ 270 
コカコーラ 500ml 162 
おいしい水 500ml 108 

合計 734 
（内渭費税• ,54) 
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図 15 「日本語教育の参照枠」Can do に基づいた課題の作成（書くこと） 

 

② 図 16 は、図 15 から作成した課題である。質問を理解することはこの課題では求められていないため、学習

者が理解できる言語に翻訳する必要がある。 

 

④「タスク達成のための手がかりになる内容」を検討する（図 16 参照）。当該レベルの特徴、「活動

Can do」の内容を参考にする。 

 

 

図 16 「書くこと」の課題例 

 

2.1.6 「書くこと」の課題のためのルーブリック 

  「書くこと」の課題についてもルーブリックを作成して評価を行う。図 17 は、図 16 の課題のためのルーブリッ

クである。 

一簡皐な表現や文を皐独に書くことがてきる．

美容院やク リーニング店などて、会員証の申込書に名前、住所など、自分の基本的な情報を書く ことがてきる．

あなたはクリ ーニング店に行きました。はじめて行ったときに書く 「お客様カー 的 に必曼な情報を日本語て書いてください．

生す7「莫専視ゃクリーニング店な 四 、一“面事函書で 名一曾て 住所など「 自呑 石 墓 本ー的ーふ曾籟a-.て ことが

Con do 11 "C"きる． （書くこと＿記鎌、メッセージ、書式_A1_142)

レベル等 Al 

ユニッ ト クリーニング店を利用する
課題は 各言語に訳 す

課題
あなたはクリ ーニング店に行きました。はじめて行ったときに書く「お客様カード」に必要な情報を日

本語て書いてください。

cuS9C≫贔：RC匹

Noi I 
お客様カード

一フ＇

解答用紙
お名舅 l 

生年月日 （大 IiiR ・平・令） 隼

こ住 "‘ ＇ 

アーにルしみ

タスク逮成 ・必要な箇所に必要な情報を日本語て書く ．

芦闘 ・漢字を使用しなくてもいいが、過切な表記て書く。

月

ニニ一呵，

当該レベルの特徴， r活動Can

do」の内容 を参考にす る
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図 17 「書くこと」のルーブリック例 

 

2.2 パフォーマンス評価のための課題例 

各「活動 Can do」（「話すこと やり取り」「話すこと 発表」「理解すること 聞くこと」「理解すること 読むこと」

「書くこと」）について、2.1 で示した手順に則りサンプル課題を作成した。各活動のサンプル数は図 18の

通りである。サンプルは稿末（資料 2）に示す。 

 

 

図 18 パフォーマンス評価のための課題サンプル数 

 

2.3 熟達度評価の実施方法 

  評価には、大きく分けて、到達度評価と熟達度評価がある。図 19 に示す通り、到達度評価は、教育機関など

で学習したことをどの程度習得したかを評価するもので、基本的には学習した内容が測定対象となる。代表的

なものに、教育機関で行う期末テストや小テストなどがある。到達度評価としてパフォーマンス評価を行う場合、

学習者に課す課題のレベルは自ずと決定される。一方、熟達度評価は、実生活の問題に対して学習者が何がで

きるか、何を知っているかを見るものであり、測定対象は、教育機関で学習したかどうかは考慮されない。評価対

象者のレベルが把握できていないクラス分けテスト（プレースメントテスト）などが該当する。熟達度評価としてパ

フォーマンス評価を行う場合は、まず学習者に課す課題のレベルをどの程度のものにするか判断する必要があ

る。以下では、（１）どのように課題レベルを決めるのか、（2）どのようにロールプレイの実施と判定を行うのか、具

体的な方法を見ていく。 

— てきた 響分的にて5 てきなかった

四 必要な箇所に必要な情報を日本語て．必・要な情報をだいたい日本語て・書くこと必要な情報をほとんど日本語て書くこ
遂行 書くことがてやきた かてきたが、住所など表記の難しいものとができなかった

は書くことがてきなかった

表記 適切な表記て書くことがてきた
間違っているところもあったが理解に支表記ミスのせいて情報の伝達に支陣を

障をきたさない程度に書けた きたした

I パフォーマンス評価一 | Al | Al・に|心 | B1 1 

話すこと（やリ取り ロールプレイ 3 5 8 

話すこと（発表） ロールプレイ

゜゜理解すること（間くこと） 間＜課題

゜
2 

理解すること（読むこと） 読む課題 2 

゜ ゜書く：：と 書く課題

゜
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図 19 到達度評価と熟達度評価の違い 

 

（１）どのように課題レベルを決めるのか 

  課題レベルを決める際、自己評価の結果を参照する。Can do 項目に対する自己評価を実施し、その結果に

基づいて課題レベルを決定する。ここでは、用いる自己評価として 2 つの方法を提案する。その１つは、文化庁に

より開発された多言語対応の「日本語能力自己評価ツール にほんごチェック！」（https://www.nihongo-

check.bunka.go.jp）である。このシステムでは、オンライン上で自己評価を入力することにより、「日本語教育

の参照枠」で示されている「全体的な尺度」の６つのレベルで日本語能力が確認できる。非常に便利だが、抽象

度が高いため、学習者にとって Can do を理解するのに時間を要する可能性がある。もう１つの方法は、「生活

Can do」から学習目的や学習者の背景に合う Can do を選定し、自己評価表を作成するというものである。具

体的であり、学習者は回答しやすいが、作成と判定に時間を要する。2 種類の自己評価方法の特徴をまとめたも

のが図 20 である。 

 

 
図 20 課題レベル決定に利用する自己評価 2 種類の違い 

 

「生活 Can do」から独自の自己評価表を作成する場合、レベル判定の方法や基準を決定する必要がある。

まず、「生活 Can do」から適当な項目を選び、自己評価表を作る。図 21 はその一部である。 

到進度評価 学習したことを評価し，

学習目標にどの程度到達したかを見る

（『参照枠』p.117) 

課題のレベルは自ずと決定される

日本語能力自己評価ツール

にほんごチェック！

［オンラ；；；；；ペルがl
L 5冨；戸ぶ： I 

熟遠度評価 実生活の問題に対して，

学習者が何がてきるか何を知っている

かを見る（『参照枠』p.117) 

課題のレベルを決める必要あリ

生活Candoから作成

I プログ；；；合う，

友人や知人から、自分が買いたいものを扱っている店の開店時間や場所などについ

ての簡単な情報を得ることができる。 てきる

飲食店などて店員に、料理や飲物などを短い簡単な言葉て注文することがてきる。

道に迷ったとき、目的地への行き方について、短い簡単な言葉て＊人に質問したり、

説明したりすることがてきる。

てきる

て・きる

てきない

てきない

てきない
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図 21 「生活 Can do」自己評価例 

次に、例えば、次のような判定基準を設ける。例えば、自己評価を実施した結果、A1 項目の 8 割が「できる」、

A2 項目の 7 割が「できる」、B1 項目の 3 割が「できる」という結果だった場合は、A2 が課題レベルとなる。 

判定基準例： 

そのレベルの項目のうち７割以上が「できる」 

→その中で最も上のレベルを「課題レベル」とする 

そのレベルの項目のうち 7 割未満が「できる」 

→そのレベルに未到達とする。 

  また、自己評価を行うことにより、学習者が日本語学習を振り返る機会を提供でき、また、自律的な学習を促

進することにもつながる。終了時などに同様のものを使用し、自身の自己評価の推移を確認することも可能であ

る。 

 

（２）パフォーマンス評価の実施と判定 

  レベル判定は、学習者のパフォーマンスから、レベルを推定することになる。レベルの推定には十分な根拠が必

要であるため、次の方法を提案する。ここで、視力検査を思い浮かべてほしい。視力検査では、まず適当な難しさ

のランドルト環（C の形状をした記号）が提示され、正しく答えるとより難しい（小さい）ランドルト環が示され、誤

るとよりやさしい（大きい）ランドルト環が示される。これを繰り返すことにより、視力を測定することができる。この

仕組みと同じように、まず、自己評価で得られた適当なレベルの課題を与える。そして、その課題の成否により、次

の課題のレベルを決定する。つまり、与えられた課題に対して「できた」と判断されれば、ひとつ上のレベルの課

題を実施することになり、「できなかった」と判断されれば、ひとつ下のレベルの課題を実施することになる。もし、

「なんとかできた」であったら、もう一度同じレベルの課題を実施することもあるだろう。図 22 は、レベル判定のイ

メージである。この例では、1 回目から 3 回目まで、下記の通り、3 つの課題を実施している。 

  １回目に A2 タスクに「できた」と判定されたため、次に B1 タスクを課す。 

  ２回目の B1 タスクは「できなかった」ため、次に 1 回目とは別の A2 タスクを課す。 

3 回目の A2 タスクが「できた」ため、A2 タスクは安定して「できる」と判定される。 

 

 

図 22 レベル判定のイメージ 

 

なお、この方法は、国際交流基金日本語国際センターが開発した「JF 日本語教育スタンダード準拠ロールプ

レイテスト (https://www.jfstandard.jpf.go.jp/roleplay/ja/render.do)）」でも採用されている。 

 

2.4 今後の課題 

一般の人の評価活動参加 

ー

2

ー

B

A

A

 

1回目 2回目 3回目
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  「日本語教育の参照枠」が目指すものとして「多文化共生社会に向けて、外国人と接する一般の日本人にも

「日本語教育の参照枠」の内容を分かりやすく示し、外国人の日本語能力について理解を深めることも重要で

ある」（p.5）と述べられている。そこで、一般の人が評価活動に加わることについて、その可能性を検討した。図

23 は、一般の人が参加者（ロール B）として加わるロールプレイ例である。A レベルの Can do には、「はっきり

とゆっくりと話してもらえれば」など、対話者の協力が前提となっているものが多い。つまり、A レベルの日本語使

用者は、対話者の協力がなければ、課題を達成できないと言える。そこで、ロール B には、「はっきり話す」「短い

文で話す」などのチェックポイントを示した。図 23 の課題のための、ロール B に求められるチェックポイントは、

図 24 に示した。チェックポイントは、図 24 に示す通り、各種「能力 Can do」の記述から作成した。このロールプ

レイの場合、一般の人が評価者となることが難しい場合もあることや、参加者である一般の人のロールプレイ自

体により学習者のレベル判定が不可能になる場合も想定される。そのため、このケースではロールプレイに参加

する人の他に、評定者が必要になる。さらに、ロールプレイ後に、学習者、ロール B としての参加者、評定者による

話し合いの場を設け、チェックポイントが意識されていたか、学習者にとって理解しやすかったかなどを確認する。

このような活動により、学習者だけではなく、地域の人々の市民性を養うことにつながると考えられる。本年度は、

図 23、24 に示すサンプルのみの検討にとどまったため、今後、さらなる検討が求められるだろう。 

 

 
図 23 一般の人が加わるロールプレイ課題例 

 

 

竺 ば 全:t唸りむ品で屯ぷよぶ芸q）鰤かの症状や藁に閏る饒皐な質問に答るこ

レベル等 A2 参加者：l学習者と地域の人l
ユニット 街の薬局で薬を探す

ロールA

ロールB

タスク達成
のための

手がかリ

モデル会話

あなたは「頭が痛い」などの症状があリます。薬局に行って，店員に症状を伝えてください。そして，店員からの質問
に答えてください。＊症状は， 「頭が痛い」以外のものてもいいてす。

あなたは薬局の薬剤師てす。お客さまの症状を間いて，次のことを確認してください。

• いつからてすか・熱はありますか•お薬のアレルギーはあリますか
• 30錠入りと60錠入リがあリますが，どのサイズがいいですか。 •その他（車の運転をしますか）

．どのような症状か言える ・質問されて，いつからか言える

・質問されて．熱があるか言える ・質問されて， どのサイズがいいか言える

A:すみません。頭が痛いんですが．薬をください。B:症状はいつからてすか．
A:昨日からです． B:そうてすか。他に症状はあリますか。
A:え？何てすか． B:他に．熱があるとか．気持ち悪いとか．めまいとかはあリませ

A:いいえ。頭だけてす。

A:いえ，ありません。
A:小さいのをください。

んか。
B:そうてすか。お薬のアレルギーはあリますか。

B:ては．これがいいと思います。大きい箱のと小さい箱のがあリ
ますが．どちらがいいてしょうか。

藁島・藁店て藁を賣うとき，藁剤鰤や店Jlに自分の状況を伝え、藁剤麟からの痘状や藁に1111する饒皐な賃1111に答えること
がてきる． （やりt::りー襲品やサービスを得るための取引」2-n)

レペル等 A2 参加者：学習者と地域の人

あなたは薬局の薬剤師てす．お客さまの症状を間いて，次のこと左確訊してください。
ロールB .いつからてすか・熱はありますか•お薬のアレルギーはありますか

ロール8の
チェック
ポイント

備考

• 30錠入リと60錠入リがあリ→ →ダ ツ＾~,→•

活動Cdやリとリ （I)「もし必要がある場合に相手が助けてくれれば， （略）

・必要がある場合は助ける

・直接的な表現を用いる

・短い文で括す

。予測可能な日常の状況ならば， （略）」

活動Cdやリとリ (2) 「直接的て．fllj単な情報交換を

必要とする通常の課題なら， （略）」

• I票準的な話し力をする（極端な敬語や力言は用いない）

・ゆっくリ話す

活動Cdやりとリ (4) 「自分に向けられ

た，身近な事柄について， はっきり とし

た， 共通語て．の話は大抵理解てきる」
• はっきり話す

・事実に基づく情報を伝える（仮定の誌はしない）

・評価をする人とロールプレイをする人を分ける

活動Cdやりとり (5) 「簡単な日常会話て．，自分に対して

はっきりとゆっくり と，直接言われた こと を（略）」

・話し合う場を設ける。 （学習者：難しかった こと、理解しにくかったこと
地域の人：チェックボイ ントて難しかったこと 評価者：評価て・きなかったこ と）

・評価を行う プロセスて市民性を養う。
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図 24 ロール B に求められるチェックポイント例 

残された課題 

  本開発グループでは、上記の評価方法を検討したが、下記課題が残されている。 

(1) 受容技能のルーブリックの作成 

  「話すこと やり取り」と「話すこと 発表」「書くこと」についてはルーブリックのあり方、作成の方法を検討した

が、受容能力については十分な検討ができなかった。受容能力のルーブリックをどのように作成すべきか、そもそ

も作成できるのかという点については、大きな課題と言える。 

(2) 「方略」を評価に加える方法 

  「話す やり取り」と「話す 発表」についてはルーブリックの中にアドバイスとして「方略」について書き込む形

をとったが、「方略」の使用を評価する方法については引き続き検討をする必要がある。 

 

[資料] ＊巻末資料参照 

資料１ 「資料１ 「能力 Can do」の書き換え例 

資料 2 パフォーマンス評価のための課題サンプル 

 

引用文献 

小泉利恵（2016）「ルーブリックを使ったスピーキングの評価」『英語教育』2016 年 12 月号、34-35 

国際交流基金日本語国際センター「JF ロールプレイテスト」

https://www.jfstandard.jpf.go.jp/roleplay/ja/render.do（2024 年 3 月 24 日閲覧） 

文化審議会国語分科会（2021）「日本語教育の参照枠 報告」 
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Ⅱ．カリキュラム作成のために   

Can do を用いたコースデザイン及びカリキュラム開発のあり方については、「『日本語教育の参照枠』の活用

の手引き」（文化審議会国語分科会日本語教育小委員会「日本語教育の参照枠」の活用に関するワーキング

グループ、2022 年）の第 2 章「Can do をベースにしたカリキュラム開発の方法」を参照されたい。 

ここでは、本事業において、「生活のための日本語」を学ぶためのコースを設計するにあたり、「生活 Can do」

一覧表をどのように用いたか、どういったプロセスを踏んだかを紹介する。 

 

１． カリキュラム作成手順 

（１）Can do のユニット化 

文化庁が公開した「生活 Can do」一覧表には、A1 から B2 まで 785 項目の Can do があり、今回対象と

する B１までは、715 項目である。それぞれの Can do は、「「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標

準的なカリキュラム案について」（文化審議会国語分科会、2010 年）で示された「生活上の行為」に関する情

報が付与されているため、一つ一つの Can do が、どういった場面で、どのような目的で遂行される言語行動を

表しているのかがわかるようになっている。しかし、何らかのコースのシラバス（学習内容の一覧）を作ろうとする

際に、一見ばらばらに見えてしまう大量の Can do をどう活用したらよいのか、困難を抱える指導者やコーディネ

ーターは少なくないと思われた。また、「生活のための日本語」を学習する際には、実際の生活場面の中に学習

ニーズはあり、場面の中で繰り広げられる具体的な行動、一続きの行動を果たすために用いる日本語が重要と

なる。そこで、私たちは、複数の Can do を一連の言語行動としてまとめ、その塊を「ユニット」と呼ぶことにした。

ユニット化の方針・留意点は次の通りである。 

 

ア．複数の Can do によって１つのユニットを構成するが、1 項目のみで 1 ユニットとなる場合もある。 

イ．「「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案について」にある「生活上の行為

の分類一覧」の大分類（Ⅰ～Ⅹ）毎にユニット化し、大分類毎にユニット番号を付ける。ただし、Can do によっ

ては、大分類をまたがって１つのユニットとなることがある。その場合は、中心となる Can do の大分類の中で、

付番する。 

ウ．各ユニットに、具体的な行動が想像できるユニット名を付ける。併せて、想定される時間数、関連のある社会・

文化・生活に関する知識、文字学習の必要性等の情報を加える。これらはいずれも、シラバス作成時の助けと

なる。なお、社会・文化・生活に関する知識は、「令和 3 年度 生活 Can do の作成及び検証補助業務に係る

事業報告書」（株式会社 47 ブランディング、2022 年）の「表 9 生活・文化・社会的情報（案）」等を参考に

した。 

エ．複数の Can do を一連の言語行動として組み合わせるため、レベルを変えずに、Can do の内容・表現を調

整する。 

  ＜調整の例＞ 

 【元の文】 散歩中、ペットを連れている友人や近所の人に会った時、ペットの名前を尋ねたり「かわいい」など

の簡単な言葉でほめたりすることができる。（＃604、A1、Ⅷ）1  

【調整後】 近所の人に会ったとき、ペットの名前を尋ねたり、ペットや持ち物について「かわいい」などの簡単

な言葉でほめたりすることができる。（＃604a、A1、Ⅷ） 

 
1 括弧内は、生活 Can do 番号＜通番＞、レベル、大分類番号。 
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  これは、「近所の人と、その日の天気や気候について、「いい天気ですね」「暑いですね」などの基本的なあい

さつを交わすことができる。」（＃511、A1、Ⅶ）と組み合わせるために、「ペットを連れている知り合いに出会っ

た時に、ペットをほめる」という状況をより一般的な「（家の近くなどで）近所の人に会った時に、その人のペッ

トや持ち物をほめる」という内容に書き換えたというものである。なお、Can do 番号は、調整したことがわかる

よう、「604a」のように元の番号に「a」を加えている。また、ユニット化にあたり、基本的には「生活 Can do」を

そのまま用いるが、このように調整したものもあることから、本事業で作成したユニットにおける生活 Can do は

「NKG ユニット版生活 Can do」とした。 

オ．同じ Can do が複数のユニットに現れる場合がある。 

カ．「生活 Can do」一覧表にあっても、知識を一度得ればよいと思われるもの、他の Can do と類似するものは、

ユニット化しなかった（＃570、571、579 等）。 

キ．原則として、A1 から B1 レベルまでの Can do を対象とするが、関連性の強さなどにより、一部、B2 レベルの

ものをユニットの中に含む場合がある。 

   

（２）コースの設計 

カリキュラム作成にあたり、まず、何のための日本語学習・日本語教育かあらためて検討し、その上で、学習者

像を設定した。コース全体の期間・時間を大まかに設定し、コース運営の際の方針を定め、その方針を具体化す

る工夫・留意点を検討した。そして、コースの目標、A1～B1 レベルのコースにおける学習者の成長イメージ、各目

標レベルに到達するために必要となる時間を検討し、方針や具体的な工夫・留意点を再考した。その後、教授

法・具体的な教室活動・人の配置、教材・リソース、評価方法、コースの時間・期間、コースの内容構成・時間を検

討した。その結果が、先述のタイプ１及びタイプ２のコースの「概要」である。 

 

２． 生活 Can do ユニット化（例）2 

（１）ユニット内の Can do レベルが同じ例 
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近所の人と会った時

に天気・気候・連れて

いるペット・持ち物・

服装などについて言

及し、親しくなるきっ

かけを作る。 

１ 0.5 511 近所の人と、その日の天気や気候につ

いて、「いい天気ですね」「暑いです

ね」などの基本的なあいさつを交わす

ことができる。 

や
り
取
り 

Ａ１ 

0.5 604 ＜604a＞近所の人に会ったとき、ペッ

トの名前を尋ねたり、ペットや持ち物に

ついて「かわいい」などの簡単な言葉

でほめたりすることができる。 

や
り
取
り 

Ａ１ 

このユニットの中で、＃511 は大分類Ⅶ（人とかかわる）であり、＃604a の元になる＃604 はⅧ（社会の一員

となる）だが、ユニットとしては、近所の人とあいさつをして親しくなっていく行動であり、＃５１１が中心と捉え、Ⅶ

に分類した。また、２つの Can do のレベルはいずれも A1 であるため、ユニットレベルも A1 である。 

 

 
2 紙面の都合上、表内に縦書きと横書きが混在するが、「資料３．生活 Can do ユニット」においてはすべて横書きとなっている。 
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（２）ユニット内の Can do レベルが異なる例 
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Ａ1 ク
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利
用
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クリーニング店でクリ

ーニングを頼む 

2 0.5 141 クリーニング店にある看板や表示を見

て、服の種類や料金など、ごく基本的

な情報を探し出すことができる。 

読
む
こ
と 

Ａ１ 

1 142 美容院やクリーニング店などで、会員

証の申込書に名前、住所など、自分の

基本的な情報を書くことができる。 

書
く
こ
と 

Ａ１ 

0.5 143 クリーニング店に服を出すとき、実物や

料金を示しながら話されれば、「染み

抜きをしますか」「デラックスにします

か」などの特別な洗い方に関する店員

の簡単な質問に答えることができる。 

や
り
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A2 

このユニットの場合、A1 の Can do が２つ、A2 の Can do が１つとなっているが、この場面での行動としては

連続性があること、具体物を示しながらの行動であることなどから、A1 レベルの学習内容として問題ないと判断

し、ユニットレベルを A1 とした。レベルの異なる Can do を組み合わせる際には、この例とは異なり、上位あるい

は中位のレベルにする場合もある。 

 

ユニットの一覧は、資料 3 を参照されたい。 
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Ⅲ．教師研修モデル 

１．研修モデルの設計について 

「「自立を目指す生活日本語カリキュラム」設計の仕方を学び、それを生活分野で仲間とともに活用できる力を

養う教師研修モデル」はいかにあるべきかについて話し合い、プラニングを進めた。 

１．１ 全体の設計図 

①目的 

・「日本語教育の参照枠」を活用し、「生活 Can do」に基づいて「生活日本語」に関するシラバス・カリキュラム

設計を行うことができる人材を育成することを目的とする。 

・カリキュラムを設計する力に加え、それを現場の仲間とともに実現できる力を持つ人材を育成することを目的と

する。 

・評価の適切な理解と実施ができる力を持つ人材育成を目的とする。 

・全国にある地域日本語教育現場で活動する人材のネットワーキングの構築を目的とする。 

 

②受講対象者 

以下のいずれかに該当する者を対象とする。 

・地域日本語教育において、コースデザインを行うなど中核的な役割を担っている中堅日本語教師 

・各種日本語教育機関において、コースデザインを行うなど中核的な役割を担ったことがあり、これから生活分

野での日本語教育に関わろうと考えている中堅日本語教師等 

後者は、今後留学生を対象にした日本語教育に長年関わってきた中堅日本語教師が、積極的に生活分野の日本

語教育に関わるなどの動きを促進したいという考えに基づく。 

 

③研修の形態と参加者数 

大勢の受講者が可能となるオンライン研修も意義があるが、本研修会は参加者が研修後、それぞれの地域にお

ける現場で活用することをめざした研修であることから、対面研修とし、また、ワークショップ形式とした。よって参加

者数も、２０人に設定した。 

 

④時間数および実施日数 

時間を十分にかけられる状況にあれば、より長い時間を設定したいところだが、活動をしながらの研修であるこ

とを考えると時間に制限がある。そこで、話し合いの結果、１５コマ（単位時間４５分）とした。これを実施するにあた

っては、１日長時間実施で２日で終了という形ではなく、３回に分けて実施する形態とした。３回実施にあたっても、

（１）１週間に一日ずつ３週にわたってする、（２）３日間連続で実施する、と２つの方法が考えられる。今回は、全国

各地からの参加者を想定し、３日連続で、午後の時間を活用して５コマずつ実施することとした。その理由は以下の

とおりである。 

・遠方からの参加者にとっては、宿泊などの関係で、３日間にまとめて実施することが望ましい。 

・午前をフリーにすることで、学んだことを振り返ったり、さまざまな参加者との「対話の時間」を取ったりすること

で、深い学びにつながり、またネットワーキング構築にもつながる。 

今後各地域での実施の場合は、３週にわたっての実施のほうが望ましいと考えられる。それは学んだことを十分に

振り返り、仲間と対話する時間も取れることができるからである。 

 

⑤受講料の設定 
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  ・受講料は、１２，０００円に設定する。 

 

⑥研修の内容 

・「参照枠」を理解し、教育現場に生かす意義を学ぶ 

・「生活 Can do」を活用し、ニーズに合わせたカリキュラム開発の方法を学ぶ 

・さまざまな評価方法を理解し、適切な評価活動を考える 

・研修のまとめ：現場での共有を目指して 

 

⑦事前課題 

研修では、できるだけ受講者同士の話し合いやグループワークに時間を使いたいことから、事前課題を出すこと

とした。余裕を持って取り組めるよう、できれば３週間から１か月の時間があることが望ましい（具体的な課題につ

いては、「２ 研修モデル案」において述べることとする）。 

 

⑧使用教材 

  ・「日本語教育の参照枠」（2021、文化審議会国語分科会） 

  ・「日本語教育の参照枠」に基づく「生活 Can do」（２０２３、文化審議会国語分科会） 

     ※参考資料・「「日本語教育の参照枠」活用のための手引き」（2022、文化審議会国語分科会） 

               ・「地域における日本語教育の在り方について」（２０２２，文化審議会国語分科会） 

 

⑨教師研修モデル開発委員会 

教師研修モデル開発委員会は、嶋田和子を委員長とし、カリキュラム開発委員会委員長の金田智子、評価モデ

ル開発委員会委員長の島田めぐみ、以上３人で構成され、それぞれの委員会の進捗状況を受け、話し合いを重ね

ていった。 

 

１．２ モニター教師研修の実施（令和４年度） 

本教師研修モデル開発事業がスタートして半年ほどの期間での実施であったことから、令和４年度は、設計図よ

り若干縮小した形で行うこととした。以下、モニター教師研修の実施について簡単に報告する。 

・実施協力団体：浜松市外国人学習支援センター 

・実施場所： 浜松市外国人学習支援センター 

・実施日：２０２３年２月７日～８日 

・募集人員：１２名（参加者は前日キャンセルが出たことから１１名） 

・時間数および実施日数：１２コマ（単位時間４５分）、２日間午後に実施 

・実施後の所見：モニター教師研修であることから、１５コマを３コマ減らしての実施となったが、やはり時間的に

は無理があることがわかった。また、応募要件として評価に取り組むことは必須ではなかったが、モニター教師研

修を通して、本カリキュラム開発事業において評価モデル開発委員会を設置し、評価に取り組んだことは大いに

意義があることが分かった。 

 

２．研修モデル案 

１．２で述べたようにモニター教師研修を実施し、その結果をもとに振り返りを行い、研修モデルの開発を進めた。

翌令和５年度には、教師研修「「日本語教育の参照枠」をもとにカリキュラム設計を学ぶ―「生活分野」での活用
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―」を２カ所にて実施した。 

                 表１：令和５年度に実施した２つの教師研修の実施状況 

実施場所 協力団体 実施日 定員 参加者 時間数 

国際健康開発センター

（神戸市） 

（公財）兵庫県 

国際交流協会 

２０２３年１１月１７日～１９日 ２０人 １８人 １５コマ 

学習院大学東１号館 

        （東京都） 

学習院大学 ２０２４年１月２６日～２８日 ２０人 １８人 １５コマ 

 

２．１ 東京における教師研修の内容 

神戸市と東京都において２つの教師研修を実施したが、ここでは東京での研修をもとに報告する。 

①講義の内容 

 時間 担当 タイトル            目指したこと 

Ａ 3 嶋田 「参照枠」を理解し、教

育現場に生かす意義を

学ぶ 

「日本語教育の参照枠」における言語教育観や評価の理

念の重要性を確認し、「参照枠」が「今、なぜ、どのように現

場で活用することが求められているのか」について理解を

深める。その上で、具体的に構成、レベル、Can do など全

体を見ていくこととする。 

B ６ 金田 「生活 Can do」を活用

し、ニーズに合わせたカ

リキュラム開発の方法を

学ぶ 

「参照枠」の考え方に基づいた「生活日本語コース」を設

計することを目標に、コースの方針、内容、評価等について

検討する。「生活 Can do」及び、新たに提示する「モデルカ

リキュラム」と「生活 Can do ユニット」を活用し、シラバス

設計、カリキュラム設計を行う。 

Ｃ 4 島田 さまざまな評価方法を

理解し、適切な評価活

動を考える 

「参照枠」で示されている評価の理念、評価の考え方を確

認し、多様な評価のあり方について理解を深める。さらに、

パフォーマンス評価課題と評価のためのルーブリックを作

成し、グループで検討し、全体で学びを共有する。よい評価

活動が今後の学びにつながることを確認する。 

D ２ 嶋田 研修のまとめ：現場での

共有を目指して 

研修全体を通した振り返りの時間とする。また、カリキュラム

が開発されても、現場において適切な形で仲間と共有でき

るよう、「個人の学び」を「組織（全体）の学び」に変えるた

めに求められる教師の資質・能力について共に考える。 

 

なお、それぞれの具体的な項目は、以下のとおりである。 

  Ａ：「参照枠」を理解し、教育現場に活かす意義を学ぶ 

      １．「参照枠」誕生の経緯と「目指していること」を理解する 

      ２．「参照枠」の言語教育観から現場での実践を振り返る 

   ３．「参照枠」の枠組みを理解する 

Ｂ―１：「生活Ｃａｎ ｄｏ」を活用し、ニーズに合わせたカリキュラム開発の方法を学ぶ（１） 

   １．「日本語のコース」について振り返る 
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   ２．コースデザインのプロセス 

   ３．「Can do」を用いて、シラバスやカリキュラムを作る」には？ 

   ４．コースを作るために：「生活Ｃａｎ do」のユニット化 

   ５．「生活日本語コース」例の紹介 

   ６．「生活日本語コース」を設計する 

Ｂ―２：「生活Ｃａｎ ｄｏ」を活用し、ニーズに合わせたカリキュラム開発の方法を学ぶ（２） 

   １．「生活日本語コース」の設計（第１日目継続） 

   ２．グループごとの発表と全体でのやり取り 

   ３．授業／教室活動の具体化に向けて 

   ４．授業／教室活動の具体化 ①工夫の検討  ②案の共有・意見交換など 

Ｃ：さまざまな評価方法を理解し、適切な評価活動を考える 

   １．なぜ評価を行うのか 

   ２．「参照枠」評価の３つの理念 

   ３．「参照枠」における日本語能力観と評価の考え方 

   ４．パフォーマンス評価の課題を作成し、評価方法を検討する 

Ｄ：研修のまとめ：現場での共有に向けて 

   １．カリキュラム開発を共有し、実行するために必要なこと 

   ２．地域で「参照枠に基づく実践」を進めていくために 

 

②参加者の属性（複数回答）                                      （人） 

総括コーディネーター ２ 

地域日本語教育コーディネーター ８ 

地域日本語教室における日本語教師 ７ 

日本語学校における主任教員・教育責任者等 ３ 

日本語学校における日本語教師 ４ 

大学における日本語教師 ４ 

養成講座での教員 １ 

自治体における地域日本語教育事業担当 １ 

その他（元日本語教師。現日本語研修関連の団体を運営） １ 

 

  ５５名の応募者の中から、研修モデル開発委員会で厳正に選抜をしたが、書類だけでは見えないものがあり、特

に地域日本語教育に関する経験や知見の面で課題が見られた。今後は、こうした課題にいかに向き合うかについ

て検討する必要があると考える。 

参加者の活動する地域に関しても、全国からの参加となった。 

      岩手：１名     山梨：１名     茨城：２名     埼玉：１名     東京：７名     千葉：２名 

      大阪：１名     広島：１名     徳島：１名     福岡：１名    

 

③事前課題 

モニター研修では、以下の２点を提示し「当日使用する教材に、目を通してきてほしい」という指示であった。 
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   「日本語教育の参照枠」（文化審議会国語分科会、2021.10） 

   「地域における日本語教育の在り方について」別冊(文化審議会国語分科会、2022.11) 

参加者から「もう少し焦点を絞って事前学習ができるとよかった」という意見が出されたことから、令和５年度の

研修では具体的な箇所を提示することとした。参加者に送付した事前課題は、以下のとおりである。 

 

Ａ 「参照枠を理解し、教育現場に生かす

意義を学ぶ 

①「参照枠」p.1～２３，p.66～71 を読んでおいてください。 

②「参照枠」の「活動 Can do 一覧」の中にある「話すこと：や 

り取り」p.31～４０をざっと見ておいてください。 

Ｂ 「生活Ｃａｎ ｄｏ」を活用し、ニーズに合

わせたカリキュラム開発の方法を学ぶ 

①現在までにデザインしたことのあるコース（あるいは授業を

担当したコース）について、概要をまとめてきてください。書

式は自由です。可能であれば、当日、使用教材もご持参くだ

さい。 

②下記の文化庁サイトで「生活 Can do」のページに進み、

「生活 Can do」一覧表（エクセルファイル形式）の構成を確

認しておいてください。 

Ｃ さまざまな評価方法を理解し、適切な

評価行動を考える 

①「生活 Can do」の言語活動「やり取り」から Can do を選

び、ロールプレイ課題を作成します。取り上げたい「Can do」

（やり取り、A1～B1）を、２，３選んでおいてください。 

②「参照枠」の「Ⅲ日本語能力評価」の p.72～89 に目を通し

てきてください。 

文部科学省「日本語教育コンテンツ共有システム」 https://www.nihongo-ews.mext.go.jp/                  

 

④事前のメーリングリストの有効活用 

参加者が決定した段階でメーリングリストを立ち上げ、講師からの事前課題などの連絡事項だけではなく、参加

者がお互いに自己紹介をする等ラポール作りに努めた。また、研修のことや事前課題についての質問も自由に出す

ことができ、効果的であった。ただ、今後は、参加者に事前にメーリングリスト立ち上げの意図などをより明確に提示

すること等、配慮すべき点がある。 

 

⑤自己評価表の活用  

スタート時において、参加者のレディネスを知ることを目的とし、終了時に再度実施することによって、コース受講 

の変化を知りたいと考え、自己評価表を研修の事前と事後に実施することとした。また、結果として、受講生にとって

も個人の学びの深まりにもつながりなった。詳しくは「2.2 実施後のアンケートから見えること」で述べることとする。      

   ※自己評価表は、２４項目からなり、以下の５段階で評価する 

            ５＝とてもよく理解している／十分にできる 

            ４＝だいたい理解している／だいたいできる 

            ３＝ある程度理解している／助けを得ながらならできる 

            ２＝あまり理解していない／知識はあるが経験がない 

            １＝理解していない／知識も経験もない 
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⑥共に考えるワークの活用 

グループでの話し合いを多くし、また、カリキュラム設計やルーブリック評価・ロールプレイ作成など、さまざまな形

でグループでのワークを多く取り入れるようにした。また、グループ研修時間外での参加者間のやり取りが活発に

行われるよう、参加者間のネットワークづくりにも留意して進めた。 

 

２．２ 実施後のアンケートから見えること 

１３の項目に関してアンケート調査を行った。 

Q1「研修の長さ」 

「ちょうどいい」が大半を占めるが、「やや短い」が４名あった。これは、事前課題の出し方などを工夫することによ

って解決できると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   グラフ１「研修の長さ」 

 

Ｑ２「研修の難易度」 

「ちょうどいい」が３分の２であり、「やや簡単だった」が２名いる一方で、また「やや難しかった」「難しかった」が

４名いることは、事前課題の出し方などで工夫することが必要であると考える。また、募集の際に、より詳しく情報を

得るために「申込シート」の項目を増やすといったことが求められるのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    グラフ２「研修の難易度」 

 Q3「自己評価表」 

 「自己評価表は役に立ったか」という問いに対して、１５人が「とても役に立った」「役に立った」であり、「どちらと

も言えない」が３人であった。その理由を Q4 で尋ねた。 
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                              グラフ３「自己評価表」 

 

Q4「自己評価表に関する意見の根拠」（自由記述） 

  「とても役に立った／役に立った」と回答した参加者があげた理由をいくつかあげることとする。 

 ・自己評価表の項目を問いとすることで、理解度を確認できた。 

 ・自己評価表をつけながら、研修会で学んだことを思い出す機会にもなった。 

・研修のはじめと終わりに同じ問いに答えることで、自分自身の変化に向き合うことができた。特に、最終日の 

自己評価では、研修で学んだことを自分がどのように捉えたかが内省できた。また、内省に加え、次に自分が

起こすべき行動を考えるきっかけになった。 

・自分が理解不十分なところ、弱いところ、足りないところについて再確認できたことがよかった。 

 

「どちらとも言えない」という回答の理由としては、次のようなものがあげられた。 

   ・「理解している」「できる」とはどの程度かで、 自分の中で基準があいまいであった。 

   ・研修前と後では理解の深まりがあった。しかし、どのように評価表に反映させるとよいか考えてしまった。 

 

なお、対応のある t 検定の結果、すべての項目について「研修終了時の平均値は研修スタート時の平均値よりも

有意に高い」ことが分かった。また、スタート時に平均値が比較的高く、終了時も平均値が比較的高かった項目は、

「参照枠」理解項目などであった。逆に、スタート時に平均値が比較的低く、終了時も平均値が比較的低かった項

目は、評価に関する項目であった。 

次の３項目、Q5[研修の時期]、Q６「研修の時間帯」、Q７「事前課題」などは特に課題もなかったことから、ここ

では割愛することとする。 

 

Q８「得られた学び」（自由記述） 

４つの項目に分けて記載する。 

＜参照枠の理解＞ 

  ・「参照枠」を学んで、「自分の実践を説明することば」が増えた。 

  ・「参照枠」はスタンダードではなく、フレームであることを学んだ。 

 ・この機会がなければ、「参照枠」について表面的な理解しかできなかった。 

 ・３つの理念の重要性に気づいた。 

 ・補遺版のことも知ることができた。 
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＜「参照枠」「生活 Can do」の活かし方＞ 

 ・コースデザインする際、授業の準備でも、「参照枠」に示されている考え方に立ち返ることが大切だとわかった。 

 ・どのようなゴール設定をするかは、人によって異なることがわかった。 

 ・生活 Can do をプログラムに入れる際の具体的な道筋が描けるようになった。 

＜関係者間の対話での「参照枠」活用＞ 

 ・「参照枠を活用して何がどのようにできるようになるのか」を地域の日本語教育に関わる人たちと共有すること

が必要である。 

 ・「参照枠」「生活 Can do」を共通言語として関わる人と対話し、運営していけると感じられた。 

 ・地域や外国人県民等に関わる関係者に対して、「参照枠」の考え方を伝えていく、広めていくことの大切さがわ

かった。 

＜評価について＞ 

・評価は絶対的なものではなく、目的や環境・関わる人に応じてデザインしていくものだと気づいた。 

・評価で大事にすべき観点、誰の評価を誰がどんな観点で評価していくかを、自分の実践に引き付けて考えるきっ

かけになった。 

 

Q9 「現場でどう生かすか」（自由記述） 

参加者が関わっている現場をもとに、さまざまな意見が出され、今回の目的がある意味達成できたことが窺え

る。以下、いくつか紹介することとする。 

・「参照枠」の理念、どう実践の場に取り入れていけるかを共に考える場を作っていきたい。 

 ・「自律学習」「生涯学習」に繋げられるように、現場の実践に取り入れ、今回の学びを職場に伝えていきた 

     い。さらに地域日本語コーディネーターとして支援者や地域日本語教室にも「参照枠」の理念を伝えたい。 

 ・職場の仲間と共有し、どう地域に伝えていくか、どのような研修会を開くかなどを県と話し合い、日本語教室で

使える自主制作教材の作成も検討したい。 

 ・「参照枠」が提示されたことで、行政も日本語教育のイメージが掴みやすくなったこと、また、日本語教育に全

く関わりのない住民に対しての理解も進められると期待している。また、地域社会で「参照枠」をどう生かし、

実践していくかが勤務する財団の責務だと思った。 

 

Ｑ１０ 「本研修を勧めたいか」 

                       

                              グラフ４「本研修を勧めたいか」 
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「ぜひ勧めたい」が３分の２、残りは「勧めたい」という回答であった。参加者全員が回りの人々や職場に伝えて

いきたいと答えていることから、本研修の目的の一つである「カリキュラムを設計する力に加え、それを現場の仲間

とともに実現できる力を持つ人材を育成する」ことに寄与できたと考える。 

 

Q11「誰に勧めたいか」（自由記述） 

・都内の日本語学校の責任者に勧めたい。今後、行政が初期日本語教育を実施するにあたり、専門家との連携 

が必要だから。 

 ・同僚、日本語教師仲間に勧めたい。生活者向けだけでなく、日本語教育全体に知ってもらい、それを基に話し合 

って変えていくことが必要。 

・まずは地域日本語教室で活動の核となっているリーダー。次に、地域に日本語教室でボランティア養成講座を 

行っている団体や講師。まずはこうした人を中心に広めていく必要がある。 

 

Q１２ 「研修で十分でなかった点」（自由記述） 

 ・講師への質疑応答の時間がもう少しほしかった。 

 ・もっと話し合いの時間がほしい。 

 ・地域に何をどのように伝えていくかについての意見交換の時間。 

 ・一つ一つのタスクの時間がもう少し必要。 

 

Q13 「今回の研修全体」（自由記述） 

 ・日本語教育の現場が今後どうなっていけばいいのかの道筋を示してもらえた。 

 ・支援を必要とする学習者に寄り添う参加者の方々の熱意に力づけられた。 

 ・対面研修は、とてもエネルギーが集まる場だと再認識した。こうした場で、もっと「参照枠を活用したカリキュラム

設計」の多様なありかたを議論したかった。 

  ・「仲間と一緒に学ぶ」とは、こんなに楽しいことだと実感した。 

  ・熱い思いを持っている人がこんなにいることを知って、希望の光が見えてきたように思う。 

  ・全国で地域日本語教育に取り組む仲間と知り合えたこと、研修を超えてつながりが出来たことが大きな 

   学びと喜びである。 

  ・この研修で得たネットワークを使い、みんなで話し合って進めていきたい。フォローアップ講座を行い、 

   実践や途中経過、課題共有の場を作ってほしい。 

 

３．今後の課題 

２年にわたって教師研修モデル開発に取り組んできた。モニター研修及び神戸研修を振り返った上で行った東

京研修について、２.１「東京における研修の内容」２．２「実施後のアンケートから見えること」で述べた。今後、各地

でこうした研修が、さまざまな形で行われることを期待したい。それに向けて、次のことを提案しておく。 

① 時間的制約の中で、より充実した内容にするための工夫 

  → 資料を見ておくだけではなく、研修の講義的な部分に関する動画を作成し、事前課題とすることで、より効果

的な事前学習が期待できる。そのことによって、研修の中での話し合いの時間をより多く取ることができる。 

② 今回の学びを継続し、さらに深めるための工夫 

  → フォローアップ講座の可能性を探る必要がある。複数の受講生から「フォローアップ講座」の実施を要望する

声があがった。「できればこの団体で実施してほしいが、むずかしい場合は受講者間で自主的に立ち上げ、お
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互いの現場での状況、工夫などをシェアしたい。対面が望ましいが、難しい場合は個別対応とし、全体としては

オンライン実施でどうか」という積極的な意見も出ていた。 

③ 現場でカリキュラム開発に取り組むために、実践例の共有 

  → 「先行して開発事業に取り組んでいる地域の事例を共有する機会を作ってほしい」という意見も、受講者から

出された。既に開発事業に取り組んでいる例として、モニター研修を実施した「浜松市外国人学習支援センタ

ー」の事例を掲載しておく（2024.2.23 実施の「成果報告会」にて紹介済み）。 

浜松市外国人学習支援センター（U-ToC）では、モニター研修を複数のスタッフが受講したことで、「自立

を目指す生活日本語カリキュラム」への関心・理解が深まり、2023 年度に立ち上がったプロジェクトで、来年

度の試行に向け、７名のメンバーで活動中である。 

      参考資料として、 「浜松市地域日本語教育推進アクションプラン 2023-2027 年度」より「初めて日本語

を学ぶ人向けの日本語教育プログラムの提供（レベル：A1～B1）」の計画案を提示する。 

                       https://www.hi-hice.jp/uploads/doc_actionplan_R4.pdf 

 

 

   

                                                

 

 

                  

 

 

 

 

          （「浜松市地域日本語教育推進アクションプラン 2023-2027 年度」p.11 より） 

 

                                                                                

 

2-1外国人学習支援センターを拠点とした日本語教室の拡充

具体案 スケジュール
KPI 

概要 2023年度 2024年度 2025年度 | 2026年度 2027年度

2-1-1 | 
初めて日本語を学ぷ人向けの日本語教育

2027年度

プロクラムの提供（レベル：A1~81)
終了時点で

学習者
浜松版生活日本語カリキュラムの実施

初めて日本語を学ぷ人が、自立した言語使用者 (B1レベル
アンケートによる

相当習得）となり、地域で自分らしく生活できるようになるた

I 
満足度の高い人

め、行動中心アプローチに基づいた日本語教育を行うととも 90% 

に体系的に学べる学習楓会を提供する。
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資料１ 「能力 Can do」の書き換え例 1/2 

 

 

  

ポ
イ
ン
ト

A
1

A
2/
A
2.
1

A
2.
2

B
1/
B
1.
1

B
1.
2

共 通

語
彙

の
つ

か
い

こ
な
し

自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
ば
の
中

か
ら
、
適
切
な
表
現
を
選
び
出
す

能
力
に
関
す
る
も
の
。

ポ
イ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
そ
う
し
た
行
為
が
で

き
る
か
。

日
常
生
活
の
簡
単
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
必

要
な
語
彙
を
使
う
こ
と
が

で
き
る

複
雑
な
内
容
で
な
け

れ
ば
、
日
常
生
活
の

基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
必
要
な

語
彙
を
使
う
こ
と
が
で

き
る

共 通

文
法

的
正

確
さ

文
法
的
な
正
し
さ
に
関
す
る
能

力
。

限
ら
れ
た
文
法
や
文
型

を
使
う
こ
と
が
で
き
る

い
く
つ
か
の
文
法
や
文

型
を
あ
る
程
度
正
し
く
使

う
こ
と
が
で
き
る

よ
く
使
わ
れ
る
文
法
や

文
型
を
あ
る
程
度
正
し

く
使
う
こ
と
が
で
き
る

そ
の
人
に
と
っ
て
な
じ
み

の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
支
障
が
な
い
程
度
に

正
し
く
文
法
や
文
型
を

使
う
こ
と
が
で
き
る

話 す

音
素

の
把

握

発
音
に
関
す
る
も
の
。
ポ
イ
ン
ト

は
、
わ
か
り
や
す
さ
。

発
音
の
く
せ
や
ま
ち
が
い

は
あ
る
が
、
よ
く
話
を
す

る
相
手
に
は
わ
か
る
程

度
に
話
す
こ
と
が
で
き
る

発
音
の
く
せ
や
ま
ち
が

い
が
あ
る
が
、
だ
い
た
い

わ
か
る
よ
う
に
話
す
こ
と

が
で
き
る

発
音
の
く
せ
や
ま
ち
が

い
が
少
な
く
、
わ
か
り

や
す
く
話
す
こ
と
が
で

き
る

書 く

正
書

法

文
字
を
書
き
写
し
た
り
、
つ
づ
り
や

句
読
点
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
に
配
慮

し
て
書
く
能
力
に
関
す
る
も
の
。
ポ

イ
ン
ト
は
書
き
写
す
も
の
の
身
近
さ

や
文
の
わ
か
り
や
す
さ
や
長
さ
。

挨
拶
な
ど
の
短
い
定
型

文
を
書
き
写
し
た
り
、
名

前
や
出
身
国
・
地
域
な
ど

の
自
分
の
情
報
を
文
字

で
書
く
こ
と
が
で
き
る

短
い
文
を
書
き
写
し
た

り
、
話
の
中
に
出
て
き
た

短
い
語
彙
や
表
現
を
文

字
で
書
く
こ
と
が
で
き
る

ま
と
ま
っ
た
長
さ
の
文

を
、
つ
づ
り
、
句
読
点

や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
に
配

慮
し
つ
つ
あ
る
程
度
正

確
に
書
く
こ
と
が
で
き
る

共 通

社
会

言
語

的
な

適
切 さ

言
語
使
用
の
社
会
的
側
面
に
対

応
す
る
能
力
に
関
す
る
も
の
。
ポ

イ
ン
ト
は
、
そ
の
場
面
に
合
っ
た
表

現
が
使
え
る
か
、
で
す
ま
す
な
ど
の

よ
う
な
中
立
的
な
、
丁
寧
な
言
葉

遣
い
で
社
会
的
関
係
性
の
構
築

に
寄
与
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
か
。

挨
拶
や
い
と
ま
ご
い
、
紹

介
な
ど
の
社
交
的
な
場

面
で
、
「
は
じ
め
ま
し
て
」

「
失
礼
し
ま
す
」
な
ど
、
そ

の
場
に
合
っ
た
定
型
表

現
を
使
う
こ
と
が
で
き
る

短
い
社
交
的
な
会
話
や

簡
単
な
誘
い
、
謝
罪
な

ど
の
場
面
で
、
そ
の
場
に

合
っ
た
丁
寧
な
こ
と
ば

を
使
う
こ
と
が
で
き
る

で
す
ま
す
の
形
を
使
っ

た
丁
寧
な
言
葉
づ
か
い

で
基
本
的
な
言
語
活
動

に
対
応
で
き
、
日
本
語

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
本
的
な
慣
習
に

従
っ
て
行
動
で
き
る

で
す
ま
す
の
形
を
使
っ

た
丁
寧
な
言
葉
づ
か

い
で
幅
広
い
言
語
活

動
に
対
応
で
き
、
日
本

語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
（
複
雑
で
は
な

い
）
礼
儀
慣
習
を
認
識

し
て
行
動
で
き
る
。

共 通

柔
軟

性

学
ん
だ
こ
と
ば
を
創
造
的
に
結
び

付
け
て
使
う
力
に
関
す
る
も
の
。

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
文

型
や
表
現
の
組
み
合
わ

せ
を
変
え
て
、
別
の
言

い
方
を
す
る
こ
と
が
で
き

る

限
ら
れ
た
範
囲
で
は
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
に
学
ん

だ
語
彙
や
表
現
を
使
っ

て
そ
の
場
に
合
わ
せ
た

や
り
と
り
を
す
る
こ
と
が
で

き
る

自
分
の
言
い
た
い
こ
と

を
言
う
た
め
に
、
基
礎

的
な
語
彙
や
表
現
を

幅
広
く
使
う
こ
と
が
で
き

る

難
し
い
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
も
、
同
じ
よ
う
な
表

現
ば
か
り
に
な
ら
ず
、
そ

の
状
況
に
合
わ
せ
た
表

現
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
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資料１ 「能力 Can do」の書き換え例 2/2 

 
  

ポ
イ
ン
ト

A
1

A
2/
A
2.
1

A
2.
2

B
1/
B
1.
1

B
1.
2

話 す

発
言

権

や
り
と
り
を
す
る
中
で
、
自
分
が
発

言
す
る
機
会
を
得
る
力
に
関
す
る

も
の
。
話
し
始
め
た
こ
と
を
最
後
ま

で
終
え
ら
れ
る
か
、
会
話
や
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
面
で
口
を
は

さ
む
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
。

発
言
す
る
た
め
に
、
手

を
あ
げ
た
り
視
線
を

送
っ
た
り
す
る
な
ど
、
何

ら
か
の
方
法
が
と
る
こ
と

が
で
き
る

簡
単
な
や
り
方
で
、
短

い
会
話
を
始
め
て
、
続

け
て
、
終
わ
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る

簡
単
な
会
話
を
始
め

て
、
続
け
て
、
終
わ
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る

な
じ
み
の
あ
る
話
題
で

あ
れ
ば
、
自
分
で
発
言

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
得
て
話

し
合
い
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る

話 す

話
題

の
展

開

何
を
ど
ん
な
順
番
で
ど
の
よ
う
に
話

す
か
な
ど
、
談
話
を
構
成
す
る
能

力
に
関
す
る
も
の
。

ポ
イ
ン
ト
を
簡
単
に
並
べ

る
よ
う
な
方
法
で
、
物
語

を
話
し
た
り
、
物
事
を
説

明
し
た
り
で
き
る

例
え
ば
、
事
柄
を
直
線

的
に
並
べ
る
よ
う
な
単

純
な
構
成
だ
が
、
で
き

ご
と
を
ま
と
め
て
話
す

こ
と
が
で
き
る

書 く

話
題

の
展

開

ポ
イ
ン
ト
を
簡
単
に
並
べ

る
よ
う
な
方
法
で
、
物
語

を
書
い
た
り
、
物
事
を
説

明
し
た
り
で
き
る
。

例
え
ば
、
事
柄
を
直
線

的
に
並
べ
る
よ
う
な
単

純
な
構
成
だ
が
、
で
き

ご
と
を
ま
と
め
て
書
く
こ

と
が
で
き
る

話 す

一
貫

性
と

結
束

性

こ
と
ば
や
文
を
結
び
付
け
て
関
連

性
を
持
た
せ
た
り
、
段
落
を
構
成

し
た
り
し
て
一
貫
性
の
あ
る
も
の
に

ま
と
め
る
力
に
関
す
る
も
の
。

「
そ
し
て
」
や
「
そ
れ
か
ら
」

な
ど
、
２
～
３
の
接
続
表

現
を
使
っ
て
、
こ
と
ば
を

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

「
そ
し
て
」
「
し
か
し
」
「
～

だ
か
ら
」
な
ど
、
い
く
つ
か

の
接
続
詞
を
使
っ
て
つ

な
が
り
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る

単
純
な
接
続
表
現
を

使
っ
て
、
文
を
つ
な
げ

て
話
す
こ
と
が
で
き
る

簡
単
な
接
続
表
現
を

使
っ
て
、
つ
な
が
り
を

つ
け
て
、
ま
と
ま
り
の
あ

る
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
る

書 く

一
貫

性
と

結
束

性

「
そ
し
て
」
や
「
そ
れ
か
ら
」

な
ど
、
２
～
３
の
接
続
表

現
を
使
っ
て
、
こ
と
ば
を

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

「
そ
し
て
」
「
し
か
し
」
「
～

だ
か
ら
」
な
ど
、
い
く
つ
か

の
接
続
詞
を
使
っ
て
つ

な
が
り
の
あ
る
文
を
書
く

こ
と
が
で
き
る

話
す
と
同
じ
に
し
た
い

単
純
な
接
続
表
現
を

使
っ
て
、
文
を
つ
な
げ

て
書
く
こ
と
が
で
き
る

簡
単
な
方
法
で
つ
な

が
り
を
つ
け
て
、
ま
と
ま

り
の
あ
る
文
を
書
く
こ
と

が
で
き
る

話 す

話
し

こ
と
ば

の
流

暢
さ

流
暢
に
話
す
力
に
関
す
る
も
の
。
間
が
あ
く
こ
と
が
多
い
が

話
す
こ
と
が
で
き
る

な
じ
み
の
あ
る
話
題
の

短
い
や
り
と
り
な
ら
、
言

葉
に
詰
ま
っ
た
り
言
い

直
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
が
、
話
す
こ
と
が
で
き

る

言
い
直
し
た
り
、
言
い

換
え
た
り
す
る
こ
と
が
多

い
が
、
自
分
の
言
い
た

い
こ
と
を
相
手
に
わ
か

る
よ
う
に
話
す
こ
と
が
で

き
る

話
が
長
く
な
ら
な
け
れ

ば
、
わ
か
り
や
す
く
ス

ム
ー
ズ
に
話
す
こ
と
が

で
き
る

わ
か
り
や
す
く
ス
ム
ー
ズ

に
話
せ
る
。

共 通

叙
述

の
正

確
さ

言
い
た
い
こ
と
を
意
図
し
た
と
お
り

に
言
語
化
す
る
力
に
関
す
る
も

の
。

パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
内

容
で
あ
れ
ば
、
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
る

直
接
的
で
は
あ
る
が
、

わ
か
り
や
す
く
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
る

考
え
や
問
題
の
要
点
を

あ
る
程
度
く
わ
し
く
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
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資料 2 パフォーマンス評価のための課題サンプル 

「話すこと やり取り」「話すこと 発表」1/7 

 

レベル A1 A1 A1

パターン ③学習者と指導者 ③学習者と指導者 ③学習者と指導者

生活上の

行為
人とかかわる 目的地に移動する 消費活動を行う

ユニット あいさつとジェスチャー タクシーに乗る（1） レストランに予約をしてから行く

カテゴリー やりとり_情報の交換 やりとり_情報の交換 やりとり_製品やサービスを得るための取引

生活Can do

日本語教室のクラスメートなどに、お互いの国

のあいさつの言い方やジェスチャーの意味に

ついて、ごく簡単な言葉で尋ねたり、答えたり

することができる。（A1_353）

駅などで、近くにいる人などに、タクシー乗り

場やバス乗り場がどこにあるか尋ね、ゆっくり

とはっきりと話されれば、答えを理解すること

ができる。（A1_163）

レストランの入口で、店員に名前や予約時間な

どを聞かれたとき、答えることができる。

（A1_127）

ロールA

あなたはクラスメートと話しています。クラス

メートからの質問に答えてください。

あなたは友人の家に行くのにバスに乗りたい

です。5番のバス停がわかりません。近くの人
に聞いてください。

あなたはレストランにいきました。入口で店員の

質問に答えてください。

ロールB

あなたはクラスメートに次のことを質問してくだ

さい。

・〇〇さんの国では、何といって挨拶をします

か。

・どうやってあいさつをしますか。

・どのような意味ですか。

あなたは外国人にバス乗り場を聞かれまし

た。ここは東口ですが、5番のバス停は西口
です。バス乗り場を教えてください。

あなたはレストランの店員です。外国人のお客

に対応してください。以下のことについて聞いて

ください。

・人数

・予約の有無

・喫煙席か禁煙席か

タスク達成の

ための

手がかりにな

る内容

・自分の言語のあいさつを言うことができる。

・あいさつをするときのジャスチャーがするこ

とができる。

 ・ジェスチャーの意味を伝えられる。

・自分から話しかける。

 ・自分が乗りたいバス停はどこにあるかを質
問する。

 ・感謝の気持ちを述べる。

・予約をしているかどうかを伝えることが

できる。

・何人で来店しているかを言える。

・喫煙席か禁煙席を言える。

モデル会話

A:チェン（学習者）B:友だち（指導者）
B:チェンさん、こんにちは。
A：こんにちは。
B：タイ語で「こんにちは」は何といいますか。
A:「サワディークラップ」です。
　女の人は「サワディーカー」です。

B：どうやってあいさつしますか。
A：こうします（手を合わせる）。

A：町の人（指導者）　B：学習者
A：すみません。5番のバス停はどこですか。
B：5番のバス停ですか。
　5番のバス停は「西口」にあります。
A：えっ。
B：ここは「東口」です。駅の反対側です（ジェ
スチャー）。

　そこの階段を使うといいですよ。

A：ああ、分かりました。ありがとうございます。

A：店員（指導者）　B：客（学習者）
A:いらっしゃいませ。何名様ですか。
B：2人です。
A：予約はしてありますか。
B：していません。
A：たばこは吸いますか。
B：吸いません。
A：それでは、こちらへどうぞ。
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「話すこと やり取り」「話すこと 発表」2/7 

 

レベル A1 A1〜A2 A2

パターン ③学習者と指導者 ③学習者と指導者 ④学習者と地域の人

生活上の

行為
人とかかわる 健康・安全に暮らす 健康・安全に暮らす

ユニット 物をあげる 病院で診察を受ける（初診） 街の薬局で薬を探す

カテゴリー 発表_聴衆の前での講演
やりとり_インタビューすること、インタ

ビューを受けること
やりとり_製品やサービスを得るための取引

生活Can do

友人にプレゼントやお土産をあげるとき、「どう

ぞ」「つまらないものですが」などの短い簡単

な定型表現を言うことができる。（A1_530）

病院の受付などで、「初めてですか」「保険証

はありますか」などの基本的な質問に答えるこ

とができる。(A1_275)
時々繰り返しや説明を求めることができれ

ば、病院などで、どこがどのくらい痛いかなど

の簡単な質問に対して、短い簡単な言葉で

答えることができる。(A2_276)

薬局・薬店で薬を買うとき、薬剤師や店員に自

分の状況を伝え、薬剤師からの症状や薬に関す

る簡単な質問に答えることができる。（A2-19）

ロールA

あなたは旅行に行って友人にお土産を買い

ました。友人にお土産を渡してください。

あなたは頭が痛くて病院に行きました。受付

での質問に答えてください。

あなたは「頭が痛い」などの症状があります。薬

局に行って，店員に症状を伝えてください。そし

て，店員からの質問に答えて，薬を買ってくださ

い。

＊症状は，「頭が痛い」以外のものでもいいで

す。

ロールB

あなたは田中さんです。友人からお土産

をもらいます。お礼を言ってください。

あなたは病院の受付の人です。外国人の患

者に質問をしてください。以下のことについて

聞いてください。

・初めてか

・健康保険証を持っているか

・どのような症状か

・いつからか

あなたは薬局の薬剤師です。お客さまの症状を

聞いて，次のことを確認してください。

・いつからですか

・熱はありますか

・お薬のアレルギーはありますか

・30錠入りと60錠入りがありますが，どのサイズが
いいですか。

・その他（車の運転をしますか）

タスク達成の

ための

手がかりにな

る内容

・「どうぞ」「つまらないものですが」などの短い

簡単な定型表現を言うことができる。

・初めてかどうかを伝えることができる。

 ・健康保険証を持っていることを伝えられる
か。

・症状を簡単なことばで伝えらえる。

 ・いつから症状があるかを言える。

・どのような症状か言える

・質問されて，いつからか言える

・質問されて，熱があるか言える

・質問されて，どのサイズがいいか言える

モデル会話

A：友だち（学習者）　　B：田中さん
（指導者）

A:田中さん、先週、友達と沖縄に行きま
した。これ、沖縄のお土産です。どう

ぞ。

B：ありがとうございます

A:患者（学習者）　B：受付（指導者）
B：おはようございます。
A：おはようございます。
B：こちらは初めてですか。
A：はい、初めてです。
B：保険証はお持ちですか。
A：はい、あります。
B：今日はどうされましか。
A：頭が痛いです。
B：いつから痛いですか。
A：昨日の夜からです。
B：それではこちらの問診票に記入をお願い
します。

　　熱を測ってここに書いてください。

A：はい、わかりました。
B：あちらのソファでおかけになって記入してく
ださい。

A：はい、ありがとうございます。

A：患者（学習者）　　B：店員（地域の人）
A：すみません。頭が痛いんですが，薬をくださ
い。

B：症状はいつからですか。
A：昨日からです。
B：そうですか。他に症状はありますか。
A：え？何ですか。
B：他に，熱があるとか，気持ち悪いとか，めまい
とかはありませんか。

A：いいえ。頭だけです。
B：そうですか。お薬のアレルギーはありますか。
A：いえ，ありません。
B：では，これがいいと思います。大きい箱のと
小さい箱のがありますが，どちらがいいでしょう

か。

A：小さいのをください。
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「話すこと やり取り」「話すこと 発表」3/7 

 

レベル A2 A2 A2

パターン ②学習者同士 ③学習者と指導者 ③学習者と指導者

生活上の

行為
人とかかわる 健康・安全に暮らす 目的地に移動する

ユニット 文化の違いを理解する おすすめの歯科医院を予約する 通勤のために自転車を利用する

カテゴリー やりとり_情報の交換 やりとり_製品やサービスを得るための取引
やりとり_製品やサービスを得るための取

引

生活Can do

お互いの国や地方の文化や習慣について、

あいさつの仕方や食事の作法などの簡単な

情報を、友人に質問したり、答えたりすること

ができる。（A2_539）

電話で病院や歯医者の予約をするとき、ゆっく

りとはっきりと話されれば、名前や電話番号、日

時、診察理由など病院のスタッフの質問に答え

ることができる。（A2_467）

駐輪場の係員に、利用料金や支払方法や支

払場所などについて質問し、いくつかの簡単

な答えを理解することができる。（A2_489）

ロールA

それぞれの国や地域の食事のマナーについ

て、何を使って食べるか、してはいけないこと

は何かなどについて話してください。自分だ

けが話すのではなく、相手に質問したりして相

手からも話を聞いてください。

あなたは歯が痛いです。歯医者に電話をして

予約をしてください。

あなたは駅前の駐輪場を使いたいと思って

います。駐輪場の係員に駐輪場の係員に料

金や支払う方法や支払う場所などについて質

問してください。

ロールB

それぞれの国や地域の食事のマナーについ

て、何を使って食べるか、してはいけないこと

は何かなどについて話してください。自分だ

けが話すのではなく、相手に質問したりして相

手からも話を聞いてください。

あなたは歯医者のスタッフです。外国人の患者

の予約をしてください。以下のことについて聞

いてください。

・名前・電話番号

・予約の日時

・症状

あなたは駐輪場の係員です。外国人に料金

や支払う方法や支払う場所について説明して

ください。

１定期利用の場合　申し込みをした後でコン

ビニで支払う。

２一回利用の場合　その場で現金で支払う。

タスク達成の

ための

手がかりにな

る内容

・食事のとき何を使って食べるか（はしかス

プーンか）

・食事の時のマナーは何か（した方がいいこと

は何か/してはいけないことは何か）
・自分が話すだけではなく相手に質問ができ

るか

・名前をはっきりと相手に伝えられるか。 ・電話
番号をきちんと伝えられる。 ・希望の予約の日
と時間を伝える。 ・どのような症状かを簡単なこ
とばで説明できる。

・駐輪場についての使い方の質問をする。 ・
駐輪場の利用料金につい質問する。 ・支払
いについて質問する（どこで、どんな方法

で）。

モデル会話

A：学習者１  B：学習者２
A：ラジさんの国では、食事のとき、何で
食べますか。

B：手で食べます。右手を使って食べま
す。でも、左手を使ってはいけません。

左手はきれいじゃありませんから。

A：そうなんですか。私ははしで食べます
が、スプーンもよく使います。

B：食事のときにしてはいけないことがあ
りますか。

A：静かに食べなければいけません。お
しゃべりもあまりよくないです。

B：そうですか。

A:患者（学習者）　B：スタッフ（指導者）
B：おはようございます。ホワイトデンタルクリック
です。

A：もしもし、昨日から歯が痛いのですが診てく
れませんか。

B：こちらでの受診は初めてですか。
A：はい、初めてです。
B：そうですか、本日は予約でいっぱいなので
すが。

A：明日は予約できますか。
B：はい、午前中でしたらご予約できます。
A：明日の11時に予約したいです。
B：それでは、お名前とお電話番号をお願いし
ます。

A：名前はエマ　ブラウンです。電話番号は
09012345678です。
B：確認させてください。お名前はエマ　ブラウ
ンさんですね。お電話番号は09012345678で
すね。

A：はい、そうです。
B：それでは明日11時にお待ちしています。 明
日いらっしゃる際には保険証を持ってきてくだ

さいね。

A：はい、分かりました。よろしくお願いします。

A：学習者　B：駐輪場のスタッフ（指導
者）

A：すみません、ここの駐輪場を使いたい
んですが。

B：はい、大丈夫ですよ。
A：いくらですか。
B：一日200円です。一か月の定期利用だ
と3000円です。
A：えっ、てい、、、
B：定期利用ですか。一か月の料金のこと
です。

A：ああ、はい。じゃそれでお願いしま
す。どのように払いますか。

B： 定期利用の場合は申込書に必要事項
を記入してからコンビニで料金を支払っ

てください。

A：はい、わかりました。
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「話すこと やり取り」「話すこと 発表」4/7 

 

レベル A2 B1 B1

パターン ③学習者と指導者 ①学習者と指導者 ②学習者同士

生活上の

行為
消費活動を行う 健康・安全に暮らす 社会の一員となる

ユニット レストランに予約をしてから行く 診察室でけがの症状を説明する 地域の人と知り合いになる

カテゴリー
やりとり_製品やサービスを得るための取

引

やりとり_インタビューすること、インタ
ビューを受けること

やりとり_会話

生活Can do

電話でレストランなどの予約をするとき、ゆっく

りとはっきりと話されれば、名前や電話番号、

日時、人数などの店員の質問に答えることが

できる。（A2_479）

病院などで、症状や過去の病気などに関する

質問に対して、ある程度正確に答え、内容に

よっては主体的に話を展開させることができ

る。（B1_13）

自治会の行事などで初めて会った人に話し

かけ、住んでいるところや家族のことなど身近

な話題について質問したり、質問にある程度

詳しく答えたりして、会話を続けることができ

る。（B1_327）

ロールA

あなたは電話でレストランなどの予約をしま

す。レストランの予約をしたいことを伝えて、

店員の質問に答えてください。

あなたは体調不良のため，病院に行って，診

察を受けます。

最初に，医師からの質問に答えてください。

そして，過去の病気や症状について説明して

ください。

あなたは住んでいる地区の町内会に初めて

出席することになりました。知り合いはだれも

いません。知り合いを作るために、会が始まる

のを待っている間、隣に座った人に話しかけ

て、住んでいるところやお互いの家族のこと

などについてやりとりをしてください。

ロールB

あなたはレストランの店員です。外国人のお

客の予約の電話を受けてください。以下のこ

とについて聞いてください。そして、レストラン

は禁煙であることを伝えてください。

１名前、電話番号

２日時、人数

３コース料理を注文するか

あなたは病院の医師です。患者さんに，症状

について次の質問をしてください。

・どのような症状ですか

・いつからですか。

・過去の病気についての質問してください。

（今まででもあったか，今まで他にかかった病

気はあるか）

あなたは住んでいる地区の町内会に初めて

出席することになりました。知り合いはだれも

いません。会が始まるのを待っている間、隣

に座った人に話しかけられました。その人の

質問に答えたり、相手のことについて質問し

たりしてください。

タスク達成の

ための

手がかりにな

る内容

・電話で自分の名前を伝えることができる。 ・
予約したい日と人数を伝える。 ・コース料理
について質問をして注文する。

・質問されて，どのような症状か説明する

・質問されて，症状はいつからか答える

・質問されて，今までどのような病気になった

ことがあるか説明する

A自分から話しかけることができるか
・どこに住んでいるか

・だれと住んでいるか（一人か、家族とか、子

どもはいるのかなど）

・いつごろから住んでいるか

・この地域のいいところはどんなところか

・自分の情報を開示しながら相手にうまく質問

ができるか

・会話を自然に終わらせることができるか

モデル会話

A：店員（指導者）　　B：客（学習者）
A：いつもありがとうございます。レストランさく
らの横田です。

B：すみません。予約をしたいんですが。
A：はい、いつがよろしいですか。
B：9月10日の1時です。
A：何名様でしょうか。
B：4人です。
A：少々お待ちください。大丈夫です。コース
料理がありますが、注文しますか。

B：コースは注文しません。
A：はい、分かりました。こちらのレストランは
禁煙ですが、大丈夫ですか。

B：はい、大丈夫です。
A：それでは、お名前と電話番号を教えてくだ
さい。

B：エマ　ブラウンです。電話番号は111‐1111
です。

A：エマ　ブラウンさんですね。電話番号は
111‐1111ですね。
B：はい。
A：それでは当日お待ちしています。
B：ありがとうございます。

A:医師（指導者）　B：患者（学習者）
A：どうしましたか。
B：とても気持ちが悪くて，朝，２回吐きまし
た。

A：その前に何か食べましたか。
B：いえ，何も食べていません。
A：昨日はどうですか。何かいつもと違うものを
食べませんでしたか。

B：うーん，いつもと同じです。
A：そうですか。他に症状はありますか。
B：いえ，気持ち悪いだけです。
A：お腹の調子は大丈夫ですか。
B：はい，大丈夫です。
A：今，食欲はないんですね。
B：ありません。
A：これまでに，このようなことはありましたか。
B：うーん，あ，５年ぐらい前に貝を食べて、吐
いたことはあります。

A：そうですか。昨日や一昨日，貝などは食べ
ていませんか。

B：いえ、食べていません。
A：そうですか。では，ちょっと血液検査をしま
しょう。

A：学習者１　B：学習者２
A：あの、わたし、今日初めて参加したんです
が、何か持ってくる  ものとかありますか。
B：あ、いや、特にありませんよ。メモを取るた
めのペンとかがあればいいと思います。ペ

ン、ありますか。

A：あ、はい、ペンはあります。ありがとうござ
います。あの、いつも参加されるんですか。

B：いえいえ、私もときどきです。今日で３回目
かな…
A：３回目ですか。あ、私、ウマルと言います。
すみません、よかったらお名前伺ってもいい

ですか。

B：あ、すみません。私はナインです。ウマル
さんは、インドネシアですか。

A：あ、はい。そうです。ナインさんはどちらか
らいらっしゃったんですか。

B：私は、ベトナムのホーチミンです。あの、ウ
マルさんはこの近くに住んでいるんですか。

A：あー、歩いて５分ぐらいです。山田駅の近
くなんです。

B：あ、駅の方ですか。私はこの裏なんです。
A：わー、近いですね。ご家族といっしょです
か。

B：いえ、家族はベトナムにいるので、一人で
住んでいるんですよ。

A：あ、私もです。
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「話すこと やり取り」「話すこと 発表」5/7 

 

レベル B1 B1 B1

パターン ②学習者同士 ②学習者同士 ③学習者と指導者

生活上の

行為
人とかかわる 消費活動を行う 健康・安全に暮らす

ユニット 食事をしながら雑談をする（2）食生活 飲食店で料理について質問する おすすめの歯科医院を予約する

カテゴリー やりとり_情報の交換 やりとり_情報の交換 やりとり_情報の交換

生活Can do

友人と食事をしているとき、自宅ではどのよう

なものを食べているか、どこで食材を買って

いるかなど、食生活についての詳しい情報を

質問したり、質問に答えたりすることができる。

（B1_421）

地域のエスニックレストランなどの飲食店につ

いてよく知っている人に、場所や雰囲気、好

みの料理、アレルギーやハラルへの対応の

有無などの希望を詳しく言って、必要な情報

を得ることができる。（B1_399）

近所の歯医者について、対応の仕方や技術

などの詳しい評判を、友人に質問したり、答

えたりすることができる。（B1_397）

ロールA

あなたは友人と食事をしています。友人にふ

だん自宅ではどのようなものを食べているか、

食材はどこで買うのかなど、食生活について

詳しく聞いたり、自分の食生活について放し

たりしてください。

あなたは新しくこの町に引っ越してきました。

友人におすすめのレストランについて聞いて

ください。どのような雰囲気か、どのような食べ

物が好きか説明をしてください。アレルギー

や食べられないものの説明もしてください。

近所の歯医者について、対応の仕方や技術

などの詳しい評判を、友人に質問したり、答

えたりしてください。

ロールB

あなたは友人と食事をしています。友人が食

生活を話題に話し始めました。友人からの質

問に答えたり、友人の食生活について質問し

たりして、お互いの食生活についてくわしく情

報交換してください。

あなたは新しくこの町に引っ越してきたBさん
におすすめのレストランを教えてください。ど

のような雰囲気か、どのような食べ物があるか

を説明してください。アレルギーや食べられ

ないものについても質問してください。

あなたはAさんの友人です。Aさんは初めて
歯医者に行くので心配です。Aさんの質問に
答えて、歯医者の情報を教えてください。

タスク達成の

ための

手がかりにな

る内容

・普段の食事ではどんなものを食べているか

・食料品の買い物はどこで（どんなところで）

するか

・食事について気を付けていることは何か、

それはどうしてか/何のためか
・自分が話すだけじゃなく、相手に質問ができ

るか

・エスニック料理店に行きたいことを伝える。

 ・エスニック料理店についての自分の印象や
感想を述べる。

 ・どのような料理があるのか。
・食べられない料理や好きな気料理について

説明する。

 ・苦手なものや矢部られないのもかを説明す
る。（嫌いで食べないのか、アレルギー等で

食べないのか）

 ・質問に答えるだけではなく、レストランにつ
いても質問をする。

・近所の歯医者での体験を説明できる。

・対応の仕方や技術についてどのように感じ

たのかを伝える。

・相手の情報についても質問することができ

る。

モデル会話

A：学習者１　B：学習者２
A：アリーさんは自炊するんですか？
B：え？じすい？
A：あ、自分でご飯を作るか、という意味です。
B：ああ。はい。ふだんは自分でタイ料理を作って
食べています。

A：そうなんですか。タイ料理の材料って、この近く
では買えないんじゃないですか？

B：そうですね。でも、日本で買えるものもあるの
で、できるだけ日本の野菜とかを使って作っていま

す。ナンプラーとか、調味料はまだタイから持って

きたものがあるので。

A：あ、そうなんですか。
B：マイカさんも、ふだんは自分でご飯を作るんで
すか。

A：うーん、私はあまり料理が得意じゃないんで
す。だから、だいたいスーパーで買います。

B：そうなんですか。
マイカ：アリーさん、タイ料理って、どんなものを作

るんですか？

A：そうですねぇ。よく作るのは、カオマンガイです
ね。

B：あ、鶏肉をご飯にのせたやつですか？
A：はい、そうです。材料も日本で買えるものだし、
たれもにんにくやショウガがあれば、おいしく作れ

るし、簡単ですよ。

B：いいですね。食べてみたいなぁ。
A：こんど、作って持ってきます。
B：え～、楽しみです！

A：学習者　B：山本さん（指導者）
A：山本さん、来週友だちが日本に来るんです
が、このあたりにいいレストランありませんか。

B：日本料理のレストランですか。
A：いや、友だちはイスラム教なので豚肉とお酒が
ダメなんですよ。日本料理には、醤油とかみりんが

入っています。醤油とみりんはお酒が入っている

のでダメです。

B：そうなんですね。どんな料理がいいですか。
A：ハラルのお店がいいですけどね。
B：ハラルって何ですか。
A：ハラルは、イスラム教のルールで食べることが
許された食べ物のことです。 イスラム教では「食べ
てよいもの」と「食べてはいけないもの」が細かく

分かれています。イスラム教では、豚肉もダメなの

で、鶏肉か羊の肉でおいしいお店がいいです。

B：羊の肉ですか。それなら新しくできたモンゴル
料理のお店はどうですか。

A：モンゴル料理ですか。食べたことないんです
が、どんな料理ですか。

B：羊の料理がおいしくて有名ですよ。味付けもシ
ンプルで塩と香辛料で味付けをします。

A：いい感じのレストランですね。でも高くないです
か。

B：そうでもないですよ。一人3000円くらいで食べ
られておなかいっぱいになりました。ただ、ハラル

についてはよく分からないので、一度聞いてみる

といいですね。

A：はい、分かりました。ありがとうございます。

A：学習者　B：田中さん（指導者）
A：田中さんはよく歯医者に行きますか。
B：そうですね、一年に一回くらいは行きます
よ。

A：そうなんですね。実は昨日から歯が痛くて
歯医者に行きたいんですが、歯医者は痛くて

嫌なんですよ。どこかいい歯医者を知りませ

んか。

B：私が行っている歯医者ではないんですが、
友人が行っている歯医者はいいみたいです

よ。時間をかけてよく診てくれるみたいだ

し、無痛治療というのをしているそうです。

A：無痛治療ってなんですか。
B：痛みを感じにくいようにしてくれる治療法
ですよ。

A：それはいいですね。でも田中さんはどうし
てその歯医者に行かないんですか。

B：とてもいい歯医者なので予約を取るのが大
変なんですよ。

A：そうなんですね。情報ありがとうございま
す。一度診てもらおうと思います。
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「話すこと やり取り」「話すこと 発表」6/7 

  

レベル B1 B1 B1

パターン ③学習者と指導者 ①1人で話す ③学習者と指導者

生活上の

行為
消費活動を行う 人とかかわる 目的地に移動する

ユニット トラブルを解決する 他者との関係を円滑にする 自転車のメンテナンス

カテゴリー
やりとり_製品やサービスを得るための

取引
発表_長く一人で話す：経験談 やりとり_製品やサービスを得るための取引

生活Can do

ホームセンターなどで店員に、購入したば

かりの商品の不具合などを簡単に説明し、

返品や取替えを要求することができる。

（B1_547）

自治会・町内会などの場で自己紹介すると

き、日本での生活で驚いたことなどについ

て、そのときの気持ちも交えて、ある程度詳し

く説明することができる。（B1_520）

自転車が盗まれたり撤去されたりしたとき、自転車を探すため

に、友人や警察などに、自転車の特徴やそのときの状況などに

ついて簡単に説明し、相談することができる。（B1_557）

ロールA

あなたはホームセンターで扇風機を買いま

した。しかし、扇風機は壊れていて動きませ

ん。壊れていることなどを簡単に説明し、返

品してください。

あなたは町内会に参加します。そこで、日本

に来て驚いたことについて、どうして驚いた

のかを具体的に話してください。

あなたは駅前に自転車を置いておきましたが、盗まれてしまいま

した。その状況を警察に伝えて、自転車の特徴について説明し

てください。

ロールB

あなたはホームセンターの店員です。外国

人のお客がホームセンターで買った扇風機

について尋ねています。以下の質問をして

ください。

１説明書は読んだか

２レシートは持っているか

３交換でもいいか

あなたは警察官です。外国人が自転車を盗まれてしまったよう

です。その時の状況や自転車の特徴について質問してくださ

い。

タスク達成の

ための

手がかりにな

る内容

・扇風機を店で購入したことを説明する。

・購入した際のレシートを持っているか伝え

る。

・扇風機を初めて使う時にどのような状態

だったかを説明する。

 ・交換したいか返品したいかを伝える。

・日本で驚いたことを説明する。

・なぜ驚いたかを説明する

・自転車を盗まれたことを伝える。

 ・自転車は盗まれた場所について説明する。
 ・どのような自転車だったのかを説明する。（色、形などの特徴
や鍵をしてめたいかなど）

モデル会話

A:客（学習者）　B：店員（指導者）
B:すみません。昨日、扇風機を買ったんで
すが、壊れているみたいです。

A：申し訳ありません。最初から動きませんで
したか。

B：はい。
A：説明書は読みましたか。
B：はい、読みましたが動きませんでした。
A：分かりました。購入した時のレシートは
持っていますか。

B：はい、あります。
A：ありがとうございます。同じものと交換でも
大丈夫ですか。

B：はい、大丈夫です。

学習者：

みなさん、はじめまして。

ブラジルから来たアルトゥール・アントゥネス・

コインブラです。

ジーコと呼んでください。

日本に来た時に一番驚いたのは、町がきれ

いなことです。ゴミが道路にとても少ないで

す。ブラジルには町にゴミ箱がたくさんありま

すが、それでもゴミが多いです。日本では、

道を歩いているとゴミ箱がありません。ブラジ

ルでは、ゴミ箱がないと町がもっと汚くなると

思います。どうしてゴミ箱がないのに町がきれ

いなのかよく分かりません。どうして日本には

ゴミ箱が少ないのにきれいなのかいつも不思

議に思っています。

Ａ:学習者　Ｂ:警察官（指導者）
A:あのう、すみません。
B:どうしましたか。
A:実は自転車を盗まれてしまいまして。
B:そうですか、それは大変ですね。いつ、どこででしょう
か。

A:はい、昨日の朝、駅前に自転車を停めて夕方帰ってきた
らなくなっていました。いつも同じ場所に停めています。

B:駅前のどこですか。
A:駅前の東駐輪場です。
B:鍵はかけてありましたか。
A:はい、かけてありました。チェーンのタイプの鍵です。
B:どんな自転車ですか。
A:赤いマウンテンバイクで、SPEEDっていうシールが自転
車のフレームに書いてあります。

B:防犯登録はしてありますか？
A:防犯登録って何ですか。
B:えーっと、盗まれたときに自転車を探すための番号があ
るんですよ...
A:あー、それならたぶんしました。でも番号はちょっと…
B:そうですか、ほかに特徴はありますか。
A:そうですね。去年買ったばかりなのでまだ新しいです。
あとはハンドルにライトを取り付けることができます。

B:分かりました。それでは名前、住所等をこちらに記入し
てください。見つかりましたら連絡します。

B:ありがとうございます。よろしくお願いします。
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「話すこと やり取り」「話すこと 発表 7/7 

 

レベル B1

パターン ③学習者と指導者

生活上の

行為
健康・安全に暮らす

ユニット おすすめの歯科医院を予約する

カテゴリー やりとり　情報の交換

生活Can do

近所の歯医者について、対応の仕方や技術などの詳しい評

判を、友人に質問したり、答えたりすることができる。（B1_7）

ロールA

近所の歯医者について、対応の仕方や技術などの詳しい評

判を、友人に質問してください。友人の答えを聞いてくださ

い。聞くときに、あいづちを打ってください。

ロールB

あなたはAさんの友人です。山田デンタルの情報について，
スクリプトの内容を伝えてください。

タスク達成の

ための

手がかりにな

る内容

・歯科医院についての質問をする。

・適宜相づちをうつ。

モデル会話

Ａ:学習者　Ｂ:友人（指導者）

Ａ:山田デンタルクリニックに行こうと思っているんですが、

行ったことありますか。評判など知っていますか。

Ｂ:山田デンタル…あー、駅前の歯医者ですね。私じゃない
んですけど、娘がかかってます。受付の人も親切ですし、お

医者さんもやさしいらしいですよ。娘は、前、違うところに

行ってたんですけど、結構痛かったみたいで、もう行きたくな

いって言って、それで、変えたんですよ。人気あるみたいで、

結構混んでて、予約がなかなか…。でも、いいクリニックだと思
いますよ。
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「理解すること 聞くこと」1/2 

 

レベル A1 A2

パターン ③学習者と指導者 ③学習者と指導者

生活上の

行為
子育て・教育をする 健康・安全に暮らす

ユニット 予防接種を受ける１
医師から薬を処方される

カテゴリー 情報・アナウンスや指示を聞くこと 広報・アナウンスや指示を聞くこと

生活

Can do

子供が予防接種を受けたとき、自分に向

かってゆっくりはっきりと話されれば、「今日

は運動しないでください」「時々熱が出ま

す」など、医者のごく簡単な指示を聞いて、

理解することができる。(A1 244)

医者からの病気への簡単な対処法、生活

上の基本的な留意点、薬の種類について

の簡単な説明や指示を聞いて理解すること

ができる。（A2 15）

課題

子供が予防接種を受けました。先生の話を

聞いてください。

風邪をひいたので、病院に行きました。先

生の話を聞いてください。

聞く内容

医師：今日はお風呂には入らないでくださ

い。運動もしないでくださいね。

医師：のどが炎症していますので、辛いもの

などは食べない方がいいですね。お薬を出

しますから、5日間飲んでください。

質問１

どのようなことに注意しますか。正しいもの

をすべて選んでください。

□おふろに入れさせない

□ご飯を食べさせない 
□運動をさせない 
□軽い運動をさせる  
□薬を飲ませる

□水を飲ませる

どのようなことに注意しますか。正しいもの

をすべて選んでください。

□おふろに入らない

□激しいスポーツをしない 
□ご飯を食べない

□辛いものを食べない

□お酒を飲まない

□薬を飲む

質問２

薬は何日間飲みますか。

□１日

□３日

□５日

□７日
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「理解すること 聞くこと」2/2 

 
  

レベル A2 B1
パターン ③学習者と指導者 ③学習者と指導者

生活上の

行為
情報を収集・発信する 人とかかわる

ユニット ラジオで天気予報を聞く ホームステイ

カテゴリー 音声メディアや録音を聞くこと 広報・アナウンスや指示を聞くこと

生活

Can do

ラジオで天気予報がいつおこなわれている

のか調べて聞く。天気予報の内容を聞いて

理解し，必要な備えができる。（A2 780）

発音がはっきりしていれば、ホストファミリーから日

本の家でのスリッパの使い分け方やお風呂の使い

方、ゴミの捨て方など、生活に関する説明を聞い

て、理解することができる。(B1 549)

課題

天気予報を聞きます。明日のお昼の天気

はどうなりますか。

ホームステイ先の人の説明を聞いてください。どの

ようなことに気をつけなければいけませんか。

聞く内容

気象予報士：今日は、降水確率は80%で、
曇りや雨となるでしょう。次第に天気が回復

に向かい、夕方には雨は上がる見込みで

す。明日は、明け方ごろまで雨の降るところ

があるでしょう。朝の降水確率は80%です
が、9時ごろには晴れて、傘は必要なくなる
でしょう。気温も25度まで上がる予想です。
今日は23度の予想ですので、今日よりも暖
かくなるでしょう。

ホームステイする家の人：家では靴を脱いで、スリッ

パを履いてください。スリッパでAさんの部屋に入っ
てもいいですが、畳の部屋に入るときはスリッパを

脱いでください。畳が傷むので、脱いでくださいね。

質問１

明日のお昼の天気はどうなりますか。 どのようなことに気をつけなくてはいけませんか。正

しいものをすべて選んでください。

□家では靴をはきます

□家ではスリッパをはきます

□自分の部屋ではスリッパをぬぎます

□たたみの部屋ではスリッパをぬぎます

質問２

:·:• 
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「理解すること 読むこと」1/2 

 

 

  

レベル A1 A１

パターン ③学習者と指導者 ③学習者と指導者

生活上の

行為
健康・安全に暮らす 消費活動を行う

ユニット 病院を探す 値段を確認する

カテゴリー 世情を把握するために読むこと 世情を把握するために読むこと

生活

Can do
指定された病院のホームページにアクセスし、診察日や時間を確認することができる。（A1_142) レシートを見て、何がいくらだったのか、値段に間違いはないかなどを確認することができ

る。(A1_ 147)

課題
あなたはクリニックに行きます。火曜日の午後と木曜日の午後に時間があります。診察時間をみて答えてくだ

さい。

友だちに，おにぎりとコカコーラを買ってきてもらいました。コンビニのレシートを見て答え

てください。

質問1 何曜日にクリニックに行きますか。 友だちにいくら払えばいいですか。

質問2 ➖ ➖

質問3 ➖ ➖

読むもの

［ 井上内科圏院 ］ 

| |月 |火 |* | * | • |土 1 日 I
q;00~12:00 ● 

15:00~18:30 ● 

•• 
．．
 休

休

．．
 ●

休

休

沐

セプン・ナイン

六＊＊店
東京●灌区六＊＊4T目1-1

電話 03-1234-9999 レジ1
2023年12月30日（土）20:21

・収書

手轡きおにぎり篇 194 
たまごサンドイッチ 270 
コカコー'J500ml 162 
おいしい水 500ml 108 

合計 734 
（内渭費税疇 ¥54) 
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「理解すること 読むこと」2/2 

 
  

レベル A2

パターン ③学習者と指導者

生活上の

行為
健康・安全に暮らす

ユニット 町の薬局で薬を探す

カテゴリー 世情を把握するために読むこと

生活

Can do

薬のパッケージなどに書かれている注意書きなどの短い簡単なテクストを見て、用法・用量など、

必要な情報を探し出すことができる。(A2 24)

課題
風邪をひいたので薬を飲みます。薬の注意書きを読んで答えてください。

質問1 １日に何回飲みますか。

質問2 13歳の場合，1回にいくつ飲みますか。

質問3

どのような症状の時にこの薬を飲みますか。

読むもの

る々・じ
(:,  

¢
 ．
 

ヽ
｀ ー

，ヽ，，

＾ 
＞ 

..:;・ ‘̀一t... 

タイロンS

カゼの誂迂状（せき．たん．のどの嘱み， くし＜み，
鼻みず，鼻づまり，・寡．M憲）の鴫わ
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「理解すること 書くこと」1/3 

 

レベル A1

パターン ③学習者と指導者

生活上の

行為
消費活動を行う

ユニット クリーニング店を利用する

カテゴリー 記録、メッセージ、書式

生活

Can do

美容院やクリーニング店などで、会員証の申込書に名前、住所など、自分の基本

的な情報を書くことができる。（A1 142）

課題１

あなたは、クリーニング屋の無料会員に申し込みをします。申込書に必要なことを

書いてください。

課題２

あなたは、クリーニング屋の無料会員に申し込みをします。申込書の①②③の欄に

必要なことを書いてください。

No. ( ）

ぴかぴかクリーニング無料会委員申込書

（入会日 年 月）

日

｀゚．（ ） 

お客様カード を鰊年月 8 年 月 8 

フリガナ

お名訂

生年月日 （昭 • 平 ・ 令） 年 月 a 

ご住所 (;= ） 

電誌編サ

メール

アドしス

お名詞

お羮生e 月 e 

ご住所 （〒
一

） 

TEL: 
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「理解すること 書くこと」2/3 

 

レベル A2

パターン ③学習者と指導者

生活上の

行為
働く

ユニット 面接を受ける

カテゴリー 通信

生活

Can do

面接試験の希望日時について、人事担当者に、短い簡単な文でメールを書くことができる。（A2 370）

課題１

あなたは明日友だちと映画に行く約束をしています。待ち合わせをする場所と時間がまだ決まっていません。

あなたから、待ち合わせの場所と時間を提案するメールを書いて友だちに送ってください。そのときに次のこと

を書いてください。

A. メールを書いた目的を書いてください。
B.待ち合わせの場所と時間を書いてください。

課題２

あなたは、アルバイトの面接試験について、会社から面接の希望日時を確認するメールをもらいました。あな

たの都合のよい日にちと時間をメールで知らせてください。

メールには次のことを書いてください。

A 連絡をくれたお礼を書いてください。
B 希望する日にちと時間を書いてください。

くフォーム＞

よこたさん

こんにちは．

A 

B 

お返事お待ちしています。

タオ

ダニーさ1

この度はス ーパーABCの面擾I：ご応墨くださ りあリがとうございます．

“C渭わ店事務空て面楼をしまず．
こ't含のよ＼ヽ 田110をお知らせください．i!iJ拷1よだいたい30分ぐらいてず．
．？月JIB（月） 90:00-l6:00 
・8月28 (,J;) 1• : 00-1 7 :00 
・8月3日(*) I▲:OO・l?:00 
それては亀お返皐をお持ちしてお ＇）裏 ず．

スーパーA8C 担出名 田中

スーパーA8C 担当者 田中さま

お世社になっておリま す．ダニーてす．

A 

8 

どうぞよろしくお願いいたします．

ダニー
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「理解すること 書くこと」3/3 

 

レベル B1
パターン ③学習者と指導者

生活上の

行為
情報を収集・発信する

ユニット メールでやりとりする

カテゴリー 通信

生活

Can do

お世話になった人に、感謝の気持ちや近況などについて、ある程度詳しくお礼の手紙やメールなどを

書くことができる。        (B1 759)

課題１

あなたがこれまでお世話になった人（例えば、以前の日本語の先生、来日の手伝いをしてくれた人な

ど）に、近況の報告とこれまでの感謝の気持ちを伝えるメールを書いてください。

・あなたはその人に久しぶりに連絡をします。

・メールを書く目的は、あなたが日本で元気にしていることを伝えることです。その目的に合う近況を選

んで書いてください。

・相手にお世話になったことへの感謝の気持ちを具体的なエピソードを交えて書い

てください。

課題２

先月国へ帰ったときの飛行機で、スーツケースが壊れてしまいました。飛行機で輸送中の事故であるた

め、スーツケースの修理費用を保険会社に請求しようと思います。保険会社に破損の状況を説明する

メッセージを書いてください。

差出人： 且凹四 Ad四ish

宛先： odenok恥komot.com

件名：

●991 

→ ● 9 



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
do

レベル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為（⼤
分類） ⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字（読・
書）の必要

性
備考・補⾜

Ⅰ 1 A1 病院を探す
体の調⼦が悪い時に、周囲の⼈にそ
れを伝え、病院の情報を⼊⼿する。

2 1 2
体の調⼦が悪いとき、「おなかが痛いで
す」「気持ちが悪いです」など、短い簡単
な⾔葉で周りの⼈に伝えることができる。

やり取り A1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

☆選択する病院を
知る 無

Ⅰ 1 A1 病院を探す
体の調⼦が悪い時に、周囲の⼈にそ
れを伝え、病院の情報を⼊⼿する。

2 1 5
＜5a＞ 健康診断や定期検診などで指定され
 た病院のホームページにアクセスし、診察
⽇や時間を確認することができる。

読むこと A1
診療科を区別で
きる。

やり取り Ⅰ 健康・安全に
暮らす

☆選択する病院
を知る

有

健診は年に1回位しか
なく⾮⽇常的なの
で、ユニットでは周
りの⼈から聞いた病
院としたい。

Ⅰ 2 A2
病院で診察を受け
る(初診）

診察の⼿順（受付〜問診票の記載〜
受診を理解し、医師の診察を受け
る。

2 0.25 8
病院の受付などで、「初めてですか」「保
険証はありますか」などの基本的な質問に
答えることができる。

やり取り A1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・初診の場合の
受診の仕⽅につ
いて

無

Ⅰ 2 A2
病院で診察を受け
る(初診）

診察の⼿順（受付〜問診票の記載〜
受診を理解し、医師の診察を受け
る。

2 1 9

分からないことについて質問することがで
きれば、病院の受付で、問診票に名前・住
所、体温を書いたり、「どんな症状か」
「いつからか」などの選択式の簡単な質問
に答えたりすることができる。

書くこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・初診の場合の
受診の仕⽅につ
いて

有

Ⅰ 2 A2
病院で診察を受け
る(初診）

診察の⼿順（受付〜問診票の記載〜
受診を理解し、医師の診察を受け
る。

2 0.25 10

⾃分に向かってゆっくりとはっきりと話さ
れれば、「⼝を⼤きく開けてください」
「よく休んでください」「薬を1⽇3回飲ん
でください」など、医者のごく簡単な指⽰
を聞いて、理解することができる。

聞くこと A1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・初診の場合の
受診の仕⽅につ
いて

無

Ⅰ 2 A2
病院で診察を受け
る(初診）

診察の⼿順（受付〜問診票の記載〜
受診）を理解し、医師の診察を受け
る。

2 0.5 11

かかりつけの病院での診察のとき、体のど
こがどのくらい、いつごろから痛いかなど
の⾃分の体調や症状に関する簡単な質問に
対して、短い簡単な⾔葉で答えることがで
きる

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・初診の場合の
受診の仕⽅につ
いて

無

Ⅰ 3 A2
医師から薬を処⽅
される

医師の診断を聞き、薬局に⾏く。 1 0.5 15

<15a>医者からの病気への簡単な対処法、
⽣活上の基本的な留意点、薬の種類につい
ての簡単な説明や指⽰を聞いて理解するこ
とができる。

聞くこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・医療機関及び
薬局での薬の受
け取り⽅につい
て

無 薬の種類を追加

Ⅰ 3 A2
医師から薬を処⽅
される

医師の診断を聞き、薬局に⾏く。 1 0.5 17

医療機関の受付などで処⽅せんを受け取っ
たとき、近所の薬局の場所を尋ね、ゆっく
りとはっきりと話されれば、答えを理解す
ることができる。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・医療機関及び
薬局での薬の受
け取り⽅につい
て

有 薬局までの地図？メ
モ？を読む。

Ⅰ 4 A2
調剤薬局で薬をも
らう

調剤薬局で医師に処⽅された薬を受
け取る。

2 1 22

分からない点について質問することができ
れば、アレルギーの有無や既往歴、⽣活習
慣などに関する薬局の⽤紙（初回患者質問
票）の質問を理解し、適切な答えを選ぶこ
とができる。

書くこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・医療機関及び
薬局での薬の受
け取り⽅につい
て

有 薬局の種類

Ⅰ 4 A2
調剤薬局で薬をも
らう

調剤薬局で医師に処⽅された薬を受
け取る。

2 1 21

<21a> 症状に合った薬を探すために、調剤
薬局で薬剤師に、症状や服⽤している薬な
どを簡単に説明しながら、薬に対する⾃分
の希望を述べることができる。

やり取り B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・医療機関及び
薬局での薬の受
け取り⽅につい
て

無 ユニットでは調剤薬
局としたい

Ⅰ 5 A2
病院で健康診断を
受ける

健康診断の⼿順をしり、健康診断を
受ける。

2 1 26

<26a>健康診断 や予防接種を受けるとき
に、医者や看護師などから、注意事項や検
診の⼿順などについての簡単な説明や指⽰
を聞いて、理解することができる。

聞くこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 無

ユニット４内では、
健康診断に特化した
い（予防接種はユ
ニット11で触れる）

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。

資料３．生活Can doユニット



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
do

レベル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為（⼤
分類） ⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字（読・
書）の必要

性
備考・補⾜

Ⅰ 5 A2
病院で健康診断を
受ける

健康診断の⼿順をしり、健康診断を
受ける。

2 1 12

病院などで、医者や看護師による尿検査や
⾎液検査、レントゲン撮影の⼿順などの簡
単な説明や指⽰を聞いて、理解することが
できる。

聞くこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 無

Ⅰ 6 A2
おすすめの⻭科医
院を予約する

近所の⼈や友⼈におすすめの⻭科医
院を尋ね情報収集をし、電話で受診
予約をする。

2 0.5 3

<3a>近所の 病院歯科医院について、場所や
様⼦などの簡単な情報を友⼈に質問し、い
くつかの簡単な答えを理解することができ
る。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

☆選択する病院
を知る

無 ユニットでは⻭科医
院としたい

Ⅰ 6 A2
おすすめの⻭科医
院を予約する

近所の⼈や友⼈におすすめの⻭科医
院を尋ね情報収集をし、電話で受診
予約をする。

2 0.5 7
近所の⻭医者について、対応の仕⽅や技術
などの詳しい評判を、友⼈に質問したり、
答えたりすることができる。

やり取り B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

☆選択する病院
を知る

有 HPなどを⼀緒に⾒る

Ⅰ 6 A2
おすすめの⻭科医
院を予約する

近所の⼈や友⼈におすすめの⻭科医
院を尋ね情報収集をし、電話で受診
予約をする。

2 1 6

電話で病院や⻭医者の予約をするとき、
ゆっくりとはっきりと話されれば、名前や
電話番号、⽇時、診察理由など病院のス
タッフの質問に答えることができる。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

☆選択する病院
を知る

無

Ⅰ 7 B1 診療科を探す
体調不良の際に、どの病院の何科を
受診すれば良いか、HPを⾒たり医療
相談窓⼝に聞いたりして調べる。

2 1 1

適切な医療機関を選ぶために、病院のサイ
トなどの、ある程度⻑い⽂章に⽬を通し
て、診療科⽬や診療内容など、必要な情報
を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・医療相談窓⼝
の問い合わせ先
の調べ⽅につい
て

有 診療科名

Ⅰ 7 B1 診療科を探す
体調不良の際に、どの病院の何科を
受診すれば良いか、HPを⾒たり医療
相談窓⼝に聞いたりして調べる。

2 1 4

<4a>体調が悪く、休⽇・夜間診療窓⼝ 医療
 相談窓⼝に電話したときに、相談員に⾃分
の症状や体調の変化について、順序⽴てて
説明することができる。

発表 B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・医療相談窓⼝
の問い合わせ先
の調べ⽅につい
て

無 休⽇・夜間診療所の
お知らせ

Ⅰ 8 B1
診察室でけがの症
状を説明する

急な怪我で医師の診察を受ける際
に、状況や既往症について説明を
し、適切な治療を受ける。

3 1 14

けがをして、病院で診察を受けているとき
に、医者に受傷時の状況や痛みの状態など
について、順序⽴てて説明することができ
る。

発表 B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 無

Ⅰ 8 B1
診察室でけがの症
状を説明する

急な怪我で医師の診察を受ける際
に、状況や既往症について説明を
し、適切な治療を受ける。

3 0.5 13

病院などで、症状や過去の病気などに関す
る質問に対して、ある程度正確に答え、内
容によっては主体的に話を展開させること
ができる。

やり取り B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 無

Ⅰ 8 B1
診察室でけがの症
状を説明する

急な怪我で医師の診察を受ける際
に、状況や既往症について説明を
し、適切な治療を受ける。

3 1.5 16

病院で治療⽅針について医者と相談すると
き、複数の治療⽅法の詳細な説明を聞いて
内容を理解し、⾃分の希望や条件を明確に
伝えながら話し合うことができる。

やり取り B2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 無

Ⅰ 9 A2
街の薬局で薬を探
す

街の薬局（ドラッグストア）で、⾃
分が欲しい薬を探したり定員に聞い
たりして⼊⼿する。

2 0.25 20
以前も⽤いた薬であったり、⾃分が知って
いる薬であったりする場合は、ラベルを⾒
て確認することができる。

読むこと A1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・薬のパッケー
ジに書かれてい
る内容について

有

Ⅰ 9 A2
街の薬局で薬を探
す

街の薬局（ドラッグストア）で、⾃
分が欲しい薬を探したり定員に聞い
たりして⼊⼿する。

2 0.5 24

薬のパッケージなどに書かれている注意書
きなどの短い簡単な表⽰を⾒て、⽤法・⽤
量など、必要な情報を探し出すことができ
る。

読むこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・薬のパッケー
ジに書かれてい
る内容について

有

Ⅰ 9 A2
街の薬局で薬を探
す

街の薬局（ドラッグストア）で、⾃
分が欲しい薬を探したり定員に聞い
たりして⼊⼿する。

2 0.25 18
薬店で欲しい薬の種類や量などを聞かれた
とき、短い簡単な⾔葉で答えることができ
る。

やり取り A1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・薬のパッケー
ジに書かれてい
る内容について

無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
do

レベル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為（⼤
分類） ⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字（読・
書）の必要

性
備考・補⾜

Ⅰ 9 A2
街の薬局で薬を探
す

街の薬局（ドラッグストア）で、⾃
分が欲しい薬を探したり定員に聞い
たりして⼊⼿する。

2 0.5 19

薬局・薬店で薬を買うとき、薬剤師や店員
に⾃分の状況を伝え、薬剤師からの症状や
薬に関する簡単な質問に答えることができ
る。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 無

Ⅰ 10 A2
街の薬局で薬を探
す

街の薬局（ドラッグストア）で、⾃
分が欲しい薬を探したり定員に聞い
たりして⼊⼿する。

2 0.5 23

薬局・薬店で、薬の説明書を⾒ながら説明
されれば、薬剤師や店員からの薬の名前や
効果、⽤法・⽤量などの簡単な説明や指⽰
を聞いて、理解することができる。

聞くこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 有

Ⅰ 10 A2
インフルエンザな
ど流⾏病について
情報収集する

インフルエンザなどの流⾏病に関し
て、ニュースを⾒たり友達に聞いた
りしながら最新の情報を⼊⼿する。

2 1 29

インフルエンザなど、最近流⾏している病
気に関するテレビニュースなどを⾒て、病
名や状況など、内容を⼤まかに理解するこ
とができる。

聞くこと A2 ニュースを読む 読むこと Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⾃治体の実施
する検診や予防
接種について

有

Ⅰ 10 A2
インフルエンザな
ど流⾏病について
情報収集する

インフルエンザなどの流⾏病に関し
て、ニュースを⾒たり友達に聞いた
りしながら最新の情報を⼊⼿する。

2 1 27

インフルエンザなど他の⼈に移りやすい病
気が流⾏したとき、どんな予防⽅法を取れ
ばいいかなどについて、友⼈に質問した
り、質問に答えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⾃治体の実施
する検診や予防
接種について

無

Ⅰ 11 B1
予防接種について
調べる

インフルエンザなどのワクチンに関
するニュースを⾒たり、役所のお知
らせを読んだりして、ワクチンを受
けるための情報を⼊⼿する。

2 1 30

<30a>インフルエンザのワクチンなど、 最

 近流行している病気に関するテレビニュー
スなどを⾒て、映像やテロップを頼りに、
接種方法 予防法や対処法など、主要な情報
を理解することができる。

聞くこと B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⾃治体の実施
する検診や予防
接種について

有

Ⅰ 11 B1
予防接種について
調べる

インフルエンザなどのワクチンに関
するニュースを⾒たり、役所のお知
らせを読んだりして、ワクチンを受
けるための情報を⼊⼿する。

2 1 25

<25a>役所のお知らせやウェブサイトに
載っている 健康診断予防接種についてのあ
る程度⻑い⽂章に⽬を通して、⽇時や場
所、費⽤、⾃分が対象者にあてはまるかな
ど、必要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⾃治体の実施
する検診や予防
接種について

有

Ⅰ 12 A2 ハラル⾷品を探す
⾷品表⽰ラベルを読んだり、店員に
聞いたりして、必要な情報を探す。

2 1 32

⾷品表⽰ラベルなどの短い簡単な⽂を⾒
て、消費期限、原材料、産地、ハラルかど
うかなど、必要な情報を探し出すことがで
きる。

読むこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⾷品表⽰ラベ
ルに書いてある
内容について

有

Ⅰ 12 A2 ハラル⾷品を探す
⾷品表⽰ラベルを読んだり、店員に
聞いたりして、必要な情報を探す。

2 1 31

スーパーやコンビニなどの店員に、原材料
や産地、賞味期限、ハラルかどうかなどに
ついて質問し、いくつかの簡単な答えを理
解することができる。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⾷品表⽰ラベ
ルに書いてある
内容について

無

Ⅰ 13 B1
地域の祭りにス
タッフとして参加
する

地域の祭りスタッフになった際に、
調理係に衛⽣に関する確認をした
り、⾷品の購⼊に関して店員に安全
を確認したりする。また、来客に⼿
指消毒を促し安全なイベントを⾏
う。

2 0.5 34

地域のお祭りやイベントなどで調理をする
ために、⼀緒に調理を担当する⼈に、⾝だ
しなみや⼿洗い、⾷品の取扱いや保存など
の衛⽣管理に関するルールや⽅法などにつ
いて確認や指⽰をしたり、受けたりするこ
とができる。

やり取り B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・地域のお祭り
やイベントにつ
いて

無

Ⅰ 13 B1
地域の祭りにス
タッフとして参加
する

地域の祭りスタッフになった際に、
調理係に衛⽣に関する確認をした
り、⾷品の購⼊に関して店員に安全
を確認したりする。また、来客に⼿
指消毒を促し安全なイベントを⾏
う。

2 0.5 36

室内や⼿などを正しく消毒をするために、
それぞれの消毒液の取り扱いについての簡
単な説明を読み、⽤法・⽤量や使⽤できる
もの、注意点などについて重要な情報を理
解することができる。

読むこと B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・薬品等に書い
てある説明書き
の内容について

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
do

レベル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為（⼤
分類） ⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字（読・
書）の必要

性
備考・補⾜

Ⅰ 13 B1
地域の祭りにス
タッフとして参加
する

地域の祭りスタッフになった際に、
調理係に衛⽣に関する確認をした
り、⾷品の購⼊に関して店員に安全
を確認したりする。また、来客に⼿
指消毒を促し安全なイベントを⾏
う。

2 1 33

<33a>スーパーなどで買い物をするとき、
⾷の安全性を考えて商品を選ぶために、店
の⼈にハラルかどうか、産地、栽培・飼育
⽅法、遺伝⼦組み換え⾷品であるかなどに
ついて質問し、ある程度詳細な説明を理解
することができる。

やり取り B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⾷品表⽰ラベ
ルに書いてある
内容について

無

Ⅰ 14 A1
⼯事の状況を理解
する

道路⼯事の状況を理解することがで
きる。

2 1 40

ゆっくりとはっきりと話されれば、道路⼯
事現場の交通誘導スタッフの「停⽌してく
ださい」「お待ちください」などごく簡単
な指⽰を聞いて、理解することができる。

聞くこと A1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 無

Ⅰ 14 A1
⼯事の状況を理解
する

道路⼯事の状況を理解することがで
きる。

2 1 38

イラストなどの⼿掛かりがあれば、街中や
施設内にある「禁煙」「⽴⼊禁⽌」「撮影
禁⽌」「⼯事中」「危険」などの⾮常に短
い注意書きや看板を⾒て、警告されている
内容を確認することができる。

読むこと A1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⽇本の道路標
識について

有

Ⅰ 15 A2
交通安全や防犯に
関する講習を受け
る

地域で開催された講習に参加し、交
通安全や防犯に対する意識を⾼め
る。

2 0.5 45

<45a> 携帯電話店などで、店員による携帯
電話などのロック設定の⽅法などの簡単な
説明や指⽰を聞いて、理解することができ
る。

聞くこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 無

地域住⺠と⼀緒に
講習を受けたり、
授業に参加してい
ただいたりすると
よい。

Ⅰ 15 A2
交通安全や防犯に
関する講習を受け
る

地域で開催された講習に参加し、交
通安全や防犯に対する意識を⾼め
る。

2 1 37

地域などで発⾏している、外国⼈向けの交
通安全や防犯についてのパンフレットの短
い簡単な⽂を⾒て、交通事故や⾞上狙いを
避けるために、必要な情報を探し出すこと
ができる。

読むこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⽇本で起こり
うる事故や事件
とその対策につ
いて

有

地域住⺠と⼀緒に
講習を受けたり、
授業に参加してい
ただいたりすると
よい。

Ⅰ 15 A2
交通安全や防犯に
関する講習を受け
る

地域で開催された講習に参加し、交
通安全や防犯に対する意識を⾼め
る。

2 0.5 39

道路標識と共に表⽰されている補助標識
「歩⾏者横断多し」「⾃転⾞を除く」など
の短い簡単な説明を読んで、禁⽌や注意事
項など、いくつかの情報を理解することが
できる。

読むこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⽇本の道路標
識について

有

地域住⺠と⼀緒に
講習を受けたり、
授業に参加してい
ただいたりすると
よい。

Ⅰ 16 A2
盗難や事故など
の、緊急事態に対
応する

盗難や事故などの予期しないトラブ
ルに遭った時の対処⽅法を理解す
る。

3 1 46

盗難などの予期しないトラブルに遭ったと
き、110番に電話し、事故か事件か、いつ
か、何が起きたか、場所はどこか、など定
型の簡単で直接的な質問に答えることがで
きる。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・警察へ通報す
る⽅法について

無

地域住⺠と⼀緒に
講習を受けたり、
授業に参加してい
ただいたりすると
よい。

Ⅰ 16 A2
盗難や事故など
の、緊急事態に対
応する

盗難や事故などの予期しないトラブ
ルに遭った時の対処⽅法を理解す
る。

3 1 47

盗難などの予期しないトラブルに遭ったと
き、どうしたらよいか⾝近な⼈に短い簡単
な⾔葉で質問したり、答えたりすることが
できる。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⽇本で起こり
うる事故や事件
とその対策につ
いて

無

地域住⺠と⼀緒に
講習を受けたり、
授業に参加してい
ただいたりすると
よい。

Ⅰ 16 A2
盗難や事故など
の、緊急事態に対
応する

盗難や事故などの予期しないトラブ
ルに遭った時の対処⽅法を理解す
る。

3 1 51

交通事故の現場に居合わせたとき、119番に
電話し、⽕事か救急か、場所はどこか、誰
がどんな様⼦かなどについての質問に短い
簡単な⾔葉で答えることができる。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・消防署へ通報
する⽅法につい
て

無

地域住⺠と⼀緒に
講習を受けたり、
授業に参加してい
ただいたりすると
よい。

Ⅰ 17 B1
回覧板を読んで、
防犯対策をする

防犯対策をするために、回覧板や学
校からのメールを読んで理解した
り、防犯グッズを買ったりして準備
する。

2 0.5 42

役所や警察が出している防犯に関するちら
しやパンフレットの簡単な記事を読んで、
空き巣を避ける⼾締りの⽅法や特殊詐欺の
発⽣情報など安全に暮らすための重要な情
報を理解することができる。

読むこと B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⽇本で起こり
うる事故や事件
とその対策につ
いて

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
do

レベル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為（⼤
分類） ⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字（読・
書）の必要

性
備考・補⾜

Ⅰ 17 B1
回覧板を読んで、
防犯対策をする

防犯対策をするために、回覧板や学
校からのメールを読んで理解した
り、防犯グッズを買ったりして準備
する。

2 1 43

地域のエリアメールや学校の保護者向け
メールなど、地域の安全情報に関する簡単
なお知らせを読んで、不審者情報や盗難被
害などについての重要な情報を理解するこ
とができる。

読むこと B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⽇本で起こり
うる事故や事件
とその対策につ
いて

有

Ⅰ 17 B1
回覧板を読んで、
防犯対策をする

防犯対策をするために、回覧板や学
校からのメールを読んで理解した
り、防犯グッズを買ったりして準備
する。

2 0.5 44

空き巣対策のために、ホームセンターなど
でセンサーライトや防犯ステッカーなどの
防犯グッズを探すとき、店員に商品の使⽤
⽅法や防犯効果などについて質問し、ある
程度詳細な説明を理解することができる。

やり取り B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⽇本で起こり
うる事故や事件
とその対策につ
いて

無

Ⅰ 18 B1
被害にあった時に
相談する

⾃転⾞盗難や⾞上荒らしの被害に
遭ったときに、近所の⼈に相談し、
警察へ被害届を出したり、保険会社
へ説明したりする。

3 0.5 49
盗難などの予期しないトラブルに遭ったと
き、近所の⼈にその状況について簡単に説
明し、相談することができる。

やり取り B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 無

Ⅰ 18 B1
被害にあった時に
相談する

⾃転⾞盗難や⾞上荒らしの被害に
遭ったときに、近所の⼈に相談し、
警察へ被害届を出したり、保険会社
へ説明したりする。

3 0.5 48
⾃分が被害を受けた盗難などの予期しない
トラブルについて、警察官や近所の⼈など
に順序⽴てて詳細に述べることができる。

発表 B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・警察へ届出の
仕⽅について

無

Ⅰ 18 B1
被害にあった時に
相談する

⾃転⾞盗難や⾞上荒らしの被害に
遭ったときに、近所の⼈に相談し、
警察へ被害届を出したり、保険会社
へ説明したりする。

3 1 50

⾃転⾞盗や空き巣など犯罪の被害に遭った
時に、いつ、どこで、何が起こったかなど
の内容を盗難届や被害届などにある程度詳
しく書くことができる。

書くこと B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・警察へ届出の
仕⽅について

有

Ⅰ 18 B1
被害にあった時に
相談する

⾃転⾞盗難や⾞上荒らしの被害に
遭ったときに、近所の⼈に相談し、
警察へ被害届を出したり、保険会社
へ説明したりする。

3 1 54

交通事故にあったとき、保険会社に電話を
して、 担当者に事故発⽣時の状況や現在の
状態などについて、順序⽴てて説明するこ
とができる。

発表 B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・保険会社への
連絡の仕⽅につ
いて

無

Ⅰ 19 A1
避難訓練を受ける
①
避難する

地域で避難訓練を受ける１ 2 1 59

地図を⾒ながら、防災メモに、⾃宅から近
い避難所の名前、家族と離れてしまったと
きの集合場所などを書き込むことができ
る。

書くこと A1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・避難所や避難
場所について

有

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

Ⅰ 19 A1
避難訓練を受ける
①
避難する

地域で避難訓練を受ける１ 2 1 62

学校や職場などで地震発⽣時に避難するた
め、ゆっくりとはっきりと話されれば、
「気を付けてください」「⾛らないでくだ
さい。」など、ごく簡単なアナウンスを聞
いて、理解することができる。

聞くこと A1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・避難所や避難
場所について

無

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

Ⅰ 20 A2 消防訓練を受ける 地域で消防訓練を受ける。 2 0.5 70

消防訓練で、消防⼠に⽬の前で消⽕器の使
い⽅などを⾒せてもらいながら、消⽕器や
消⽕栓の場所や使い⽅などの簡単な説明や
指⽰を聞いて、理解することができる。

聞くこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・消⽕器や消⽕
栓について

無

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

Ⅰ 20 A2 消防訓練を受ける 地域で消防訓練を受ける。 2 1.5 72

⽕事が起きたとき、119番に電話し、⽕事か
救急か、何が燃えているか、場所はどこか
などについて、短い簡単な⾔葉で質問に答
えることができる。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・消防署へ通報
する⽅法につい
て

無

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
do

レベル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為（⼤
分類） ⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字（読・
書）の必要

性
備考・補⾜

Ⅰ 21 A2

避難訓練を受ける
②
避難所について理
解する

地域で避難訓練を受ける２。
地域で避難所の場所を確認したり、
避難所での過ごし⽅に関する説明を
受けたりして、避難所について理解
する。

2 0.5 67

映像と実況説明がほとんど重なるならば、
台⾵や地震、津波を伝えるテレビニュース
を⾒て、内容を⼤まかに理解することがで
きる。

聞くこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・⽇本で起こり
うる災害につい
て

無

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

Ⅰ 21 A2

避難訓練を受ける
②
避難所について理
解する

地域で避難訓練を受ける２。
地域で避難所の場所を確認したり、
避難所での過ごし⽅に関する説明を
受けたりして、避難所について理解
する。

2 0.5 55

地域などで発⾏している、外国⼈向けの防
災パンフレットなどの短い簡単な⽂を読ん
で、避難所の位置や準備しておいた⽅がい
いものなど、いくつかの情報を理解するこ
とができる。

読むこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・避難所や避難
場所について

有

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

Ⅰ 21 A2

避難訓練を受ける
②
避難所について理
解する

地域で避難訓練を受ける２。
地域で避難所の場所を確認したり、
避難所での過ごし⽅に関する説明を
受けたりして、避難所について理解
する。

2 1 63

災害に関する体験型ワークショップなど
で、グループの⼈と作業を進めるために、
短い簡単な⾔葉で確認や指⽰をしたり、受
けたりすることができる。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・避難訓練等の
内容について

無

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

Ⅰ 22 A2

避難訓練を受ける
③
災害の情報を知
り、近所の⼈と避
難をする

地域で避難訓練を受ける３。
災害時の緊急放送を聞いたり、声の
掛け⽅を教わったりする訓練を受け
る。

2 0.75 69

災害時の緊急放送などを聞いて、災害の種
類、規模、発⽣場所、避難が必要かどうか
など、主要な情報を理解することができ
る。

聞くこと B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・災害時のラジ
オ放送の内容に
ついて

無

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

Ⅰ 22 A2

避難訓練を受ける
③
災害の情報を知
り、近所の⼈と避
難をする

地域で避難訓練を受ける３。
災害時の緊急放送を聞いたり、声の
掛け⽅を教わったりする訓練を受け
る。

2 0.5 65

地震や洪⽔などの災害で避難するとき、
困った様⼦の⼈に、「⼤丈夫ですか」「歩
けますか」など、相⼿を気遣う短い簡単な
⾔葉で話しかけることができる。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 無

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

Ⅰ 22 A2

避難訓練を受ける
③
災害の情報を知
り、近所の⼈と避
難をする

地域で避難訓練を受ける３。
災害時の緊急放送を聞いたり、声の
掛け⽅を教わったりする訓練を受け
る。

2 0.75 57
近所の⼈に、緊急時の避難場所やそこへの
⾏き⽅について質問し、いくつかの簡単な
答えを理解することができる。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・避難所や避難
場所について

無

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

Ⅰ 23 A2

避難訓練を受ける
④
避難後の⽣活につ
いて理解する

地域で避難訓練を受ける４。
災害時に、⾷料や⽔の配給を受けた
り、電気ガス⽔道が復旧したりする
ための情報を⼊⼿する。

2 0.5 66

災害時に⾷料を確保するために、避難所の
掲⽰板などの短い簡単なお知らせを⾒て、
配給場所や配給時間など、必要な情報を探
し出すことができる。

読むこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 有

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

Ⅰ 23 A2

避難訓練を受ける
④
避難後の⽣活につ
いて理解する

地域で避難訓練を受ける４。
災害時に、⾷料や⽔の配給を受けた
り、電気ガス⽔道が復旧したりする
ための情報を⼊⼿する。

2 0.5 68

台⾵や地震などの発⽣時に⽔道が⽌まった
とき、近所の⼈にいつ・どこに給⽔⾞が来
るかや、⾷料配布について質問し、いくつ
かの簡単な答えを理解することができる。

やり取り A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす 無

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

Ⅰ 23 A2

避難訓練を受ける
④
避難後の⽣活につ
いて理解する

地域で避難訓練を受ける４。
災害時に、⾷料や⽔の配給を受けた
り、電気ガス⽔道が復旧したりする
ための情報を⼊⼿する。

2 1 102

電気・ガス・⽔道などの使⽤に関するガイ
ドブックの、ある程度⻑い⽂章に⽬を通し
て、災害時や緊急時の対処法や緊急時の連
絡先など、安全に使⽤するために必要な情
報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する 有

地域住⺠と⼀緒に訓
練を受けたり、授業
に参加していただい
たりするとよい

Ⅰ 24 B1
防災訓練でアナウ
ンスをする

防災訓練でアナウンスをする。 1 0.1 73

⾃治会・町内会などで⾏う防災訓練で、台
本を時々⾒ることができれば、「地震で
す」や「落ち着いて⾏動してください」な
どの短い簡単なアナウンスをすることがで
きる。

発表 A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・防災訓練の内
容について

無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
do

レベル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為（⼤
分類） ⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字（読・
書）の必要

性
備考・補⾜

Ⅰ 24 B1
防災訓練でアナウ
ンスをする

防災訓練でアナウンスをする。 1 0.7 74

⾃治会・町内会などで⾏う防災訓練で、練
習してあれば、災害の発⽣状況や避難指⽰
などについてのある程度の⻑さがある、聞
きやすいアナウンスをすることができる。

発表 B1
アナウンスを正
しく理解するこ
とができる

聞くこと Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・防災訓練の内
容について

無

Ⅰ 24 B1
防災訓練でアナウ
ンスをする

防災訓練でアナウンスをする。 1 0.2 75

⾃治会・町内会などで⾏う防災訓練で、災
害の発⽣状況やその推移、避難指⽰など、
明快に流暢にごく⾃然にアナウンスをする
ことができる。

発表 B2
仲介として、⺟
語・外国語でア
ナウンスする。

(仲介) Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・防災訓練の内
容について

無
仲介として、⺟語・
外国語でアナウンス
する。

Ⅰ 25 B1

地域の防災訓練に
参加する（地震、
台⾵など避難を伴
うもの）

地域の防災訓練で地震や台⾵などの
時に避難する⽅法を理解する。

2 1 56
市報やパンフレットなどの防災に関する簡
単な記事を読んで、緊急避難時に関する重
要な情報を理解することができる。

読むこと B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・避難訓練等の
内容について

有

Ⅰ 25 B1

地域の防災訓練に
参加する（地震、
台⾵など避難を伴
うもの）

地域の防災訓練で地震や台⾵などの
時に避難する⽅法を理解する。

2 1 61

地震や台⾵などの災害時の対応 緊急時につ
いて、⾝の守り⽅や避難⽅法などの詳しい
情報を、近所の⼈などに質問したり、答え
たりすることができる。

やり取り B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・避難訓練等の
内容について

無

Ⅰ 26 B1
地域の防災訓練に
参加する(⽕事）

地域の防災訓練で、消⽕活動につい
て理解する。

2 1 41

地域の防災訓練などで、町内会の⼈と消⽕
訓練を⾏うために、訓練の詳細について確
認や指⽰をしたり、受けたりすることがで
きる。

やり取り B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・防災訓練の内
容について

無 地域の訓練として⾏
う

Ⅰ 26 B1
地域の防災訓練に
参加する(⽕事）

地域の防災訓練で、消⽕活動につい
て理解する。

2 1 71
消⽕器や消⽕栓などに書いてある使い⽅の
簡単な説明を読んで、操作⽅法や注意点な
ど主要な情報を理解することができる。

読むこと B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

・消⽕器や消⽕
栓について

有

Ⅰ 27 A2
地域の防災訓練に
参加する（救急）

地域の防災訓練で、AEDの使い⽅
や、その他の健康や安全に関する情
報を理解する。

3 1 52

救急救命研修などで、救急救命⼠に⽬の前
でAEDの使い⽅などを⾒せてもらいなが
ら、AEDから流れる機材の使い⽅や注意な
どの⾳声ガイドの説明や指⽰を聞いて、理
解することができる。

聞くこと B1 Ⅰ 健康・安全に
暮らす ・AEDについて 無

Ⅰ 27 A2
地域の防災訓練に
参加する（救急）

地域の防災訓練で、AEDの使い⽅
や、その他の健康や安全に関する情
報を理解する。

3 1 28

病院などに掲⽰してある病気に関するポス
ターなどの短い簡単な説明⽂を読んで、流
⾏している病気の症状や対処法など、いく
つかの情報を理解することができる。

読むこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

Ⅰ 27 A2
地域の防災訓練に
参加する（救急）

地域の防災訓練で、AEDの使い⽅
や、その他の健康や安全に関する情
報を理解する。

3 1 35

スポーツクラブ、シェアハウス、温泉など
の公衆のトイレ・浴室などに貼ってある掲
⽰物やポスターなどの短い簡単な説明を読
んで、禁⽌や注意事項など、いくつかの情
報を理解することができる。

読むこと A2 Ⅰ 健康・安全に
暮らす

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単位
時間の⽬
安（1＝
45分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの⾔語
活動

Can 
do

レベル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為（⼤
分類） ⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字（読・
書）の必要

性
備考・補⾜

Ⅱ 1 A2 賃貸物件を探す
友⼈に聞いたり、不動産の張り紙や
ウェブサイトを⾒たりして、物件情
報を調べる

2 1 80

友⼈に、これから住みたいところやその理
由などについて、短い簡単な⾔葉でコメン
トや質問をしたり、質問に答えたりするこ
とができる。

やり取り A2 Ⅱ 住居を確保・
維持する

☆情報収集⽅法
を理解する

無

Ⅱ 1 A2 賃貸物件を探す
友⼈に聞いたり、不動産の張り紙や
ウェブサイトを⾒たりして、物件情
報を調べる

2 0.7 79

不動産屋などに貼り出してある物件情報な
どの短い簡単な⽂章で書かれた掲⽰物を⾒
て、家賃や広さ、所在地など、必要な情報
を探し出すことができる。

読むこと A2 Ⅱ 住居を確保・
維持する

☆住居の選択肢
を理解する

有

Ⅱ 1 A2 賃貸物件を探す
友⼈に聞いたり、不動産の張り紙や
ウェブサイトを⾒たりして、物件情
報を調べる

2 0.3 76

いくつかの賃貸物件を⽐較するちらしや
ウェブサイトなどの物件紹介に⽬を通し
て、それぞれの特徴など、どこを借りるか
決めるために必要な情報を探し出すことが
できる。

読むこと B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

☆情報収集⽅法
を理解する

有

Ⅱ 2 A2
不動産屋で相談す
る

不動産屋の⼈に⾃分の条件を伝えた
り、紹介された物件について詳しく
質問したりする。

2 1 77

不動産屋の⼈に、家賃、間取り、地域、⼊
居予定⽇など⾃分の希望する物件の条件に
ついて、短い簡単な⾔葉で話すことができ
る。

やり取り A2 Ⅱ 住居を確保・
維持する

☆住居の選択肢
を理解する

無

Ⅱ 2 A2
不動産屋で相談す
る

不動産屋の⼈に⾃分の条件を伝えた
り、紹介された物件について詳しく
質問したりする。

2 1 78

不動産屋の⼈に、紹介された物件の間取
り、設備、⽇当たり、駅までの距離や周辺
環境などについて質問し、いくつかの簡単
な答えを理解することができる。

やり取り A2 Ⅱ 住居を確保・
維持する

☆住居の選択肢
を理解する

無

Ⅱ 3 B1 賃貸契約をする(１)
不動産屋で契約書の内容を聞いて確
認する。

2 1 86

不動産屋などで担当者と、契約書の内容を
確認しているとき、家賃の⽀払⽅法、保険
や⼊退去費⽤などについて質問し、聞き返
すこともあるが、ある程度詳細な説明を理
解することができる。

やり取り B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・マンション・
アパートの賃貸
契約について

有 契約書の内容確認の
際、メモの必要あり

Ⅱ 3 B1 賃貸契約をする(１)
不動産屋で契約書の内容を聞いて確
認する。

2 1 87

賃貸契約をするとき、不動産屋に、いつま
でにどのような書類をそろえればよいか、
それらの書類はどこで⼿に⼊るかなど質問
し、聞き返すこともあるが、ある程度詳細
な説明を理解することができる。

やり取り B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・マンション・
アパートの賃貸
契約について

無

Ⅱ 4 B1 引越し業者を探す
引っ越し業者のサービス内容や⾒積
もり料⾦を⽐較する。

2 1 91

⾒積りをとった引越し業者を利⽤するかど
うか判断するために、⾒積りの料⾦内訳
や、簡単な⼝コミ・レビューなどを読ん
で、主要な情報を理解することができる。

読むこと B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・引越し業者の
利⽤について

有

Ⅱ 4 B1 引越し業者を探す
引っ越し業者のサービス内容や⾒積
もり料⾦を⽐較する。

2 1 90

いくつかの引っ越し業者のサービス内容を
⽐較するウェブサイトなどの簡単な記事に
⽬を通して、それぞれのサービス内容や特
徴など、どの引っ越し業者に⾒積もりを頼
むか決めるために必要な情報を探し出すこ
とができる。

読むこと B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・引越し業者の
利⽤について

有

Ⅱ 5 A2
引越し業者に依頼
する

引っ越し業者にサービスを依頼する 2 1 92
引っ越し業者に⽇時の希望や荷物の量など
必要事項を伝え、短い簡単な⾔葉でサービ
スを依頼することができる。

やり取り A2 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・引越し業者の
利⽤について

無

Ⅱ 5 A2
引越し業者に依頼
する

引っ越し業者にサービスを依頼する 2 1 93

引っ越し業者に時期や荷物の量などをある
程度詳しく伝え、他の業者と⽐較するなど
根拠を伝えて値段やサービスの交渉をする
ことができる。

やり取り B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・引越し業者の
利⽤について

無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単位
時間の⽬
安（1＝
45分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの⾔語
活動

Can 
do

レベル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為（⼤
分類） ⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字（読・
書）の必要

性
備考・補⾜

Ⅱ 6 B1
引越しで気をつけ
ることを友達と話
す

引っ越しをするときに、近所の⼈と
のあいさつや、不⽤品の処分、⽕災
保険の⼿続など、友達に相談する

3 1 97

近所の⼈に引っ越しのあいさつをすると
き、どこで働いているか、家族がどこに住
んでいるかなどの個⼈的な情報について、
短い簡単な⾔葉で話すことができる。

やり取り A2 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・引越しの挨拶
のマナーについ
て

無

Ⅱ 6 B1
引越しで気をつけ
ることを友達と話
す

引っ越しをするときに、近所の⼈と
のあいさつや、不⽤品の処分、⽕災
保険の⼿続など、友達に相談する

3 1 96

引っ越しの際の不要品を処分するために、
役所などの窓⼝の担当者に、廃棄⽅法につ
いて質問し、聞き返すこともあるが、ある
程度詳細な説明を理解することができる。

やり取り B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・⾃治体の粗⼤
ごみ処理につい
て

無

Ⅱ 6 B1
引越しで気をつけ
ることを友達と話
す

引っ越しをするときに、近所の⼈と
のあいさつや、不⽤品の処分、⽕災
保険の⼿続など、友達に相談する

3 1 81

不動産屋などに紹介された物件に関する保
証協会の利⽤や⽕災保険の加⼊など契約時
の⼿続について、ある程度詳しく説明し、
友⼈や知⼈に相談することができる。

やり取り B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・⽕災保険につ
いて
・保証協会につ
いて

無

Ⅱ 7 A2
役所に転出⼊の届
を出す

役所で転⼊届を出すために、事前に
調べたり職員に聞いたりする。

2 0.2 94
分からない点について職員に質問できれ
ば、転⼊届などの書類に、⾃分や家族の個
⼈的な情報を記⼊することができる。

書くこと A1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・転⼊届・転出
届等について

有

Ⅱ 7 A2
役所に転出⼊の届
を出す

役所で転⼊届を出すために、事前に
調べたり職員に聞いたりする。

2 1 95
転⼊届などを出すために、役所の担当者に
簡単な⾔葉で質問したり、答えたりするこ
とができる。

やり取り A2 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・転⼊届・転出
届等について

無

Ⅱ 7 A2
役所に転出⼊の届
を出す

役所で転⼊届を出すために、事前に
調べたり職員に聞いたりする。

2 0.8 89

役所のウェブサイトにある住⺠登録（転
出、転⼊、転居）の⽅法についてのある程
度⻑い⽂章に⽬を通して、⼿続の⽅法や必
要なものなど⼿続きに必要な情報を探し出
すことができる。

読むこと B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・転⼊届・転出
届等について

有

Ⅱ 8 B1
電気・ガス・⽔道
の使⽤を開始する

電気・ガス・⽔道の使⽤開始につい
て調べて、使⽤を申し込む。

3 1 98

役所などが発⾏している、転⼊者向けの⽣
活情報パンフレットなどの、ある程度⻑い
⽂章に⽬を通して、開通の⼿続や⽀払い⽅
法など、電気・ガス・⽔道などを使⽤する
ために必要な情報を探し出すことができ
る。

読むこと B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

☆開始⼿続きに
ついて理解する
☆電圧、ガス種
類、上下⽔道等
について理解す
る

有

Ⅱ 8 B1
電気・ガス・⽔道
の使⽤を開始する

電気・ガス・⽔道の使⽤開始につい
て調べて、使⽤を申し込む。

3 1 101

電気・ガス・⽔道等の使⽤開始⼿続をする
ときに、案内書に書かれた事業所に連絡
し、必要事項を伝え、担当者の質問に答え
ることができる。

やり取り B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

☆開始⼿続きに
ついて理解する
☆電圧、ガス種
類、上下⽔道等
について理解す
る

無

Ⅱ 8 B1
電気・ガス・⽔道
の使⽤を開始する

電気・ガス・⽔道の使⽤開始につい
て調べて、使⽤を申し込む。

3 0.1 100
電気・ガス・⽔道などの利⽤申込書に、⽒
名、住所、電話番号、⽣年⽉⽇など、⾃分
の基本的な情報を書くことができる。

書くこと A1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

☆開始⼿続きに
ついて理解する
☆電圧、ガス種
類、上下⽔道等
について理解す
る

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単位
時間の⽬
安（1＝
45分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの⾔語
活動

Can 
do

レベル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為（⼤
分類） ⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字（読・
書）の必要

性
備考・補⾜

Ⅱ 8 B1
電気・ガス・⽔道
の使⽤を開始する

電気・ガス・⽔道の使⽤開始につい
て調べて、使⽤を申し込む。

3 0.9 99

電気やガスの使⽤を開始するとき、係員に
よる安全装置の仕組み、復旧の⽅法などの
ある程度詳しい説明や指⽰を聞いて、理解
することができる。

聞くこと B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

☆開始⼿続きに
ついて理解する
☆電圧、ガス種
類、上下⽔道等
について理解す
る

有

Ⅱ 9 A2
電気・ガス・⽔道
の料⾦を払う

電気・ガス・⽔道などの公共料⾦を
⽀払う。

2 0.1 103
電気・ガス・⽔道などの公共料⾦の請求書
を⾒て、請求⾦額や使⽤期間など、ごく基
本的な情報を探し出すことができる。

読むこと A1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・公共料⾦の請
求書に書いてあ
る内容について

有

Ⅱ 9 A2
電気・ガス・⽔道
の料⾦を払う

電気・ガス・⽔道などの公共料⾦を
⽀払う。

2 0.9 104

電気・ガス・⽔道などの公共料⾦の請求書
を⾒て、請求⾦額や使⽤期間のほか、⽀払
期限、⽀払⽅法など、必要な情報を探し出
すことができる。

読むこと A2 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・公共料⾦の請
求書に書いてあ
る内容について

有

Ⅱ 9 A2
電気・ガス・⽔道
の料⾦を払う

電気・ガス・⽔道などの公共料⾦を
⽀払う。

2 1 105

記載内容に誤りがある公共料⾦の請求書が
届いたとき、問合せ先の担当者に連絡し、
受け取った請求の内容について、簡単に説
明し、確認することができる。

やり取り B1 Ⅱ 住居を確保・
維持する

・公共料⾦の請
求書に書いてあ
る内容について

無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅲ 1 A2
買い物に必要な情
報を得る（対⾯）

買い物をする際に、店や店の場所、
商品の情報について、対⾯で⼈にた
ずね、必要な情報を得る

3 1 107
友⼈や知⼈から、⾃分が買いたいものを
扱っている店の開店時間や場所などについ
ての簡単な情報を得ることができる。

やり取り A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

☆⽬的によって
店舗の種類を使
い分けることを
知る

無

Ⅲ 1 A2
買い物に必要な情
報を得る（対⾯）

買い物をする際に、店や店の場所、
商品の情報について、対⾯で⼈にた
ずね、必要な情報を得る

3 1 136

店を紹介してもらうために、友⼈に⾃分が
購⼊したい⽣活雑貨や調理器具などの機能
や⽤途について、短い簡単な⾔葉で説明し
たり、質問に答えたりすることができる。

やり取り A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 1 A2
買い物に必要な情
報を得る（対⾯）

買い物をする際に、店や店の場所、
商品の情報について、対⾯で⼈にた
ずね、必要な情報を得る

3 1 137
道に迷ったとき、⽬的地への⾏き⽅につい
て、短い簡単な⾔葉で⼈に質問したり、説
明したりすることができる。

やり取り A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

☆店ごとに受け
られるサービス
と代価を理解す
る

無

Ⅲ 2 A2
買い物に必要な情
報を得る（イン
ターネット）

買いたい商品に関する情報や、⼩売
り業の変化に関する情報について、
インターネットで検索し、必要な情
報を得る

2 1 106

インターネット上にある⽇本の⼩売業に関
する簡単な記事を読んで、商店街の不振、
コンビニ、ネット通販、⼤型商業施設の増
加など、⼩売業の変化について、主要な情
報を理解することができる。

読むこと B1
⼩売業の課題に
ついて話し合う

やり取り
Ⅲ 消費活動を
⾏う

☆⽬的によって
店舗の種類を使
い分けることを
知る

有

Ⅲ 2 A2
買い物に必要な情
報を得る（イン
ターネット）

買いたい商品に関する情報や、⼩売
り業の変化に関する情報について、
インターネットで検索し、必要な情
報を得る

2 1 145
商品情報が書かれた広告などを⾒て、買い
たい商品の材質や使い⽅など、必要な情報
を探し出すことができる。

読むこと A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

有

Ⅲ 3 B1

送られてくるお知
らやガイドブック
から飲⾷店の情報
を得る（読む）

⽇常⽣活に関わる情報について、送
られてくるお知らせを理解したり、
雑誌やガイドブックから必要な情報
を探し出す

1 1 123

県や都市別の旅⾏雑誌やガイドブックなど
の、ある程度⻑い⽂章に⽬を通して、おす
すめの飲⾷店の種類や特徴など、その地域
の外⾷事情を知るために必要な情報を探し
出すことができる。

読むこと B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 4 A2
お店で買い物をす
る

店で店員に必要なことを質問しなが
ら買い物をする

5 0.5 108
店で買物をするとき、買いたいものや個数
を伝えることができる。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 4 A2
お店で買い物をす
る

店で店員に必要なことを質問しなが
ら買い物をする

5 0.5 109

スーパーなどの売り場で、店員に、買いた
いものがどこにあるか尋ね、ゆっくりと
はっきりと話されれば、答えを理解するこ
とができる。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 4 A2
お店で買い物をす
る

店で店員に必要なことを質問しなが
ら買い物をする

5 1 110

デパートなどの店員に、店頭に出ている⾐
料品の他の⾊やサイズがあるかなどについ
て質問し、いくつかの簡単な答えを理解す
ることができる。

やり取り A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 4 A2
お店で買い物をす
る

店で店員に必要なことを質問しなが
ら買い物をする

5 1 111

市場の⽣鮮⾷料品店などで買い物をすると
き、店の⼈に商品の種類、産地、料理⽅法
などについて質問し、ある程度詳細な説明
を理解することができる。

やり取り B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 4 A2
お店で買い物をす
る

店で店員に必要なことを質問しなが
ら買い物をする

5 0.2 117
店や飲⾷店などで、「すみません」などの
表現を使って、店員を呼ぶことができる。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

・⽇本では⼩売
店などで値段交
渉をしない等の
習慣の違いにつ
いて

無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅲ 4 A2
お店で買い物をす
る

店で店員に必要なことを質問しなが
ら買い物をする

5 1 118

店員に、例えば「着てみてもいいですか」
などの覚えた表現を使って、試着できるか
尋ね、ゆっくりとはっきりと話されれば、
答えを理解することができる。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 4 A2
お店で買い物をす
る

店で店員に必要なことを質問しなが
ら買い物をする

5 0.8 120

店で買いたい物があるとき、実物を指さし
ながら、「これ、ください」「あれ、⾒せ
てください」など、短い簡単な⾔葉で頼む
ことができる。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

・⽀払いの⽅法
(キャッシュレ
ス決済等)や
クーポン(割引
券)の利⽤につ
いて

無

Ⅲ 5 A1 値段を確認する
商品の値段を⾒たり聞いたりして確
認する

2 0.5 113
店で商品の値札などを⾒て、値段を確認す
ることができる。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 5 A1 値段を確認する
商品の値段を⾒たり聞いたりして確
認する

2 1 114
店員に、買いたいものの値段を尋ね、答え
を理解することができる。

読むこと A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

有

Ⅲ 5 A1 値段を確認する
商品の値段を⾒たり聞いたりして確
認する

2 0.5 147
レシートを⾒て、何がいくらだったのか、
値段に間違いはないかなどを確認すること
ができる。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

・⼝座開設に必
要なものについ
て

無

Ⅲ 6 A1 店で⽀払いをする
店での⽀払いの際に、可能な⽀払⽅
法について店員に確認する

1 0.5 119

店や飲⾷店などでの⽀払の際に、キャッ
シュレス決済や割引券などのサービスが使
えるかどうか尋ね、ゆっくりとはっきりと
話されれば、答えを理解することができ
る。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 6 A1 店で⽀払いをする
店での⽀払いの際に、可能な⽀払⽅
法について店員に確認する

1 0.5 135

店で代⾦を払うとき、クレジットカードが
使えるかどうか尋ね、ゆっくりとはっきり
と話されれば、答えを理解することができ
る。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

☆⽬的によって
店舗の種類を使
い分けることを
知る

無

Ⅲ 7 A2
レストランに予約
をしてから⾏く

レストランを⾃分で選んで予約をし
てから⾏く

2 1 124

⾷べたい料理について、どこで⾷べられる
か、どこが安い店かなどの簡単な情報を、
友⼈に質問し、いくつかの簡単な答えを理
解することができる。

やり取り A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 7 A2
レストランに予約
をしてから⾏く

レストランを⾃分で選んで予約をし
てから⾏く

2 0.5 125

電話でレストランなどの予約をするとき、
ゆっくりとはっきりと話されれば、名前や
電話番号、⽇時、⼈数などの店員の質問に
答えることができる。

やり取り A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

・⽇本でのベジ
タリアンやハラ
ルフード対応に
ついて

無

鶏⾁、豚⾁、⽜
⾁などの簡単な
漢字
アレルギー表⽰
に出てくる漢字

Ⅲ 7 A2
レストランに予約
をしてから⾏く

レストランを⾃分で選んで予約をし
てから⾏く

2 0.5 127
レストランの⼊⼝で、店員に名前や予約時
間などを聞かれたとき、答えることができ
る。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 8 A1
飲⾷店へ⾏き、メ
ニューを⾒る

飲⾷店へ⾏き、メニューを⾒て内容
を理解する

2 0.5 128
飲⾷店に⼊ったとき、⼈数と、喫煙席か禁
煙席かなどの希望を店員に⾔うことができ
る。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

有

料理名のカタカ
ナ・ひらがな、
鶏⾁、豚⾁、⽜
⾁などの簡単な
漢字

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅲ 8 A1
飲⾷店へ⾏き、メ
ニューを⾒る

飲⾷店へ⾏き、メニューを⾒て内容
を理解する

2 0.5 129

ファストフード店やレストランなどでメ
ニューを⾒て、⾃分が知っている⾷べ物や
飲み物の名前など、いくつかの情報を理解
することができる。

読むこと A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 8 A1
飲⾷店へ⾏き、メ
ニューを⾒る

飲⾷店へ⾏き、メニューを⾒て内容
を理解する

2 1 131
和⾷の店のメニューを読んで、料理の名前
や短い簡単な説明など、いくつかの情報を
理解することができる。

やり取り A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 9 A2
飲⾷店で料理につ
いて質問する

飲⾷店で、注⽂する前に、店員に料
理について質問し、必要な情報を得
る

3 1 126

地域のエスニックレストランなどの飲⾷店
についてよく知っている⼈に、場所や雰囲
気、好みの料理、アレルギーやハラルへの
対応の有無などの希望を詳しく⾔って、必
要な情報を得ることができる。

やり取り B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 9 A2
飲⾷店で料理につ
いて質問する

飲⾷店で、注⽂する前に、店員に料
理について質問し、必要な情報を得
る

3 1 130
飲⾷店の店員に、料理に使われている⾷材
や味などについて質問し、いくつかの簡単
な答えを理解することができる。

読むこと A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

有

料理名のカタカ
ナ・ひらがな、
鶏⾁、豚⾁、⽜
⾁などの簡単な
漢字

Ⅲ 9 A2
飲⾷店で料理につ
いて質問する

飲⾷店で、注⽂する前に、店員に料
理について質問し、必要な情報を得
る

3 1 134

飲⾷店の店員に、信仰上⾷べられないもの
などについて、ある程度詳しく説明し、希
望するとおりの注⽂が受けられるかどう
か、確認することができる。

やり取り B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

・⽀払いの⽅法
(キャッシュレ
ス決済等)や
クーポン(割引
券)の利⽤につ
いて

無

Ⅲ 10 A1 飲⾷店で注⽂する 飲⾷店で必要なものを注⽂する 1 0.2 132

飲⾷店で、サンプルやメニューを指さしな
がら、料理や飲み物を、「これをくださ
い」など簡単な⾔葉で注⽂することができ
る。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 10 A1 飲⾷店で注⽂する 飲⾷店で必要なものを注⽂する 1 0.8 133
飲⾷店などで店員に、料理や飲み物などを
短い簡単な⾔葉で注⽂することができる。

やり取り A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

・⽇本でのベジ
タリアンやハラ
ルフード対応に
ついて

無

鶏⾁、豚⾁、⽜
⾁などの簡単な
漢字
アレルギー表⽰
に出てくる漢字

Ⅲ 11 A1
クリーニング店を
利⽤する

クリーニング店でクリーニングを頼
む

2 0.5 141
クリーニング店にある看板や表⽰を⾒て、
服の種類や料⾦など、ごく基本的な情報を
探し出すことができる。

書くこと A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

有

Ⅲ 11 A1
クリーニング店を
利⽤する

クリーニング店でクリーニングを頼
む

2 1 142
美容院やクリーニング店などで、会員証の
申込書に名前、住所など、⾃分の基本的な
情報を書くことができる。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 11 A1
クリーニング店を
利⽤する

クリーニング店でクリーニングを頼
む

2 0.5 143

クリーニング店に服を出すとき、実物や料
⾦を⽰しながら話されれば、「染み抜きを
しますか」「デラックスにしますか」など
の特別な洗い⽅に関する店員の簡単な質問
に答えることができる。

やり取り A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 12 B1 電気製品を買う

電気製品を買う際に、⾃分で情報を
⽐較しどれにするか決めたり、電気
屋で店員とやり取りしながら商品を
選んだり、価格交渉する

3 1 112

電気屋などで店員に、パソコンなど買いた
い商品についての説明を受けているとき
に、説明になかった点を質問し、聞き返す
こともあるが、ある程度詳細な説明を理解
することができる。

やり取り B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅲ 12 B1 電気製品を買う

電気製品を買う際に、⾃分で情報を
⽐較しどれにするか決めたり、電気
屋で店員とやり取りしながら商品を
選んだり、価格交渉する

3 0.5 115

携帯電話の機種を変更したいとき、販売店
の担当者に新機種の機能や料⾦プランなど
について、⾃分の希望をある程度詳しく説
明することができる。

やり取り B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 12 B1 電気製品を買う

電気製品を買う際に、⾃分で情報を
⽐較しどれにするか決めたり、電気
屋で店員とやり取りしながら商品を
選んだり、価格交渉する

3 0.5 116
電気屋などで店員に、他店との⽐較など値
引きに値する根拠を説明しながら、商品の
値段を交渉することができる。

やり取り B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 12 B1 電気製品を買う

電気製品を買う際に、⾃分で情報を
⽐較しどれにするか決めたり、電気
屋で店員とやり取りしながら商品を
選んだり、価格交渉する

3 1 146

いくつかのメーカーの商品を⽐較する雑誌
やウェブサイトなどの簡単な記事に⽬を通
して、それぞれの特徴など、どれを買うか
決めるために必要な情報を探し出すことが
できる。

読むこと B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

有

Ⅲ 13 B1
お店の機器を利⽤
する

⽐較的⼿順が簡単な機器を画⾯表⽰
を⾒たり、店員に聞いたりしながら
利⽤する

3 1 139

商業施設にある⽐較的⼿順が簡単な機器
（ATM、コピー機、証明写真撮影機等）の
利⽤⽅法について、短い簡単な⾔葉で店員
に尋ね、実際に⼿順を⾒せてもらいながら
簡単な説明を聞いて、⼤まかに理解するこ
とができる。

やり取り A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

有

Ⅲ 13 B1
お店の機器を利⽤
する

⽐較的⼿順が簡単な機器を画⾯表⽰
を⾒たり、店員に聞いたりしながら
利⽤する

3 1 140

商業施設などにあるATM・コピー機・証明
写真機などの操作画⾯に表⽰された簡単な
説明を読んで、操作⼿順など主要な情報を
理解することができる。

読むこと B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

☆店ごとに受け
られるサービス
と代価を理解す
る

有

Ⅲ 13 B1
お店の機器を利⽤
する

⽐較的⼿順が簡単な機器を画⾯表⽰
を⾒たり、店員に聞いたりしながら
利⽤する

3 1 154

商業施設にある⽐較的⼿順が簡単な機器
（ATM、コピー機、証明写真撮影機等）の
利⽤⽅法などについて店員などに質問し、
聞き返すこともあるが、ある程度詳細な説
明を理解することができる。

やり取り B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 14 A2
お店でサービスを
受ける

美容院やスポーツクラブなど、⽇常
⽣活で利⽤する施設で⾃分の希望を
伝える

2 1 138

発⾳がはっきりしていれば、地域の公⺠館
や体育館などの受付で、職員による施設の
予約や利⽤の⽅法、活動を⾏っているグ
ループへの参加⽅法などの説明や指⽰を聞
いて、理解することができる。

聞くこと B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 14 A2
お店でサービスを
受ける

美容院やスポーツクラブなど、⽇常
⽣活で利⽤する施設で⾃分の希望を
伝える

2 1 144
美容院で、美容師とヘアカタログの写真を
⾒ながら、どのような髪型がいいかなどを
話し合うことができる

やり取り A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

有

Ⅲ 15 A2
銀⾏で⼿続きをす
る

銀⾏で⼝座を作り、振り込みや海外
送⾦の仕⽅などの説明を理解する

4 1 148

銀⾏で案内係に、「⼝座を開きたいんです
けど」「振り込みをしたいんですけど」な
どの覚えた表現を使って、希望を⾔うこと
ができる。

やり取り A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

☆振込・両替・
ローン・キャッ
シュカード取
得・公共料⾦の
⽀払いなどの⽅
法を知る

無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅲ 15 A2
銀⾏で⼿続きをす
る

銀⾏で⼝座を作り、振り込みや海外
送⾦の仕⽅などの説明を理解する

4 1 149

銀⾏で、⼝座開設や振り込みなどの申込書
に、住所、⽒名、電話番号、⽣年⽉⽇な
ど、⾃分の基本的な情報を書くことができ
る。

書くこと A1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

☆適切な暗証番
号を準備する
・⼝座開設に必
要なものについ
て

有

Ⅲ 15 A2
銀⾏で⼿続きをす
る

銀⾏で⼝座を作り、振り込みや海外
送⾦の仕⽅などの説明を理解する

4 0.5 150

銀⾏の窓⼝で、⼝座開設の申請書や振込依
頼書などの書き⽅を尋ね、ゆっくりとはっ
きりと話されれば、答えを理解することが
できる。

やり取り A2
Ⅲ 消費活動を
⾏う

☆適切な暗証番
号を準備する
・⼝座開設に必
要なものについ
て

無

Ⅲ 15 A2
銀⾏で⼿続きをす
る

銀⾏で⼝座を作り、振り込みや海外
送⾦の仕⽅などの説明を理解する

4 1 151

銀⾏の窓⼝で、海外送⾦の申込み⽅やその
ために必要な書類などについて質問し、聞
き返すこともあるが、ある程度詳細な説明
を理解することができる。

やり取り B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

☆振込・両替・
ローン・キャッ
シュカード取
得・公共料⾦の
⽀払いなどの⽅
法を知る

無

Ⅲ 15 A2
銀⾏で⼿続きをす
る

銀⾏で⼝座を作り、振り込みや海外
送⾦の仕⽅などの説明を理解する

4 0.5 153
銀⾏の担当者にローンの契約内容などにつ
いて質問し、聞き返すこともあるが、ある
程度詳細な説明を理解することができる。

やり取り B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

・返品や返⾦の
ルールについて

無

Ⅲ 16 B1
トラブルを解決す
る

買い物に関わるトラブル（商品の不
具合、接客態度への不満など）に対
処する

2 1 121
ホームセンターなどで店員に、購⼊したば
かりの商品の不具合などを簡単に説明し、
返品や取替えを要求することができる。

やり取り B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

無

Ⅲ 16 B1
トラブルを解決す
る

買い物に関わるトラブル（商品の不
具合、接客態度への不満など）に対
処する

2 1 122

デパートなどで店の責任者に、店員の接客
態度などについて、⾃分が問題だと思う点
をある程度詳しく説明し、苦情を⾔うこと
ができる。

やり取り B1
Ⅲ 消費活動を
⾏う

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動

(５種)

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅳ 1 B1
駅で旅⾏の⼿配を
する

駅や空港の窓⼝で旅⾏プランについ
て相談し，適切な交通⼿段や宿泊施
設などの⼿配をする。

2 1 158

できるだけ早く⽬的地に⾏きたいとき、
駅や空港の窓⼝でスタッフに、交通⼿段
や所要時間、乗換回数などについて質問
し、ある程度詳細な説明を理解すること
ができる。

やり取り B1 掲⽰を読む 読むこと Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の電⾞の
運⾏システムに
ついて

有

Ⅳ 1 B1
駅で旅⾏の⼿配を
する

駅や空港の窓⼝で旅⾏プランについ
て相談し，適切な交通⼿段や宿泊施
設などの⼿配をする。

2 1 159

どのような切符で旅⾏するか検討するた
めに、駅などの窓⼝でフリーパス、夫婦
やグループでの割引、クーポンやキャン
ペーンなどについて質問し、聞き返すこ
ともあるが、ある程度詳細な説明を理解
することができる。

やり取り B1
パンフレットを
読む

読むこと Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の電⾞の
運⾏システムに
ついて

有

Ⅳ 2 A2
通勤のために⾃転
⾞を利⽤する１

通学・通勤⽤に駅の駐輪場を借りる
ために，ホームページを参照した
り，実際の表⽰を⾒たりして検討す
る。

3 1 179

駐輪場にある「無料駐輪場」「30分無
料」「1時間無料」など、よく⾒かける
⾮常に短い表⽰を⾒て、駐輪するのにお
⾦がかかるかどうか確認することができ
る。

読むこと A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の電⾞の
運⾏システムに
ついて

有

Ⅳ 2 A2
通勤のために⾃転
⾞を利⽤する１

通学・通勤⽤に駅の駐輪場を借りる
ために，ホームページを参照した
り，実際の表⽰を⾒たりして検討す
る。

3 1 178

役所のホームページにある駐輪場に関す
るページの短い簡単なテクストを⾒て、
駅別駐輪場のリストなど、どこに駐輪場
があるのか確認するのに必要な情報を探
し出すことができる。

読むこと A2 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の電⾞の
運⾏システムに
ついて

有

Ⅳ 2 A2
通勤のために⾃転
⾞を利⽤する１

通学・通勤⽤に駅の駐輪場を借りる
ために，ホームページを参照した
り，実際の表⽰を⾒たりして検討す
る。

3 1 177

駐輪場⼊⼝にある利⽤⽅法や料⾦の⽀払
い⽅法などが書かれた看板の短い簡単な
⽂を⾒て、駐輪場を利⽤するために必要
な情報を探し出すことができる。

読むこと A2 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の電⾞の
運⾏システムに
ついて

有

Ⅳ 3 B1
通勤のために⾃転
⾞を利⽤する２

通学・通勤⽤に駅の駐輪場を借りる
ために，様々な情報を収集し，最終
的に定期利⽤を申し込む。

3 1 181
駐輪場の係員に、利⽤料⾦や⽀払⽅法や
⽀払場所などについて質問し、いくつか
の簡単な答えを理解することができる。

やり取り A2 Ⅳ ⽬的地に移動
する 無

Ⅳ 3 B1
通勤のために⾃転
⾞を利⽤する２

通学・通勤⽤に駅の駐輪場を借りる
ために，様々な情報を収集し，最終
的に定期利⽤を申し込む。

3 1 180

役所のホームページの駐輪場に関する
ページの、ある程度⻑い⽂章に⽬を通し
て、使⽤料や申込み⽅法、利⽤時間な
ど、駐輪場を定期利⽤するのに必要な情
報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の電⾞の
運⾏システムに
ついて

有

Ⅳ 3 B1
通勤のために⾃転
⾞を利⽤する２

通学・通勤⽤に駅の駐輪場を借りる
ために，様々な情報を収集し，最終
的に定期利⽤を申し込む。

3 1 176

通勤・通学で利⽤できる駅の駐輪場につ
いて、場所や利⽤⽅法、⼿続などの詳し
い情報を、友⼈に質問したり、答えたり
することができる。

やり取り B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の電⾞の
運⾏システムに
ついて

無

Ⅳ 4 B1 教習所に通う
⾃動⾞教習所で⼊港⼿続きをして，
通学して免許取得まで講義や実技を
受ける。

2 1 189

発⾳がはっきりしていれば、⾃動⾞教習
所などで、職員による適性検査や教習ス
ケジュールなど⼊校⼿続に関する説明や
指⽰を聞いて、理解することができる。

聞くこと B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の運転免
許のシステムに
ついて

無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動

(５種)

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅳ 4 B1 教習所に通う
⾃動⾞教習所で⼊校⼿続きをして，
通学して免許取得まで講義や実技を
受ける。

2 1 185

発⾳がはっきりしていれば、⾃動⾞教習
所のオリエンテーションで、教官から、
どのような講義や教習、試験を受ければ
いいのかなど、運転免許証取得までの流
れについての説明を聞いて、主要な情報
を理解することができる

聞くこと B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の運転免
許のシステムに
ついて

無

Ⅳ 5 B1 免許の取得と更新

運転免許証の取得や更新をするため
に，運転免許更新センターに必要な
ものを問い合わせたり，実際に⾏っ
て取得や更新の⼿続きをする。

2 2 187

<187a>運転免許証の取得（国際免許の
切り替え）や更新をするとき、運転免許
更新センターに電話し、担当者に⼿続の
⼿順や必要書類、⼿数料などについて質
問し、ある程度詳細な説明を理解するこ
とができる。

やり取り B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の運転免
許のシステムに
ついて

無

Ⅳ 6 A1 タクシーに乗る１
掲⽰や標識などを⾒たり，近くにい
る⼈に聞いたりしてタクシー乗り場
を探す。

1 0.5 162
駅などで、「タクシー乗り場」「東⼝」
などの掲⽰や標識を⾒て、タクシー乗り
場や出⼊り⼝を確認することができる。

読むこと A1 掲⽰を読む 読むこと Ⅳ ⽬的地に移動
する 有

Ⅳ 6 A1 タクシーに乗る１
掲⽰や標識などを⾒たり，近くにい
る⼈に聞いたりしてタクシー乗り場
を探す。

1 0.5 163

駅などで、近くにいる⼈などに、タク
シー乗り場やバス乗り場がどこにあるか
尋ね、ゆっくりとはっきりと話されれ
ば、答えを理解することができる。

発表 A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 無

Ⅳ 7 A1 タクシーに乗る２
タクシーの運転⼿にメモや書き込ん
だ地図を⾒せて⾏き先を伝える。

1 0.5 164
タクシーの運転⼿に⾒せるために、⾏き
先や地図などの短い簡単なメモを書くこ
とができる。

書くこと A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 有

Ⅳ 7 A1 タクシーに乗る２
タクシーの運転⼿にメモや書き込ん
だ地図を⾒せて⾏き先を伝える。

1 0.5 165
タクシーの運転⼿に⾏き先を伝えること
ができる。

やり取り A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 無

Ⅳ 8 A2 タクシーに乗る３

タクシーの運転⼿に⾏き先までどれ
ぐらいかかる確認し，⽬的地につい
て具体的な説明をして運転を依頼す
る。

2 1 166

タクシーの運転⼿に、⾏き先までどのく
らいかかるか、短い簡単な⾔葉で尋ね、
ゆっくりとはっきりと話されれば、答え
を理解することができる。

やり取り A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 無

Ⅳ 8 A2 タクシーに乗る３

タクシーの運転⼿に⾏き先までどれ
ぐらいかかる確認し，⽬的地につい
て具体的な説明をして運転を依頼す
る。

2 1 167

タクシーに乗っているとき、運転⼿に、
⾏き先付近の⽬標物、そこからの⽅向や
距離など⾏き⽅について、ある程度詳し
く説明し、運転を依頼することができ
る。

やり取り B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 無

Ⅳ 9 A2
タクシーを予約す
る

電話もしくはホテルやレストランで
タクシーの予約を依頼する。

1 0.5 160

電話で、タクシーの予約をするとき、
ゆっくりとはっきりと話されれば、名前
や電話番号、⽇時、場所などのタクシー
会社のスタッフの質問に答えることがで
きる。

やり取り A2 Ⅳ ⽬的地に移動
する 無

Ⅳ 9 A2
タクシーを予約す
る

電話もしくはホテルやレストランで
タクシーの予約を依頼する。

1 0.5 161
タクシーを呼んでもらいたいときに、ホ
テルやレストランのスタッフに、短い簡
単な⾔葉で依頼することができる。

やり取り A2 Ⅳ ⽬的地に移動
する 無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動

(５種)

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅳ 10 A1
交通ルールを知る
１

道路標識などについてパンフレット
やホームページで学び，街中で確認
する。⽇本の交通ルールについて理
解し，話し合う。

1 1 182

街中にある「駐輪場」「駐輪禁⽌」「専
⽤駐輪場」などのマークやイラスト⼊り
の⾮常に短い表⽰や看板を⾒て、そこに
停められるかどうかを確認することがで
きる。

読むこと A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 有

Ⅳ 11 B1
交通ルールを知る
２

道路標識などについてパンフレット
やホームページで学び，街中で確認
する。⽇本の交通ルールについて理
解し，話し合う。

3 1 194

交通ルールに関するパンフレットやウェ
ブサイトに書いてある、⽇本の道路標識
に関する簡単な説明を読んで、主要な情
報を理解することができる。

読むこと B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 有

Ⅳ 11 B1
交通ルールを知る
２

道路標識などについてパンフレット
やホームページで学び，街中で確認
する。⽇本の交通ルールについて理
解し，話し合う。

3 1 174

警察が発⾏している、交通安全のための
リーフレットなどの簡単な説明を読ん
で、ルールを守って安全に⾃動⾞や⾃転
⾞に乗るための重要な情報を理解するこ
とができる。

読むこと B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 有

Ⅳ 11 B1
交通ルールを知る
２

道路標識などについてパンフレット
やホームページで学び，街中で確認
する。⽇本の交通ルールについて理
解し，話し合う。

3 1 173

⽇本の交通ルールについて、出⾝の国や
地域などとの違いや共通点などの詳しい
情報を、友⼈に質問したり、答えたりす
ることができる。

やり取り B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 無

Ⅳ 12 A1 電⾞に乗る
駅の表⽰や⾏き先掲⽰を⾒て電⾞を
利⽤できる。券売機も利⽤できる。
わからないときに⼈に確認する。

2 0.5 155

バスの運転⼿に、⽬的の停留所までどの
くらいかかるか、短い簡単な⾔葉で尋
ね、ゆっくりとはっきりと話されれば、
答えを理解することができる。

やり取り A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の電⾞の
運⾏システムに
ついて

有

Ⅳ 12 A1 電⾞に乗る
駅の表⽰や⾏き先掲⽰を⾒て電⾞を
利⽤できる。券売機も利⽤できる。
わからないときに⼈に確認する。

2 0.5 156
駅で駅員に、⽬的地への⾏き⽅や電⾞の
乗り⽅などについて質問し、いくつかの
簡単な答えを理解することができる。

やり取り A2 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の電⾞の
運⾏システムに
ついて

無

Ⅳ 12 A1 電⾞に乗る
駅の表⽰や⾏き先掲⽰を⾒て電⾞を
利⽤できる。券売機も利⽤できる。
わからないときに⼈に確認する。

2 1 157

駅の券売機で、駅員等と⼀緒に操作しな
がら、切符の買い⽅やICカードのチャー
ジの仕⽅について、短い簡単な⾔葉で尋
ね、ゆっくりとはっきりと話されれば、
答えを理解することができる。

やり取り A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の電⾞の
運⾏システムに
ついて

無

Ⅳ 13 A1
地図を頼りに⽬的
地を尋ねる

スマートフォンなどの地図アプリを
利⽤して⽬的地を尋ねる。わからな
いときには⼈に確認する。

2 0.2 171

ガイドブックやフリーペーパーでお店の
情報や地図を⾒て、⽬的の場所までの交
通⼿段や所要時間など、必要な情報を探
し出すことができる。

読むこと A2 Ⅳ ⽬的地に移動
する 有

Ⅳ 13 A1
地図を頼りに⽬的
地を尋ねる

スマートフォンなどの地図アプリを
利⽤して⽬的地を尋ねる。わからな
いときには⼈に確認する。

2 0.2 195

電⾞やバスの路線図に添えられた「地下鉄
〇〇線」「市バス〇〇系統」などの凡例を
⾒て、乗りたい路線の名前や乗換場所な
ど、基本的な情報を確認することができ
る。

読むこと A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 有

Ⅳ 13 A1
地図を頼りに⽬的
地を尋ねる

スマートフォンなどの地図アプリを
利⽤して⽬的地を尋ねる。わからな
いときには⼈に確認する。

2 0.2 168
地名表⽰や家の表札を⾒て、訪問先の住
所や名前が書かれたメモと同じかどうか
を確認することができる。

読むこと A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⽇本の住所の
記載⽅法につい
て

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動

(５種)

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅳ 13 A1
地図を頼りに⽬的
地を尋ねる

スマートフォンなどの地図アプリを
利⽤して⽬的地を尋ねる。わからな
いときには⼈に確認する。

2 0.2 170
駅や街中などにある案内板や簡単な地図
を⾒て、⽬的地を確認することができ
る。

読むこと A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 有

Ⅳ 13 A1
地図を頼りに⽬的
地を尋ねる

スマートフォンなどの地図アプリを
利⽤して⽬的地を尋ねる。わからな
いときには⼈に確認する。

2 0.2 169

⽬的地への⾏き⽅が分からないとき、近
くの⼈に、住所のメモを⾒せながら、
「これ、どこですか」「⾏き⽅を教えて
ください」など、短い簡単な⾔葉で頼む
ことができる。

やり取り A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 無

Ⅳ 13 A1
地図を頼りに⽬的
地を尋ねる

スマートフォンなどの地図アプリを
利⽤して⽬的地を尋ねる。わからな
いときには⼈に確認する。

2 1 172
⽬的地への⾏き⽅が分からないとき、友
⼈に、⾏き⽅のメモや簡単な地図を書い
てくれるよう依頼することができる。

やり取り A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 無

Ⅳ 14 A1
駐⾞場に関する表
⽰を理解する

「駐⾞場」「Ｐ」「空」「満」な
ど，町の中でよく⾒かける駐⾞場に
関する⾮常に短い表⽰を⾒て，理解
する。

1 1 192

駐⾞場を利⽤するとき、「空」や
「満」、「60分100円」などの⾮常に短
い表⽰を⾒て、空き状況や利⽤料⾦など
を理解することができる。

読むこと A1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 有

Ⅳ 15 B1
交通違反に対処す
る

スピード違反や駐⾞違反などの交通
違反をしてしまったとき，警察官に
よる説明を聞き，対処する。

1 1 197

発⾳がはっきりしていれば、スピード違
反などで警察官に⽌められたとき、警察
官による違反の内容や罰則などの説明や
指⽰を聞いて、理解することができる。

聞くこと B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 交通ルール 無

Ⅳ 16 B1
⾃動⾞保険への加
⼊

⾃動⾞の保険の⼿続きをするために
必要な情報を担当者から聞き，加⼊
に必要な事項を伝える。

1 1 191

⾃転⾞や⾃動⾞の保険の⼿続をするとき
に、問い合わせ先に書かれた連絡先に電
話し、加⼊に必要な事項を伝え、担当者
の質問に答えることができる。

やり取り B1
パンフレットを
読む

読むこと Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⾃転⾞や⾃動
⾞の保険につい
て

有

Ⅳ 17 B1 ⾞検を受ける
⾞両の法定点検（定期点検）のと
き，ディーラーや整備⼯場などでス
タッフに点検や代⾞を依頼する。

1 1 196

⾞両の法定点検（定期点検）のとき、
ディーラーや整備⼯場などでスタッフ
に、事情や希望をある程度詳しく説明
し、点検や代⾞を依頼することができ
る。

やり取り B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⾞両の法定点
検（定期点検）
の制度について

無

Ⅳ 18 B1
⾃転⾞のメンテナ
ンス

⾃転⾞を利⽤するために故障や盗難
に対応したりする。保険にも対応で
きる。

2 0.5 175

⾃転⾞屋などで店員に、タイヤやブレー
キなど問題がある部分について、ある程
度詳しく説明し、点検や修理を依頼する
ことができる。

やり取り B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する 無

Ⅳ 18 B1
⾃転⾞のメンテナ
ンス

⾃転⾞を利⽤するために故障や盗難
に対応したりする。保険にも対応で
きる。

2 0.5 183

⾃転⾞が盗まれたとき、⾃転⾞を探すた
めに、友⼈や警察などに、⾃転⾞の特徴
やそのときの状況などについて簡単に説
明し、相談することができる。

やり取り B1 Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⾃転⾞の防犯
登録、盗難届等
について

無

Ⅳ 18 B1
⾃転⾞のメンテナ
ンス

⾃転⾞を利⽤するために故障や盗難
に対応したりする。保険にも対応で
きる。

2 1 191

⾃転⾞や⾃動⾞の保険の⼿続をするとき
に、問合わせ先に書かれた連絡先に電話
し、加⼊に必要な事項を伝え、担当者の
質問に答えることができる。

やり取り B1
パンフレットを
読む

読むこと Ⅳ ⽬的地に移動
する

・⾃転⾞の防犯
登録、盗難届等
について

・⾃転⾞や⾃動
⾞の保険につい
て

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅴ 1 A1
予防接種を受ける
１

⼦供に予防接種を受けさせるため
に，窓⼝で問診票をもらって記⼊
し，予後について医師と話す。

1 0.3 244

予防接種を受けたとき、自分に向かって
ゆっくりはっきりと話されれば「運動は
しないでください」「熱が出ます」な
ど、イラストなどの視覚的な情報を伴っ
た医者のごく簡単な指示を聞いて、理解
することができる。

聞くこと A1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

Ⅴ 1 A1
予防接種を受ける
１

⼦供に予防接種を受けさせるため
に，窓⼝で問診票をもらって記⼊
し，予後について医師と話す。

1 0.2 241

子供が予防接種を受ける時、病院の窓口
などで、母語など自分のわかる言語が話
せる人がいるかどうかや、自分の母語で
書かれた予防接種の予診票があるかどう
か、短い簡単な言葉で尋ね、答えを聞い
て理解することができる。

やり取り A1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

Ⅴ 1 A1
予防接種を受ける
１

⼦供に予防接種を受けさせるため
に，窓⼝で問診票をもらって記⼊
し，予後について医師と話す。

1 0.5 240
子供の予防接種の予診票に、子供の名
前、住所、年齢・月齢など、子供の基本
的な情報を書くことができる。

書くこと A1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

有

Ⅴ 2 A2
予防接種を受ける
２

役所から来た接種券を読み，⺟⼦⼿
帳と⾒⽐べて必要な予防接種か判断
する。さらに就学前検診の調査票を
書くことができ，次回の予約もでき
る。

2 0.5 212

乳幼児健診や予防接種を受けるとき、母
子健康手帳の該当ページを見て、これま
でに子供が受けた予防接種の種類や回数
など、必要な情報を探し出すことができ
る。

読むこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

有

Ⅴ 2 A2
予防接種を受ける
２

役所から来た接種券を読み，⺟⼦⼿
帳と⾒⽐べて必要な予防接種か判断
する。さらに就学前検診の調査票を
書くことができ，次回の予約もでき
る。

2 0.5 238

役所からくる子供の予防接種の接種券と
そのお知らせに書いてある短い簡単な説
明を見て、その接種券をどのように使う
かなど、必要な情報を探し出すことがで
きる。

読むこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

有

Ⅴ 2 A2
予防接種を受ける
２

役所から来た接種券を読み，⺟⼦⼿
帳と⾒⽐べて必要な予防接種か判断
する。さらに就学前検診の調査票を
書くことができ，次回の予約もでき
る。

2 0.5 239

子供のかかりつけの病院のスタッフに、
次回、いつ、何の予防接種を受けること
ができるか、いつ予約できるかなどにつ
いて質問し、いくつかの簡単な答えを理
解することができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

Ⅴ 2 A2
予防接種を受ける
２

役所から来た接種券を読み，⺟⼦⼿
帳と⾒⽐べて必要な予防接種か判断
する。さらに就学前検診の調査票を
書くことができ，次回の予約もでき
る。

2 0.5 298

記入例があれば、就学前健診に必要な調
査票などの、今までに受けた予防接種、
今までにした病気やけが、アレルギーの
有無、発達に関して気になっていること
などを聞く質問に対して、あてはまるも
のを選んだり、書き込んだりすることが
できる。

書くこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 3 B1
予防接種を受ける
３

⼦供の予防接種の予診票を読み，副
反応など条件を理解して，質問の回
答を記⼊する。

2 1 243

子供の予防接種の予診票に付属している
説明書きなど、ある程度長い文章に目を
通して、接種できる条件や接種後の注
意、副反応など、接種のために必要な情
報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅴ 3 B1
予防接種を受ける
３

⼦供の予防接種の予診票を読み，副
反応など条件を理解して，質問の回
答を記⼊する。

2 1 242
必要に応じて確認することができれば、
子供の予防接種の予診票の質問をだいた
い理解し、答えを書くことができる。

書くこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

有

Ⅴ 4 B1 妊娠中の体調管理

妊娠中の⾷⽣活や体調管理について
医師の指⽰を聞き，悪阻や貧⾎など
体調不良が⽣じたときの対応につい
て質問する。

1 0.5 204
発音がはっきりしていれば、妊娠中の食
生活や体調管理などに関する医者からの
説明や指示を聞いて、理解することがで
きる。

聞くこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 4 B1 妊娠中の体調管理

妊娠中の⾷⽣活や体調管理について
医師の指⽰を聞き，悪阻や貧⾎など
体調不良が⽣じたときの対応につい
て質問する。

1 0.5 205

妊娠中に悪阻（つわり）や貧血などの体
調不良が生じたとき、医師や病院のス
タッフなどに、その症状についてある程
度詳しく説明し、薬の処方など適切な処
置を受けることができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 5 B1
保健センターの窓
⼝から情報を得る

保健センターの窓⼝などで妊娠中や
出産後のサービス（新⽣児訪問，⺟
親学級・両親学級など）について説
明を聞く。

1 0.5 210

発音がはっきりしていれば、保健セン
ターの窓口などで、妊娠中や出産後の悩
みや疑問を相談できる窓口があること
や、出産後、助産師による新生児訪問が
あることなどについての職員による説明
を聞いて、理解することができる。

聞くこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 5 B1
保健センターの窓
⼝から情報を得る

保健センターの窓⼝などで妊娠中や
出産後のサービス（新⽣児訪問，⺟
親学級・両親学級など）について説
明を聞く。

1 0.5 211
発音がはっきりしていれば、母親学級・
両親学級などで、講師による赤ちゃんの
世話に関する説明を聞いて、理解するこ
とができる。

聞くこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 6 B1
ホームページから
出産後の情報を得
る

⾃治体や保健センターのホームペー
ジを呼んで，妊婦検診や⺟⼦健康⼿
帳などについて情報を得る。

2 0.7 198

役所のホームページなどの、妊婦健診制
度について説明しているページの簡単な
説明を読んで、妊婦健診の重要性や目的
など、制度の主要な情報を理解すること
ができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

有

Ⅴ 6 B1
ホームページから
出産後の情報を得
る

⾃治体や保健センターのホームペー
ジを呼んで，妊婦検診や⺟⼦健康⼿
帳などについて情報を得る。

2 0.7 201

地域の保健センターについて説明してい
るウェブサイトなどの、ある程度長い文
章に目を通して、保健センターの役割や
母子健康に関する事業の内容など、利用
するために必要な情報を探し出すことが
できる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

有

Ⅴ 6 B1
ホームページから
出産後の情報を得
る

⾃治体や保健センターのホームペー
ジを呼んで，妊婦検診や⺟⼦健康⼿
帳などについて情報を得る。

2 0.6 207
自治体のウェブサイトなどの、ある程度
長い文章に目を通して、母子健康手帳の
交付場所や手続の方法など、必要な情報
を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

有

Ⅴ 7 A2
妊婦検診を受けら
れる機関を探す

妊婦検診が受けられる医療機関（産
婦⼈科など）を探すために友⼈や知
り合いから⼝コミ情報を得る。ま
た，当該の医療機関を電話で予約す
る。

2 0.5 199
妊婦健診について、頻度やどのような検
査をするかなどの簡単な情報を、出産経
験のある友人に質問したり、答えたりす
ることができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅴ 7 A2
妊婦検診を受けら
れる機関を探す

妊婦検診が受けられる医療機関（産
婦⼈科など）を探すために友⼈や知
り合いから⼝コミ情報を得る。ま
た，当該の医療機関を電話で予約す
る。

2 0.5 200

妊娠検査が受けられる産婦人科やレ
ディースクリニックなどの地域の医療施
設について、場所や様子などの簡単な情
報を、友人や知り合いに質問したり、答
えたりすることができる。 やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育

をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 7 A2
妊婦検診を受けら
れる機関を探す

妊婦検診が受けられる医療機関（産
婦⼈科など）を探すために友⼈や知
り合いから⼝コミ情報を得る。ま
た，当該の医療機関を電話で予約す
る。

2 0.5 202

妊婦健診が受けられる近所の医療機関に
ついて、評判や希望する出産方法が選べ
るかどうかなどの詳しい情報を、友人に
質問したり、答えたりすることができ
る。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 7 A2
妊婦検診を受けら
れる機関を探す

妊婦検診が受けられる医療機関（産
婦⼈科など）を探すために友⼈や知
り合いから⼝コミ情報を得る。ま
た，当該の医療機関を電話で予約す
る。

2 0.5 203

妊婦健診を受けるために、医療機関に電話
で予約をするとき、名前や電話番号、予約
日時、診察を希望する理由などを、医療機
関のスタッフに短い簡単な言葉で伝えるこ
とができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 8 A2
⺟⼦健康⼿帳をも
らう

妊婦検診のときに妊娠届の提出先を
確認し，妊娠届を記⼊して⺟⼦健康
⼿帳をもらう。また，保健センター
の窓⼝などで⾃分の⺟語の⺟⼦健康
⼿帳があるか確認する。

2 0.8 208
保健センターの窓口などで、自分の母語
で書かれた母子健康手帳があるかどう
か、短い簡単な言葉で尋ね、答えを聞い
て理解することができる。

やり取り A1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 8 A2
⺟⼦健康⼿帳をも
らう

妊婦検診のときに妊娠届の提出先を
確認し，妊娠届を記⼊して⺟⼦健康
⼿帳をもらう。また，保健センター
の窓⼝などで⾃分の⺟語の⺟⼦健康
⼿帳があるか確認する。

2 0.4 206
妊婦健診のとき、医師や助産師などに、
母子健康手帳をもらうためにどこへ行け
ばいいかについて質問し、いくつかの簡
単な答えを理解することができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 8 A2
⺟⼦健康⼿帳をも
らう

妊婦検診のときに妊娠届の提出先を
確認し，妊娠届を記⼊して⺟⼦健康
⼿帳をもらう。また，保健センター
の窓⼝などで⾃分の⺟語の⺟⼦健康
⼿帳があるか確認する。

2 0.8 209

分からない点について窓口の職員に聞くこ
とができれば、居住する市町村に提出する
妊娠届の、生活習慣や妊娠歴など母子健康
に関する項目を理解し、適切な選択肢を選
ぶことができる。

書くこと A2
分からない点に
ついて質問する

やり取り Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

有

Ⅴ 9 A2
⾚ちゃんの⾝⻑と
体重

⾚ちゃんの⾝⻑と体重を測って、⺟
⼦健康⼿帳に記⼊する。助産師のア
ドバイスを聞き，⾚ちゃんの成⻑に
ついて確認する。

1 0.3 227

産後すぐの健診や、赤ちゃん訪問のとき
に、助産師による赤ちゃんの体重の測り方
などの簡単な説明や指示を聞いて、理解す
ることができる。

聞くこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

・⽇本の育児に
関する制度につ
いて

Ⅴ 9 A2
⾚ちゃんの⾝⻑と
体重

⾚ちゃんの⾝⻑と体重を測って、⺟
⼦健康⼿帳に記⼊する。助産師のア
ドバイスを聞き，⾚ちゃんの成⻑に
ついて確認する。

1 0.4 226

母子健康手帳の保護者自身が記入する乳幼
児の成長記録のページの項目を読んで、お
およその月齢に対応する平均的な発育につ
いての短い簡単な説明を読んで、いくつか
の情報を理解することができる。

読むこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

・⽇本の育児に
関する制度につ
いて

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
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Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
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（読・

書）の必
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備考・補足

Ⅴ 9 A2
⾚ちゃんの⾝⻑と
体重

⾚ちゃんの⾝⻑と体重を測って、⺟
⼦健康⼿帳に記⼊する。助産師のア
ドバイスを聞き，⾚ちゃんの成⻑に
ついて確認する。

1 0.3 228

健診等で助産師や保健師、医師に分からな
い言葉について質問することができれば、
乳幼児の発達曲線のグラフを見て、自分の
子供の体重、身長が標準値と比べてどうか
を確認することができる。

読むこと A1
分からない点に
ついて質問する

やり取り Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

・⽇本の育児に
関する制度につ
いて

有

Ⅴ 10 A2 出産準備をする

出産までのスケジュールを確認し，
⽣まれそうな時の対応を相談する。
また，⽣まれた後に必要な⼿続き
や，⽣まれた⼦供の在留資格などに
ついても相談する。

3 0.5 214

発音がはっきりしていれば、病室の使い方
や退院までのスケジュールなど、病院での
過ごし方に関する説明を聞いて、理解する
ことができる。

聞くこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 10 A2 出産準備をする

出産までのスケジュールを確認し，
⽣まれそうな時の対応を相談する。
また，⽣まれた後に必要な⼿続き
や，⽣まれた⼦供の在留資格などに
ついても相談する。

3 0.5 213

助産師や友人に、出産のための入院準備
品リストなどに書かれた知らないものに
ついて、どんなものか、どこで買えるか
などについて質問し、いくつかの簡単な
答えを理解することができる。

やり取り A2
出産のための⼊
院準備品リスト
を読む

読むこと Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

有

Ⅴ 10 A2 出産準備をする

出産までのスケジュールを確認し，
⽣まれそうな時の対応を相談する。
また，⽣まれた後に必要な⼿続き
や，⽣まれた⼦供の在留資格などに
ついても相談する。

3 0.5 216
分娩する病院に電話で、陣痛の開始や間
隔などについて説明し、いつ病院に行け
ばいいかなど、簡単な指示を理解するこ
とができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 10 A2 出産準備をする

出産までのスケジュールを確認し，
⽣まれそうな時の対応を相談する。
また，⽣まれた後に必要な⼿続き
や，⽣まれた⼦供の在留資格などに
ついても相談する。

3 1 209

役所の窓口で担当者に、生まれた子供の
在留資格を取得するための手続や、取得
期限、申請場所などについて質問し、い
くつかの簡単な答えを理解することがで
きる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 10 A2 出産準備をする

出産までのスケジュールを確認し，
⽣まれそうな時の対応を相談する。
また，⽣まれた後に必要な⼿続き
や，⽣まれた⼦供の在留資格などに
ついても相談する。

3 0.5 220

パートナーやその両親に、赤ちゃんが生ま
れそうなときにどのようにしてほしいかな
ど、短い簡単な言葉で希望を伝えたり、質
問に答えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 11 B1
妊婦と医師とのや
りとり

出産の前後に⼊院しているとき，医
師や助産師などに⾃分の体調や⼼配
事などについてある程度詳しく説明
し，相談する。

1 1 217
出産の前後に入院しているとき、医師や
助産師などに自分の体調や心配事などに
ついてある程度詳しく説明し、相談する
ことができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 12 B1
出産補助制度の理
解

役所などの窓⼝で，出産育児⼀時⾦
や出産⼿当⾦，育児休業給付⾦など
の各種補助について質問し理解す
る。

1 1 218

役所などの窓口で、出産育児一時金や、
出産手当金、育児休業給付金などの各種
補助について質問し、聞き返すこともあ
るが、ある程度詳細な説明を理解するこ
とができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

Ⅴ 13 A2
乳幼児検診を受け
る

役所のホームページで乳幼児検診の
情報を得て，電話で予約する。さら
に保健センターの窓⼝で問診票をも
らうときに⾃分の⺟語のものがある
かどうか確認する。

2 1 221

役所のウェブサイトなどの、乳幼児健診
制度について説明しているページの簡単
な説明を読んで、乳幼児健診の重要性や
目的など、制度の主要な情報を理解する
ことができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅴ 13 A2
乳幼児検診を受け
る

役所のホームページで乳幼児検診の
情報を得て，電話で予約する。さら
に保健センターの窓⼝で問診票をも
らうときに⾃分の⺟語のものがある
かどうか確認する。

2 0.5 222
任意の乳幼児健診を受けたいとき、受診
する医療機関に電話で子供の月齢や希望
する日時などを簡単な言葉で伝え、健診
の予約を依頼することができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

Ⅴ 13 A2
乳幼児検診を受け
る

役所のホームページで乳幼児検診の
情報を得て，電話で予約する。さら
に保健センターの窓⼝で問診票をも
らうときに⾃分の⺟語のものがある
かどうか確認する。

2 0.5 225
保健センターの窓口などで、自分の母語
で書かれた乳幼児健診の問診票があるか
どうか、短い簡単な言葉で尋ね、答えを
聞いて理解することができる。

やり取り A1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

Ⅴ 14 A2
乳幼児検診でのや
りとり

乳幼児健診の問診で，医師や保健師
に⼦供の発育や育児環境などについ
て⼼配なことを質問し，説明を理解
する。

1 0.5 224

時々くり返しや説明を求めることができ
れば、乳幼児健診の問診で、子供の発育
や育児環境などについての簡単な質問に
対して、短い簡単な言葉で答えることが
できる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

Ⅴ 14 A2
乳幼児検診でのや
りとり

乳幼児健診の問診で，医師や保健師
に⼦供の発育や育児環境などについ
て⼼配なことを質問し，説明を理解
する。

1 0.5 223
乳幼児健診のとき、医師や保健師や助産
師に子供の発育や心配なことについて説
明し、解決の方法を相談することができ
る。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

Ⅴ 15 B1
⼦供の発達につい
ての相談

地域の⼦育て⽀援センターや⼦供の
育児相談のスタッフや，出産⽑権者
の友⼈に⼦供の発育・発達について
相談することができる。

1 0.5 229
地域の子育て支援センターや子供の育児
相談の窓口などで、子供の健康状態や発
育などの悩みについて、状況や心情を説
明し、相談することができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

Ⅴ 15 B1
⼦供の発達につい
ての相談

地域の⼦育て⽀援センターや⼦供の
育児相談のスタッフや，出産⽑権者
の友⼈に⼦供の発育・発達について
相談することができる。

1 0.5 230

出産経験者と、子供の健康や発育などの悩
みや不安、疑問などについて話したり、相
手の話に対して簡単なコメントや意見を述
べたりすることができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

Ⅴ 16 A1 出⽣届を出す

居住する市町村に提出する出⽣届
に、⽣まれた⼦供の名前や⾃分の名
前、住所などの基本的な情報を書
く。

1 1 215

分からない点について質問することができ
れば、居住する市町村に提出する出生届
に、生まれた子供の名前や自分の名前、住
所などの基本的な情報を書くことができ
る。

書くこと A1
分からない点に
ついて質問する

やり取り Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の妊娠・
出産に関する制
度について

有

Ⅴ 17 B1 ⼦供の健康管理

病院に掲⽰してあるポスターや乳幼
児検診の資料から⼦供の健康管理や
⽣活習慣の情報を得る。また，検診
や友⼈からも情報を得る。

2 0.5 233

発音と内容がはっきりしていれば、乳幼児
健診で、子供の食習慣や栄養バランスなど
食育に関する簡単な話を聞いて、主要な情
報を理解することができる。

聞くこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

Ⅴ 17 B1 ⼦供の健康管理

病院に掲⽰してあるポスターや乳幼
児検診の資料から⼦供の健康管理や
⽣活習慣の情報を得る。また，検診
や友⼈からも情報を得る。

2 0.5 235

病院に掲示してある生活習慣に関するポ
スターなどの、簡単な説明を読んで、子
供が健康的な生活をするために必要な睡
眠時間や、歯磨き習慣など、重要な情報
を理解することができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅴ 17 B1 ⼦供の健康管理

病院に掲⽰してあるポスターや乳幼
児検診の資料から⼦供の健康管理や
⽣活習慣の情報を得る。また，検診
や友⼈からも情報を得る。

2 0.5 234

乳幼児健診の資料や、幼稚園・保育園か
らのお便りなどのある程度長い文章を読
んで、子供の体調管理や感染症対策をす
るために必要な情報を探し出すことがで
きる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

有

Ⅴ 17 B1 ⼦供の健康管理

病院に掲⽰してあるポスターや乳幼
児検診の資料から⼦供の健康管理や
⽣活習慣の情報を得る。また，検診
や友⼈からも情報を得る。

2 0.5 232
子供が体調不良のときに、どんな対処法
をとっているかなどについて、友人に質
問したり、質問に答えたりすることがで
きる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⼦供の健康に
関する公的サー
ビスついて

Ⅴ 18 A2
⼦供のための情報
収集１

ポスターや情報誌から⼦供に関する
イベントの情報を得る。また，育児
⽤品についてパートナーや友⼈と情
報交換をする。

2 0.5 236

育児用品を買うために、ネットショッピ
ングのサイトを見ながら、買う必要があ
ると思うか、他の商品と比べてどれがい
いかなど、パートナーや友人と短い簡単
な言葉で話し合うことができる。

やり取り A2
ネットショッピ
ングのサイトを
読む

読むこと Ⅴ ⼦育て・教育
をする

Ⅴ 18 A2
⼦供のための情報
収集１

ポスターや情報誌から⼦供に関する
イベントの情報を得る。また，育児
⽤品についてパートナーや友⼈と情
報交換をする。

2 0.5 260
子供向けのイベントなどのポスターを見
て、開催日、場所など、ごく基本的な情
報を探し出すことができる。

読むこと A1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・地域の⼦育て
⽀援について

有

Ⅴ 18 A2
⼦供のための情報
収集１

ポスターや情報誌から⼦供に関する
イベントの情報を得る。また，育児
⽤品についてパートナーや友⼈と情
報交換をする。

2 0.5 247

地域の児童館や子育て支援センターなど
が主催する、乳幼児親子のための無料イ
ベントや教室などのちらしを見て、日時
や持ち物、申込み方法など、参加するた
めに必要な情報を探し出すことができ
る。

読むこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・地域の⼦育て
⽀援について

有

Ⅴ 18 A2
⼦供のための情報
収集１

ポスターや情報誌から⼦供に関する
イベントの情報を得る。また，育児
⽤品についてパートナーや友⼈と情
報交換をする。

2 0.5 251
子育て情報誌などの短い簡単な文を見
て、近所の公園や子供向け施設など、必
要な情報を探し出すことができる。

読むこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・地域の⼦育て
⽀援について

有

Ⅴ 19 B1
⼦供のための情報
収集２

乳幼児検診や⼦育て情報番組から育
児サービスや公園遊びの必要性など
⼦供の発育に関する情報を得る。

2 1 245

発音がはっきりしていれば、乳児健診や
赤ちゃん訪問の担当者から、産前産後ヘ
ルバーなど地域の育児サービスの利用方
法や申込み方法などの説明や指示を聞い
て、理解することができる。

聞くこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・地域の⼦育て
⽀援について

Ⅴ 19 B1
⼦供のための情報
収集２

乳幼児検診や⼦育て情報番組から育
児サービスや公園遊びの必要性など
⼦供の発育に関する情報を得る。

2 1 253

子育て情報番組などを見て、映像やテ
ロップなどを頼りに、公園遊びが子供の
社会性を育むことや身体の発育に重要で
あることなど、主要な情報を理解するこ
とができる。

聞くこと B1
テレビのテロッ
プを読む

読むこと Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育事
情について

Ⅴ 20 A1
公園で⼦供を遊ば
せる１

公園で⼦供を遊ばせるときに，他の
親や⼦供と簡単なコミュニケーショ
ンを取る。

1 0.5 257

公園で他の親子と同じ遊具で遊ぶとき
に、「お先にどうぞ」など短い簡単な言
葉で順番を譲ったり、「ありがとうござ
います」などと答えたりすることができ
る。

やり取り A1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

⽇本のマナー・
ルール

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅴ 20 A1
公園で⼦供を遊ば
せる１

公園で⼦供を遊ばせるときに，他の
親や⼦供と簡単なコミュニケーショ
ンを取る。

1 0.5 258
公園などで、遊んでいる子供に、「順番
だよ。並ぼうね」「危ないよ。やめて
ね」など、簡単な注意をすることができ
る。

やり取り A1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

⽇本のマナー・
ルール

Ⅴ 21 A2
公園で⼦供を遊ば
せる２

公園で他の保護者とおすすめの遊び
場などの情報交換をしたり，ボール
や乗り物使⽤禁⽌など公園のルール
について理解して⼦供や他の保護者
に説明する。

2 1 254
公園などで会った他の保護者と、普段ど
こで子供を遊ばせているかや、地域のお
すすめの遊び場などについて、短い簡単
な言葉で話すことができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

Ⅴ 21 A2
公園で⼦供を遊ば
せる２

公園で他の保護者とおすすめの遊び
場などの情報交換をしたり，ボール
や乗り物使⽤禁⽌など公園のルール
について理解して⼦供や他の保護者
に説明する。

2 1 252

公園などで、ボールや乗り物など、使用
が禁止されているものやその理由につい
て、短い簡単な言葉で他の保護者に伝え
たり、質問に答えたりすることができ
る。

やり取り A2
公園の表⽰や看
板を読む

読むこと Ⅴ ⼦育て・教育
をする

⽇本のマナー・
ルール

Ⅴ 22 B1
公園で⼦供を遊ば
せる３

公園で他の保護者と保育園や幼稚
園，習い事などについて情報交換を
する。また，⼦供同⼠が喧嘩したと
きに相⼿の保護者と交渉して解決す
る。

2 1 256

公園などで会った他の保護者に話しか
け、子供が通っている保育園や幼稚園、
習い事など身近な話題について質問した
り、質問にある程度詳しく答えたりし
て、会話を続けることができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

Ⅴ 22 B1
公園で⼦供を遊ば
せる３

公園で他の保護者と保育園や幼稚
園，習い事などについて情報交換を
する。また，⼦供同⼠が喧嘩したと
きに相⼿の保護者と交渉して解決す
る。

2 1 259
子供同士で遊んでいてけがをしたとき、
相手の親にある程度詳しく状況や心情を
説明し、解決の方法を相談することがで
きる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

⽇本のマナー・
ルール

Ⅴ 23 A2
地域の育児サービ
スを利⽤する

⾚ちゃん教室や親⼦体操教室など地
域の育児サービスについて他の保護
者から情報を聞き，⾃分で⼝頭や申
込書で参加を希望する。またその際
に育児相談窓⼝で気になっているこ
とを相談する。

3 0.5 249

地域の児童館や子育て支援センターなど
で、乳幼児親子のための無料イベントや
教室などのちらしを見せながら「これに
参加したいです」など、短い簡単な言葉
で参加希望を伝えることができる。

やり取り A1

乳幼児親⼦のた
めの無料イベン
トや教室のチラ
シを読む

読むこと Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・地域の⼦育て
⽀援について

Ⅴ 23 A2
地域の育児サービ
スを利⽤する

⾚ちゃん教室や親⼦体操教室など地
域の育児サービスについて他の保護
者から情報を聞き，⾃分で⼝頭や申
込書で参加を希望する。またその際
に育児相談窓⼝で気になっているこ
とを相談する。

3 1 250
育児でうまくいかないことや悩みがある
とき、役所の育児相談窓口などで、心配
していることや困っている状況などにつ
いて説明し、相談することができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の育児に
関する制度につ
いて

Ⅴ 23 A2
地域の育児サービ
スを利⽤する

⾚ちゃん教室や親⼦体操教室など地
域の育児サービスについて他の保護
者から情報を聞き，⾃分で⼝頭や申
込書で参加を希望する。またその際
に育児相談窓⼝で気になっているこ
とを相談する。

3 0.5 246
赤ちゃん教室や親子体操教室などのベ
ビー・子供向け教室について、場所や様
子などの簡単な情報を、他の保護者に質
問したり、答えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅴ 23 A2
地域の育児サービ
スを利⽤する

リトミック教室やベビーマッサージ
教室など地域の育児サービスについ
て他の保護者から情報を聞き，⾃分
で⼝頭や申込書で参加を希望する。
またその際に育児相談窓⼝で気に
なっていることを相談する。

3 1 248

分からない点について質問することがで
きれば、地域の育児サービスの申込書
に、希望するサービスの内容や、アレル
ギーの出る食べ物など、注意してもらい
たいことを短い簡単な文で書くことがで
きる。

書くこと A2
分からない点に
ついて質問する

やり取り Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・地域の⼦育て
⽀援について

・⽇本の育児に
関する制度につ
いて

有

Ⅴ 24 A1 保育園⼊園準備１

保育園や幼稚園の⼊園申請書類を書
き，必要な⼊園準備リストを読んで
必要なものを理解する。さらにそれ
らに名前を書いたり名前シールを
貼ったりする。

2 1 277
辞書を使うことができれば、保育園や幼
稚園から配られた入園準備品のリストを
見て、必要なものについてのいくつかの
情報を理解することができる。

読むこと A1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

・⽇本の保育事
情について

有

Ⅴ 24 A1 保育園⼊園準備１

保育園や幼稚園の⼊園申請書類を書
き，必要な⼊園準備リストを読んで
必要なものを理解する。さらにそれ
らに名前を書いたり名前シールを
貼ったりする。

2 0.5 268
記入例があれば、保育園の入園申請書類
に、名前・住所・電話番号・生年月日・
希望する園名などを書くことができる。

書くこと A1 記⼊例を読む 読むこと Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

・⽇本の保育事
情について

有

Ⅴ 24 A1 保育園⼊園準備１

保育園や幼稚園の⼊園申請書類を書
き，必要な⼊園準備リストを読んで
必要なものを理解する。さらにそれ
らに名前を書いたり名前シールを
貼ったりする。

2 0.5 280
子供の持ち物に貼る名前シールやアイロ
ンシールなどに子供のクラス名や名前を
書くことができる。

書くこと A1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

・⽇本の保育事
情について

有

Ⅴ 25 A2 保育園⼊園準備２

保育園や幼稚園の⼊園申請書類に保
育が必要な理由を書いて提出する。
内定通知が出たら説明会や⾯接に参
加し，⼦供の健康状態や⽣活につい
て説明する。

3 1 271

保育園や幼稚園の入園面接で、子供の健
康状態（持病やアレルギーの有無など）
や、生活（食事や遊び、睡眠など）につ
いての簡単な質問に対して、短い簡単な
言葉で答えることができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

Ⅴ 25 A2 保育園⼊園準備２

保育園や幼稚園の⼊園申請書類に保
育が必要な理由を書いて提出する。
内定通知が出たら説明会や⾯接に参
加し，⼦供の健康状態や⽣活につい
て説明する。

3 1 269

分からない点について質問することがで
きれば、保育園の入園申請書類の保育を
必要とする理由や家族の状況などに関す
る質問を理解し、適切な答えを選ぶこと
ができる。

書くこと A2
分からない点に
ついて質問する

やり取り Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

有

Ⅴ 25 A2 保育園⼊園準備２

保育園や幼稚園の⼊園申請書類に保
育が必要な理由を書いて提出する。
内定通知が出たら説明会や⾯接に参
加し，⼦供の健康状態や⽣活につい
て説明する。

3 0.5 266
役所の窓口などで担当者に、保育園の入
園申請書類の提出期限や場所などについ
て質問し、いくつかの簡単な答えを理解
することができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

Ⅴ 25 A2 保育園⼊園準備２

保育園や幼稚園の⼊園申請書類に保
育が必要な理由を書いて提出する。
内定通知が出たら説明会や⾯接に参
加し，⼦供の健康状態や⽣活につい
て説明する。

3 0.5 270
保育園の内定通知などの短い簡単なお知
らせを見て、その後行われる説明会や面
接、健康診断の日時や持ち物など、必要
な情報を探し出すことができる。

読むこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅴ 26 B1
保育園や幼稚園と
⼦供の健康に関す
るやりとりをする

保育園や幼稚園と連絡帳を介して⼦
供の健康状態や⽣活などについてや
りとりする。また，病気になったと
きは医師と相談して登園可能な時期
を確認する。

4 0.5 289
保育園や幼稚園からくる短い簡単なメー
ルなどを読んで、行事の中止や延期、学
級閉鎖の期間や該当クラスなど、必要な
情報を探し出すことができる。

読むこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

有

Ⅴ 26 B1
保育園や幼稚園と
⼦供の健康に関す
るやりとりをする

保育園や幼稚園と連絡帳を介して⼦
供の健康状態や⽣活などについてや
りとりする。また，病気になったと
きは医師と相談して登園可能な時期
を確認する。

4 0.5 299
子供の発熱や体調不良などで、保育園や
幼稚園の先生からの電話によるお迎えを
要請する簡単な説明や指示を聞いて、理
解することができる。

聞くこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

Ⅴ 26 B1
保育園や幼稚園と
⼦供の健康に関す
るやりとりをする

保育園や幼稚園と連絡帳を介して⼦
供の健康状態や⽣活などについてや
りとりする。また，病気になったと
きは医師と相談して登園可能な時期
を確認する。

4 1 283

子供の診察時に、医師に、いつから登園
（登校）可能か、登園（登校）許可書が
もらえるかどうかなどについて質問し、
いくつかの簡単な答えを理解することが
できる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

Ⅴ 26 B1
保育園や幼稚園と
⼦供の健康に関す
るやりとりをする

保育園や幼稚園と連絡帳を介して⼦
供の健康状態や⽣活などについてや
りとりする。また，病気になったと
きは医師と相談して登園可能な時期
を確認する。

4 0.5 286

保育園や幼稚園などの連絡帳（または連
絡アプリの該当する箇所）に、子供の体
調について心配なことや、お迎えの人や
時間の変更などを、短い簡単な文で書く
ことができる。

書くこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

有

Ⅴ 26 B1
保育園や幼稚園と
⼦供の健康に関す
るやりとりをする

保育園や幼稚園と連絡帳を介して⼦
供の健康状態や⽣活などについてや
りとりする。また，病気になったと
きは医師と相談して登園可能な時期
を確認する。

4 1 285
保育園や幼稚園での様子や連絡事項など
が、ある程度詳しく書かれた先生からの
連絡帳のメッセージを読んで、大部分の
内容を理解することができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

有

Ⅴ 26 B1
保育園や幼稚園と
⼦供の健康に関す
るやりとりをする

保育園や幼稚園と連絡帳を介して⼦
供の健康状態や⽣活などについてや
りとりする。また，病気になったと
きは医師と相談して登園可能な時期
を確認する。

4 0.5 279

保育園や幼稚園からの感染症に関する対
応などについての簡単なお知らせを読ん
で、感染した場合どうすればよいかや、
登園するための条件など、重要な情報を
理解することができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

有

Ⅴ 27 A2
幼稚園のホーム
ページを読む

幼稚園のホームページを呼んで，⾒
学会や説明，⼊園願書に関する情報
などを理解する。

2 1 273

幼稚園のウェブサイトなどの、見学会や
説明会について書かれた短い簡単なテク
ストを見て、日時や申し込み方法など、
参加するのに必要な情報を探し出すこと
ができる。

読むこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

有

Ⅴ 27 A2
幼稚園のホーム
ページを読む

幼稚園のホームページを呼んで，⾒
学会や説明，⼊園願書に関する情報
などを理解する。

2 1 274

幼稚園のウェブサイトなどの、園児募集
について書かれた短い簡単なテクストを
見て、願書配布・願書受付・入園面接の
日時など、幼稚園に入るために必要な情
報を探し出すことができる。

読むこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

有

Ⅴ 28 B1
保育制度について
知る

役所が発⾏するパンフレットやホー
ムページから，保育施設の種類や特
徴，申請⽅法や必要書類などを理解
する。また窓⼝でそれについて質問
したり，空きがあるか確認したりす
る。

3 1 262

保育施設の種類（保育園・幼稚園・認定
こども園など）やそれぞれの特徴などに
ついて書かれたある程度長い文章に目を
通して、子供を預けるために必要な情報
を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

・⽇本社会にお
ける仕事と⼦育
ての両⽴に関す
る習慣等につい
て

・⽇本の育児に
関する制度につ
いて

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅴ 28 B1
保育制度について
知る

役所が発⾏するパンフレットやホー
ムページから，保育施設の種類や特
徴，申請⽅法や必要書類などを理解
する。また窓⼝でそれについて質問
したり，空きがあるか確認したりす
る。

3 1 267

役所が発行する保育に関するパンフレッ
トなどの、ある程度長い文章に目を通し
て、申請方法や必要書類など、保育園へ
の入園を申請するために必要な情報を探
し出すことができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

・⽇本社会にお
ける仕事と⼦育
ての両⽴に関す
る習慣等につい
て

・⽇本の育児に
関する制度につ
いて

有

Ⅴ 28 B1
保育制度について
知る

役所が発⾏するパンフレットやホー
ムページから，保育施設の種類や特
徴，申請⽅法や必要書類などを理解
する。また窓⼝でそれについて質問
したり，空きがあるか確認したりす
る。

3 1 263
役所の窓口で担当者に、通える場所にあ
る保育園と、それぞれの保育園の特色や
空き状況などについて質問し、ある程度
詳細な説明を理解することができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

・⽇本社会にお
ける仕事と⼦育
ての両⽴に関す
る習慣等につい
て

・⽇本の育児に
関する制度につ
いて

Ⅴ 29 B1 幼稚園受験をする
幼稚園の⼊学願書に志望動機や⼦供
の性格などを書き，⼊園⾯接でも同
様の質問の受け答えをする。

2 1 275
幼稚園の入園願書などに、志望動機や家
庭の教育方針、子供の性格（長所と短
所）などについて、ある程度詳しく書く
ことができる。

書くこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 29 B1 幼稚園受験をする
幼稚園の⼊学願書に志望動機や⼦供
の性格などを書き，⼊園⾯接でも同
様の質問の受け答えをする。

2 1 276
幼稚園の入園面接で、志望動機や子供の
性格（長所と短所）、トイレトレーニン
グの進み具合などに関する質問に、ある
程度詳しく答えることができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

・⽇本の学校制
度について

Ⅴ 30 A2
保育園や幼稚園の
先⽣とのやりとり
１

保育園や幼稚園の先⽣に，体験保育
や送迎の際に持ち物や給⾷のことな
どわからないことを質問する。また
連絡帳で簡単なやりとりをする。

3 0.5 264
体験保育当日の流れや持ち物などの簡単
な情報を、保育園のスタッフに質問した
り、答えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

Ⅴ 30 A2
保育園や幼稚園の
先⽣とのやりとり
１

保育園や幼稚園の先⽣に，体験保育
や送迎の際に持ち物や給⾷のことな
どわからないことを質問する。また
連絡帳で簡単なやりとりをする。

3 0.5 281
保育園や幼稚園の送迎時など、先生に
会ったとき、園での子供の様子や出来事
などについて、短い簡単な言葉で質問し
たり、答えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

Ⅴ 30 A2
保育園や幼稚園の
先⽣とのやりとり
１

保育園や幼稚園の先⽣に，体験保育
や送迎の際に持ち物や給⾷のことな
どわからないことを質問する。また
連絡帳で簡単なやりとりをする。

3 0.5 278

友人や先生に、保育園や幼稚園の入園準
備品リストに書かれた知らないものにつ
いて、どんなものか、どこで買えるかな
どについて質問し、いくつかの簡単な答
えを理解することができる。

やり取り A2
保育園や幼稚園
の⼊園準備品リ
ストを読む

読むこと Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

有

Ⅴ 30 A2
保育園や幼稚園の
先⽣とのやりとり
１

保育園や幼稚園の先⽣に，体験保育
や送迎の際に持ち物や給⾷のことな
どわからないことを質問する。また
連絡帳で簡単なやりとりをする。

3 0.5 284

先生や他の保護者に、保育園や幼稚園の
給食の献立表に書かれた知らない料理に
ついて、どんな料理か、材料は何かなど
質問し、いくつかの簡単な答えを理解す
ることができる。

やり取り A2
給⾷の献⽴表を
読む

読むこと Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

有

Ⅴ 30 A2
保育園や幼稚園の
先⽣とのやりとり
１

保育園や幼稚園の先⽣に，体験保育
や送迎の際に持ち物や給⾷のことな
どわからないことを質問する。また
連絡帳で簡単なやりとりをする。

3 1 286

保育園や幼稚園などの連絡帳（または連
絡アプリの該当する箇所）に、子供の体
調について心配なことや、お迎えの人や
時間の変更などを、短い簡単な文で書く
ことができる。

書くこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
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Can do
毎の単
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引⽤・
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た⽣活
Can do
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NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
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備考・補足

Ⅴ 31 B1
保育園や幼稚園の
先⽣とのやりとり
２

保育園や幼稚園の⾒学や⾯談で，⼦
供が園⽣活を送るにあたり，⼼配な
ことや気になっていることを質問し
て相談する。

2 1 285

保育園を見学するとき、保育士に、おむ
つや服装の決まり、父母参加の行事があ
るかなど、自分が気になることについて
質問し、ある程度詳細な説明を理解する
ことができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

Ⅴ 31 B1
保育園や幼稚園の
先⽣とのやりとり
２

保育園や幼稚園の⾒学や⾯談で，⼦
供が園⽣活を送るにあたり，⼼配な
ことや気になっていることを質問し
て相談する。

2 1 282
保育園や幼稚園の面談で、園や家での子
供の様子や心配事などについて、ある程
度詳しく先生に伝えたり、質問したりす
ることができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

Ⅴ 32 B1
保育園や幼稚園に
ついての情報交換

保育園や幼稚園について，教育⽅針
や⼦供の服装や持ち物，⾃分の家
庭・勤務状況で預けられるのかなど
を友⼈と情報交換する。

3 1 261

自分の家庭や勤務の状況では子供をどこ
に預けられるのか、それはどのような場
所なのか、などの詳しい情報について、
保育園や幼稚園についてよく知っている
人に質問したり、答えたりすることがで
きる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

Ⅴ 32 B1
保育園や幼稚園に
ついての情報交換

保育園や幼稚園について，教育⽅針
や⼦供の服装や持ち物，⾃分の家
庭・勤務状況で預けられるのかなど
を友⼈と情報交換する。

3 1 272
近所の幼稚園について、教育方針や先生
たちの対応、教育の内容などの詳しい情
報を、その園をよく知っている友人に質
問したり、答えたりすることができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

Ⅴ 32 B1
保育園や幼稚園に
ついての情報交換

保育園や幼稚園について，教育⽅針
や⼦供の服装や持ち物，⾃分の家
庭・勤務状況で預けられるのかなど
を友⼈と情報交換する。

3 1 287
保育園や幼稚園の子供の服装や持ち物、
園での過ごし方などについての詳しい情
報を、その園をよく知っている友人に質
問したり、答えたりすることができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の保育
園・幼稚園⽣活
について

Ⅴ 33 A2 ⼊学準備をする１

役所や教育委員会のホームページか
ら⽇本の学校制度について知り，窓
⼝で外国⼈児童向けの対応があるか
質問する。また，⼊学準備品のリス
トを⾒て理解し，必要があれば質問

2 0.5 292
外国人向けに平易な語彙や表現を用いて
作られた日本の学校を紹介する動画など
を見て、学校制度や学校生活について、
内容を大まかに理解することができる。

聞くこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

Ⅴ 33 A2 ⼊学準備をする１

役所や教育委員会のホームページか
ら⽇本の学校制度について知り，窓
⼝で外国⼈児童向けの対応があるか
質問する。また，⼊学準備品のリス
トを⾒て理解し，必要があれば質問

2 0.5 295

役所や教育委員会の窓口で、外国人児童
向けの日本語学級の有無や日本語支援が
受けられるかどうかについて質問し、い
くつかの簡単な答えを理解することがで
きる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

Ⅴ 33 A2 ⼊学準備をする１

役所や教育委員会のホームページか
ら⽇本の学校制度について知り，窓
⼝で外国⼈児童向けの対応があるか
質問する。また，⼊学準備品のリス
トを⾒て理解し，必要があれば質問
する。

2 0.5 300
辞書を使うことができれば、学校から配
られた入学準備品のリストを見て、何が
必要か理解することができる。

読むこと A1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅴ 33 A2 ⼊学準備をする１

役所や教育委員会のホームページか
ら⽇本の学校制度について知り，窓
⼝で外国⼈児童向けの対応があるか
質問する。また，⼊学準備品のリス
トを⾒て理解し，必要があれば質問
する。

2 0.5 301

知り合いや先生に、学校から配られた入
学準備品のリストに書かれた知らないも
のについて、どんなものか、どこで買え
るかなど質問し、いくつかの簡単な答え
を理解することができる。

やり取り A2
⼊学準備品リス
トを読む

読むこと Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 34 B1 ⼊学準備をする２
就学前検診や編⼊学など，状況に応
じて必要な⼿続きを学校の担当者と
やりとりしながら進める。

2 1 299

就学前健診の通知の内容について確認す
るために、電話で学校の担当者に健診の
内容や進め方について質問し、聞き返す
こともあるが、ある程度詳細な説明を理
解することができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

Ⅴ 34 B1 ⼊学準備をする２
就学前検診や編⼊学など，状況に応
じて必要な⼿続きを学校の担当者と
やりとりしながら進める。

2 1 297
子供が編入学するとき、編入する学校で
先生に、それまでの子供の学習歴や日本
語能力などについて簡単に説明し、編入
学年などを相談することができる

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

Ⅴ 35 B1
⼊学のための情報
を得る

就学ガイドブックを読んだり，保護
者説明会に参加して，⽇本語学級や
⽇本語指導なども含めて⽇本の学校
に通うための必要な情報を得る。ま
た，友⼈とも意⾒交換する。

2 0.5 293

就学ガイドブックなどのある程度長い文
章に目を通して、教育委員会での手続や
必要な書類の提出など、外国籍の子供が
日本の学校に通うために必要な情報を探
し出すことができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 35 B1
⼊学のための情報
を得る

就学ガイドブックを読んだり，保護
者説明会に参加して，⽇本語学級や
⽇本語指導なども含めて⽇本の学校
に通うための必要な情報を得る。ま
た，友⼈とも意⾒交換する。

2 0.5 294

入学前に行われる保護者説明会に参加し
た後、よく分からなかった点や気になる
点について担当者に質問し、聞き返すこ
ともあるが、ある程度詳細な説明を理解
することができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

Ⅴ 35 B1
⼊学のための情報
を得る

就学ガイドブックを読んだり，保護
者説明会に参加して，⽇本語学級や
⽇本語指導なども含めて⽇本の学校
に通うための必要な情報を得る。ま
た，友⼈とも意⾒交換する。

2 0.5 296

役所や教育委員会の窓口で、子供にどの
ような支援が必要か検討するために、担
当者に日本語学級や日本語巡回指導、通
訳派遣などについて質問し、聞き返すこ
ともあるが、ある程度詳細な説明を理解
することができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

Ⅴ 35 B1
⼊学のための情報
を得る

就学ガイドブックを読んだり，保護
者説明会に参加して，⽇本語学級や
⽇本語指導なども含めて⽇本の学校
に通うための必要な情報を得る。ま
た，友⼈とも意⾒交換する。

2 0.5 291
友人とお互いの国や地域の学校制度や義
務教育について、その大切さや問題点な
どを話したり、簡単なコメントや意見を
交換したりすることができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

Ⅴ 36 B1
学童保育を利⽤す
る

学童保育について書かれたホーム
ページを読み，申込に必要な⼿続き
を知る。また，学童保育の指導員に
疑問点を質問する。

2 1 302

学童保育の申請について書かれたウェブ
サイトなどの、ある程度長い文章に目を
通して、利用できる条件や保育時間、申
込みに必要な書類など、学童保育を申請
するために必要な情報を探し出すことが
できる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本社会にお
ける仕事と⼦育
ての両⽴に関す
る習慣等につい
て

・⽇本の学校制
度について

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅴ 36 B1
学童保育を利⽤す
る

学童保育について書かれたホーム
ページを読み，申込に必要な⼿続き
を知る。また，学童保育の指導員に
疑問点を質問する。

2 1 303
子供が通う学童保育の指導員に、保育時
間の延長が可能かどうかや、利用におけ
る疑問点などについて質問し、ある程度
詳細な説明を理解することができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本社会にお
ける仕事と⼦育
ての両⽴に関す
る習慣等につい
て

・⽇本の学校制
度について

Ⅴ 37 A2
学校⾏事について
知る

⽇本の学校における⾏事についてプ
リントやホームページを呼んで理解
する。また，保護者として参加する
ために必要な情報を得る。

2 1 305
学校行事に関する短い簡単なお知らせな
どを見て、日時や場所、持ち物などの内
容を大まかに理解することができる。

読むこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 37 A2
学校⾏事について
知る

⽇本の学校における⾏事についてプ
リントやホームページを呼んで理解
する。また，保護者として参加する
ために必要な情報を得る。

2 1 304
小中学校の入学説明会の資料などに書か
れた説明を読んで、入学式や遠足、運動
会などの学校行事の1年の流れについて
の主要な情報を理解することができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 38 A2
保護者⾯談に参加
する

保護者⾯談で担任教師に⼦供の学校
での勉強の様⼦や，家庭での学習，
⾔語上の困難点などについて相談す
る。

2 1 311

時々くり返しや説明を求めることができ
れば、保護者面談などで、うちでどのよ
うに勉強しているか、子供に気になるこ
とはないかなどの簡単な質問に対して、
短い簡単な言葉で答えることができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

Ⅴ 38 A2
保護者⾯談に参加
する

保護者⾯談で担任教師に⼦供の学校
での勉強の様⼦や，家庭での学習，
⾔語上の困難点などについて相談す
る。

2 1 312

保護者面談などで担任教師に、日常で使
用する言葉と教科書で使われる言葉が違
うことで内容の理解が難しいなど、教科
書の言語上の困難点などについて、ある
程度詳しく説明し、子供に必要な支援を
依頼することができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

有

Ⅴ 39 B1
学校⾏事やPTA活
動に参加する

学校⾏事やPTAなどに参加し，他の
保護者と交流をしたり，⼦供たちに
声を掛けたりする。

3 0.5 307

PTAの防犯パトロールのとき、通学路や
公園などで、子供の様子を見ながら「車
に気を付けてね」「早くおうちに帰って
ね」など、場面に合わせた短い簡単な言
葉で声をかけることができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

⽇本のマナー・
ルール

Ⅴ 39 B1
学校⾏事やPTA活
動に参加する

学校⾏事やPTAなどに参加し，他の
保護者と交流をしたり，⼦供たちに
声を掛けたりする。

3 0.5 314

授業参観や運動会などで初めて会った人
に話しかけ、子供や家族、住んでいる地
域など身近な話題について質問したり、
ある程度詳しく答えたりして、会話を続
けることができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

Ⅴ 39 B1
学校⾏事やPTA活
動に参加する

学校⾏事やPTAなどに参加し，他の
保護者と交流をしたり，⼦供たちに
声を掛けたりする。

3 1 310

PTAの委員会などで、防犯パトロールの
割り振り、運動会のお手伝いなど、議題
の概要を理解して、事実確認をしたり、
自分の意見を述べたりして、ディスカッ
ションに参加することができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅴ 39 B1
学校⾏事やPTA活
動に参加する

学校⾏事やPTAなどに参加し，他の
保護者と交流をしたり，⼦供たちに
声を掛けたりする。

3 0.5 309
子供の通う学校についてよく知っている
友人から、その学校のPTAの活動内容や
会費、役員になった場合の仕事などの詳
しい情報を得ることができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

Ⅴ 39 B1
学校⾏事やPTA活
動に参加する

学校⾏事やPTAなどに参加し，他の
保護者と交流をしたり，⼦供たちに
声を掛けたりする。

3 0.5 611
学校行事 自治会・町内会や地域のイベン
 トなどで、初めて会う人たちの前で自己
紹介するとき、自分の名前、出身地など
をごく簡単な言葉で言うことができる。

発表 A1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・⽇本の学校⽣
活について

Ⅴ 40 A2 学校とのやりとり

⼦供が学校を⽋席することを連絡帳
に書いて学校に知らせる。また，連
絡帳や電話などで教師に⼦供の学校
⽣活の悩みなどについて相談する。

2 1 313
子供が学校を欠席するとき、連絡帳に、
子供の状態や欠席の理由などについて短
い簡単な文で書くことができる。

書くこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

有

Ⅴ 40 A2 学校とのやりとり

⼦供が学校を⽋席することを連絡帳
に書いて学校に知らせる。また，連
絡帳や電話などで教師に⼦供の学校
⽣活の悩みなどについて相談する。

2 1 324

子供が学校生活に関する悩みを抱えてい
るとき、子供が抱えている悩みや家庭で
の様子などについて、短い簡単な言葉で
教師に質問したり、説明したりすること
ができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

Ⅴ 41 A1 給⾷費を⽀払う
給⾷費を集⾦袋で⽀払ったり，その
他の⽅法で⽀払うことができるか学
校の担当者に質問したりする。

1 0.5 319
学校等からの集金袋などを見て、内容、
金額、支払期限など、ごく基本的な情報
を探し出すことができる。

読むこと A1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

給⾷費
・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 41 A1 給⾷費を⽀払う
給⾷費を集⾦袋で⽀払ったり，その
他の⽅法で⽀払うことができるか学
校の担当者に質問したりする。

1 0.5 316
学校で、子供の担任や事務担当者に、給
食費の支払方法などについて質問し、い
くつかの簡単な答えを理解することがで
きる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

給⾷費
・⽇本の学校制
度について

Ⅴ 42 B1
給⾷費の減免制度
を利⽤する

学校からもらうプリントやホーム
ページなどから給⾷費の減免制度に
ついて情報を得て，申請書を書く。

2 0.5 317
学校からの給食費等の経費減免に関する
簡単な文書を読んで、主要な情報を理解
することができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

給⾷費
・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 42 B1
給⾷費の減免制度
を利⽤する

学校からもらうプリントやホーム
ページなどから給⾷費の減免制度に
ついて情報を得て，申請書を書く。

2 0.5 320
給食費などの減免申請書に、自分の基本
的な情報や、減免理由に関する選択式な
どの簡単な質問を理解し、答えを書くこ
とができる。

書くこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

給⾷費
・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 42 B1
給⾷費の減免制度
を利⽤する

学校からもらうプリントやホーム
ページなどから給⾷費の減免制度に
ついて情報を得て，申請書を書く。

2 1 321
必要に応じて確認することができれば、
給食費などの減免申請書の記入事項をだ
いたい理解し、答えを書くことができ
る。

書くこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

給⾷費
・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 43 B1
いじめを教師に訴
える

教師から⼦供が学校で受けている差
別やいじめについて説明を聞いた
り，逆に教師に訴えたりする。

2 1 322
教師から、子供が学校で受けている差別
やいじめなどについての説明を聞いて理
解し、理由を聞いたり、確認したりする
ことができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

いじめ

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅴ 43 B1
いじめを教師に訴
える

教師から⼦供が学校で受けている差
別やいじめについて説明を聞いた
り，逆に教師に訴えたりする。

2 1 323

動作や図などで示しながら、子供が学校
で受けている差別やいじめなどについ
て、子供の状態や気持ち、自分の考えな
どを教師に短い簡単な言葉で説明するこ
とができる。

発表 A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

いじめ

Ⅴ 44 B1
⼈権研修会で発表
する

外国⼈の⼈権に関する研修会などで
「外国⼈に対する差別」について⾃
分の体験を発表する。

1 1 325

外国人の人権に関する研修会などで、あ
らかじめ準備してあれば、「外国人に対
する差別」など自分が体験したことにつ
いてまとまりのある簡単な発表をし、想
定した質問に対応することができる。

発表 B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

外国⼈差別

Ⅴ 45 B1 進学情報を集める

⾼校や⼤学のウェブサイトから⼦供
の進学についての情報を集めたり，
進路説明会で説明を聞いたりして，
⼦供に必要な資格や学歴などを知
る。

3 0.5 328
高校や大学などを紹介するウェブサイト
の短い簡単な説明文を読んで、正規修学
年数や公立と私立の違いなど、いくつか
の簡単な情報を理解することができる。

読むこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 45 B1 進学情報を集める

⾼校や⼤学のウェブサイトから⼦供
の進学についての情報を集めたり，
進路説明会で説明を聞いたりして，
⼦供に必要な資格や学歴などを知
る。

3 1 326
発音と内容がはっきりしていれば、学校
の進路説明会で、子供の進路に関する簡
単な説明を聞いて、主要な情報を理解す
ることができる。

聞くこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

Ⅴ 45 B1 進学情報を集める

⾼校や⼤学のウェブサイトから⼦供
の進学についての情報を集めたり，
進路説明会で説明を聞いたりして，
⼦供に必要な資格や学歴などを知
る。

3 0.5 329
高校や大学のウェブサイトで、入学を決
めた理由や何を勉強しているかなどに関
する簡単なインタビュー記事を読んで、
主要な情報を理解することができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 45 B1 進学情報を集める

⾼校や⼤学のウェブサイトから⼦供
の進学についての情報を集めたり，
進路説明会で説明を聞いたりして，
⼦供に必要な資格や学歴などを知
る。

3 1 327

職業ガイドなど、中高生のための職業に
関する雑誌やウェブサイトの、ある程度
長い文章に目を通して、業種や職種、資
格や学歴など、子供の進路選択のために
必要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 46 A2 通知表を読む
通知表を読んで，⼦供の成績や⽣活
態度などを知る。

1 1 334
通知表や短い簡単な所見を読んで、子供
の成績や生活態度など、いくつかの簡単
な情報を理解することができる。

読むこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

有

Ⅴ 47 A2
教師に進路相談を
する１

⾯談や電話で教師と進路相談をし
て，⾃分の⼦供のために必要な情報
を聞き出し，メモして整理する。

2 0.5 330
学校で教師に、進路相談の方法や相談可
能な日時、通訳・翻訳の有無などについ
て質問し、いくつかの簡単な答えを理解
することができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

Ⅴ 47 A2
教師に進路相談を
する１

⾯談や電話で教師と進路相談をし
て，⾃分の⼦供のために必要な情報
を聞き出し，メモして整理する。

2 0.5 331
電話で、教師に、進路相談をしてもらえ
るか、通訳者を同行してもいいかなどに
ついて質問し、いくつかの簡単な答えを
理解することができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅴ 47 A2
教師に進路相談を
する１

⾯談や電話で教師と進路相談をし
て，⾃分の⼦供のために必要な情報
を聞き出し，メモして整理する。

2 0.5 335
進路相談などで、進学や就職希望先の名
前や、受験科目等の重要な情報を紙に書
いてもらうために、どこに興味があるの
か、何が得意かを言うことができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 47 A2
教師に進路相談を
する１

⾯談や電話で教師と進路相談をし
て，⾃分の⼦供のために必要な情報
を聞き出し，メモして整理する。

2 0.5 332
進路希望調査書に、進学や就職希望先の
名前や、その進路を希望する理由など
を、短い簡単な文で書くことができる。

書くこと A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

有

Ⅴ 48 B1
教師に進路相談を
する２

三者⾯談などで⼦供の成績や希望を
元に，こちらの希望や家庭状況など
を伝えて⼦供の進路について具体的
な道筋を⽴てる。

3 1 337
三者面談で、成績や進路に関する説明の
概要を理解し、事実確認をしたり、自分
の意見を述べたりして、ディスカッショ
ンに参加することができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

Ⅴ 48 B1
教師に進路相談を
する２

三者⾯談などで⼦供の成績や希望を
元に，こちらの希望や家庭状況など
を伝えて⼦供の進路について具体的
な道筋を⽴てる。

3 1 336
子供の進路について、希望に対する現状
や今後の対応などの詳しい情報を、教師
に質問したり、答えたりすることができ
る。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

Ⅴ 48 B1
教師に進路相談を
する２

三者⾯談などで⼦供の成績や希望を
元に，こちらの希望や家庭状況など
を伝えて⼦供の進路について具体的
な道筋を⽴てる。

3 1 333
教師に子供の進路などを相談するとき、
希望や家庭状況などを、ある程度詳しく
説明することができる。

発表 B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の学校制
度について

Ⅴ 49 B1
特別⽀援教育の情
報を得る

特別⽀援学校などの機関について簡
単なリーフレットなどを読んで理解
し，他の保護者と情報交換をする。
さらに学校に電話をして質問する。

3 1 342
同様の障害を持つ親同士のやりとりで、
どんな支援制度があるか、どこで情報を
得られるかなどの詳しい情報を質問した
り、答えたりすることができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の特別⽀
援教育について

Ⅴ 49 B1
特別⽀援教育の情
報を得る

特別⽀援学校などの機関について簡
単なリーフレットなどを読んで理解
し，他の保護者と情報交換をする。
さらに学校に電話をして質問する。

3 1 346
特別支援学校などの制度や役割、機能に
関する簡単なリーフレットなどを読ん
で、主要な情報を理解することができ
る。

読むこと B1 読むこと Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の特別⽀
援教育について

有

Ⅴ 49 B1
特別⽀援機関の情
報を得る

特別⽀援学校や特別⽀援学級などに
ついて簡単なリーフレットなどを読
んで理解し，他の保護者と情報交換
をする。さらに学校に電話をして質
問する。

3 1 348
電話で学校に、特別支援学級があるか、
支援体制はどのようになっているかなど
について質問し、いくつかの簡単な答え
を理解することができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の特別⽀
援教育について

Ⅴ 50 A2
特別⽀援機関とや
りとりする１

特別⽀援教育相談の予約をして，⼊
学や利⽤の条件について担当者とや
りとりをする。

2 1 339
特別支援教育相談の予約をするとき、自
分の基本情報や相談可能な日時などの簡
単な情報を、担当者に質問し、いくつか
の簡単な答えを理解することができる。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の特別⽀
援教育について

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅴ 50 A2
特別⽀援機関とや
りとりする１

特別⽀援教育相談の予約をして，⼊
学や利⽤の条件について担当者とや
りとりをする。

2 1 343
生涯教育・療育施設の担当者に、入学・
利用の条件などについて質問し、いくつ
かの簡単な答えを理解することができ
る。

やり取り A2 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の特別⽀
援教育について

Ⅴ 51 B1
特別⽀援機関とや
りとりする２

⽀援機関や教育機関の担当者や専⾨
家に⾃分の⼦供の状況を伝え，どの
ような⽀援が受けられるかについて
やりとりする。

3 0.5 344
支援機関、教育機関等の担当者に対し
て、自分の子供の障害について、ある程
度詳しく説明することができる。

発表 B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の特別⽀
援教育について

Ⅴ 51 B1
特別⽀援機関とや
りとりする２

⽀援機関や教育機関の担当者や専⾨
家に⾃分の⼦供の状況を伝え，どの
ような⽀援が受けられるかについて
やりとりする。

3 0.5 345
発音がはっきりしていれば、特別支援学
校などの教師による特別支援学校の制度
や役割、機能などの説明を聞いて、理解
することができる。

聞くこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の特別⽀
援教育について

Ⅴ 51 B1
特別⽀援機関とや
りとりする２

⽀援機関や教育機関の担当者や専⾨
家に⾃分の⼦供の状況を伝え，どの
ような⽀援が受けられるかについて
やりとりする。

3 0.5 347

発音がはっきりしていれば、支援機関の
担当者から様々な施設の利用や相談の際
の通訳・翻訳サービスなどの地域の支援
体制に関する説明を聞いて、理解するこ
とができる。

聞くこと B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の特別⽀
援教育について

Ⅴ 51 B1
特別⽀援機関とや
りとりする２

⽀援機関や教育機関の担当者や専⾨
家に⾃分の⼦供の状況を伝え，どの
ような⽀援が受けられるかについて
やりとりする。

3 0.5 351
支援機関などの担当者に、自分の子供の
家庭での状況などを、ある程度詳しく説
明することができる。

発表 B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の特別⽀
援教育について

Ⅴ 51 B1
特別⽀援機関とや
りとりする２

⽀援機関や教育機関の担当者や専⾨
家に⾃分の⼦供の状況を伝え，どの
ような⽀援が受けられるかについて
やりとりする。

3 1 341

子供の障害・発達支援の専門家に、子供
の様子など、知りたいことについて準備
した質問をし、答えを受けて、情報を確
認したり、それに続く質問をしたりする
ことができる。

やり取り B1 Ⅴ ⼦育て・教育
をする

・⽇本の学校⽣
活について

・⽇本の特別⽀
援教育について

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅵ 1 B1
就職活動前の情報
収集

仕事を探す前に、⽇本の就職事情関
する情報を得る

4 1 353

発⾳と内容がはっきりしていれば、ハロー
ワークなどが開催する⽇本の就労状況に関
する簡単な話を聞いて、主要な情報を理解
することができる。

聞くこと B1 Ⅵ働く
・ハローワーク
の機能について

無

Ⅵ 1 B1
就職活動前の情報
収集

仕事を探す前に、⽇本の就職事情関
する情報を得る

4 1.5 355

ハローワークなどが出している就職活動の
⼿引きの、ある程度⻑い⽂章に⽬を通し
て、⽇本の雇⽤制度や在留資格による就労
条件など、就職活動のために必要な情報を
探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 1 B1
就職活動前の情報
収集

仕事を探す前に、⽇本の就職事情関
する情報を得る

4 1.5 374

正社員やアルバイトなど⽇本の雇⽤形態に
ついて分からないとき、詳しい友⼈から、
正社員と任期付き社員の違いなどの詳しい
情報を得ることができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 2 A2
ハローワークで就
職の相談・求⼈へ
の申し込みをする

ハローワークで担当者と相談しなが
ら、⾃分に合う仕事を探し、求職申
込書を書く

7 0.5 354

ハローワークなどで担当者に、⺟語で書か
れた⽇本の就労⽀援に関する資料がないか
質問し、いくつかの簡単な答えを理解する
ことができる。

やり取り A2 Ⅵ働く
・ハローワーク
の機能について

無

Ⅵ 2 A2
ハローワークで就
職の相談・求⼈へ
の申し込みをする

ハローワークで担当者と相談しなが
ら、⾃分に合う仕事を探し、求職申
込書を書く

7 1 356

ハローワークなどで窓⼝の担当者に、就職
情報の取得⽅法や取得後の⼿続について質
問し、聞き返すこともあるが、担当者から
のある程度詳細な説明を理解することがで
きる。

やり取り B1 Ⅵ働く
・ハローワーク
の機能について

無

Ⅵ 2 A2
ハローワークで就
職の相談・求⼈へ
の申し込みをする

ハローワークで担当者と相談しなが
ら、⾃分に合う仕事を探し、求職申
込書を書く

7 1.5 357

ハローワークなどで窓⼝の担当者に、どの
ような職業訓練があるのかや条件・申込み
の⼿順などについて質問し、聞き返すこと
もあるが、ある程度詳細な説明を理解する
ことができる。

やり取り B1 Ⅵ働く
・ハローワーク
の機能について

無

Ⅵ 2 A2
ハローワークで就
職の相談・求⼈へ
の申し込みをする

ハローワークで担当者と相談しなが
ら、⾃分に合う仕事を探し、求職申
込書を書く

7 1 365
ハローワークなどの求職申込書に、希望す
る仕事や持っている資格など、短い簡単な
⽂で書くことができる。

書くこと A2 Ⅵ働く
・ハローワーク
の機能について

有

Ⅵ 2 A2
ハローワークで就
職の相談・求⼈へ
の申し込みをする

ハローワークで担当者と相談しなが
ら、⾃分に合う仕事を探し、求職申
込書を書く

7 1 380

ハローワークの窓⼝などで、⾃分の在留資
格や働ける時間など基本的な情報を伝え、
どのような働き⽅ができるかについて質問
し、いくつかの簡単な答えを理解すること
ができる。

やり取り A2 Ⅵ働く

・ハローワーク
の機能について
・在留資格につ
いて

無

Ⅵ 2 A2
ハローワークで就
職の相談・求⼈へ
の申し込みをする

ハローワークで担当者と相談しなが
ら、⾃分に合う仕事を探し、求職申
込書を書く

7 1 382

ハローワークの窓⼝の担当者に、⾃分の希
望を伝え、就労のために必要な資格は何
か、どうすれば取得できるかなどについて
質問し、ある程度詳細な答えを理解するこ
とができる。

やり取り B1 Ⅵ働く
・ハローワーク
の機能について

無

Ⅵ 2 A2
ハローワークで就
職の相談・求⼈へ
の申し込みをする

ハローワークで担当者と相談しなが
ら、⾃分に合う仕事を探し、求職申
込書を書く

7 1 384

ハローワークの窓⼝などで、⾃分が希望す
る職場に、どのくらい外国⼈がいるかや、
どこの国の⼈が多いかなど、外国⼈の雇⽤
環境について質問し、いくつかの簡単な答
えを理解することができる。

やり取り A2 Ⅵ働く
・ハローワーク
の機能について

無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅵ 3 A2
求⼈情報を探す
（インターネッ
ト・広告）

インターネットの求⼈情報サイトや
街中の求⼈広告などで必要な情報を
探す

3 1 358
求⼈サイトなどで、求⼈情報を検索するた
めに、⾃分の希望する職種名など適切な
キーワードを⼊⼒することができる。

書くこと A2 Ⅵ働く 有

Ⅵ 3 A2
求⼈情報を探す
（インターネッ
ト・広告）

インターネットの求⼈情報サイトや
街中の求⼈広告などで必要な情報を
探す

3 1 359

街中にある「〇〇募集」などの求⼈広告に
ある短い簡単な説明を読んで、職種や勤務
内容・待遇など、いくつかの簡単な情報を
理解することができる。

読むこと A2 Ⅵ働く 有

Ⅵ 3 A2
求⼈情報を探す
（インターネッ
ト・広告）

インターネットの求⼈情報サイトや
街中の求⼈広告などで必要な情報を
探す

3 1 363

求⼈サイトなどの求⼈情報のある程度⻑い
⽂章に⽬を通して、それぞれの職務内容や
雇⽤条件など、どの求⼈に応募するか決め
るために必要な情報を探し出すことができ
る。

読むこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 4 A2
求⼈情報を探す
（⼈に聞く）

求⼈情報について⼈に聞く 2 1.5 360

就職したい会社に勤めている⼈に、仕事内
容や会社の雰囲気など、知りたいことにつ
いて準備した質問をし、答えを受けて、情
報を確認したり、それに続く質問をしたり
することができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 4 A2
求⼈情報を探す
（⼈に聞く）

求⼈情報について⼈に聞く 2 0.5 367
就職活動中に、近隣で求⼈していないかど
うかなどについて、友⼈に質問したり、答
えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 5 B1
就職活動（正社員
向け）

正社員の職を得るために就職活動を
⾏う

3 1 368

⼈事担当者に、卒業証明書の⽇本語訳は必
要かなど、応募に関して不明な点につい
て、ある程度詳しくメールで尋ねることが
できる。

書くこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 5 B1
就職活動（正社員
向け）

正社員の職を得るために就職活動を
⾏う

3 2 371
⾃分⾃⾝の⻑所や短所など、簡単な⾃⼰PR
⽂を就職のための提出書類に書くことがで
きる。

書くこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 6 B1
就職活動（アルバ
イト向け）

アルバイトの職を得るために、就労
に関する情報を得て、履歴書を書く

2 0.5 361
アルバイト説明会で、職務内容や勤務時間
など、就労に関する説明を聞いて、主要な
情報を理解することができる。

聞くこと B1 Ⅵ働く
・就職説明会や
講習の開催⽬的
について

無

Ⅵ 6 B1
就職活動（アルバ
イト向け）

アルバイトの職を得るために、就労
に関する情報を得て、履歴書を書く

2 1.5 371
⾃分⾃⾝の⻑所や短所など、簡単な⾃⼰PR
⽂を就職のための提出書類に書くことがで
きる。

書くこと B1 Ⅵ働く 有
ユニット５にも
あり

Ⅵ 7 A2 ⾯接を受ける 職を得るために、⾯接試験を受ける 3 1 369
⾯接官に、⾃分の状況を説明し、職務や勤
務時間の変更など就労形態について交渉す
ることができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 7 A2 ⾯接を受ける
職を得るために、⾯接試験を受け、
必要なやりとりができる

3 1 370
⾯接試験の希望⽇時について、⼈事担当者
に、短い簡単な⽂でメールを書くことがで
きる。

書くこと A2 Ⅵ働く 有

Ⅵ 7 A2 ⾯接を受ける 職を得るために、⾯接試験を受ける 3 0.5 372

時々くり返しや説明を求めることができれ
ば、⾯接試験で、経歴や志望動機などの簡
単な質問に対して、短い簡単な⾔葉で答え
ることができる。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 7 A2 ⾯接を受ける 職を得るために、⾯接試験を受ける 3 0.5 373

⾯接試験で、あらかじめ準備してあれば、
⾃分の得意とすることや経歴・職歴など
を、⾯接試験官にある程度詳しく伝えるこ
とができる。

発表 B1 Ⅵ働く 無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅵ 8 B1 雇⽤契約を結ぶ
雇⽤契約を結ぶ際に、必要な情報を
得るためにやり取りをしたり、交渉
したりする

3 1 375

雇⽤契約を結ぶとき、担当者に職務内容や
就業条件など不明な点について質問し、聞
き返すこともあるが、ある程度詳細な説明
を理解することができる。

やり取り B1
雇⽤契約書を読
むことができる

読むこと Ⅵ働く
・労働契約・雇
⽤契約について

有
雇⽤契約書に出
てくる漢字・漢
語

Ⅵ 8 B1 雇⽤契約を結ぶ
雇⽤契約を結ぶ際に、必要な情報を
得るためにやり取りをしたり、交渉
したりする

3 1 376

雇⽤契約を結ぶとき、「会社の規定に準ず
る」のような記載など、雇⽤契約書に明記
されていない点や不明な点について質問
し、聞き返すこともあるが、ある程度詳細
な説明を理解することができる。

やり取り B1
雇⽤契約書を読
むことができる

読むこと Ⅵ働く
・労働契約・雇
⽤契約について

有
雇⽤契約書に出
てくる漢字・漢
語

Ⅵ 8 B1 雇⽤契約を結ぶ
雇⽤契約を結ぶ際に、必要な情報を
得るためにやり取りをしたり、交渉
したりする

3 1 377

雇⽤契約を結ぶとき、契約書の原本はもら
えるかなど契約⼿続で不明な点について質
問し、いくつかの簡単な答えを理解するこ
とができる。

やり取り A2 Ⅵ働く
・労働契約・雇
⽤契約について

無
雇⽤契約書に出
てくる漢字・漢
語

Ⅵ 9 B1
職場で仕事に関す
る相談をする

職場で、知りたい情報について、上
司や同僚に質問することができる

3 1 381
雇⽤契約書に⽬を通して、契約期間、業務
内容、就業時間、賃⾦、社会保険の加⼊な
ど重要な情報を理解することができる。

やり取り B1
契約書を読むこ
とがきる

読むこと Ⅵ働く
・労働契約・雇
⽤契約について

有
雇⽤契約書に出
てくる漢字・漢
語

Ⅵ 9 B1
職場で仕事に関す
る相談をする

職場で、仕事に関して知りたい情報
について、上司や同僚に質問する

3 1 385

就職予定の会社の上司や担当者などに、宗
教上の理由から特定の⾷べ物が⾷べられな
いことやお祈りの時間や部屋が必要になる
ことなどについて質問したり、答えたりす
ることができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 9 B1
職場で仕事に関す
る相談をする

職場で、仕事に関して知りたい情報
について、上司や同僚に質問する

3 1 383

就職予定の会社の上司や担当者に、扶養家
族の条件や福利厚⽣についてなど、不明な
点について質問し、ある程度詳細な答えを
理解することができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 10 B1
給与明細について
質問する

給与明細を⾒ながら、必要な情報を
担当者に聞く

3 1 386

ハローワークの就職説明会で、給与明細書
の⾒⽅を説明されたとき、本俸と各種⼿当
の違いなどについて質問し、ある程度詳細
な説明を理解することができる。

やり取り B1
給与明細書を読
むことができる

読むこと Ⅵ働く
・給与の仕組み
について

有
給与明細に出て
くる漢字・漢語

Ⅵ 10 B1
給与明細について
質問する

給与明細を⾒ながら、必要な情報を
担当者に聞く

3 1 387

ハローワークで閲覧できる求⼈票につい
て、窓⼝の担当者から業務の内容、給与や
残業⼿当などの説明を聞いて、⼤まかに理
解することができる。

聞くこと A2
給与明細書を読
むことができる

読むこと Ⅵ働く
・給与の仕組み
について

有
給与明細に出て
くる漢字・漢語

Ⅵ 10 B1
給与明細について
質問する

給与明細を⾒ながら、必要な情報を
担当者に聞く

3 1 389

ハローワークで、記載内容に間違いや齟齬
があると思われる求⼈票を⾒て、窓⼝の担
当者に、疑問点について質問したり、答え
たりすることができる。

やり取り B1
給与明細書を読
むことができる

読むこと Ⅵ働く
・給与の仕組み
について

有
給与明細に出て
くる漢字・漢語

Ⅵ 11 A2
仕事での安全を守
る

職場の安全に関する張り紙や指⽰、
マニュアルを理解する

6 1 394
職場の安全衛⽣マニュアルなどの⾒出しや
⽬次から、職種などを頼りに⾃分に必要な
項⽬を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 11 A2
仕事での安全を守
る

職場の安全に関する張り紙や指⽰、
マニュアルを理解する

6 1 399

⼯場内の廃材置場などにある「サイズをそ
ろえる」「⼆段以上積むな」などの短い簡
単な注意書きを読んで、理解することがで
きる。

読むこと A2 Ⅵ働く 有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
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数（1＝
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Can do
毎の単
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の⽬安

（1＝45
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引⽤・
参照し
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番号
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⽣活Can do
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doレベ
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動（Can do）
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（⼤分類）
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⽂字
（読・

書）の必
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備考・補⾜

Ⅵ 11 A2
仕事での安全を守
る

職場の安全に関する張り紙や指⽰、
マニュアルを理解する

6 1 400
「危ない！」「離れろ！」など緊急性の⾼
い、咄嗟に出るごく簡単な⾔葉を理解し
て、適切な⾏動をすることができる。

聞くこと A1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 11 A2
仕事での安全を守
る

職場の安全に関する張り紙や指⽰、
マニュアルを理解する

6 1 401

⼯場内などで「床が滑るから気を付けてく
ださい」「ヘルメットを被ってください」
などの安全意識に関する簡単な注意や指⽰
の⾔葉を理解することができる。

聞くこと A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 11 A2
仕事での安全を守
る

職場の安全に関する張り紙や指⽰、
マニュアルを理解する

6 1 402

安全マニュアルなどにある「中毒」や「重
篤」などの普段⽿慣れない⾔葉について、
短い簡単な⾔葉で上司や同僚に意味を確認
することができる。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 11 A2
仕事での安全を守
る

職場の安全に関する張り紙や指⽰、
マニュアルを理解する

6 0.5 405

作業を始める前などに、「ヘルメット、よ
し！」「安全ベルト、よし！」などの掛け
声と共に、適切に該当する箇所を差し、指
差呼称を⾏うことができる。

発表 A1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 11 A2
仕事での安全を守
る

職場の安全に関する張り紙や指⽰、
マニュアルを理解する

6 0.5 408
⼯場内などで転倒し動けなくなったときな
どに、「助けて」「誰か」などの短い簡単
な⾔葉で助けを求めることができる。

やり取り A1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 12 A2
職場のコピー機を
使う

コピー機の使い⽅について、説明を
聞いたり、マニュアルを読んで理解
したり、分からないときは質問した
りする

7 1 478

担当者に実際にコピー機やプリンターの使
い⽅などを⾒せてもらいながら、簡単な説
明を聞いて、⼤まかに理解することができ
る。

聞くこと A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 12 A2
職場のコピー機を
使う

コピー機の使い⽅について、説明を
聞いたり、マニュアルを読んで理解
したり、分からないときは質問した
りする

7 1 479

コピー機やプリンターの操作ガイドなど、
事務機器の使⽤⽅法に関する簡単な説明を
読んで、使い⽅や注意事項など、いくつか
の情報を理解することができる。

読むこと A2 Ⅵ働く 有

Ⅵ 12 A2
職場のコピー機を
使う

コピー機の使い⽅について、説明を
聞いたり、マニュアルを読んで理解
したり、分からないときは質問した
りする

7 1 480
担当者による事務機器の使⽤⽅法などの説
明や指⽰を聞いて、理解することができ
る。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 12 A2
職場のコピー機を
使う

コピー機の使い⽅について、説明を
聞いたり、マニュアルを読んで理解
したり、分からないときは質問した
りする

7 1 481

コピー機やプリンターの操作ガイドなど、
事務機器の使⽤⽅法に関する簡単な説明を
読んで、主要な情報を理解することができ
る。

読むこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 12 A2
職場のコピー機を
使う

コピー機の使い⽅について、説明を
聞いたり、マニュアルを読んで理解
したり、分からないときは質問した
りする

7 1 482

パソコンの操作について分からないことが
あるとき、操作⽅法について、短い簡単な
⾔葉で上司や同僚に質問したり、いくつか
の質問に答えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 12 A2
職場のコピー機を
使う

コピー機の使い⽅について、説明を
聞いたり、マニュアルを読んで理解
したり、分からないときは質問した
りする

7 0.5 483

コピー機の操作画⾯にある「部数」「⽤紙
サイズ」など、事務機器の操作の中でよく
⾒かける⾮常に短い表⽰を⾒て、理解する
ことができる。

読むこと A1 Ⅵ働く 有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
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Can do
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備考・補⾜

Ⅵ 12 A2
職場のコピー機を
使う

コピー機の使い⽅について、説明を
聞いたり、マニュアルを読んで理解
したり、分からないときは質問した
りする

7 0.5 484
コピー機を使いたいとき、今、使ってもい
いか、同僚に尋ねたり、答えたりすること
ができる。

やり取り A1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 12 A2
職場のコピー機を
使う

コピー機の使い⽅について、説明を
聞いたり、マニュアルを読んで理解
したり、分からないときは質問した
りする

7 1 485

紙詰まりやトナー切れなど、コピー機のメ
ンテナンスが必要なとき、説明書の該当す
る項⽬を読み、必要な情報を探し出すこと
ができる。

読むこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 13 B1
仕事でパソコンを
使う

仕事でパソコンを使う際の、使⽤法
やファイル管理について、理解し、
分からない場合は質問する

3 1 420

パソコンのキーボードの⼊⼒⽅法が分から
ないとき、分からない箇所を具体的に提⽰
しながら、上司や同僚に、短い簡単な⾔葉
で質問することができる。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 13 B1
仕事でパソコンを
使う

仕事でパソコンを使う際の、使⽤法
やファイル管理について、理解し、
分からない場合は質問する

3 1 421

表⼊⼒などの作業を指⽰されたとき、項⽬
の分類基準などについて、同僚や上司に質
問し、ある程度詳細な説明を理解すること
ができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 13 B1
仕事でパソコンを
使う

仕事でパソコンを使う際の、使⽤法
やファイル管理について、理解し、
分からない場合は質問する

3 1 472
同僚による⽂書の作成⽅法やファイルの管
理⽅法などの説明や指⽰を聞いて、理解す
ることができる。

聞くこと B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 14 A2
⼯場の機械を操作
する

⼯場の機械の操作⽅法について、説
明を聞いたりマニュアルを読んで理
解する

4 0.5 393

会社や⼯場で機械の使い⽅などのマニュア
ルがどこにあるか簡単な⾔葉で質問し、
「あの棚」「机の上」などの簡単な答えを
理解することができる。

やり取り A1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 14 A2
⼯場の機械を操作
する

⼯場の機械の操作⽅法について、説
明を聞いたりマニュアルを読んで理
解する

4 1 396
⼯場の機械の基本的な操作について、⼿順
を⽰したイラストや写真などの視覚的補⾜情

 報を基に、理解することができる。
読むこと A2 Ⅵ働く 有

Ⅵ 14 A2
⼯場の機械を操作
する

⼯場の機械の操作⽅法について、説
明を聞いたりマニュアルを読んで理
解する

4 1 398
⼯場の機械の操作マニュアルなどの簡単な
説明を読んで、⼿順や注意事項などの主要
な情報を理解することができる。

読むこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 14 A2
⼯場の機械を操作
する

⼯場の機械の操作⽅法について、説
明を聞いたりマニュアルを読んで理
解する

4 0.5 416

⼯場などで実際に機械の操作⼿順を⾒せて
もらいながら、どんな作業をどのくらいす
るのかなどの簡単な作業指⽰を聞いて理解
することができる。

聞くこと A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 14 A2
⼯場の機械を操作
する

⼯場の機械の操作⽅法について、説
明を聞いたりマニュアルを読んで理
解する

4 1 473

操作⽅法や故障・不具合時の対応⽅法な
ど、⼯場での機械操作に関する簡単な説明
を読んで、主要な情報を理解することがで
きる。

読むこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 15 A2
業務上の指⽰を理
解する

業務上の指⽰や、業務で必要なルー
ルなどについて指⽰や説明を聞いて
理解する

5 0.5 415
職場で「コピー、50部」などの指⽰が書か
れた短い簡単なメモを読んで理解すること
ができる。

読むこと A1 Ⅵ働く 有
助数詞に使われ
る漢字

Ⅵ 15 A2
業務上の指⽰を理
解する

業務上の指⽰や、業務で必要なルー
ルなどについて指⽰や説明を聞いて
理解する

5 1 417

上司や同僚から⼯場内でのごみの分別⽅法
や資材・廃材置場がどこかなど、⼯場内
ルールに関する説明を聞いて、理解するこ
とができる。

聞くこと B1 Ⅵ働く 無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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ユニッ
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ユニッ
トの単
位時間
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Can do
毎の単
位時間
の⽬安
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（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅵ 15 A2
業務上の指⽰を理
解する

業務上の指⽰や、業務で必要なルー
ルなどについて指⽰や説明を聞いて
理解する

5 0.5 419

ゆっくりとはっきりと話されれば、職場で
コピーを何枚取るかなど具体的で基本的な
事務作業について、ごく簡単な指⽰を理解
して、適切な⾏動をすることができる。

聞くこと A1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 15 A2
業務上の指⽰を理
解する

業務上の指⽰や、業務で必要なルー
ルなどについて指⽰や説明を聞いて
理解する

5 1 439
商品の検査内容や箱詰め作業の注意点な
ど、これから⾏う仕事内容の説明や指⽰を
聞いて、理解することができる。

聞くこと B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 15 A2
業務上の指⽰を理
解する

業務上の指⽰や、業務で必要なルー
ルなどについて指⽰や説明を聞いて
理解する

5 1 450

発⾳と内容がはっきりしていれば、上司や
同僚からこれから担当する業務の⼿順や注
意すべき点についての説明や指⽰を聞い
て、理解することができる。

聞くこと B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 15 A2
業務上の指⽰を理
解する

業務上の指⽰や、業務で必要なルー
ルなどについて指⽰や説明を聞いて
理解する

5 1 451

職場で、備品の補充⽅法などについて分か
らないとき、実際にやり⽅を⾒せながら、
短い簡単な⾔葉で⽅法が合っているか確認
したり、質問したりすることができる。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 16 A2
業務に関すること
について同僚や上
司に相談する

業務に関する質問や、問題、仕事に
進め⽅への意⾒などについて話す

4 2 427

職場の休憩時間などに、同僚と⾃分が所属
するチームの仕事の進め⽅などについて、
⾃分の意⾒を述べたり他の⼈の意⾒を調整
したりしながら話し合うことができる。

やり取り B1 Ⅵ働く ・就労について 無

Ⅵ 16 A2
業務に関すること
について同僚や上
司に相談する

業務に関する質問や、問題、仕事に
進め⽅への意⾒などについて話す

4 1 454

作業中に分からないことがあったとき、同
僚や上司に、短い簡単な⾔葉で質問した
り、いくつかの質問に答えたりすることが
できる。

やり取り A2 Ⅵ働く ・就労について 無

Ⅵ 16 A2
業務に関すること
について同僚や上
司に相談する

業務に関する質問や、問題、仕事に
進め⽅への意⾒などについて話す

4 1 477

業務に時間がかかってしまうなどの問題が
⽣じたとき、他の同僚にある程度詳しく状
況や⼼情を説明し、解決の⽅法を相談する
ことができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 17 B1
業務に関する情報
を収集する

業務に関する情報を新聞から集めた
り、分からない⽤語を同僚に聞いた
りする

3 1 440

業務でよく使⽤する⾔葉や専⾨⽤語の意味
について分からないことがあるとき、同僚
などに分からない点について質問し、簡単
なコメントや意⾒を交換することができ
る。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 17 B1
業務に関する情報
を収集する

業務に関する情報を新聞から集めた
り、分からない⽤語を同僚に聞いた
りする

3 2 476
現在関わっている業務に関する簡単な新聞
記事などを読んで、主要な情報を理解する
ことができる。

読むこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 18 B1
職場の会議に参加
し、ディスカッ
ションに参加する

職場の会議に参加し、報告をした
り、ディスカッションに参加した
り、報告を聞いたりする

8 1 437
新商品開発の社内プレゼンなどで、⾃分た
ちの業務に関する発表を聞いて、主要な情
報を理解することができる。

聞くこと B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 18 B1
職場の会議に参加
し、ディスカッ
ションに参加する

職場の会議に参加し、報告をした
り、ディスカッションに参加した
り、報告を聞いたりする

8 1 438
⽋席した会議の議事録などに⽬を通して、
決定事項、担当者、作業スケジュールなど
の必要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅵ働く 有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅵ 18 B1
職場の会議に参加
し、ディスカッ
ションに参加する

職場の会議に参加し、報告をした
り、ディスカッションに参加した
り、報告を聞いたりする

8 1 441

職場の定期的な会議で、⾃分の担当業務に
関する現状や今後の予定などについて、直
接⾃分に向けられた短い簡単な質問に答え
たり、⼈の助けがあれば、⾃分の考えや賛
意を⽰すことができる。

やり取り A2 Ⅵ働く ・就労について 無

Ⅵ 18 B1
職場の会議に参加
し、ディスカッ
ションに参加する

職場の会議に参加し、報告をした
り、ディスカッションに参加した
り、報告を聞いたりする

8 1 445

会議で報告するために、どのように報告す
るか、必要な資料をどう準備するかなどの
簡単な情報を、上司や同僚に質問したり、
答えたりすることができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 18 B1
職場の会議に参加
し、ディスカッ
ションに参加する

職場の会議に参加し、報告をした
り、ディスカッションに参加した
り、報告を聞いたりする

8 2 452

職場の定期的な会議などで、課題となった
点を述べたり、次回に向けた改善案を述べ
たりして、ディスカッションに参加するこ
とができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 18 B1
職場の会議に参加
し、ディスカッ
ションに参加する

職場の会議に参加し、報告をした
り、ディスカッションに参加した
り、報告を聞いたりする

8 2 470

職場の定期的な会議で、新しい商品開発な
ど、議題の概要を理解し、事実確認をした
り、⾃分の意⾒を述べたりして、ディス
カッションに参加することができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 19 B1
会議でプレゼン
テーションする

会議で上司の指⽰に従ってプレゼン
テーションの準備をし、プレゼン
テーションをする

6 2 448

職場の企画会議などで、あらかじめ準備し
てあれば、⾃分で作成したプレゼンテー
ションや報告書について、ある程度詳しく
紹介し、想定した質問に答えることができ
る。

発表 B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 19 B1
会議でプレゼン
テーションする

会議で上司の指⽰に従ってプレゼン
テーションの準備をし、プレゼン
テーションをする

6 1 466

会議のプレゼンテーションの⽇時、内容な
どについて、上司に短い簡単な⾔葉で確認
したり、指⽰を受けたりすることができ
る。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 19 B1
会議でプレゼン
テーションする

会議で上司の指⽰に従ってプレゼン
テーションの準備をし、プレゼン
テーションをする

6 1 467

社内会議などで、⾃分が求められているプ
レゼンテーションの内容や⽅法の詳細など
について、上司や先輩に確認をしたり、指
⽰を受けたりすることができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 19 B1
会議でプレゼン
テーションする

会議で上司の指⽰に従ってプレゼン
テーションの準備をし、プレゼン
テーションをする

6 2 468

会議でのプレゼンテーションの準備をする
ために、企画のアイデアについて、⾃分の
意⾒をまとめて、プレゼンテーションのア
ウトラインなどを書くことができる。

書くこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 20 B1 業務報告をする
業務報告のために⽇誌を書いたり、
上司に報告したりする

3 0.5 414
職場の連絡⽤ホワイトボードなどに外出先
や戻る時間などを簡単な⾔葉で書き込むこ
とができる。

書くこと A1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 20 B1 業務報告をする
業務報告のために⽇誌を書いたり、
上司に報告したりする

3 1 423

上司との定期的な業務報告などの場で、当
初の⾒積りよりも開発コストがかかりそう
であることを、その理由を挙げて報告する
ことができる。

発表 B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 20 B1 業務報告をする
業務報告のために⽇誌を書いたり、
上司に報告したりする

3 1.5 446
勤務明けに、その⽇の業務内容や連絡事項
を、ある程度詳しく⽇報に書くことができ
る。

書くこと B1 Ⅵ働く ・就労について 有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅵ 21 A1
会社の電話に出て
メモをする

会社の内線や外線を受け、要件をメ
モする

2 1 433
離席中の同僚に代わり、社内の内線電話を
受けたときに、同僚が離席中であることを
短い簡単な⾔葉で伝えることができる。

やり取り A1 Ⅵ働く
・電話の受け取
り⽅・かけ⽅に
ついて

無

Ⅵ 21 A1
会社の電話に出て
メモをする

会社の内線や外線を受け、要件をメ
モする

2 1 434

離席の同僚に電話があったことを知らせる
ために、先⽅の名前、要件、折り返しの
要・不要などについて、短い簡単なメモを
書くことができる。

書くこと A2 Ⅵ働く 有

Ⅵ 22 A2
仕事で遅刻や⽋
勤、休暇を申し出
る

休暇や、急な遅刻、⽋勤を申し出る 3 1 424

電⾞の事故などの予期しないトラブルに巻
き込まれたとき、電話で会社に現状を説明
し、⽋勤や遅刻することを伝えることがで
きる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 22 A2
仕事で遅刻や⽋
勤、休暇を申し出
る

休暇や、急な遅刻、⽋勤を申し出る 3 1 425

「〇⽉〇⽇、休んでもいいですか」「〇⽇
から〇⽇まで休んでもいいですか」など、
休暇取得の希望を伝えるために、短い簡単
なメモを書くことができる。

書くこと A2 Ⅵ働く ・就労について 有 ⽉・⽇

Ⅵ 22 A2
仕事で遅刻や⽋
勤、休暇を申し出
る

休暇や、急な遅刻、⽋勤を申し出る 3 1 426
家族が来⽇したり、⼦供の学校⾏事があっ
たりしたとき、上司に短い簡単な理由を
⾔って休暇を願い出ることができる。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 23 A2
研修会やセミナー
に出席する

研修会やセミナーの案内を読み、内
容について同僚に質問する。

4 1 397

社内で⾏われる安全に関する研修会で配布
されたマニュアルの内容が理解できないと
き、⾃分の⽇本語⼒では正しく理解するこ
とが難しいなどの事情を上司や同僚に簡単
な⾔葉で伝え、通訳や配布資料の翻訳を頼
むことができる。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 23 A2
研修会やセミナー
に出席する

研修会やセミナーの案内を読み、内
容について同僚に質問する。

4 1 436

研修会や勉強会などの簡単なお知らせを読
んで、⾃分の業務に関連があるか、取り上
げられている話題の主要な情報を理解する
ことができる。

読むこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 23 A2
研修会やセミナー
に出席する

研修会やセミナーの案内を読み、内
容について同僚に質問する。

4 1 471

社員研修やセミナーの案内などの、ある程
度⻑い⽂章に⽬を通して、研修内容や受講
要件など、⾃分のスキルアップのために必
要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 23 A2
研修会やセミナー
に出席する

研修会やセミナーの案内を読み、内
容について同僚に質問する。

4 1 475
社員研修やセミナーなどについて、評判や
受講⽅法などの詳しい情報を、同僚に質問
したり、答えたりすることができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 24 A2
取引先とやり取り
する

取引先とのメールのやり取りをした
り、トラブルつについて同僚や上司
に相談する

5 2 443

取引先とトラブルが起きて、⾃分では解決
できないとき、同僚や上司などに電話し、
トラブルの内容をある程度詳しく説明し、
どう対処すればよいかについて、相談する
ことができる。

やり取り B1 Ⅵ働く
・トラブル対処
について

無

Ⅵ 24 A2
取引先とやり取り
する

取引先とのメールのやり取りをした
り、トラブルつについて同僚や上司
に相談する

5 2 453
顧客への対応に困ったときにアドバイスを
くれた同僚や上司に、短い簡単な⽂でお礼
のメールを書くことができる。

書くこと A2 Ⅵ働く
・⼿紙・メール
の書き⽅につい
て

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動（Can do）

副次的な
⾔語活動
（５種）

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅵ 24 A2
取引先とやり取り
する

取引先とのメールのやり取りをした
り、トラブルつについて同僚や上司
に相談する

5 1 490

商談や打合せなどの約束をキャンセルする
連絡や、理由や謝罪の気持ちなどがある程
度詳しく書かれた取引先からのメールを読
んで、⼤部分の内容を理解することができ
る。

読むこと B1 Ⅵ働く
・⼿紙・メール
の書き⽅につい
て

有

Ⅵ 25 A2
同僚を⾷事や懇親
会に誘う

同僚を⾷事や懇親会に誘う、相⼿が
誘いを受けるように、うまく誘い、
答えを聞いた後も会話を続ける

4 1 495

職場の⼈を歓送迎会や忘年・新年会などに
誘うために⽇時を伝え、⼀緒に⾏くかどう
か、短い簡単な⾔葉で尋ねたり、誘いに答
えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 25 A2
同僚を⾷事や懇親
会に誘う

同僚を⾷事や懇親会に誘う、相⼿が
誘いを受けるように、うまく誘い、
答えを聞いた後も会話を続ける

4 1 497

懇親会について、内容や楽しめる要素など
ある程度詳しい情報を添えて、同僚から誘
いを受けたとき、理由や気持ちを交えて、
誘いに答えたり、断ったりすることができ
る。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 25 A2
同僚を⾷事や懇親
会に誘う

同僚を⾷事や懇親会に誘う、相⼿が
誘いを受けるように、うまく誘い、
答えを聞いた後も会話を続ける

4 0.5 499
会議や打合せの後に、同僚や関係者を短い
簡単な⾔葉で⾷事に誘うことができる。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 25 A2
同僚を⾷事や懇親
会に誘う

同僚を⾷事や懇親会に誘う、相⼿が
誘いを受けるように、うまく誘い、
答えを聞いた後も会話を続ける

4 1 500

職場の⼈を誘うために、近所で⾏われるイ
ベントの⽇時を伝え、⼀緒に⾏くかどう
か、短い簡単な⾔葉で尋ねたり、誘いに答
えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 26 A1
同僚からの誘いに
返事をする

同僚の誘いを⼈間関係を崩さずに適
切に断る

2 1 430
同僚からの昼⾷や飲み会の誘いに対し、体
調が悪いなどの理由を⾔って、断ることが
できる。

やり取り A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 26 A1
同僚からの誘いに
返事をする

同僚の誘いを⼈間関係を崩さずに適
切に断る

2 0.5 496

職場の⼈からの誘いを断るときに、「残念
ですが」「⾏きたかったです」「また誘っ
てください」など簡単な⾔葉で断ることが
できる。

やり取り A1 Ⅵ働く
・⽂化理解につ
いて

無

Ⅵ 26 A1
同僚からの誘いに
返事をする

同僚の誘いを⼈間関係を崩さずに適
切に断る

2 0.5 429

昼⾷のために外出するときなどに、職場の
⼈からの「〇〇さんもどうですか？」など
の短い簡単な誘いを理解し、「はい」「す
みません」などのごく簡単な⾔葉で返答す
ることができる。

やり取り A1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 27 A2 同僚と話す
同僚と挨拶をし、⾝近なことについ
て話したり、年賀状などで定型の挨
拶を書く

6 0.5 486

職場の⼈と、「おはようございます」「お
疲れ様です」「お先に失礼します」などの
時間帯や場⾯に合った基本的なあいさつを
交わすことができる。

やり取り A1 Ⅵ働く ・挨拶について
・⽂化理解につ
いて

無

Ⅵ 27 A2 同僚と話す
同僚と挨拶をし、⾝近なことについ
て話したり、年賀状などで定型の挨
拶を書く

6 1 487
お互いの国や地域のあいさつの仕⽅の作法
や慣習について、職場の⼈に質問したり、
答えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅵ働く
・挨拶について
・ジェスチャー
について

・⽂化理解につ
いて

無

Ⅵ 27 A2 同僚と話す
同僚と挨拶をし、⾝近なことについ
て話したり、年賀状などで定型の挨
拶を書く

6 1.5 488

職場の⼈へ年賀状などで、「昨年は⼤変お
世話になりました」「本年もよろしくお願
いいたします」などの定型のあいさつを書
くことができる。

書くこと A1 Ⅵ働く

・挨拶について
・⼿紙・メール
の書き⽅につい
て

・⽂化理解につ
いて

有
年賀状で使われ
る漢字

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
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ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
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Can do
毎の単
位時間
の⽬安
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動（Can do）
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（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅵ 27 A2 同僚と話す
同僚と挨拶をし、⾝近なことについ
て話したり、年賀状などで定型の挨
拶を書く

6 1 489
休憩時間に職場の⼈と基本的なあいさつを
し、⾃分の近況などについて、短い簡単な
⾔葉で話すことができる。

やり取り A2 Ⅵ働く ・挨拶について 無

Ⅵ 27 A2 同僚と話す
同僚と挨拶をし、⾝近なことについ
て話したり、年賀状などで定型の挨
拶を書く

6 2 498

職場の懇親会などで初めて会った⼈に話し
かけ、趣味や仕事など⾝近な話題について
質問したり、質問にある程度詳しく答えた
りして、会話を続けることができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 28 A2
同僚に感謝を伝え
る

同僚にお礼を⾔ったり、送別会など
でお礼を⾔ったりする

3 0.5 491

転勤や退職などの機会に開いてもらった送
別会で、出席者の前で、「お世話になりま
した」「ありがとうございました」など簡
単な定型表現でお礼のあいさつをすること
ができる。

発表 A1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 28 A2
同僚に感謝を伝え
る

同僚にお礼を⾔ったり、送別会など
でお礼を⾔ったりする

3 0.5 492
職場で上司や同僚に助けてもらった時、
「ありがとうございます」など、ごく簡単
で短いお礼の⾔葉を⾔うことができる。

やり取り A1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 28 A2
同僚に感謝を伝え
る

同僚にお礼を⾔ったり、送別会など
でお礼を⾔ったりする

3 1 493
⼿助けへの感謝をどのように表現したらよ
いかなどの簡単な情報を、同僚に質問した
り、答えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅵ働く
・⽂化理解につ
いて

無

Ⅵ 28 A2
同僚に感謝を伝え
る

同僚にお礼を⾔ったり、送別会など
でお礼を⾔ったりする

3 1 494

業務で⼿助けをしてくれた同僚に、その後
どうなったかや助けてもらった喜びを述べ
たりしながら、お礼の⾔葉を⾔うことがで
きる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 29 A2
⼯場の事故につい
て説明する

⼯場で起こった事故について上司に
報告したり、⽇報や報告書に書いた
りする

6 1 406

⼯場内などで近くにいる⼈が事故に巻き込
まれたり、けがをしたとき、けがの状態や
発⽣時の状況などを上司に短い簡単な⾔葉
で報告することができる。

発表 A2 Ⅵ働く 無

Ⅵ 29 A2
⼯場の事故につい
て説明する

⼯場で起こった事故について上司に
報告したり、⽇報や報告書に書いた
りする

6 1 407

⼯場内などで近くにいる⼈が事故に巻き込
まれたり、けがをしたとき、けがの状態や
発⽣時の状況を上司などに順序⽴てて報告
することができる。

発表 B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 29 A2
⼯場の事故につい
て説明する

⼯場で起こった事故について上司に
報告したり、⽇報や報告書に書いた
りする

6 2 409
⾃分の職場で、誰と、何をしたかなど⽇常
的な業務について、⽇報や報告書に短い簡
単な⽂で書くことができる。

書くこと A2 Ⅵ働く 有

Ⅵ 29 A2
⼯場の事故につい
て説明する

⼯場で起こった事故について上司に
報告したり、⽇報や報告書に書いた
りする

6 2 410

⾃分の職場で事故などのトラブルが起こっ
たときに、いつ、どこで、何が起こったか
などの経緯をある程度詳しく、順序⽴てて
⽇報や報告書に書くことができる。

書くこと B1 Ⅵ働く 有

Ⅵ 30 A2 労災を申請する
怪我をした時に、労災について上司
や同僚に相談したり、申請をする

3 1 411
労災などの申請のために書類に必要事項を
記⼊するときに、短い簡単な⾔葉で⽤語の
説明や翻訳をお願いすることができる。

やり取り A1 Ⅵ働く ・労災について 無

Ⅵ 30 A2 労災を申請する
怪我をした時に、労災について上司
や同僚に相談したり、申請をする

3 1 412
職場や⼯場でけがをしたときに、このけが
は労災に該当するかどうかを上司や同僚に
相談し、確認することができる。

やり取り B1 Ⅵ働く ・労災について 無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅵ 30 A2 労災を申請する
怪我をした時に、労災について上司
や同僚に相談したり、申請をする

3 1 413

労災の申請で会社のサポートが受けられな
いなどのトラブルが起きたとき、役所など
で相談窓⼝を紹介してもらうための相談を
することができる。

やり取り B1 Ⅵ働く ・労災について 無

Ⅵ 31 B1
就労規則や契約書
を読んで理解する

就業規則や契約書を読んだり、分か
らない点について質問をする。

7 2 403

就労規則に書かれている服装や髪型などに
ついて、⾃国との相違や宗教上の理由を⽰
しながら、疑問点を質問したり、答えを理
解したりすることができる。

やり取り B1
就業規則を読む
ことができる

読むこと Ⅵ働く
・労働契約・雇
⽤契約について

有
就労規則に出て
くる漢字・漢語

Ⅵ 31 B1
就労規則や契約書
を読んで理解する

就業規則や契約書を読んだり、分か
らない点について質問をする。

7 1 462

有期雇⽤契約の更新をしない場合は、何⽇
前までに通告があるのかなど、契約更新時
の慣⾏で不明な点について質問し、聞き返
すこともあるが、ある程度詳細な説明を理
解することができる。

やり取り B1 Ⅵ働く
・労働契約・雇
⽤契約について

無

Ⅵ 31 B1
就労規則や契約書
を読んで理解する

就業規則や契約書を読んだり、分か
らない点について質問をする。

7 2 464

契約を更新するとき、担当者に契約書に書
いてある職務内容や雇⽤条件などについて
不明な点を質問し、聞き返すこともある
が、ある程度詳細な説明を理解することが
できる。

やり取り B1

契約書の職務内
容や雇⽤条件を
読むことができ
る

読むこと Ⅵ働く
・労働契約・雇
⽤契約について
・就労について

有
雇⽤契約書に出
てくる漢字・漢
語

Ⅵ 31 B1
就労規則や契約書
を読んで理解する

就業規則や契約書を読んだり、分か
らない点について質問をする。

7 2 465

契約を更新するとき、根拠を説明しなが
ら、制服の⽀給枚数を増やしてほしいなど
業務に関する要望や提案を伝え、交渉する
ことができる。

やり取り B1 Ⅵ働く
・労働契約・雇
⽤契約について

無

Ⅵ 32 A2 ⼈事評価を受ける
⼈事評価について知り、⾯談を受け
たり、評価について質問したりす
る。

10 1 431
上司との個別⾯談などの機会に、仕事内容
についての希望や⾃分の能⼒やできること
を短い簡単な⾔葉で伝えることができる。

やり取り A2 Ⅵ働く ・就労について 無

Ⅵ 32 A2 ⼈事評価を受ける
⼈事評価について知り、⾯談を受け
たり、評価について質問したりす
る。

10 2 432

上司との個別⾯談で、仕事内容について、
希望やその理由、希望する仕事内容を成功
させる⾃信があるかなどの質問に対して、
ある程度正確に答えたり、⾃⼰PRをしたり
することができる。

やり取り B1 Ⅵ働く ・就労について 無

Ⅵ 32 A2 ⼈事評価を受ける
⼈事評価について知り、⾯談を受け
たり、評価について質問したりす
る。

10 1 455

同じ会社に勤めている先輩に、誰がいつど
のように⼈事評価するのかなど、評価の仕
組みについて質問し、答えを受けて、情報
を確認したり、それに続く質問をしたりす
ることができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 32 A2 ⼈事評価を受ける
⼈事評価について知り、⾯談を受け
たり、評価について質問したりす
る。

10 1 456
⼈事考課⾯談の社内通知など短い簡単な⽂
を⾒て、⽇時や場所、注意事項など、必要
な情報を探し出すことができる。

読むこと A2 Ⅵ働く 有

Ⅵ 32 A2 ⼈事評価を受ける
⼈事評価について知り、⾯談を受け
たり、評価について質問したりす
る。

10 2 457

⼈事考課の⾯談で、業務についての感想や
意⾒などを述べたり、課題や今後に向けた
改善案を提案したりして、⾯接官と意⾒を
交わすことができる。

やり取り B1 Ⅵ働く ・就労について 無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅵ 32 A2 ⼈事評価を受ける
⼈事評価について知り、⾯談を受け
たり、評価について質問したりす
る。

10 1 459

発⾳と内容がはっきりしていれば、業務へ
の姿勢や今後どのような点に期待している
かなど、上司による⾃分に対する評価を聞
いて、理解することができる。

聞くこと B1 Ⅵ働く ・就労について 無

Ⅵ 32 A2 ⼈事評価を受ける
⼈事評価について知り、⾯談を受け
たり、評価について質問したりす
る。

10 1 460
上司からの⾃分への評価を聞いて、評価に
⾄った経緯について質問したり、答えたり
することができる。

やり取り B1 Ⅵ働く 無

Ⅵ 32 A2 ⼈事評価を受ける
⼈事評価について知り、⾯談を受け
たり、評価について質問したりす
る。

10 1 474
⾃分が⾏った業務などについての報告や⾃
⼰評価を、社内の⾃⼰評価表などにある程
度詳しく書くことができる。

書くこと B1 Ⅵ働く 有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動

（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅶ 1 A1
あいさつ／初対⾯
のあいさつ

⽇本語教室や近所の⼈に、時間帯に
合ったあいさつをし、初めて会った
⼈には、名前、出⾝、家族、仕事等
について話したり、尋ねたりする
等、初対⾯のあいさつをする。

2 0.5 505

新しいところに引っ越ししたときなどに、
近所の⼈に、「これからお世話になりま
す」「よろしくお願いします」など、基本
的なあいさつをすることができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆あいさつの種
類・⽬的・⽂化的
相違

無

Ⅶ 1 A1
あいさつ／初対⾯
のあいさつ

⽇本語教室や近所の⼈に、時間帯に
合ったあいさつをし、初めて会った
⼈には、名前、出⾝、家族、仕事等
について話したり、尋ねたりする
等、初対⾯のあいさつをする。

2 0.5 510
友⼈や近所の⼈と、時間帯に合った基本的
なあいさつを交わすことができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆あいさつの種
類・⽬的・⽂化的
相違

無

Ⅶ 1 A1
あいさつ／初対⾯
のあいさつ

⽇本語教室や近所の⼈に、時間帯に
合ったあいさつをし、初めて会った
⼈には、名前、出⾝、家族、仕事等
について話したり、尋ねたりする
等、初対⾯のあいさつをする。

2 1 512
初めて会った⼈に、名前、出⾝、仕事など
を尋ねたり、答えたりすることができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる

☆あいさつの種
類・⽬的・⽂化的
相違
☆⾃⼰紹介の仕⽅
を理解する

無

Ⅶ 2 A1
きっかけを作るあ
いさつ

近所の⼈と会った時に、天気・気
候・連れているペット・持ち物・服
装などについて⾔及し、親しくなる
きっかけを作る。

1 0.5 511

＜511a＞ 友⼈や近所の⼈と、その⽇の天気
や気候について、「いい天気ですね」「暑
いですね」などの基本的なあいさつを交わ
すことができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる

☆あいさつの種類
と⽬的を理解する
☆あいさつの⽂化
的相違を理解する

無

Ⅶ 2 A1
きっかけを作るあ
いさつ

近所の⼈と会った時に、天気・気
候・連れているペット・持ち物・服
装などについて⾔及し、親しくなる
きっかけを作る。

1 0.5 604

＜604a＞ 散歩中、ペットを連れている友⼈
 や近所の⼈に会ったとき、ペットの名前を
尋ねたり、ペットや持ち物について「かわ
いい」などの簡単な⾔葉でほめたりするこ
とができる。

やり取り A1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆あいさつの⽂化
的相違を理解する
☆公共マナーにお
ける⽂化の相違に
ついて理解する

無

⽣活Can doでは、
「ペット」が出てく
るのはマナーがらみ
のようです。ただ、
挨拶だけでは、マ
ナーの話までは⾏き
にくい。

Ⅶ 3 A1
あいさつとジェス
チャー

知り合いや友⼈の家に⾏ったとき、
「おじゃまします」「おじゃましま
した」など基本的なあいさつを交わ
す。訪問時のあいさつやジェス
チャーについて、⾃国の習慣を紹介
する。

1 0.5 535

友⼈が家に来たり、友⼈の家に⾏ったりし
たとき、「いらっしゃい」「おじゃましま
す」などの基本的なあいさつを交わすこと
ができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆あいさつの種類
と⽬的を理解する 無

A1レベルのCandoだ
が、国のあいさつや
ジェスチャーの違い
や意味についてのや
りとりは、A2レベル
のコースで扱うほう
がスムーズだと考
え、A2コースと考え
た。

Ⅶ 3 A1
あいさつとジェス
チャー

知り合いや友⼈の家に⾏ったとき、
「いらっしゃい」に対し「おじゃま
します」など基本的なあいさつを交
わす。訪問時のあいさつやジェス
チャーについて、⾃国の習慣を紹介
する。

1 0.5 560

⽇本語教室のクラスメートなどに、お互い
の国のあいさつの⾔い⽅やジェスチャーの
意味について、ごく簡単な⾔葉で尋ねた
り、答えたりすることができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆あいさつの⽂化
的相違を理解する 無

Ⅶ 4 A1
年末年始のあいさ
つ

年末や年始に友⼈や知り合いとあい
さつを交わす。年賀状や年賀メール
に、簡単なメッセージを書く。

2 0.5 501

近所の⼈や同僚などと、「よいお年を」
「あけましておめでとうございます」など
の年末年始の基本的なあいさつを交わすこ
とができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる

☆あいさつの種類
と⽬的を理解する
☆あいさつの⽂化
的相違を理解する

無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
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の目安
（1＝45
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引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動

（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅶ 4 A1
年末年始のあいさ
つ

年末や年始に友⼈や知り合いとあい
さつを交わす。年賀状や年賀メール
に、簡単なメッセージを書く。

2 1.5 538

友⼈への年賀状や誕⽣⽇カードに、「あけ
ましておめでとうございます」「お誕⽣⽇
おめでとうございます」など、定型の簡単
なメッセージを書くことができる。

書くこと A1 Ⅶ ⼈とかかわる

☆あいさつの種類
と⽬的を理解する
☆あいさつの⽂化
的相違を理解する
☆⽇本社会におけ
るつき合い⽅を理
解する

有

年賀状を書く場合
は、宛名・差出⼈住
所などを書く必要あ
り。

Ⅶ 5 A1 休み明けの会話

正⽉明けや夏休み明けに知り合いや
友⼈に会ったときに、基本的なあい
さつをし、お⼟産を渡したり、休み
中に何をしたかを伝える。

2 0.5 501

近所の⼈や同僚などと、「よいお年を」
「あけましておめでとうございます」など
の年末年始の基本的なあいさつを交わすこ
とができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる

☆あいさつの種類
と⽬的を理解する
☆あいさつの⽂化
的相違を理解する

無

Ⅶ 5 A1 休み明けの会話

正⽉明けや夏休み明けに知り合いや
友⼈に会ったときに、基本的なあい
さつをし、お⼟産を渡したり、休み
中に何をしたかを伝える。

2 0.5 530

友⼈にプレゼントやお⼟産をあげるとき、
「どうぞ」「つまらないものですが」など
の短い簡単な定型表現を⾔うことができ
る。

発表 A1 Ⅶ ⼈とかかわる

☆あいさつの種類
と⽬的を理解する
☆贈答の習慣を知
る

無

現実的にこれは⼀⽅
向的な「話す（発
表）」にはならない
のではないか？

Ⅶ 5 A1 休み明けの会話

正⽉明けや夏休み明けに知り合いや
友⼈に会ったときに、基本的なあい
さつをし、お⼟産を渡したり、休み
中に何をしたかを伝える。

2 1 521

＜521a＞冬休み中のイベント  家族やペット
の写真を⾒せながら、誰の写真か、場所は
どこかなど、友⼈に紹介することができ
る。

発表 A1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆⾃⼰紹介の仕⽅
を理解する 無

Ⅶ 6 A1 別れ際のあいさつ
訪問先や⾒舞い先から去る際のあい
さつ、引っ越しする際のあいさつを
する。

1 0.5 507

⼊院している知⼈の病室から帰る際に、
「そろそろ失礼します」などと退出する旨
を伝えたり、「どうぞお⼤事に」と快復を
祈る⾔葉を⾔うことができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆TPOに合った適
切な挨拶形式を理
解する

無

Ⅶ 6 A1 別れ際のあいさつ
訪問先や⾒舞い先から去る際のあい
さつ、引っ越しする際のあいさつを
する。

1 0.5 504

引っ越しするとき、近所の⼈に、「お世話
になりました」「ありがとうございまし
た」など、お礼の⾔葉を⾔うことができ
る。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆あいさつの種類
と⽬的を理解する 無

Ⅶ 7 A1 お祝いのあいさつ
結婚や合格、昇進などした⼈に、お
祝いの気持ちを伝える。

1 1 502
結婚した同僚などに、「御結婚おめでとう
ございます」「お幸せに」などのお祝いの
⾔葉を⾔うことができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆あいさつの種類
と⽬的を理解する 無

Ⅶ 8 A2
病院へのお⾒舞い
（1）

⾒舞いのため病院に⾏き、⾒舞い受
付をした後、病⼈を⾒舞う。

3 0.5 506

病院の受付で、スタッフや看護師に、お⾒
舞いをする相⼿が何階の何号室にいるか尋
ね、ゆっくりとはっきりと話されれば、答
えを理解することができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる 無

Ⅶ 8 A2
病院へのお⾒舞い
（1）

⾒舞いのため病院に⾏き、⾒舞い受
付をした後、病⼈を⾒舞う。

3 1 508

病院の受付で、お⾒舞いに来たことを伝
え、⾒舞いの可否や病室の場所などについ
て質問し、いくつかの簡単な答えを理解す
ることができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる 有
⾒舞い客として名前
などを書く可能性あ
り

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
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ユニット
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Ⅶ 8 A2
病院へのお⾒舞い
（1）

⾒舞いのため病院に⾏き、⾒舞い受
付をした後、病⼈を⾒舞う。

3 1 509
病室で、⼊院している友⼈と、調⼦はどう
か、具合はよくなったかなどについて、短
い簡単な⾔葉で話すことができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる 有 病室を探す際、名札
を読める必要あり

Ⅶ 8 A2
病院へのお⾒舞い
（1）

⾒舞いのため病院に⾏き、⾒舞い受
付をした後、病⼈を⾒舞う。

3 0.5 507

⼊院している知⼈の病室から帰る際に、
「そろそろ失礼します」などと退出する旨
を伝えたり、「どうぞお⼤事に」と快復を
祈る⾔葉を⾔うことができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆あいさつの種類
と⽬的を理解する 無

Ⅶ 9 A2
病院へのお⾒舞い
（2）

病院に⾒舞いに⾏くために、⾒舞い
品の準備をする。

1 1 536

知り合いのお⾒舞いに⾏くときに、どんな
ものを送ったらいいか、送ってはいけない
ものなどを友⼈に質問し、簡単な情報を得
ることができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる
☆冠婚葬祭の習慣
を知る 無

Ⅶ 10 A2 結婚のお祝い(１) 結婚や出産を祝う。 1 0.5 502
結婚した同僚などに、「御結婚おめでとう
ございます」「お幸せに」などのお祝いの
⾔葉を⾔うことができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆あいさつの種類
と⽬的を理解する 無

Ⅶ 10 A2 結婚のお祝い(１) 結婚や出産を祝う。 1 0.5 527

友⼈に、知り合いの結婚や出産などのお祝
いに、どんなもの、いくらぐらいのものを
贈ったらいいか質問し、簡単な情報を得る
ことができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる
☆贈答の習慣を知
る 無

Ⅶ 11 A2 結婚のお祝い(２)
結婚式や葬式など冠婚葬祭の習慣や
マナーについて友⼈に質問し、情報
を得る。

2 0.5 534

結婚式や葬式などの習慣やマナーについ
て、短い簡単な⾔葉で友⼈に質問し、写真
を⾒せてもらいながら簡単な説明を理解す
ることができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる
☆冠婚葬祭の習慣
を知る 無

Ⅶ 11 A2 結婚のお祝い(２)
結婚式や葬式など冠婚葬祭の習慣や
マナーについて友⼈に質問し、情報
を得る。

2 0.5 526

友⼈に、フォーマルな場（冠婚葬祭、⾯接
など）に参加するとき、着ていくものや気
を付けることなどについて質問し、簡単な
情報を得ることができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる
☆冠婚葬祭のマ
ナー 無

Ⅶ 11 A2 結婚のお祝い(２)
結婚式や葬式など冠婚葬祭の習慣や
マナーについて友⼈に質問し、情報
を得る。

2 0.5 527

友⼈に、知り合いの結婚や出産などのお祝
いに、どんなもの、いくらぐらいのものを
贈ったらいいか質問し、簡単な情報を得る
ことができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる
☆贈答の習慣を知
る 無

Ⅶ 11 A2 結婚のお祝い(２)
結婚式や葬式など冠婚葬祭の習慣や
マナーについて友⼈に質問し、情報
を得る。

2 0.5 503

モデル⽂があれば、「御結婚おめでとうご
ざいます」「お幸せになってください」な
ど、友⼈の結婚式で読み上げる短いお祝い
の⾔葉を書くことができる。

書くこと A1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆あいさつの種類
と⽬的を理解する 有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動

（Can do）

副次的な
言語活動
(５種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅶ 12 A2 名刺作り
⾃⼰紹介に使うため、名刺印刷の注
⽂をする。

1 0.5 518
名刺の作成を注⽂し、完成した名刺を読ん
で、⽒名や住所、所属などの記載内容に違
いがないかを確認することができる。

読むこと A2 Ⅶ ⼈とかかわる ☆名刺を⽤意する 有

Ⅶ 12 A2 名刺作り
⾃⼰紹介に使うため、名刺印刷の注
⽂をする。

1 0.5 517
名刺を作成するとき、業者に名刺に記載す
る⽒名や住所、所属などの内容について簡
単な⾔葉で依頼することができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる ☆名刺を⽤意する 有
注⽂時、名刺の内容
を書く必要があるの
では？

Ⅶ 13 A2 イベント探し
ウェブサイトやチラシなどから、興
味のあるイベントを探す。

1 1 559

地域の国際交流協会などのウェブサイトの
短い簡単なお知らせを⾒て、親⼦で参加で
きる国際交流イベントや絵本の読み聞かせ
会などに参加するための必要な情報を探し
出すことができる。

読むこと A2 Ⅶ ⼈とかかわる 有
なぜⅦ？⼦育て・教
育（V)でよさそうだ
が

Ⅶ 14 A2
あらたまったあい
さつ

知り合いの家を訪問したときに、そ
の場に合った丁寧なあいさつや近況
報告をする。

1 0.5 519

＜519a＞知り合いの家 取引先の会社などを
訪問したとき、 「いつもお世話になってお
 ります」「初めてお⽬にかかります」な
 ど、場⾯に合った短い簡単な⾔葉で丁寧な
あいさつをすることができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる
☆TPOに合った適
切な挨拶形式を理
解する

無

なぜⅦ？「取引先の
会社」なら働く
（Ⅵ）でよさそうだ
が

Ⅶ 14 A2
あらたまったあい
さつ

知り合いの家を訪問したときに、そ
の場に合った丁寧なあいさつや近況
報告をする。

1 0.5 516
友⼈の家で、友⼈の家族などと基本的なあ
いさつをし、⾃分の近況などについて、短
い簡単な⾔葉で話すことができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる
☆相⼿や状況に応
じた⾃⼰紹介の仕
⽅を理解する

無

Ⅶ 15 A2 世間話をする
友⼈や近所の⼈に会った時、共通の
話題で短い話をする。

1 0.5 510
友⼈や近所の⼈にあいさつをするとき、そ
の⽇の気温や天気について、短い簡単な⾔
葉で話すことができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる
☆あいさつの⽂化
的相違を理解する 無

Ⅶ 15 A2 世間話をする
友⼈や近所の⼈に会った時、共通の
話題で短い話をする。

1 0.5 532
友⼈の結婚や転職などの最近のニュース
を、短い簡単な⾔葉で他の友⼈に伝えた
り、質問したりすることができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる 無

Ⅶ 16 A2 会合での⾃⼰紹介
初対⾯のあいさつで、⾃分、家族、
仕事などについて話す。

1 1 522

初めて会った⼈の前で⾃⼰紹介するとき、
⾃分や家族がどこに住んでいるか、何をし
ているかなど、短い簡単な⾔葉で話すこと
ができる。

発表 A2 Ⅶ ⼈とかかわる
☆⾃⼰紹介の仕⽅
を理解する 無

Ⅶ 17 A2
年中⾏事の違いに
ついて知る

それぞれの出⾝地の特別な⾏事や休
暇について紹介し合う。

1 1 545

正⽉などの特別な休暇について、何をする
か、何を⾷べるかなどの簡単な情報を友⼈
に質問したり、質問に答えたりすることが
できる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる
・⾏事・習慣・⽂
化の違い 無

Ⅶ 18 A2
⽂化の違いを理解
する

⽇本の⽂化や習慣について、⾃分が
慣れ親しんだ⽂化・習慣との違いを
説明したり、他の⼈の異⽂化摩擦や
カルチャーショックに関する経験を
読んだり聞いたりして、⽇本や異⽂
化摩擦などについての理解を深め
る。

3 1 553

⽇本で⽣活する様々な国や地域出⾝の⼈々
が驚いたことや困ったことなど、カル
チャーショックや異⽂化摩擦に関する経験
や考えが書かれた短い簡単なブログなどを
読んで、いくつかの情報を理解することが
できる。

読むこと A2 Ⅶ ⼈とかかわる
・⾏事・習慣・⽂
化の違い 有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅶ 18 A2
⽂化の違いを理解
する

⽇本の⽂化や習慣について、⾃分が
慣れ親しんだ⽂化・習慣との違いを
説明したり、他の⼈の異⽂化摩擦や
カルチャーショックに関する経験を
読んだり聞いたりして、⽇本や異⽂
化摩擦などについての理解を深め
る。

3 0.5 539

お互いの国や地⽅の⽂化や習慣について、
あいさつの仕⽅や⾷事の作法などの簡単な
情報を、友⼈に質問したり、答えたりする
ことができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる

・⾏事・習慣・⽂
化の違い
☆あいさつの種類
や⽬的を理解する
☆あいさつの⽂化
的相違を理解する

無

Can doでは「友⼈
に」とあるが、友⼈
をようやく作る段階
なので、「顔⾒知
り」「近所の⼈」等
に書き換えるか。

Ⅶ 18 A2
⽂化の違いを理解
する

⽇本の⽂化や習慣について、⾃分が
慣れ親しんだ⽂化・習慣との違いを
説明したり、他の⼈の異⽂化摩擦や
カルチャーショックに関する経験を
読んだり聞いたりして、⽇本や異⽂
化摩擦などについての理解を深め
る。

3 0.5 557

学習者同⼠で、お互いのポートフォリオを
⾒せ合いながら、⽇本での異⽂化体験や⽇
本と⾃分の国の⽂化の違いなどについて、
簡単に質問したり、質問に答えたりするこ
とができる。

やり取り A2

他の学習者が⽰
すポートフォリ
オを⾒て、キー
ワードなどに注
⽬することがで
きる。

読むこと Ⅶ ⼈とかかわる
・⾏事・習慣・⽂
化の違い 有

Ｃan doリストでは
「やり取り」です
が、「ポートフォリ
オを⾒せ合いなが
ら」とあり、ある程
度の⽂字情報が使わ
れると判断しまし
た。

Ⅶ 18 A2
⽂化の違いを理解
する

⽇本の⽂化や習慣について、⾃分が
慣れ親しんだ⽂化・習慣との違いを
説明したり、他の⼈の異⽂化摩擦や
カルチャーショックに関する経験を
読んだり聞いたりして、⽇本や異⽂
化摩擦などについての理解を深め
る。

3 0.5 561

お互いの国のあいさつの仕⽅について、
ジェスチャーやしてはいけないことなどの
簡単な情報を、友⼈に質問したり、説明し
たりすることができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる

☆あいさつ時の⾝
ぶり、しぐさ
☆⾝ぶり、しぐさ
を知る
☆あいさつの種類
と⽬的を理解する

無

Can doでは「友⼈
に」とあるが、友⼈
をようやく作る段階
なので、「顔⾒知
り」「近所の⼈」等
に書き換えるか。

Ⅶ 18 A2
⽂化の違いを理解
する

⽇本の⽂化や習慣について、⾃分が
慣れ親しんだ⽂化・習慣との違いを
説明したり、他の⼈の異⽂化摩擦や
カルチャーショックに関する経験を
読んだり聞いたりして、⽇本や異⽂
化摩擦などについての理解を深め
る。

3 0.5 528

友⼈と、数字を数えるときの指の折り⽅や
おじぎの仕⽅など、⽇本での⾝ぶりやしぐ
さについて疑問に思ったことなどについ
て、短い簡単な⾔葉でコメントや質問をし
たり、答えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる
・⾏事・習慣・⽂
化の違い 無

Ⅶ 19 A2
異⽂化体験につい
て語る

異⽂化体験について話したり、簡単
な質疑応答をしたりする。

2 0.5 544
友⼈と、お互いの異⽂化体験などについ
て、短い簡単な⾔葉でコメントや質問をし
たり、答えたりすることができる

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる 無

Ⅶ 19 A2
異⽂化体験につい
て語る

異⽂化体験について話したり、簡単
な質疑応答をしたりする。

2 1.5 547

国際交流のイベントなどで、メモを時々⾒
ることができれば、⾃分の国や町の様⼦な
どについて、短い簡単なスピーチをするこ
とができる。

発表 A2 Ⅶ ⼈とかかわる 無
メモは必ずしも⽇本
語の⽂字表記でなく
てもよい

Ⅶ 20 A2
贈り物のマナーを
知る（1）

⼈に物を贈る際、⽬的（結婚・出
産・⾒舞い）に応じて、どういった
ものを贈るのがよいかを相談する。

1 0.5 527

友⼈に、知り合いの結婚や出産などのお祝
いに、どんなもの、いくらぐらいのものを
贈ったらいいか質問し、簡単な情報を得る
ことができる。

やり取り A2
のし袋の使い分けを
知り、適切な物を買
うことができる。

読むこと Ⅶ ⼈とかかわる
☆贈答の習慣を知
る 無

Ⅶ 20 A2
贈り物のマナーを
知る（1）

⼈に物を贈る際、⽬的（結婚・出
産・⾒舞い）に応じて、どういった
ものを贈るのがよいかを相談する。

1 0.5 536

知り合いのお⾒舞いに⾏くときに、どんな
ものを持って⾏ったらいいか、持って⾏っ
てはいけないものなどを友⼈に質問し、簡
単な情報を得ることができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる
☆贈答の習慣を知
る 無 「送る」→「贈る」

に修正する？

Ⅶ 21 B1 出産⾒舞い
出産した友⼈のお⾒舞いのために病
院に⾏き、⽣まれた⾚ちゃんを話題
にしつつ、友⼈にお祝いを⾔う。

1 0.5 537

出産した友⼈を⾒舞ったとき、⼦供の将来
や⼦育ての喜びなどについて、簡単な質問
やコメントをしながら、お祝いの⾔葉を⾔
うことができる。

やり取り B1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆冠婚葬祭の習慣
を知る 無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅶ 21 B1 出産⾒舞い
出産した友⼈のお⾒舞いのために病
院に⾏き、⽣まれた⾚ちゃんを話題
にしつつ、友⼈にお祝いを⾔う。

1 0.5 508

病院の受付で、お⾒舞いに来たことを伝
え、⾒舞いの可否や病室の場所などについ
て質問し、いくつかの簡単な答えを理解す
ることができる。

やり取り A2 Ⅶ ⼈とかかわる 有

・⾒舞い客として名
前などを書くので
は？
・B1レベルで扱うの
なら0.5コマでいいと
判断。

Ⅶ 22 B1
コミュニティの⼀
員になる（１）

⾃治会の役員や近所の⼈に、回覧板
や掲⽰板で告知された内容について
質問する。

1 1 620

地域の回覧板や掲⽰板での告知内容につい
て、⾃分は⾏事や会合に参加する必要があ
るかどうか、何をすべきなのかなど詳しい
情報を近所の⼈に質問したり、質問に答え
たりすることができる。

やり取り B1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆⽇本社会におけ
るつきあい⽅を理
解する

有

Ⅶ 23 B1
⾷事をしながら雑
談をする(1)住まい

知り合いや友⼈と、現在の住まいに
ついて雑談する。

1 1 514
今住んでいる家について、住み⼼地や周り
の環境などの詳しい情報を友⼈に質問した
り、質問に答えたりすることができる。

やり取り B1 Ⅶ ⼈とかかわる 無

Ⅶ 24 B1
⾷事をしながら雑
談をする(2)⾷⽣活

知り合いや友⼈と、通常の⾷事、特
別な⾷材の買い物、⾷⽣活について
雑談する。

1 1 515

友⼈と⾷事をしているとき、⾃宅ではどの
ようなものを⾷べているか、どこで⾷材を
買っているかなど、⾷⽣活についての詳し
い情報を質問したり、質問に答えたりする
ことができる。

やり取り B1 Ⅶ ⼈とかかわる 無

Ⅶ 25 B1
冠婚葬祭マナーに
ついて知る（１）

結婚式・葬式・⼊学式などにふさわ
しい服装を⽤意する。

1 1 542

⾐料品売り場の店員に、⼦供の⼊学式など
の⾏事にふさわしい服装やその理由につい
て質問し、ある程度詳細な説明を理解する
ことができる。

やり取り B1

冠婚葬祭の服装につ
いてイラスト・写真
などが多様された説
明を読み、状況に応
じた服装についての
情報を得ることがで
きる。

読むこと Ⅶ ⼈とかかわる
☆冠婚葬祭の習
慣を知る

無

Ⅶ 26 B1
知り合いとのお
しゃべり

近所の⼈に会った時、地域のイベン
トを話題にする。

1 1 513
最近の地域のニュースやイベントなど⾝近
な話題について、近所の⼈や友⼈と簡単な
コメントや意⾒を交換することができる。

やり取り B1 Ⅶ ⼈とかかわる 無
ニュース視聴などの
活動とともに扱いた
い

Ⅶ 27 B1 悩み相談（１）
コミュニケーションによって起こっ
た誤解や摩擦について、友⼈に相談
する。

2 2 524

地域住⺠との⽇本語でのコミュニケーショ
ンで誤解などが⽣じたとき、友⼈にある程
度詳しく状況や⼼情を説明し、解決策を聞
いたり、意⾒を交換したりすることができ
る。

やり取り B1 Ⅶ ⼈とかかわる 無

Ⅶ 28 B1 悩み相談（２）
⼈間関係の悩みについて、友⼈に相
談し解決策を考える。

1 1 555

近所の⼈や同僚などと、⽣活習慣や⽂化な
どの違いが原因で関係がうまくいかないな
どの問題が⽣じたとき、友⼈にある程度詳
しく状況や⼼情を説明し、解決の⽅法を相
談することができる。

やり取り B1 Ⅶ ⼈とかかわる
・⾏事・習慣・
⽂化について

無

Ⅶ 29 B1
異⽂化体験を共有
する

異⽂化体験についての話を聞いて質
問したり、誤解・摩擦の解決策につ
いて意⾒交換したりする。

2 0.5 556

発⾳と内容がはっきりしていれば、どこで
どんな出来事があったか、どんな対応をし
て何を考えたかなど、異⽂化体験に関する
スピーチを聞いて、主要な情報を理解する
ことができる。

聞くこと B1 Ⅶ ⼈とかかわる 無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
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数（1＝
45分）

Can do
毎の単
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の目安
（1＝45
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引⽤・
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た⽣活
Can do
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⽣活Can do
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５つの
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レベル

副次的な言語活
動

（Can do）

副次的な
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（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅶ 29 B1
異⽂化体験を共有
する

異⽂化体験についての話を聞いて質
問したり、誤解・摩擦の解決策につ
いて意⾒交換したりする。

2 1 558

多⽂化共⽣について考えるワークショップ
などで、他の⼈の意⾒を理解し、事実確認
をしたり、⾃⾝の体験談やその時の解決策
を簡単に紹介したりして、ディスカッショ
ンに参加することができる。

やり取り B1 Ⅶ ⼈とかかわる 無

Ⅶ 29 B1
異⽂化体験を共有
する

異⽂化体験についての話を聞いて質
問したり、誤解・摩擦の解決策につ
いて意⾒交換したりする。

2 0.5 551

＜551a＞ 様々な⽂化を持つ⼈が参加する異
 ⽂化理解ワークショップで、異⽂化におけ
る習慣の違いやコミュニケーションで困っ
たことなどについて、ある程度詳しい情報
を質問したり、質問に答えたりすることが
できる。

やり取り B1 Ⅶ ⼈とかかわる 無 ＊場⾯を限定する必
要はないと判断。

Ⅶ 30 B1
異⽂化に対する意
識を⾼める

新聞の悩み相談欄を読んで悩みの内
容や助⾔について理解し、意⾒交換
する。

2 1 552

国際結婚やカルチャーショックなど、異⽂
化に関する悩み相談と、それに対する助⾔
が書かれた簡単な記事などを読んで、主要
な情報を理解することができる。

読むこと B1 Ⅶ ⼈とかかわる
・⾏事・習慣・
⽂化について

有

Ⅶ 30 B1
異⽂化に対する意
識を⾼める

新聞の悩み相談欄を読んで悩みの内
容や助⾔について理解し、意⾒交換
する。

2 1 540
友⼈とお互いの異⽂化体験について原因や
背景などを話したり、意⾒を交換したりす
ることができる。

やり取り B1 Ⅶ ⼈とかかわる
・⾏事・習慣・
⽂化について

無

Ⅶ 31 B1
異⽂化体験につい
ての意⾒交換

異⽂化体験や異⽂化コミュニケー
ションに関する⽂を読み、知識・情
報を得たり、内容に関する意⾒交換
をしたりする。

2 1 546

異⽂化コミュニケーションに関する本の中
の、ある程度⻑い⽂章に⽬を通して、異⽂
化コミュニケーションにおいて⼤切なこと
など、異⽂化を理解するために必要な情報
を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅶ ⼈とかかわる
・⾏事・習慣・
⽂化について

有

Ⅶ 31 B1
異⽂化体験につい
ての意⾒交換

異⽂化体験や異⽂化コミュニケー
ションに関する⽂を読み、知識・情
報を得たり、内容に関する意⾒交換
をしたりする。

2 1 540
友⼈とお互いの異⽂化体験について原因や
背景などを話したり、意⾒を交換したりす
ることができる。

やり取り B1 Ⅶ ⼈とかかわる
・⾏事・習慣・
⽂化について

無

Ⅶ 32 B1 ⽂化紹介の準備
⼩中学校での⽂化紹介や国際交流イ
ベントなどで、⾃国について紹介す
る。

2 0.5 525

国際交流イベントなどで⾃国の⽂化などを
紹介する発表を⾏うために、友⼈に敬語の
確認を依頼し、間違っている箇所とその理
由についての説明を理解することができ
る。

やり取り B1
⾃国の⽂化などにつ
いて発表するための
シナリオを書く。

書くこと Ⅶ ⼈とかかわる 有

Ⅶ 32 B1 ⽂化紹介の準備
⼩中学校での⽂化紹介や国際交流イ
ベントなどで、⾃国について紹介す
る。

2 1.5 541

国際交流のイベントなどで、あらかじめ準
備してあれば、⾃分の国や町の様⼦、⼈々
の暮らしや考え⽅などについて、まとまり
のある簡単な発表をし、想定した質問に対
応することができる。

発表 B1 Ⅶ ⼈とかかわる
・⾏事・習慣・
⽂化について

無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅶ 33 B1 スピーチ
スピーチ⼤会に出場し、⾃分の体験
に基づくスピーチをする。

3 3 548

弁論⼤会などで、あらかじめ準備してあれ
ば、異⽂化体験の出来事や感想などを含ん
だまとまりのある簡単なスピーチをするこ
とができる。

発表 B1

(1)⾃分⾃⾝の異⽂化
体験について、簡単
なスピーチ原稿を書
くことができる。
（書く）

(2)クラスメートの書
いたスピーチを読
み、内容についてコ
メントしたり、表現
について⼀緒に検討
することができる。
（読む／やり取り）

書くこと Ⅶ ⼈とかかわる
・⾏事・習慣・
⽂化について

有

Ⅶ 34 B1
冠婚葬祭マナーに
ついて知る（２）

結婚式や葬式など冠婚葬祭の習慣や
マナーについて、雑誌記事などから
情報を得る。

1 1 531

冠婚葬祭などのマナーに関する本や雑誌の
中の簡単な説明を読んで、適切な振る舞い
⽅や服装など、主要な情報を理解すること
ができる。

読むこと B1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆冠婚葬祭の習
慣を知る

有

Ⅶ 35 B1
贈り物のマナーを
知る（2）

贈り物のマナーについて、本や雑
誌、ホームページなどから情報を得
る。

1 1 529

お中元やお歳暮など贈物のマナーについて
書かれたある程度⻑い⽂章に⽬を通して、
贈る時期やよくある贈物、包装の仕⽅な
ど、贈物を送るために必要な情報を探し出
すことができる。

読むこと B1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆贈答の習慣を
知る

有

Ⅶ 36 B1
懇親会での⾃⼰紹
介

懇親会などで、⾃⼰紹介の機会を与
えられたときに、⽇本での⽣活で驚
いたことについて話をする。

1 1 520

＜520a＞懇親会 ⾃治会・町内会などの場で
⾃⼰紹介するとき、⽇本での⽣活で驚いた
ことなどについて、そのときの気持ちも交
えて、ある程度詳しく説明することができ
る。

発表 B1 Ⅶ ⼈とかかわる

☆相⼿や状況に
応じた⾃⼰紹介
の仕⽅を理解す
る

無 ＊場⾯をより⼀般的
なものにした。

Ⅶ 37 B1 ホームステイ それぞれの家のルール 1 1 549

＜549a＞発⾳がはっきりしていれば、ホス
トファミリーから⽇本の家でのスリッパの
使い分け⽅やお⾵呂の使い⽅、ゴミの捨て
⽅など、⽣活に関する説明を聞いて、理解
することができる。

聞くこと B1

⽇本の住居での暮ら
し⽅について、イラ
ストなどを⽤いてわ
かりやすく書かれた
⽂を⼀つの例として
読み、情報を得つ
つ、家のルールの違
いについて知る。

読むこと Ⅶ ⼈とかかわる
＊具体例を増やし
た。

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル
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Ⅷ 1 A1 初対⾯のあいさつ
会合で全員に向けて⾃⼰紹介した
り、初対⾯の⼈に名前などを尋ねた
りする。

2 0.5 505

新しいところに引っ越ししたときなどに、
近所の⼈に、「これからお世話になりま
す」「よろしくお願いします」など、基本
的なあいさつをすることができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる
引っ越し時のあい
さつ 無

Ⅷ 1 A1 初対⾯のあいさつ
会合で全員に向けて⾃⼰紹介した
り、初対⾯の⼈に名前などを尋ねた
りする。

2 0.5 512
初めて会った⼈に、名前、出⾝、仕事など
を尋ねたり、答えたりすることができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる
☆相⼿や状況に応
じた⾃⼰紹介の仕
⽅を理解する

無

Ⅷ 1 A1 初対⾯のあいさつ
会合で全員に向けて⾃⼰紹介した
り、初対⾯の⼈に名前などを尋ねた
りする。

2 1 611

⾃治会・町内会や地域のイベントなどで、
初めて会う⼈たちの前で⾃⼰紹介すると
き、⾃分の名前、出⾝地などをごく簡単な
⾔葉で⾔うことができる。

発表 A1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆あいさつの種類
と⽬的を理解する
☆あいさつの⽂化
的相違を理解する

無

Ⅷ 2 A1
きっかけを作るあ
いさつ

近所の⼈と会った時に、天気・気
候・連れているペット・持ち物・服
装などについて⾔及し、親しくなる
きっかけを作る。

1 0.5 511

＜511a＞ 友⼈や近所の⼈と、その⽇の天気
や気候について、「いい天気ですね」「暑
いですね」などの基本的なあいさつを交わ
すことができる。

やり取り A1 Ⅶ ⼈とかかわる

☆あいさつの種類
と⽬的を理解する
☆あいさつの⽂化
的相違を理解する

無

Ⅷ 2 A1
きっかけを作るあ
いさつ

近所の⼈と会った時に、天気・気
候・連れているペット・持ち物・服
装などについて⾔及し、親しくなる
きっかけを作る。

1 0.5 604

＜604a＞ 散歩中、ペットを連れている友⼈
 や近所の⼈に会ったとき、ペットの名前を
尋ねたり、ペットや持ち物について「かわ
いい」などの簡単な⾔葉でほめたりするこ
とができる。

やり取り A1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆あいさつの⽂化
的相違を理解する
☆公共マナーにお
ける⽂化の相違に
ついて理解する

無

「ペット」以外の話
題にも展開できるよ
うに、Can do記述を
調整した。

Ⅷ 3 A1 ちょっとひとこと
暮らしの中で、ちょっとした「ひと
こと」を⾔う。

1 0.5 486

＜486a＞近所 職場の人と、「おはようござ
います」「こんにちは お疲れ様です」「 お
 先に失礼します」などの時間帯や場面に
合った基本的なあいさつを交わすことがで
きる。

やり取り A1 Ⅵ 働く 無

Ⅷ 3 A1 ちょっとひとこと
暮らしの中で、ちょっとした「ひと
こと」を⾔う。

1 0.5 590
ごみの出し⽅を間違えて注意されたとき、
「すみません」などの謝りの⾔葉を⾔うこ
とができる。

やり取り A1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆ごみ処理の仕⽅ 無

Ⅷ 4 A1 ごみを出す
ごみ出しについて、曜⽇の誤りを近
所の⼈に指摘され、適切な曜⽇を教
えてもらう。

1 0.5 590
ごみの出し⽅を間違えて注意されたとき、
「すみません」などの謝りの⾔葉を⾔うこ
とができる。

やり取り A1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆ごみ処理の仕⽅ 無

Ⅷ 4 A1 ごみを出す
ごみ出しについて、曜⽇の誤りを近
所の⼈に指摘され、適切な曜⽇を教
えてもらう。

1 0.5 583

住んでいる地域やマンションのごみ収集所
で、近所の⼈に実際にごみを⾒せながら、
何曜⽇に捨てることができるか尋ね、ゆっ
くりとはっきりと簡潔に話されれば、答え
を理解することができる。

やり取り A1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆ごみ処理の仕⽅
について理解する 無

分別表などにより⽂
字に触れる可能性は
ある。

Ⅷ 5 A1
回覧板や掲⽰の内
容を知る

回覧板や掲⽰を⾒ながら、催しの⽇
程と場所について確認したり、申し
込みのために名前を記⼊したりす
る。

2 1 621

実際に地域の掲⽰板などに貼ってあるお知
らせを⾒ながら、近所の⼈に、地域のお祭
りがいつ、どこであるか尋ね、ゆっくりと
はっきりと簡潔に話されれば、答えを理解
することができる。

やり取り A1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・回覧板の仕組 有

Ⅷ 5 A1
回覧板や掲⽰の内
容を知る

回覧板や掲⽰を⾒ながら、催しの⽇
程と場所について確認したり、申し
込みのために名前を記⼊したりす
る。

2 1 614

分からない点について近所の⼈に質問でき
れば、地域清掃や運動会など⾃治会・町内
会⾏事の申込書に、名前や住所など、⾃分
や家族の個⼈的な情報を記⼊することがで
きる。

書くこと A1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

（（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の
冒頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅷ 6 A1 書類の記⼊
届や申込書などに、住所、名前、⽣
年⽉⽇等を記⼊する。

1 1 567

＜567a＞ 婚姻届や出⽣届など役所に提出す
る書類などに、住所、⽒名、⽣年⽉⽇、本
籍（国籍）、職業など、⾃分や家族の基本
的な情報を書くことができる。

書くこと A1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

税⾦や⼿当のための
書類でなく、各種
サービスの申込書類
等のほうが⾝近な場
合もある。

Ⅷ 7 A1
公共サインを理解
する

街の中や施設内にある公共サインを
理解し、適切に⾏動する

1 1 592

美術館や博物館で、カメラを⾒せながら、
写真を撮ってもいいかどうか尋ね、ゆっく
りとはっきりと話されれば、答えを理解す
ることができる。

やり取り A1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

Ⅷ 8 A2
公共マナーを読み
取る

公的な場所や職場などの掲⽰を理解
し、適切に⾏動する

2 2 593

職場の壁やドアに掲⽰された指⽰や規則な
どの短い簡単な説明を読んで、禁⽌事項や
注意事項など、いくつかの情報を理解する
ことができる。

読むこと A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

Ⅷ 9 A2 通知を読む
⾃治体からの通知やちらしを読み、
とるべき⾏動について理解する。

1 0.5 602

＜602a＞短い簡単な⽂で書かれた役所から
の狂⽝病ワクチン接種などのお知らせを読
んで、内容を⼤まかに理解することができ
る。

読むこと A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

狂⽝病ワクチン接
種 有

Ⅷ 9 A2 通知を読む
⾃治体からの通知やちらしを読み、
とるべき⾏動について理解する。

1 0.5 576

税⾦の納付書を⾒て、納付場所や、納付⽅
法（現⾦、クレジットカード払い、⼝座振
替など）があるのかなど、必要な情報を探
し出すことができる。

読むこと A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆制度の概要を知
る
税⾦

有

Ⅷ 10 A2 税⾦を納める
住⺠税等の通知を読み取り、適切に
納税する

1 1 574

住⺠税決定通知書などの短い簡単な通知を
読んで、納税⾦額、納税期限、納税⽅法な
ど、いくつかの情報を理解することができ
る。

読むこと A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆制度の概要を知
る 有

Ⅷ 11 A2
各種⼿続き（転
出・転⼊等）をす
る

役所に転出・転⼊や出⽣届、扶養⼿
当などの⼿続きに⾏く。

3 1 564

引っ越しの⼿続などで役所に⾏ったとき、
看板や案内板などの短い簡単な⾔葉を⾒
て、何階のどの窓⼝に⾏けばいいか、必要
な情報を探し出すことができる。

読むこと A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆必要な⼿続を理
解する
☆各種⼿続の種類
や内容について理
解する
転出・転⼊⼿続

有

Ⅷ 11 A2
各種⼿続き（転
出・転⼊等）をす
る

役所に転出・転⼊や出⽣届、児童扶
養⼿当などの⼿続きに⾏く。

3 1 568

役所が発信している外国⼈向けの⽣活情報
のウェブサイトの短い簡単な案内を⾒て、
婚姻届や出⽣届の窓⼝の受付時間や届出に
必要な持ち物など、必要な情報を探し出す
ことができる。

読むこと A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆必要な⼿続を理
解する
☆各種⼿続の種類
や内容について理
解する
婚姻届、出⽣届

有

Ⅷ 11 A2
各種⼿続き（転
出・転⼊等）をす
る

役所に転出・転⼊や出⽣届、扶養⼿
当などの⼿続きに⾏く。

3 0.5 565

⾒本を⾒ながらであれば、役所の窓⼝で、
住⺠異動届に名前、住所、連絡先などを書
いたり、転⼊や転出など、適切な異動理由
を選択したりすることができる。

書くこと A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

Ⅷ 11 A2
各種⼿続き（転
出・転⼊等）をす
る

役所に転出・転⼊や出⽣届、扶養⼿
当などの⼿続きに⾏く。

3 0.5 635

項⽬の意味が分からないときに窓⼝の職員
に聞くことができれば、児童扶養⼿当認定
などの申請書類に、⾃分や家族の状況など
を短い簡単な⽂で書くことができる。

書くこと A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・児童⼿当
・福祉サービス 有

Ⅷ 12 A2 役所に⾏く(1) 役所に⾏って、⽤事を済ませる 2 1 518
役所の受付で、⽤事のある窓⼝の場所を尋
ね、ゆっくりとはっきりと話されれば答え
を理解することができる。

やり取り A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・役所の担当部署 有

Ⅷ 12 A2 役所に⾏く(1) 役所に⾏って、⽤事を済ませる 2 1 569

役所の窓⼝で、印鑑登録証明書を発⾏して
もらうために、登録に必要な⼿続や申請書
の書き⽅などについて質問し、いくつかの
簡単な答えを理解することができる。

やり取り A2
申請書に必要事項を
記⼊することができ
る

書くこと Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

（（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の
冒頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅷ 13 A2 役所に⾏く(2) 役所に⾏って、相談する 2 2 631

役所の窓⼝で担当者に、出産や育児に関し
てどんな⼿当やサービスを受けることがで
きるかなどについて質問し、いくつかの簡
単な答えを理解することができる。

やり取り A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・児童⼿当や医療
費助成 有

Ⅷ 14 A2
ごみ出しルールを
守る

ごみ分別のちらしを⾒たり、近所の
⼈に聞いたりして、ごみを適切に捨
てる。

2 1 586

地域などで配布されるごみの分け⽅や出し
⽅について書かれたイラスト付きちらしの
短い簡単な説明を読んで、内容をだいたい
理解することができる。

読むこと A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆ごみ処理の仕⽅
について理解する 有

Ⅷ 14 A2
ごみ出しルールを
守る

ごみ分別のちらしを⾒たり、近所の
⼈に聞いたりして、ごみを適切に捨
てる。

2 0.5 584

ごみ収集所の掲⽰などの短い簡単な掲⽰を
⾒て、捨てたいごみは何曜⽇に捨てられる
かなど、必要な情報を探し出すことができ
る。

読むこと A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆ごみ処理の仕⽅
について理解する 有

Ⅷ 14 A2
ごみ出しルールを
守る

ごみ分別のちらしを⾒たり、近所の
⼈に聞いたりして、ごみを適切に捨
てる。

2 0.5 585
ごみの捨て⽅や分類について、近所の⼈
に、短い簡単な⾔葉で質問したり、答えた
りすることができる。

やり取り A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆ごみ処理の仕⽅
について理解する 無

分別表などにより⽂
字に触れる可能性は
ある。

Ⅷ 15 A2
粗⼤ごみの回収申
し込み

粗⼤ごみの回収について、電話で申
し込む

1 1 588
粗⼤ごみの回収業者に電話で、名前や電話
番号、⽇時、粗⼤ごみの種類やメーカーな
どを伝えて依頼することができる。

やり取り A2

粗⼤ごみの回収予約
サイトから回収の申
し込みをすることが
できる

読むこと Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆ごみ処理の仕⽅
について理解する 無

Ⅷ 16 A2 ペットを飼う
ペットを飼うことについて友⼈に相
談する

3 1 598

新しくペットを飼うために、どのような⼿
続をするのか、登録にはどれくらいお⾦が
かかるかなどの簡単な情報を、そのペット
を飼ったことがある友⼈に質問したり、答
えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

ペットの登録 無

Ⅷ 16 A2 ペットを飼う
ペットを飼うことについて友⼈に相
談する

3 1 605

新しくペットを飼うために、毎⽇どのよう
な世話をするのか、１か⽉にどれくらいお
⾦がかかるかなどの簡単な情報を、その
ペットを飼ったことがある友⼈に質問した
り、質問に答えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 無

Ⅷ 16 A2 ペットを飼う
ペットを飼うことについて友⼈に相
談する

3 1 606

ペットの⼊⼿⽅法、しつけやマナーなどに
ついて、お互いの国の事情を、短い簡単な
⾔葉で友⼈に質問したり、答えたりするこ
とができる。

やり取り A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆公共マナーにお
ける⽂化の相違に
ついて

ペットの飼い⽅ 無

Ⅷ 17 A2
地域イベントを⼿
伝う

地域のイベントを⼿伝いながら、公
共の場のルールについて知る

3 2 615

地域の祭りなどのイベントの⼿伝いをする
とき、作業の担当や進め⽅について、短い
簡単な⾔葉で確認したり、指⽰を受けたり
することができる。

やり取り A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 無

Ⅷ 17 A2
地域イベントを⼿
伝う

地域のイベントを⼿伝いながら、公
共の場のルールについて知る

3 1 594

ごみの捨て⽅や喫煙できる場所など地域で
のマナーについて、短い簡単な⾔葉で近所
の⼈に質問したり、答えたりすることがで
きる。

やり取り A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 無

ここでの「ごみの捨
て⽅」はイベント時
にごみをどこに捨て
るか、持ち帰るかな
どのことと想定。

Ⅷ 18 A2
地域の交流イベン
トについて調べる

地域で開催されている⽇本語教室や
交流イベントについて知り合いに聞
く

2 2 622

地域の⽇本語教室や国際交流のイベントな
どについて、⽇時や参加費、内容などの簡
単な情報を、友⼈に質問したり、答えたり
することができる。

やり取り A2

地域のイベントや
サークル活動につい
ての案内や⼀覧から
興味のあるものを探
す

読むこと Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

Ⅷ 19 B1
引っ越しに伴う⼿
続き

転出・転⼊、⼦どもの転校につい
て、⼿続きを確認する

1 1 563

引っ越しなどで住所が変わったとき、役所
の窓⼝で担当者に、転出や転⼊、転校の届
出や⼿続などについて質問し、ある程度詳
細な説明を理解することができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

転出・転⼊・転校
⼿続き 無

（（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の
冒頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅷ 20 B1
公的制度を理解す
る

「やさしい⽇本語」で書かれたウェ
ブサイトで、社会保険など公的制度
について理解する

2 1 562

＜562a＞役所が発信している外国⼈向けの
⽣活情報のウェブサイトでマイナンバー制
度や介護保険等に関する簡単な記事を読ん
で、制度の主要な情報を理解することがで
きる。

読むこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆制度の概要を知
る
マイナンバーカー
ド
介護保険

有 ＊例を増やした。

Ⅷ 20 B1
公的制度を理解す
る

「やさしい⽇本語」で書かれたウェ
ブサイトで、社会保険など公的制度
について理解する

2 1 638

社会保険について説明したウェブサイトの
簡単な説明を読んで、社会保険の種類や制
度の仕組みなどの主要な情報を理解するこ
とができる。

読むこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

社会保険 有

Ⅷ 21 B1
税⾦について理解
する(1)

税⾦について「やさしい⽇本語」で
書かれた⽂を読み、適切に納める

1 1 572

地域などで発⾏している、⽣活情報パンフ
レットの税⾦についてのある程度⻑い説明
に⽬を通して、軽⾃動⾞税や住⺠税などを
⽀払うために必要な情報を探し出すことが
できる。

読むこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆制度の概要を知
る税⾦ 有

Ⅷ 22 B1
税⾦について理解
する(2)

役所の窓⼝で、控除制度について質
問する

1 1 573

役所の窓⼝などで担当者に、⾃分の事情に
あった節税⽅法について質問し、扶養控除
や医療費控除など利⽤できる控除制度につ
いてのある程度詳細な説明を理解すること
ができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

控除 無

Ⅷ 23 B1
各種⼿当について
理解する

役所の窓⼝で、⼿当や助成について
相談する。

1 1 593

役所の窓⼝で担当者に、⾃分が受けられる
児童⼿当や医療費助成などの福祉サービス
について質問し、聞き返すこともあるが、
⽀給条件や申請の⽅法など、ある程度詳細
な説明を理解することができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・児童⼿当
・医療費助成
・福祉サービス

無

Ⅷ 24 B1
介護サービスを受
ける

介護認定や介護サービスについての
相談をする

2 1 632

介護認定などの申請や⼿続をしたいとき、
役所の担当課に連絡し、介護が必要な状況
であることなどについて、簡単に説明し、
相談することができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・福祉サービス
・介護保険、介護
認定

無

Ⅷ 24 B1
介護サービスを受
ける

介護認定や介護サービスについての
相談をする

2 1 637

地域にある福祉の相談窓⼝で担当者に、事
情や希望をある程度詳しく説明し、⼦育て
や介護、病気や障害などに関する⽀援サー
ビスの提供や変更を依頼することができ
る。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・福祉サービス 無

Ⅷ 25 B1
環境問題とごみリ
サイクル

ごみのリサイクルと環境問題につい
て学ぶ

2 1 582

市報の特集記事として掲載されている環境
保護についてなどの、ある程度⻑い⽂章に
⽬を通して、地域の資源ごみの回収⽅法な
ど、リサイクルを実践するために必要な情
報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆ごみ処理の仕⽅
について理解する 有

Ⅷ 25 B1
環境問題とごみリ
サイクル

ごみのリサイクルと環境問題につい
て学ぶ

2 0.5 587

地域などで発⾏している、外国⼈向けの⽣
活情報パンフレットなどの、ある程度⻑い
⽂章に⽬を通して、ごみの分け⽅や出し⽅
や粗⼤ごみの処分⽅法など、ごみ出しに必
要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆ごみ処理の仕⽅
について理解する 有

Ⅷ 25 B1
環境問題とごみリ
サイクル

ごみのリサイクルと環境問題につい
て学ぶ

2 0.5 597

ごみ収集場所で家電製品などの投棄物を⾒
つけたとき、役所のウェブサイトのある程
度⻑い⽂章に⽬を通して、どんな罰則があ
るか、どこに相談したらよいかなど必要な
情報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆ごみ処理の仕⽅
について理解する 有

（（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の
冒頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅷ 26 B1
⾃治会活動につい
て知る

⾃治会活動の内容や⾃治会の⼊り⽅
について近所の⼈に聞く

3 1 609

発⾳と内容がはっきりしていれば、役員か
ら⾃治会の活動内容に関する簡単な説明を
聞いて、主要な情報を理解することができ
る。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆⼀般の地域で⾃
治会活動とは何か
を学んでおく
・町内会や⼦供会

無

Ⅷ 26 B1
⾃治会活動につい
て知る

⾃治会活動の内容や⾃治会の⼊り⽅
について近所の⼈に聞く

3 1 612

⾃治会・町内会の集まりや地域でのイベン
トについて、当⽇の集合場所や時間などの
簡単な情報を、近所の⼈に質問したり、答
えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 無

Ⅷ 26 B1
⾃治会活動につい
て知る

⾃治会活動の内容や⾃治会の⼊り⽅
について近所の⼈に聞く

3 1 613

会報や回覧板をきっかけに、住んでいる地
域の⾃治会・町内会について、どんな活動
をしているか、どうしたら会員になれるか
など、近所の⼈に短い簡単な⾔葉で質問を
したり、答えたりすることができる。

やり取り A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆⾃治会活動 無

Ⅷ 27 B1
地域の⼈と知り合
いになる

⾃治会⼊会時や⾃治会⾏事への参加
の際に、⾃⼰紹介をしたり、地域の
ルールを聞いたりして、知り合いに
なる。

2 1 550

⾃治会・町内会の役員などに、その地域特
有のルールやしきたりなど、知りたいこと
について準備した質問をし、答えを受け
て、情報を確認したり、それに続く質問を
したりすることができる。

やり取り B1 Ⅶ ⼈とかかわる ・町内会や⼦供会 無

Ⅷ 27 B1
地域の⼈と知り合
いになる

⾃治会⼊会時や⾃治会⾏事への参加
の際に、⾃⼰紹介をしたり、地域の
ルールを聞いたりして、知り合いに
なる。

2 1 626

＜626a＞⾃治会・町内会の⾏事などで初め
て会った⼈に話しかけ、地域のこと、地域
の ニュースや出来事など⾝近な話題につい
て質問したり、ある程度詳しく答えたりし
て、会話を続けることができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 無

Ⅷ 28 B1
地域イベントでの
⽂化発表(1)

イベントで⾃国料理を紹介するため
の打ち合わせをする。

1 1 627

⾃分の国や地域の料理をふるまうなどの国
際交流イベントの担当者に、使⽤できる場
所や道具、予算などについて質問したり、
答えたりすることができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 無

Ⅷ 29 B1
地域イベントでの
⽂化発表(2)

イベントの広報⽤ポスターを作成
し、知り合いに内容や⽇本語の
チェックを依頼する。

2 2 623

地域の⽇本語教室や国際交流のイベントの
広報⽤ポスターを⽇本語で作成するため
に、知り合いに、ポスターのテーマや内容
などを説明して、⽇本語のチェックを頼む
ことができる。

やり取り B1 イベント広報⽤のポ
スターを作る 書くこと Ⅷ 社会の⼀員と

なる 有

Ⅷ 30 B1
コミュニティの⼀
員になる（２）

回覧板・掲⽰板・配布⽂書から必要
な情報を読み取り、内容について近
所の⼈に質問・確認する。

2 1 619

＜619a＞地域の回覧板や掲⽰板や配布⽂書
などの、⾏事やお知らせについてのある程
度⻑い⽂章に⽬を通して、何を⾏うのか、
⾃分は参加が必要かどうかなど、⾏事やお
知らせの内容を理解するために必要な情報
を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・回覧板の仕組み 有 ＊回覧・掲⽰を⾒な
がらの会話と判断

Ⅷ 30 B1
コミュニティの⼀
員になる（２）

回覧板・掲⽰板・配布⽂書から必要
な情報を読み取り、内容について近
所の⼈に質問・確認する。

2 1 620

地域の回覧板や掲⽰板での告知内容につい
て、⾃分は⾏事や会合に参加する必要があ
るかどうか、何をすべきなのかなど詳しい
情報を近所の⼈に質問したり、答えたりす
ることができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆⾃治会活動
・回覧板の仕組み 有

Ⅷ 31 B1
コミュニティの⼀
員になる（３）

地域の催しに参加するために、⾃治
会のお知らせを読む。

1 1 625

地域の⼦供会の⾏事に関する短い簡単なお
知らせを⾒て、⽇時や場所、内容、参加
費、持ち物など、必要な情報を探し出すこ
とができる。

読むこと A2 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・町内会や⼦供会 有 ＊回覧・掲⽰を⾒な
がらの会話と判断

（（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の
冒頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅷ 32 B1
⾃治会に参加する
（１）

⾃治会の集まりで、イベント実施に
向けた話し合いをする。

2 2 616

⾃治会・町内会やマンションの住⺠の集ま
りなどで、イベントの相談など、議題の概
要を理解し、事実確認をしたり、⾃分の意
⾒を述べたりして、ディスカッションに参
加することができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・町内会 有 議事資料を読む

Ⅷ 33 B1
⾃治会に参加する
（２）

⾃治会の集まりで、⾃治会活動の進
め⽅について話し合いをする。

2 2 610

⾃治会・町内会の年間⾏事や役割分担な
ど、活動の概要を理解し、分からない点に
ついて質問をしたり、⾃分の意⾒を述べた
りして、ディスカッションに参加すること
ができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

☆⼀般の地域で⾃
治会活動とは何か
を学んでおく
・町内会

有 議事資料等を⾒る

Ⅷ 34 B1
「お知らせ」を読
む(1)

マンション等の集合住宅で、掲⽰さ
れているお知らせを読む。

1 1 591

マンションのエレベーター内などに掲⽰さ
れている簡単なお知らせを読んで、マン
ションでの⽣活ルールやマナーについて、
主要な情報を理解することができる。

読むこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

Ⅷ 35 B1
「お知らせ」を読
む(2)

回覧板のお知らせを読む。 1 1 619

地域の回覧板や掲⽰板などの、⾏事やお知
らせについてのある程度⻑い⽂章に⽬を通
して、何を⾏うのか、⾃分は参加が必要か
どうかなど、⾏事やお知らせの内容を理解
するために必要な情報を探し出すことがで
きる。

読むこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・回覧板の仕組み 有

Ⅷ 36 B1
医療費助成につい
て知る

医療費助成や各種⼿当について、⾃
分が受けられるものがあるかどう
か、広報誌やウェブサイトなどで情
報を集める。

2 1 629

児童⼿当や医療費助成などについて書かれ
た役所の広報誌などの、ある程度⻑い⽂章
に⽬を通して、⾃分が受けられる福祉サー
ビスの内容や条件など、必要な情報を探し
出すことができる。

読むこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・児童扶養⼿当等 有

Ⅷ 36 B1
医療費助成につい
て知る

医療費助成や各種⼿当について、⾃
分が受けられるものがあるかどう
か、広報誌やウェブサイトなどで情
報を集める。

2 1 642

医療費助成制度について書かれた簡単な説
明を読んで、種類、利⽤限度額、申請⽅法
などの主要な情報を理解することができ
る。

読むこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・医療費助成 有

Ⅷ 37 B1
健康保険や年⾦に
ついて知る

国⺠健康保険や国⺠年⾦についての
理解を深める

1 1 639

国⺠健康保険や国⺠年⾦に加⼊するため
に、役所の窓⼝などで、⼿続の⽅法や必要
な書類、保険料の⽀払⽅法などについて質
問し、ある程度詳細な説明を理解すること
ができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

国⺠健康保険
国⺠年⾦ 無

Ⅷ 38 B1
公的補助を受ける
(1)

役所などで補助⾦や⼿当について相
談をする

1 1 640

役所の⼦供家庭⽀援課などで、担当者に、
⾃分の状況について簡単に説明し、どんな
助成⾦や⼿当がもらえるか相談することが
できる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 無

Ⅷ 39 B1
公的補助を受ける
(2)

申請書類の不備について説明を受
け、再申請をする。

1 1 641

児童⼿当や医療費助成などを申請した書類
に不備があり戻ってきたときに、役所の担
当者に、再申請やその後の流れなどについ
て質問し、聞き返すこともあるが、ある程
度詳細な説明を理解することができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる

・児童⼿当
・医療費助成
・福祉サービス

有

Ⅷ 40 B1
ご近所トラブルの
解決

近所の⼈との間で起こったトラブル
を解決したり、相談したりする

2 0.5 589

近所の⼈とごみの出し⽅などの問題が⽣じ
たとき、⾃分のごみの出し⽅についてある
程度詳しく状況を説明し、苦情に対応する
ことができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

分別表を使いながら
のやり取りになる可
能性が⾼い。

Ⅷ 40 B1
ご近所トラブルの
解決

近所の⼈との間で起こったトラブル
を解決したり、相談したりする

2 1 596

近所の⼈と騒⾳や空スペースへの駐⾞など
で、トラブルが⽣じたとき、他の近所の⼈
にある程度詳しく状況や⼼情を説明し、解
決の⽅法を相談することができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 無

（（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の
冒頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅷ 40 B1
ご近所トラブルの
解決

近所の⼈との間で起こったトラブル
を解決したり、相談したりする

2 1 608

隣の住⼈とペットの鳴き声や匂いなどに関
する問題が⽣じたとき、⼤家や管理⼈など
にある程度詳しく状況や⼼情を説明し、解
決の⽅法を相談することができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

集合住宅の規約など
を参照することも考
えられる。

Ⅷ 41 B1 ⽝を飼う
⽝を飼うために、登録⼿続きをした
り、予防接種を受けさせたりする。

3 1 599

役所のウェブサイト上の⽝の登録制度な
ど、登録や狂⽝病予防接種の⼿続に関する
簡単な説明を読んで、主要な情報を理解す
ることができる。

読むこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

Ⅷ 41 B1 ⽝を飼う
⽝を飼うために、登録⼿続きをした
り、予防接種を受けさせたりする。

3 1 601

ペットの⽝の登録⼿続をするとき、役所に
電話し、担当者に⼿続の⼿順や必要書類、
⼿数料などについて質問し、ある程度詳細
な説明を理解することができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

Ⅷ 41 B1 ⽝を飼う
⽝を飼うために、登録⼿続きをした
り、予防接種を受けさせたりする。

3 1 603

必要に応じて確認することができれば、動
物病院で、混合ワクチンを接種するための
問診票の質問をだいたい理解し、答えを書
くことができる。

書くこと B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

Ⅷ 42 B1 税⾦について知る
職場や役所窓⼝で、給与明細や住⺠
税決定通知書に⽰された税額や内訳
などについて、質問する。

1 1 578

＜578a＞職場や役所の窓⼝で担当者に、給
与明細や住⺠税決定通知書などについて分
からないことを質問し、聞き返すこともあ
るが、ある程度詳細な説明を理解すること
ができる。

やり取り B1 Ⅷ 社会の⼀員と
なる 有

＊職場でのやり取り
のほうが実施可能性
が⾼い⼈もいると判
断。
通知や明細などを⾒
ながらのやりとり。

（（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の
冒頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅸ 1 A1
イベントで挨拶す
る

イベントで初めて会った⼈と、⾃⼰
紹介をし合う。

2 2 684

日本語教室や国際交流のイベントに参加
し、初めて会った人に、名前、出身、仕事
などを尋ねたり、答えたりすることができ
る。

やり取り A1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 2 A1
地域の公共施設を
使う

図書館やスポーツセンターなど、地
域施設で名前を登録し、利⽤する。

3 1.5 149

＜149a＞図書館やスポーツセンター 銀行
で、 口座開設や振り込みなどの申込書に、
住所、氏名、電話番号、生年月日など、自
分の基本的な情報を書くことができる。

書くこと A1
Ⅲ 消費活動を⾏
う

☆余暇を過ごす
場所や利⽤⽅法
を知る
☆施設の種類や
制度について知
る

有 ＊実際に起こり得
る例を加えた。

Ⅸ 2 A1
地域の公共施設を
使う

図書館やスポーツセンターなど、地
域施設で名前を登録し、利⽤する。

3 1.5 733

＜733a＞図書館やスポーツセンターの窓口
で、「この本を借りたいです」「プールを
使いたいです」などと短い簡単な言葉で、
窓口の人に伝えることができる。

やり取り A1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

☆余暇を過ごす
場所や利⽤⽅法
を知る
☆施設の種類や
制度について知
る

無 ＊実際に起こり得
る例を加えた。

Ⅸ 3 A1 ネットで予約する
インターネットで、イベント参加申
込、図書貸出の予約、美容院の予約
などをする。

3 2 655

インターネットで、国際交流イベントなど
を予約するとき、氏名、年齢、住所、電話
番号、メールアドレスなどの情報を入力す
ることができる。

書くこと A1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 3 A1 ネットで予約する
インターネットで、イベント参加申
込、図書貸出の予約、美容院の予約
などをする。

3 1 734

インターネットで、図書館の本の予約をす
るとき、予約したい本を選び、名前や電話
番号など必要な情報を入力することができ
る。

書くこと A1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 4 A2
⽇本語学習を振り
返る

その⽇の⽇本語授業や⽇本語学習が
終わった時に、学習の記録や感想を
書く。

2 2 671
一日の学習について、進捗や反省、学習の
感想をポートフォリオの学習記録などに短
い簡単な文で書くことができる。

書くこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 5 A2 図書館を利⽤する
図書館に⾏き、使い⽅の説明を受けた
り、使⽤ルールについて質問したりす
る。

3 1 728

図書館や公民館などに置かれている短い簡
単な利用案内を読んで、利用時間や本や会
議室の貸出しの決まりなど、いくつかの情
報を理解することができる。

読むこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

☆余暇を過ごす
場所や利⽤⽅法
を知る

有

Ⅸ 5 A2 図書館を利⽤する
図書館に⾏き、使い⽅の説明を受けた
り、使⽤ルールについて質問したりす
る。

3 1 727

ゆっくりとはっきりと話されれば、図書館
などで、スタッフによる図書館の使い方
（例えば、貸出し方法、貸出し期間、注意
事項）などの簡単な説明を聞いて、理解す
ることができる。

聞くこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

☆余暇を過ごす
場所や利⽤⽅法
を知る

無

Ⅸ 5 A2 図書館を利⽤する
図書館に⾏き、使い⽅の説明を受けた
り、使⽤ルールについて質問したりす
る。

3 1 732

図書館で、返却期限や一度に何冊まで借り
られるかなど、不明な点について、窓口の
担当者に簡単な言葉で質問し、答えを理解
することができる。

やり取り A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

☆余暇を過ごす
場所や利⽤⽅法
を知る

無

Ⅸ 6 A2
⽇本語学習につい
て考える

⾃分⾃⾝の⽇本語学習の⽬標につい
て⾒直したり、外国語学習の効果的
な⽅法について調べたりする。

4 1 661

日本語の学習目標は何か、なぜそのような
目標を定めたのかについて、日本語教室の
クラスメートや先生に短い簡単な言葉で話
すことができる。

発表 A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 6 A2
⽇本語学習につい
て考える

⾃分⾃⾝の⽇本語学習の⽬標につい
て⾒直したり、外国語学習の効果的
な⽅法について調べたりする。

4 1.5 670

日本語学習に関する短い簡単なブログなど
を読んで、自分の目的に合った学習サイト
や教材などについて、いくつかの情報を理
解することができる。

読むこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(5種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅸ 6 A2
⽇本語学習につい
て考える

⾃分⾃⾝の⽇本語学習の⽬標につい
て⾒直したり、外国語学習の効果的
な⽅法について調べたりする。

4 1.5 675
日本語学習サイトを検索し、どのようなサ
イトか、どのように使うのかなどのいくつ
かの情報を理解することができる。

読むこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 7 A2 書店を利⽤する

書店で、趣味や⽇本語学習のための
本が買いたいことを店員さんに伝
え、店員さんからの質問に答えなが
ら、適切な本を探し出す。

2 2 665

＜665a＞本屋の店員に、趣味の本や日本語
教材 どのような日本語の教材があるかなど
について質問し、いくつかの簡単な答えを
理解することができる。

やり取り A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無 ＊実際に起こり得

る例を加えた。

Ⅸ 8 A2
参加したいイベント
を探す

各種イベントや⽇本語交流⾏事などに
参加するため、⽇時、場所、内容を広
報誌やポスター、チラシなど読み取
る。

3 1.5 683

役所や地域の掲示板やウェブサイトの短い
簡単なお知らせを読んで、日本語教室や交
流イベントなどの場所や日時、内容など、
必要な情報を探し出すことができる。

読むこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・役所や図書館
などでイベント
などの情報が収
集できること

地域の掲⽰板
区報・市報

有

Ⅸ 8 A2
参加したいイベント
を探す

各種イベントや⽇本語交流⾏事などに
参加するため、⽇時、場所、内容を広
報誌やポスター、チラシなど読み取
る。

3 1.5 722

地域の広報誌などにある、外国人向けの短
い簡単なお知らせを読んで、日本語教室や
交流イベントなどの場所や日時、内容な
ど、いくつかの情報を理解することができ
る。

読むこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

☆⾃治体の広報
誌、広告やポス
ター、インター
ネット等から情
報を得る

有

Ⅸ 9 A2
公開授業（学校公
開）に⾏く

地域の学校の公開授業や⽂化祭など、
⼀般の⼈が参加できる⾏事の情報を
ウェブサイトから探し出す。

2 2 705

地域の学校のウェブサイトの、短い簡単な
お知らせを見て、授業参観や学校公開、見
学できる行事のお知らせなど、学校を見に
行くために必要な情報を探し出すことがで
きる。

読むこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

授業参観
学校公開

有 子育て

Ⅸ 10 A2 テレビを活⽤する
テレビドラマやアニメの⼀部を⾒て、
ストーリーを推測したり、⽇常的な表
現を探したりする。

2 2 682

テレビドラマなどを見て、映像を頼りに、
登場人物がどのような場面でどのような表
現を使っているかなど、内容を大まかに理
解することができる。

聞くこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 11 A2
公共施設について調
べる

情報誌や広報紙を⾒たり、知り合いに
尋ねたりして、⾏きたい施設やイベン
トを探す。

4 1.5 729

タウンマップなど情報誌の短い簡単な文を
見て、地域にどのような公共施設があるか
など、必要な情報を探し出すことができ
る。

読むこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

☆⾃治体の広報
誌、広告やポス
ター、インター
ネット等から情
報を得る

有

Ⅸ 11 A2
公共施設について調
べる

情報誌や広報紙を⾒たり、知り合いに
尋ねたりして、⾏きたい施設やイベン
トを探す。

4 1 724

行ってみたいと思っている店や娯楽施設に
ついて、友人に、そこに行ったことがある
か、どんなところかなど、短い簡単な言葉
で質問したり、答えたりすることができ
る。

やり取り A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 11 A2
公共施設について調
べる

情報誌や広報紙を⾒たり、知り合いに
尋ねたりして、⾏きたい施設やイベン
トを探す。

4 1.5 725

地域で行われている趣味の教室やイベント
などについて、日時や参加費、内容などの
簡単な情報を、友人に質問したり、答えた
りすることができる。

やり取り A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

☆施設の種類や
制度について知
る

無

Ⅸ 12 A2

⽇本語教室や趣味
の教室について調
べる

⽇本語教室や趣味の教室に電話を
し、⾃分のことや教室を知った⽅法
などについての質問に答える。

2 2 654

日本語教室の担当者などがゆっくりはっき
りと話してくれれば、電話で参加したい教
室名、名前、住所、教室を知った方法など
の簡単な質問に対して、短い簡単な言葉で
答えることができる。

やり取り A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する ・⽇本語教室 無

Ⅸ 13 A2
メニューについて
質問する

レストランなどでメニューを⾒なが
ら、読み⽅や意味の分からない⾔葉
について質問し、理解する。

2 2 686

レストランのメニューなどにある読み方や
意味が分からない言葉について質問し、い
くつかの簡単な答えを理解することができ
る。

やり取り A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(5種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅸ 14 A2 旅⾏の計画
旅⾏社のパンフレットやホームページ
などを⾒て、⾏ってみたい場所や参加
したいツアーを探す。

4 1.5 718

インターネットにある短い簡単なツアーの
案内文を見て、滞在地の紹介や体験できる
活動など、自分の希望に合ったツアーを選
ぶために必要な情報を探し出すことができ
る。

読むこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

☆⾃治体の広報
誌、広告やポス
ター、インター
ネット等から情
報を得る

有

Ⅸ 14 A2 旅⾏の計画
旅⾏社のパンフレットやホームページ
などを⾒て、⾏ってみたい場所や参加
したいツアーを探す。

4 1.5 716
旅行パンフレットやガイドブックなどの短
い簡単な文を見て、主な名所やお店など、
必要な情報を探し出すことができる。

読むこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 14 A2 旅⾏の計画
旅⾏社のパンフレットやホームページ
などを⾒て、⾏ってみたい場所や参加
したいツアーを探す。

4 1 719

休みの前などに、余暇におすすめの場所に
ついて、どこにあるか、そこに何がある
か、そこで何ができるかなどの簡単な情報
を友人に質問したり、答えたりすることが
できる。

やり取り A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 15 A2 スポーツ記事を読む
新聞やネットニュースなどで、興味の
あるスポーツの記事を探し、勝敗など
結果を読み取る。

2 2 696

好きなスポーツに関する短い簡単な新聞記
事などを読んで、試合の勝敗や好きな選手
の活躍など、いくつかの情報を理解するこ
とができる。

読むこと A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 16 A2
⼦どもの学校につ
いて知る(1)

就学準備のため、学校⽣活のルール
などについて役所に⾏って⺟語で情
報を得たり、⽇本語で質問したりす
る。

3 1.5 709

子供の学校生活について母語で情報を集め
るために、役所や学校の担当者に、母語で
書かれたパンフレットがあるかや、保護者
会への通訳派遣が可能かなどについて質問
し、いくつかの簡単な答えを理解すること
ができる。

やり取り A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 保護者会 無 子育て

Ⅸ 16 A2
⼦どもの学校につ
いて知る(1)

就学準備のため、学校⽣活のルール
などについて役所に⾏って⺟語で情
報を得たり、⽇本語で質問したりす
る。

3 1.5 711

子供が通う学校の先生に、就学に当たって
準備しておくものや給食で食べられないも
のがあるときにどうすればいいかなど、学
校生活について質問し、いくつかの簡単な
答えを理解することができる。

やり取り A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 学校給⾷ 無 子育て

Ⅸ 17 A2 ⼦どもを預ける
⼀時保育など公的な⼦どもの預け先
や申し込み⽅法について知る。

2 2 710

公的な子供の預け先について、どんな預け
先があるか、どのように申し込めばいいか
など、役所の窓口の担当者に質問し、いく
つかの簡単な答えを理解することができ
る。

やり取り A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する ⼀時保育 有 子育て

Ⅸ 18 A2
イベントに誘う／
誘われる

知り合いをイベントに誘ったり、知
り合いに誘われて応じたり断ったり
する。

2 2 720

友人を誘うために、イベントの日時を伝
え、一緒に行くかどうか、短い簡単な言葉
で尋ねたり、誘いに答えたりすることがで
きる。

やり取り A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 19 A2 ⽅⾔を知る
知り合いを、⽇常⽣活の中で⽿にし
た⾔葉（⽅⾔、若者⾔葉、略語な
ど）について話題にする。

2 2 691

普段よく接する人と話しているときに、生
活の中で聞いた方言などの地域特有の言葉
の意味について短い簡単な言葉でコメント
や質問をしたり、答えたりすることができ
る。

やり取り A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する ・⽅⾔等 無

Ⅸ 20 A2 将来について話す
⽇本語学習や⽇本での⽣活を振り返
り、今後の計画や将来の夢について
話す。

3 3 645
将来の夢や目標、そのために計画している
ことについて、友人などに短い簡単な言葉
で話すことができる。

発表 A2
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 21 B1 ボランティアをする

区報・市報などから、地域のボラン
ティア活動についての情報を得て、関
⼼があるもの、できそうなことを探
す。

2 2 723

市報などに掲載されている地域のボラン
ティア活動についての簡単な紹介記事を読
んで、これまでにどのような活動をしてい
るのか、自分の生活スタイルでも参加でき
るかなど主要な情報を理解することができ
る。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

☆⾃治体の広報
誌、広告やポス
ター、インター
ネット等から情
報を得る

有

Ⅸ 22 B1
社会問題を話題にす
る

複数の媒体を通じて、社会問題をおお
よそ理解し、それについて、友⼈と意
⾒交換する。

4 1 697
CO2削減など、話題になっている環境問題に
関する簡単な新聞記事などを読んで、重要
な情報を理解することができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(5種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅸ 22 B1
社会問題を話題にす
る

複数の媒体を通じて、社会問題をおお
よそ理解し、それについて、友⼈と意
⾒交換する。

4 1 695

ニュースの中で特集されているいくつかの
取材映像やテロップを頼りに、最近の日本
の社会問題の内容や原因などについて主要
な情報を理解することができる。

聞くこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 22 B1
社会問題を話題にす
る

複数の媒体を通じて、社会問題をおお
よそ理解し、それについて、友⼈と意
⾒交換する。

4 2 701

日本の社会問題に関する情報を入手するた
め、インターネットのニュース記事などか
ら、現在話題になっている社会問題に関す
る簡単な記事を読んで、主要な情報を理解
することができる。

読むこと B1

⽇本の社会問題に
ついて⾃国の状況
を踏まえつつ、意
⾒交換をする。

やり取り Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 23 B1
⽇本の教育について
考える

複数の媒体を通じて、社会問題をおお
よそ理解し、それについて、友⼈と意
⾒交換する。

5 2 702

子供のいじめなどの社会問題について、大
まかな内容や、どういう背景があるかなど
質問し、友人や家族と簡単なコメントや意
見を交換することができる。

やり取り B1

⼦どものいじめ
などの社会問題
に関する記事を
読む

読むこと Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有 子育て

Ⅸ 23 B1
⽇本の教育について
考える

複数の媒体を通じて、社会問題をおお
よそ理解し、それについて、友⼈と意
⾒交換する。

5 2 707

受験や大学入学共通テストに関するテレビ
ニュースを見て、映像やテロップを頼り
に、日本の教育制度の概要や問題点など、
主要な情報を理解することができる。

聞くこと B1

⽇本の教育制度に
ついての説明⽂を
読む

読むこと Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・⽇本の学校制
度

有 子育て

Ⅸ 23 B1
⽇本の教育について
考える

複数の媒体を通じて、社会問題をおお
よそ理解し、それについて、友⼈と意
⾒交換する。

5 1 699

発音がはっきりしていれば、テレビやラジ
オで視聴者からのいじめや不登校などの悩
み相談を聞いて、内容やアドバイスなどの
要点を理解することができる。

聞くこと B1
悩み相談に対する
アドバイスをする

発表 Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 24 B1 勉強する⽅法を探す
ウェブサイトや広報紙を使って、興味
関⼼のあるものについて学べる場所を
探す。

2 2 652

地域のいくつかの日本語教室を紹介する
ウェブサイトなどのある程度長い文章に目
を通して、それぞれの特徴や違いなど、自
分に合った日本語教室を選ぶために、必要
な情報を探し出すことができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する ・⽇本語教室 有

Ⅸ 25 B1 資格について調べる
取得したい資格について、パンフレッ
トやウェブサイトを使って、資格の概
要、試験の概要について理解する。

4 1 658

取得したい日本語能力に関する資格につい
て書かれたウェブサイトなどの簡単な説明
を読んで、試験の内容や資格の難易度、取
得に必要な学習時間など、主要な情報を理
解することができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・⽇本語能⼒に
関する試験

有

Ⅸ 25 B1 資格について調べる
取得したい資格について、パンフレッ
トやウェブサイトを使って、資格の概
要、試験の概要について理解する。

4 1 647

ウェブサイト上の資格と職業に関するある
程度長い説明に目を通して、自分がやりた
い仕事にはどのような資格が必要か、平均
給与はどのくらいかなど、その仕事が自分
が希望する待遇と合っているかを知るため
に必要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・各職種の平均
的な給与額や待
遇

有

Ⅸ 25 B1 資格について調べる
取得したい資格について、パンフレッ
トやウェブサイトを使って、資格の概
要、試験の概要について理解する。

4 1 649

取得したい資格の受験に関するある程度長
い文章に目を通して、試験の申込み方法や
受験に関する注意など、必要な情報を探し
出すことができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・資格試験の受
験に関する情報
について

有

Ⅸ 25 B1 資格について調べる
取得したい資格について、パンフレッ
トやウェブサイトを使って、資格の概
要、試験の概要について理解する。

4 1 659

取得したい日本語能力に関する資格を持っ
ている先輩や友人に、どのような勉強をし
たかや、実際の試験の内容や様子、感想な
どについて質問したり、質問に答えたりす
ることができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・⽇本語能⼒に
関する試験

無

Ⅸ 26 B1
仕事について相談
する

ハローワークの担当者や知り合い・
友⼈に、仕事に就くための⽅法を相
談する。

3 2 648

ハローワークの担当者に、働きたい職種を
伝え、そのために必要な資格は何か、その
資格を取得するにはどのようにすればいい
かなどについて質問し、ある程度詳細な答
えを理解することができる。

やり取り B1

就業のためのガ
イドブックを読
む。

読むこと Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・ハローワーク
について

無

Ⅸ 26 B1
仕事について相談
する

ハローワークの担当者や知り合い・
友⼈に、仕事に就くための⽅法を相
談する。

3 1 644
希望する仕事に就くために、どのような知
識や技能、資格が必要かなどについて、友
人に相談することができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・資格試験の受
験に関する情報
について

無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル
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Ⅸ 27 B1
勉強する場所につ
いて調べる

資格を取るための学校についての情
報を知り合いから得る。

1 1 650
社会人向けの資格スクールについて、評判
や受講方法などの詳しい情報を、友人に質
問したり、答えたりすることができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・資格試験の受
験に関する情報
について

無

Ⅸ 28 B1 公共施設を利⽤する
図書館や公⺠館の利⽤⽅法について、
利⽤案内を読んで理解したり、電話し
て詳しい情報を得る。

3 1 726

図書館の利用案内についてのある程度長い
文章に目を通して、利用カードはどのよう
に作るか、どのようなサービスや活動があ
るかなど、利用のために必要な情報を探し
出すことができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 28 B1 公共施設を利⽤する
図書館や公⺠館の利⽤⽅法について、
利⽤案内を読んで理解したり、電話し
て詳しい情報を得る。

3 1 730

公民館の利用案内についてのある程度長い
文章に目を通して、調理室があるか、個人
で借りることができるか、予約の方法など
の必要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 28 B1 公共施設を利⽤する
図書館や公⺠館の利⽤⽅法について、
利⽤案内を読んで理解したり、電話し
て詳しい情報を得る。

3 1 731

公民館に電話をして、会場の広さやいす・
机の数、飲食できるかどうかなど施設の設
備などについて担当者に質問し、ある程度
詳細な説明を理解することができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 29 B1 仲間を作る
公共施設やウェブサイトを利⽤し
て、新しいコミュニティーを作る。

2 2 687

オンライン上のコミュニティなどで、新た
なメンバーを募るために、活動紹介や参加
に当たってのルールなどを、ある程度詳し
く書くことができる。

書くこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 30 B1
⾃分に合った⽇本
語教育機関を探す

⾃分の⽬的・⽬標や状況などを踏ま
え、最適な⽇本語教室や⽇本語学校
を探す。

3 1 651

地域の日本語教室に参加するために、国際
交流協会やボランティア団体などに電話を
して、担当者に教室の活動内容や参加の条
件などについて質問し、ある程度詳細な説
明を理解することができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する ・⽇本語教室 無

Ⅸ 30 B1
⾃分に合った⽇本
語教育機関を探す

⾃分の⽬的・⽬標や状況などを踏ま
え、最適な⽇本語教室や⽇本語学校
を探す。

3 2 657

地域の日本語教室に見学に行ったとき、担
当者に、クラスの種類や学習内容、授業の
進め方、宿題やテストなどについて質問
し、ある程度詳細な説明を理解することが
できる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する ・⽇本語教室 無

Ⅸ 31 B1
⽇本語学習⽅法に
ついて相談する(1)

⽇本語学習の⽅法について、教師や
先輩などに相談したり、クラスメー
トなどと意⾒交換したり、後輩から
の相談に乗ったりする。

5 1 656

地域の日本語教室などの学習相談で、自分
の日本語能力の問題点や課題について、現
状や原因をある程度詳しく説明し、効果的
な学習方法について相談することができ
る。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する ・⽇本語教室 無

Ⅸ 31 B1
⽇本語学習⽅法に
ついて相談する(1)

⽇本語学習の⽅法について、教師や
先輩などに相談したり、クラスメー
トなどと意⾒交換したり、後輩から
の相談に乗ったりする。

5 1 662

地域の日本語教室のクラスメートと、学習
目標の設定や目標達成への取組みなどにつ
いて、自分の考えを話したり、相手の話に
対して、簡単なコメントや意見を述べたり
して、ディスカッションに参加することが
できる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 31 B1
⽇本語学習⽅法に
ついて相談する(1)

⽇本語学習の⽅法について、教師や
先輩などに相談したり、クラスメー
トなどと意⾒交換したり、後輩から
の相談に乗ったりする。

5 0.5 653

日本語を勉強している友人に、日本語の勉
強方法について、やってみてよかった方法
や参考になる教材などの詳しい情報を、質
問したり、答えたりすることができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 31 B1
⽇本語学習⽅法に
ついて相談する(1)

⽇本語学習の⽅法について、教師や
先輩などに相談したり、クラスメー
トなどと意⾒交換したり、後輩から
の相談に乗ったりする。

5 0.5 668

日本語学習のための教材やアプリについ
て、どんなものが使いやすいかや自分に向
いているかなどの詳しい情報を日本語教室
のクラスメートや教師に質問したり、質問
に答えたりすることができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・ICT
・⽇本語学習サ
イト

無／有

Ⅸ 31 B1
⽇本語学習⽅法に
ついて相談する(1)

⽇本語学習の⽅法について、教師や
先輩などに相談したり、クラスメー
トなどと意⾒交換したり、後輩から
の相談に乗ったりする。

5 0.5 678

日本語学習のための辞書や教材などについ
て、おすすめのものや役に立ったものなど
の詳しい情報を、日本語教室の先生やクラ
スメートに質問したり、答えたりすること
ができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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Ⅸ 31 B1
⽇本語学習⽅法に
ついて相談する(1)

⽇本語学習の⽅法について、教師や
先輩などに相談したり、クラスメー
トなどと意⾒交換したり、後輩から
の相談に乗ったりする。

5 0.5 692

同じ日本語教室で勉強している友人や教師
に、どのように敬語を学んだらよいのか
や、効率的な学習方法について、詳しい情
報を質問したり、答えたりすることができ
る。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 31 B1
⽇本語学習⽅法に
ついて相談する(1)

⽇本語学習の⽅法について、教師や
先輩などに相談したり、クラスメー
トなどと意⾒交換したり、後輩から
の相談に乗ったりする。

5 0.5 674

日本語学習サイトやアプリなどについてよ
く知っている人に、ICTを活用して何をどの
ように学習できるかについて質問したり、
答えたりすることができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・ICT
・⽇本語学習サ
イト

無

Ⅸ 31 B1
⽇本語学習⽅法に
ついて相談する(1)

⽇本語学習の⽅法について、教師や
先輩などに相談したり、クラスメー
トなどと意⾒交換したり、後輩から
の相談に乗ったりする。

5 0.5 681

日本語教室のクラスメートなどに、今、教
室で使っている教材を使ってどのように予
習復習をしたらよいかについて質問した
り、意見を交換したりすることができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 32 B1
⽇本語学習⽅法に
ついて相談する(2)

⽇本語学習の状況を振り返り、うま
くいっていないこと、改善したいこ
となどについて、教師やコーディ
ネーターに相談する

3 1.5 660

通っている日本語教室のコーディネーター
などに、自身の状況について簡単に説明
し、今後の学習方法について相談すること
ができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 32 B1
⽇本語学習⽅法に
ついて相談する(2)

⽇本語学習の状況を振り返り、うま
くいっていないこと、改善したいこ
となどについて、教師やコーディ
ネーターに相談する

3 1.5 663

計画通りに日本語の学習が進まないとき、
日本語教室の教師や支援者などに、学習の
進捗や不調について簡単に説明し、相談す
ることができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 33 B1
⽇本語学習を⾃⼰
管理する

学習ポートフォリオやノートを⾒直
して、⾃分の状況や今後の⽬標や改
善策を検討する。

3 1 664

一緒に受けていた授業であれば、ノートの
まとめ方などについてクラスメートや教師
に質問したり、答えたりすることができ
る。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 33 B1
⽇本語学習を⾃⼰
管理する

学習ポートフォリオやノートを⾒直
して、⾃分の状況や今後の⽬標や改
善策を検討する。

3 2 677

日本語学習サイトの進捗状況を確認して、
学習目標などを記した自己評価のための
チェックリストの項目にチェックを入れた
り、目標の達成度や学習の振り返りなどを
ある程度詳しく書き込むことができる。

書くこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・⽇本語学習サ
イト

有

Ⅸ 34 B1
⽇本語について調べ
る

⾔葉の意味や使い⽅がわからない時
に、国語辞典を使ったり、知り合いに
聞いたりして、その説明を理解する。

3 1.5 679

普段の生活の中で意味が分からない言葉に
ついて辞書で調べたとき、その言葉に関す
る簡単な説明を読んで、主要な情報を理解
することができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 34 B1
⽇本語について調べ
る

⾔葉の意味や使い⽅がわからない時
に、国語辞典を使ったり、知り合いに
聞いたりして、その説明を理解する。

3 1.5 669

日本語教室のクラスメートや教師に日本語
の表現について見聞きした場面を伝えて、
どんな時に、どう使う表現なのかなどを質
問したり、その答えを理解することができ
る。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 35 B1
「⽇本語」につい
て話す

⽅⾔や敬語、漢字、外来語、新語な
どについて話題にし、意⾒交換す
る。

3 1 688

同じ地域に住んでいる友人と、その地域の
方言について、びっくりしたことやおもし
ろいと思った経験などについてある程度詳
しく話したり、相手の話に対して、簡単な
コメントや意見を述べたりすることができ
る。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・地名等
・⽅⾔等

無

Ⅸ 35 B1
「⽇本語」につい
て話す

⽅⾔や敬語、漢字、外来語、新語な
どについて話題にし、意⾒交換す
る。

3 0.5 689

近所の人と話していて、分からない言葉や
方言を聞いたときに、その言葉について質
問し、言葉の意味や使う状況などある程度
詳細な説明を理解することができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する ・⽅⾔等 無

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(5種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅸ 35 B1
「⽇本語」につい
て話す

⽅⾔や敬語、漢字、外来語、新語な
どについて話題にし、意⾒交換す
る。

3 0.5 694

日本語教室のクラスメートと、敬語や漢字
を学ぶ上での難しさについて、自分の考え
を話したり、相手の話に対して、簡単なコ
メントや意見を述べたりすることができ
る。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 35 B1
「⽇本語」につい
て話す

⽅⾔や敬語、漢字、外来語、新語な
どについて話題にし、意⾒交換す
る。

3 1 693

自分が住んでいる地域の方言の言い回しや
特徴を紹介するインターネット上の簡単な
記事などを読んで、重要な情報を理解する
ことができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する ・⽅⾔等 有

Ⅸ 36 B1
国・地域について
話す

催しなどで初めて会った⼈と、⽇本
と⾃国の相違点について話題にし、
意⾒交換する。

2 2 685

日本語教室や国際交流のイベントで初めて
会った人と、日本と自分の国や地域との共
通点や違いについて、自分の考えを話した
り、相手の話に対して、簡単なコメントや
意見を述べたりして、ディスカッションに
参加することができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 37 B1
⼦どもの学校につい
て知る(2)

⼦どもの就学について必要な情報を、
ガイドブック、ウェブサイト、近隣の
⼈から得る。

4 1.5 704

教育委員会などが出している「外国人児童
生徒のための就学ガイドブック」などのあ
る程度長い文章に目を通して、学校制度や
就学手続、教育相談など、子供の就学のた
めに必要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・⽇本の学校制
度

有 子育て

Ⅸ 37 B1
⼦どもの学校につい
て知る(2)

⼦どもの就学について必要な情報を、
ガイドブック、ウェブサイト、近隣の
⼈から得る。

4 1.5 713

インターネット上にある日本の学校教育に
ついての、ある程度長い文章に目を通し
て、教科の種類や学校での生活など、子供
を学校に通わせるために必要な情報を探し
出すことができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・⽇本の学校制
度

有 子育て

Ⅸ 37 B1
⼦どもの学校につい
て知る(2)

⼦どもの就学について必要な情報を、
ガイドブック、ウェブサイト、近隣の
⼈から得る。

4 1 712

近所の学校について、評判や言語のサポー
トが得られるかなどの詳しい情報を、その
学校に子供を通わせている友人に質問した
り、答えたりすることができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・⽇本の学校制
度

無 子育て

Ⅸ 38 B1
旅⾏の計画を⽴て
る

旅⾏の計画を⽴てるために、⽬的地
についてよく知っている⼈から情報
を得たり、ガイドブックなどで調べ
たりしながら、友⼈と相談する。

3 1 721

家族や友人と外出や余暇の計画を立てると
き、目的地やスケジュールについて、自分
の意見を述べたり、他の人の意見を調整し
たりしながら話し合うことができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 38 B1
旅⾏の計画を⽴て
る

旅⾏の計画を⽴てるために、⽬的地
についてよく知っている⼈から情報
を得たり、ガイドブックなどで調べ
たりしながら、友⼈と相談する。

3 1 715

スキー場やキャンプ場など、休暇を過ごす
場所について、便利な利用方法や近くの観
光地などの詳しい情報を、親しい人に質問
したり、答えたりすることができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 38 B1
旅⾏の計画を⽴て
る

旅⾏の計画を⽴てるために、⽬的地
についてよく知っている⼈から情報
を得たり、ガイドブックなどで調べ
たりしながら、友⼈と相談する。

3 1 717

旅行雑誌やガイドブックなどの、ある程度
長い文章に目を通して、名所や名物の特徴
など、行き先を決めるために必要な情報を
探し出すことができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 39 B1 書店を活⽤する
書店で、⾃分にとって適切な本や教
科書を店員の助けを得たり、本の序
⽂や⽬次を⾒たりして選ぶ。

3 1 666

本屋などで店員に、日本語学習の際に使う
辞書や教科書の用途や目的について質問
し、ある程度詳細な説明を理解することが
できる

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



大分類

ユニッ
ト番号
（大分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間
数（1＝
45分）

Can do
毎の単
位時間
の目安
（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
言語活動

Can do
レベル

副次的な言語活
動（Can do）

副次的な
言語活動
(5種)

生活上の行為
（大分類）

生活の情報 文化の情報 社会の情報

文字
（読・

書）の必
要性

備考・補足

Ⅸ 39 B1 書店を活⽤する
書店で、⾃分にとって適切な本や教
科書を店員の助けを得たり、本の序
⽂や⽬次を⾒たりして選ぶ。

3 2 667
教材のはじめなどにあるねらいや使い方の
簡単な説明を読んで、主要な情報を理解す
ることができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 本の構成 有

Ⅸ 40 B1 マニュアルを読む
ソフトの使い⽅を確認したり、適切な
接客⽅法を学んだりするためにマニュ
アルを読んで理解する。

3 1 672
表計算ソフトの使い方の本などを読んで、
使用したい機能についての必要な情報を探
し出すことができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 40 B1 マニュアルを読む
ソフトの使い⽅を確認したり、適切な
接客⽅法を学んだりするためにマニュ
アルを読んで理解する。

3 1 673

eラーニングシステムへのログイン方法や学
習方法が書かれたマニュアルの簡単な説明
を読んで、主要な操作方法を理解すること

 ができる

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

・ICT
・⽇本語学習サ
イトの使⽤⽅法

有

Ⅸ 40 B1 マニュアルを読む
ソフトの使い⽅を確認したり、適切な
接客⽅法を学んだりするためにマニュ
アルを読んで理解する。

3 1 690

職場にある接客マニュアルなど、敬語の使
い方と具体的なフレーズについて書かれた
ある程度長い資料に目を通して、自分が接
する可能性のある場面に合った言い回しや
表現を探し出すことができる。

読むこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有 働く

Ⅸ 41 B1 「⽅法」を学ぶ
パソコンの使い⽅や仕事の進め⽅な
どについて相談し、詳細な説明をし
てもらい、理解する。

3 1 676

インターネットの接続方法やパソコンの設
定方法などについて、コンピューターに詳
しい友人に質問したり、相手の質問に対し
て答えたりすることができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する ・ICT 無

Ⅸ 41 B1 「⽅法」を学ぶ
パソコンの使い⽅や仕事の進め⽅な
どについて相談し、詳細な説明をし
てもらい、理解する。

3 2 680

社内の日本語研修で業務改善に関するグ
ループでのプレゼンテーションの準備をす
るために、教材として配られた作業マニュ
アルの改変作業の詳細について確認や指示
をしたり、受けたりすることができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 有

Ⅸ 42 B1
⾃分の⼈⽣につい
て語る

⼦ども時代、学⽣時代の勉強の経験
について振り返り、これからの夢と
その実現⽅法について考える。

3 1 714

友人や家族と、それぞれの学生時代や受験
体験に関して、ある程度詳しく状況や心情
を説明し、簡単なコメントや意見を交換す
ることができる。

やり取り B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する 無

Ⅸ 42 B1
⾃分の⼈⽣につい
て語る

⼦ども時代、学⽣時代の勉強の経験
について振り返り、これからの夢と
その実現⽅法について考える。

3 2 646
自分の夢や目標について、それを達成する
ための方法や計画を、ある程度詳しくSNSな
どに書き込むことができる。

書くこと B1
Ⅸ ⾃⾝を豊かに
する

ライフプラン、
キャリアプラン

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数
（1＝45

分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動

（Can do）

副次的な
⾔語活動

(5種)

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅹ 1 A2
宅配便の再配達／
郵便を活⽤する

宅配便の不在通知を読んで理解し，
再配達の⼿配をする。

2 0.5 743

宅配便の不在通知を⾒て再配達を依頼し
たいとき、再配達の⾃動⾳声案内の簡単
な案内を聞いて、理解することができ
る。

聞くこと A2 Ⅹ 情報を収集・
発信する

・郵便物や宅配
便などの配達シ
ステムについて

Ⅹ 1 A2
宅配便の再配達／
郵便を活⽤する

宅配便の不在通知を読んで理解し，
再配達の⼿配をする。

2 0.5 744

宅配便の再配達を依頼する電話をかけ、
⾳声ガイダンスの⽇時や曜⽇指定などの
簡単な案内を聞いて、理解することがで
きる。

聞くこと A2 Ⅹ 情報を収集・
発信する

・郵便物や宅配
便などの配達シ
ステムについて

Ⅹ 1 A2
宅配便の再配達／
郵便を活⽤する

郵便を活⽤するためにウェブサイト
などで情報を得る。郵便局を訪問し
て郵便局員と話して様々なサービス
を活⽤する。

2 1 740

郵便物や宅配便の不在連絡票の短い簡単
な⽂を⾒て、再配達依頼の電話番号や
URL、再配達が可能な期間など、必要な
情報を探し出すことができる。

読むこと A2 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆郵便局のシス
テムを理解する

有

Ⅹ 2 B1
宅配便の再配達
サービス内容を知
る

宅配便を利⽤するために，ウェブサ
イトのサービス内容を理解する。

1 1 741

宅配便のウェブサイトのある程度⻑い⽂
章に⽬を通して、それぞれのサービスや
⽇時指定など、その会社を利⽤するか決
めるために必要な情報を探し出すことが
できる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

・郵便物や宅配
便などの配達シ
ステムについて

有

Ⅹ 3 B1
携帯電話を活⽤す
る

携帯電話の使い⽅について動画を⾒
たり店員の説明を聞いて理解する。
契約プランやオプションについて検
討する。

3 0.5 764

発⾳がはっきりしていれば、携帯電話店
の店員によるおすすめの機種の使い⽅や
便利な機能についての説明を聞いて、理
解することができる。

聞くこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

・携帯電話の
サービス内容・
契約⽅法・利⽤
⽅法について

Ⅹ 3 B1
携帯電話を活⽤す
る

携帯電話の使い⽅について動画を⾒
たり店員の説明を聞いて理解する。
契約プランやオプションについて検
討する。

3 0.5 766

携帯電話の使い⽅についての動画を⾒
て、映像やテロップを頼りに、主な機能
の使い⽅や取扱い上の注意点など、主要
な情報を理解することができる。

聞くこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

・携帯電話の
サービス内容・
契約⽅法・利⽤
⽅法について

Ⅹ 3 B1
携帯電話を活⽤す
る

携帯電話の使い⽅について動画を⾒
たり店員の説明を聞いて理解する。
契約プランやオプションについて検
討する。

3 0.5 765

携帯電話の説明書の中から発信や受信、
メールの送受信やアプリのダウンロード
の⽅法などについての簡単な説明を読ん
で、主要な操作⽅法を理解することがで
きる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

・携帯電話の
サービス内容・
契約⽅法・利⽤
⽅法について

有

Ⅹ 3 B1
携帯電話を活⽤す
る

携帯電話の使い⽅について動画を⾒
たり店員の説明を聞いて理解する。
契約プランやオプションについて検
討する。

3 0.5 748

携帯電話店の店員にフリック⼊⼒や⾳声
⼊⼒など、様々な⽇本語⼊⼒の⽅法につ
いて質問し、ある程度詳細な説明を理解
することができる。

やり取り B1
携帯電話の表⽰
を読む

読むこと Ⅹ 情報を収集・
発信する

・携帯電話の
サービス内容・
契約⽅法・利⽤
⽅法について

有

Ⅹ 3 B1
携帯電話を活⽤す
る

携帯電話の使い⽅について動画を⾒
たり店員の説明を聞いて理解する。
契約プランやオプションについて検
討する。

3 1 763

携帯電話を扱う店の店員が提案する契約
プランやオプションの特徴などについて
質問し、聞き返すこともあるが、ある程
度詳細な説明を理解することができる。

やり取り B1
パンフレットを
読む

読むこと Ⅹ 情報を収集・
発信する

・携帯電話の
サービス内容・
契約⽅法・利⽤
⽅法について

・携帯電話の
サービス内容・
契約⽅法・利⽤
⽅法について

有

Ⅹ 4 B1
スポーツニュース
を⾒る

記事やブログを読んで，⾒たいテレ
ビやラジオ番組を探す。番組の内容
について理解する。

2 1 772

テレビやラジオの番組について紹介した
簡単な記事やブログを読んで、番組の内
容や興味があるトピックなど、⾒たい番
組や聞きたい番組を⾒つけるために、必
要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆それぞれのメ
ディアの⼊⼿⽅
法やアクセス⽅
法を知る

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数
（1＝45

分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動

（Can do）

副次的な
⾔語活動

(5種)

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅹ 4 B1
スポーツニュース
を⾒る

記事やブログを読んで，⾒たいテレ
ビやラジオ番組を探す。番組の内容
について理解する。

2 1 775

好きなスポーツに関するテレビニュース
などを⾒て、試合の勝敗や好きな選⼿の
活躍など、内容を⼤まかに理解すること
ができる。

聞くこと A2
画⾯の⽂字情報
を読む

読むこと Ⅹ 情報を収集・
発信する

⽇本のスポーツ
事情

有

Ⅹ 5 B1
テレビニュースを
⾒る

テレビニュースを⾒て⽇本の出来事
を知り，それについて友⼈と話し合
う。

3 0.5 772

テレビやラジオの番組について紹介した
簡単な記事やブログを読んで、番組の内
容や興味があるトピックなど、⾒たい番
組や聞きたい番組を⾒つけるために、必
要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆それぞれのメ
ディアの⼊⼿⽅
法やアクセス⽅
法を知る

有

Ⅹ 5 B1
テレビニュースを
⾒る

テレビニュースを⾒て⽇本の出来事
を知り，それについて友⼈と話し合
う。

3 0.5 785

テレビで⾒聞きしたニュースについて、
友⼈に何が起こっているのか、どうして
そうなったのかなど分からない点につい
て質問したり、簡単なコメントや意⾒を
交換したりすることができる。

やり取り B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する ⽇本のニュース

Ⅹ 5 B1
テレビニュースを
⾒る

テレビニュースを⾒て⽇本の出来事
を知り，それについて友⼈と話し合
う。

3 1 783

出⾝国や地域の出来事が⽇本の報道番組
でどのように報道されているか、映像や
テロップを頼りに、キャスターの解説の
主要な点を理解することができる。

聞くこと B1
画⾯の⽂字情報
を読む

読むこと Ⅹ 情報を収集・
発信する 有

Ⅹ 5 B1
テレビニュースを
⾒る

テレビニュースを⾒て⽇本の出来事
を知り，それについて友⼈と話し合
う。

3 1 773

テレビニュースや新聞記事をきっかけ
に、住⺠投票制度や⼊管法改正など、⾃
分の⽣活に密接に関わる政策について、
友⼈に簡単な説明や理由を交えて⾃分の
意⾒を述べることができる。

発表 B1 新聞を読む 読むこと Ⅹ 情報を収集・
発信する ⽇本の制度 有

Ⅹ 6 A2
テレビドラマやア
ニメを⾒る

好きなテレビドラマやアニメを⾒る
ために，どの時間にどのチャンネル
でやっているか調べる。

1 1 776

＜776a＞テレビの番組表を⾒て、テレビ
ドラマやアニメなど興味を持った番組が
いつ、どのチャンネルでやるかなど、必
要な情報を探し出すことができる。

読むこと A2 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆それぞれのメ
ディアの⼊⼿⽅
法やアクセス⽅
法を知る

⽇本のドラマ 有 ＊具体例を加えた。

Ⅹ 7 A2
ラジオで天気予報
を聞く

ラジオで天気予報がいつおこなわれ
ているのか調べて聞く。天気予報の
内容を聞いて理解し，必要な備えが
できる。

1 0.5 780

ラジオやテレビの⾳声のみで天気予報を
聞いて、明⽇の天気や温度、降⽔確率な
ど、いくつかの情報を理解することがで
きる。

聞くこと A2 Ⅹ 情報を収集・
発信する 天気予報

Ⅹ 7 A2
ラジオで天気予報
を聞く

ラジオで天気予報がいつおこなわれ
ているのか調べて聞く。天気予報の
内容を聞いて理解し，必要な備えが
できる。

1 0.5 781

発⾳がはっきりしていれば、ラジオの天
気予報を聞いて、明⽇以降の天候がいつ
ごろどのように変わるか、どんな服装で
出かけたらよいかなどの要点を理解する
ことができる。

聞くこと A2 Ⅹ 情報を収集・
発信する 天気予報

Ⅹ 8 B1 ⾒たい番組を探す

テレビやラジオの番組について紹介
した簡単な記事やブログを読んで，
番組の内容や興味がある情報を探
す。

1 1 772

テレビやラジオの番組について紹介した
簡単な記事やブログを読んで、番組の内
容や興味があるトピックなど、⾒たい番
組や聞きたい番組を⾒つけるために、必
要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆それぞれのメ
ディアの⼊⼿⽅
法やアクセス⽅
法を知る

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数
（1＝45

分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動

（Can do）

副次的な
⾔語活動

(5種)

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅹ 9 A1
葉書や封筒を書い
て投函する

⾒本を⾒ながら葉書や封筒の宛名を
書く。そしてポストに投函するとき
に，どの区分に⼊れるか読んで判断
する。

2 1 738
⾒本があれば、はがきや封筒に、宛名や
差出⼈の住所や名前などを書くことがで
きる。

書くこと A1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆郵便局のシス
テムを理解する

有

Ⅹ 9 A1
葉書や封筒を書い
て投函する

⾒本を⾒ながら葉書や封筒の宛名を
書く。そしてポストに投函するとき
に，どの区分に⼊れるか読んで判断
する。

2 1 739

ポストの投かん⼝の「⼿紙・はがき」
「その他の郵便」「⼤型」「速達」な
ど、短い表⽰を⾒て、理解することがで
きる。

読むこと A1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆各種郵便物の
違いを知る

有

Ⅹ 10 A2 荷物を送る
郵便局やコンビニなどで荷物を送る
とき，送り⽅や送料などについて質
問する。

1 1 742

郵便局やコンビニなどで荷物を送ると
き、送り⽅や送料などについて質問し、
いくつかの簡単な答えを理解することが
できる。

やり取り A2 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆郵便局のシス
テムを理解する
☆各種郵便物の
違いを知る

Ⅹ 11 A2
郵便サービスにつ
いて知る

郵便局のウェブサイトを読んだり，
窓⼝で郵便局員に質問したりして，
郵便サービスの種類について理解す
る。

2 1 735
窓⼝で係員に、郵便局にはどんなサービ
スがあるかについて質問し、いくつかの
簡単な答えを理解することができる。

やり取り A2 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆郵便局のシス
テムを理解する

Ⅹ 11 A2
郵便サービスにつ
いて知る

郵便局のウェブサイトを読んだり，
窓⼝で郵便局員に質問したりして，
郵便サービスの種類について理解す
る。

2 1 736

郵便局のウェブサイトで郵便サービスの
種類に関する簡単な説明を読んで、各
サービスの特徴など、重要な情報を理解
することができる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆郵便局のシス
テムを理解する

有

Ⅹ 12 B1
郵便サービスを活
⽤する

郵便局の窓⼝で，割引サービスなど
について質問して活⽤する。

1 1 737
郵便局の窓⼝で持ち込み割引や同⼀あて
先割引などについて質問し、ある程度詳
細な説明を理解することができる。

やり取り B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆郵便局のシス
テムを理解する
☆各種郵便物の
違いを知る

Ⅹ 13 A1
メールやカードで
簡単なメッセージ
を伝える

友⼈やお世話になった⼈にメールや
カードで簡単なメッセージを伝え
る。

2 1 755

友⼈にメールを送るときに、⾃分の名前
や「こんにちは」や「ありがとう」な
ど、定型の簡単なメッセージを⽇本語で
⼊⼒することができる。

書くこと A1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

有

Ⅹ 13 A1
メールやカードで
簡単なメッセージ
を伝える

友⼈やお世話になった⼈にメールや
カードで簡単なメッセージを伝え
る。

2 1 756

お世話になった⼈へのお礼のカードに、
「お世話になりました」「ありがとうご
ざいました」など、定型の簡単なメッ
セージを書くことができる。

書くこと A1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

有

Ⅹ 14 A2
メールや⼿紙でお
礼を伝える

友⼈やお世話になった⼈に⼿紙や
メールでお礼などを伝える。そのた
めに友⼈に⽇本語チェックをお願い
する。

2 1 757
メールなどの⽇本語をチェックしてもら
うために、友⼈や同僚に短い簡単な⾔葉
で事情を伝え、頼むことができる。

やり取り A2 メールを書く 書くこと Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

有

Ⅹ 14 A2
メールや⼿紙でお
礼を伝える

友⼈やお世話になった⼈に⼿紙や
メールでお礼などを伝える。そのた
めに友⼈に⽇本語チェックをお願い
する。

2 1 758
お世話になった⼈に、短い簡単な⽂でお
礼の⼿紙やメールなどを書くことができ
る。

書くこと A2 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。



⼤分類

ユニッ
ト番号
（⼤分
類内）

ユニット
レベル

ユニット名 ユニットの活動

ユニッ
トの単
位時間

数
（1＝45

分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動

（Can do）

副次的な
⾔語活動

(5種)

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅹ 15 A2
メールでやりとり
する

友⼈やお世話になった⼈から来た⻑
めのメールや⼿紙を読んで理解し，
こちらからも返事をする。

2 1 760

感謝の気持ちや近況などについて、気持
ちの変化や出来事の様⼦などについて詳
しく書かれた友⼈からのお礼の⼿紙や
メールなどを読んで、⼤部分の内容を理
解することができる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

有

Ⅹ 15 A2
メールでやりとり
する

友⼈やお世話になった⼈から来た⻑
めのメールや⼿紙を読んで理解し，
こちらからも返事をする。

2 1 759
お世話になった⼈に、感謝の気持ちや近
況などについて、ある程度詳しくお礼の
⼿紙やメールなどを書くことができる。

書くこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

有

Ⅹ 16 A1
メールアドレスを
取得する

フリーメールのアドレスを取得する
ために，新規作成のページに名前，
メールアドレス，パスワード，電話
番号，⽣年⽉⽇など⾃分の基本的な
情報を⼊⼒する。

1 1 753

フリーメールのアドレスを取得するため
に、新規作成のページに、名前、メール
アドレス、パスワード、電話番号、⽣年
⽉⽇など、⾃分の基本的な情報を⼊⼒す
ることができる。

書くこと A1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

有

Ⅹ 17 B1
メールの設定をす
る

電⼦メールが使えるようにするため
にPCをセッティングしたり，メール
アドレスを取得したりする。

2 0.5 751

電⼦メールの設定などについて、パソコ
ンに詳しい友⼈にある程度詳しく質問
し、セキュリティ強化のための⽅法を相
談することができる。

やり取り B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

Ⅹ 17 B1
メールの設定をす
る

電⼦メールが使えるようにするため
にPCをセッティングしたり，メール
アドレスを取得したりする。

2 0.5 761

電⼦メールの送受信やファイルの添付の
⼿順、受信メールのフォルダへの整理の
⽅法などについて、友⼈に順序⽴てて説
明することができる。

発表 B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

Ⅹ 17 B1
メールの設定をす
る

電⼦メールが使えるようにするため
にPCをセッティングしたり，メール
アドレスを取得したりする。

2 0.5 752

コンピューターのマニュアルなどの、あ
る程度⻑い⽂章に⽬を通して、フォルダ
や連絡先の管理など、電⼦メールを利⽤
するために必要な情報を探し出すことが
できる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

有

Ⅹ 17 B1
メールの設定をす
る

電⼦メールが使えるようにするため
にPCをセッティングしたり，メール
アドレスを取得したりする。

2 0.5 754

電⼦メールを送受信するためのソフトな
どをインストールするとき、その⼿順に
ついて書かれたウェブページの簡単な説
明を読んで、主要な操作⽅法を理解する
ことができる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

有

Ⅹ 18 B1
メールで問い合わ
せをする

サポートセンターに，新しく買った
電化製品について，不具合の内容や
どう対処してみたかなどについてあ
る程度詳しくメールなどを書く。

1 1 762

サポートセンターに、新しく買った電化
製品について、不具合の内容やどう対処
してみたかなどについて、ある程度詳し
くメールなどを書くことができる。

書くこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

有

Ⅹ 19 A2
インターネット回
線を契約する

インターネットプロバイダーの設定
マニュアルや接続マニュアルの簡単
な説明を読んで理解する。

1 1 747

インターネットプロバイダーの設定マ
ニュアルや接続マニュアルの、簡単な説
明を読んで、いくつかの情報を理解する
ことができる。

読むこと A2 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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トの単
位時間

数
（1＝45

分）

Can do
毎の単
位時間
の⽬安

（1＝45
分）

引⽤・
参照し
た⽣活
Can do

番号

NKGユニット版
⽣活Can do

＊（注）

５つの
⾔語活動

Can 
doレベ

ル

副次的な⾔語活
動

（Can do）

副次的な
⾔語活動

(5種)

⽣活上の⾏為
（⼤分類）

⽣活の情報 ⽂化の情報 社会の情報

⽂字
（読・

書）の必
要性

備考・補⾜

Ⅹ 20 B1
インターネット回
線を契約する

⾃宅でインターネットが使えるよう
にするために，⽐較して適切なイン
ターネットプロバイダーを契約す
る。

2 1 745

いくつかのインターネットプロバイダー
を⽐較するサイトなどの簡単な記事に⽬
を通して、それぞれの特徴など、どのプ
ロバイダーと契約するか決めるために必
要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

有

Ⅹ 20 B1
インターネット回
線を契約する

⾃宅でインターネットが使えるよう
にするために，⽐較して適切なイン
ターネットプロバイダーを契約す
る。

2 1 746

家電量販店の店員に、インターネットの
契約内容や加⼊⼿続について質問し、聞
き返すこともあるが、ある程度詳細な説
明を理解することができる。

やり取り B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
トのサービス内
容・利⽤⽅法を
理解する

Ⅹ 21 B1
インターネットを
活⽤する

インターネットを利⽤して，近所の
飲⾷店などの情報を探す。

2 1 749

近隣の飲⾷店名をインターネットで検索
して表⽰された店の雰囲気や評判などの
簡単なレビューを読んで、主要な情報を
理解することができる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
ト検索の⽅法を
理解する

有

Ⅹ 21 B1
インターネットを
活⽤する

インターネットを利⽤して，近所の
飲⾷店などの情報を探す。

2 1 750

pdfファイルだけを検索するなど特殊な
検索について書かれたある程度⻑い⽂章
に⽬を通して、効率的な検索を⾏うため
に必要な情報を探し出すことができる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

☆インターネッ
ト検索の⽅法を
理解する

有

Ⅹ 22 A1 電話を受ける
電話がかかってきたときに、「もし
もし」「○○です」など電話を受け
るときの表現を使うことができる。

1 1 770
電話がかかってきたときに、「もしも
し」「○○です」など電話を受けるとき
の表現を使うことができる。

やり取り A1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

Ⅹ 23 A2 電話をかける１

国際交流センターなどに電話をして
話したい相⼿と別の⼈が出たとき、
短い簡単な伝⾔を依頼することがで
きる。

1 1 767
国際交流センターなどに電話をして話し
たい相⼿と別の⼈が出たとき、短い簡単
な伝⾔を依頼することができる。

やり取り A2 Ⅹ 情報を収集・
発信する

Ⅹ 24 B1 電話をかける２

帰りが遅くなるとき、帰宅が遅くな
る理由、済ませておいてほしい⽤事
や家事の内容などについて、順序⽴
てて説明することができる。

1 1 768

帰りが遅くなるとき、帰宅が遅くなる理
由、済ませておいてほしい⽤事や家事の
内容などについて、順序⽴てて説明する
ことができる。

発表 B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

Ⅹ 25 A1
店員に商品の有無
を尋ねる

本屋やコンビニ、売店などの店員
に、ほしいものの名前を伝え、ゆっ
くりとはっきりと簡潔に話されれ
ば、あるかどうかの答えを理解する
ことができる。

1 1 771

＜771a＞本屋やコンビニ、売店などの店
員に、欲しいもの 雑誌や新聞の名前を伝
え、ゆっくりとはっきりと簡潔に話され
れば、あるかどうかの答えを理解するこ
とができる。

やり取り A1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

本屋、コンビ
ニ、売店

＊範囲を広げた。

Ⅹ 26 B1
電気屋で店員に質
問する

電気屋などで店員に、電⼦機器の操
作⽅法などについて質問し、聞き返
すこともあるが、ある程度詳細な説
明を理解することができる。

1 1 769

電気屋などで店員に、電⼦機器の操作⽅
法などについて質問し、聞き返すことも
あるが、ある程度詳細な説明を理解する
ことができる。

やり取り B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する 電気屋

Ⅹ 27 B1
広報誌を読む・書
く

役所が発⾏する広報誌に掲載されて
いる地域の⾏事や祭りなどの簡単な
紹介記事を読んで理解する。

2 2 782

役所が発⾏する広報誌に掲載されている
地域の⾏事や祭りなどの簡単な紹介記事
を読んで、主な活動や由来などの主要な
情報を理解することができる。

読むこと B1 Ⅹ 情報を収集・
発信する

祭りや地域の⾏
事

有

（注）「NKGユニット版 ⽣活Can do」は、⽂化審議会国語分科会⽇本語教育⼩委員会が⽰した「⽣活Can do」をもとにしている。基本的には「⽣活Can do」を⽤いたが、ユニットを⼀連の⾔語⾏動によって構成するため、⽣活Can doの記述を⼀部変更した場合がある。該当箇所を⾚字で表記し、Can do番号を＜〜a＞としてCan do記述の冒
頭に⽰した。各変更点の説明は「備考・補⾜」の列を参照されたい。
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